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本 調査は,日 本 自転車振興会の機械工業振興 資金に よる 「昭和45年 度情

報処 理に関す る調査研究補助事業 」の一環 として実施 した もの であ ります。
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社会,経 済 の発 展に と もない各 種 情報 の蓄 積 ・加工 ・供 給 を有 機 的 かつ効 果的 に行な う方法 として・

と くに コン ピュータに よる情報処 理 の役 割 りの重 要 性 が認 識 され てお ります 。

また,最 近 は通 信回 線 との有機 的 な結合 に よ り,そ の利 用 が地域 的 に拡 大す るのみ な らず 〆 時分割

に よる コン ピュー タの 情 報処理 能 力の 同時共 同利 用が 可能 にな り,さ らに情報 自体の共 同利 用 もコ ン

ピ ュー タを 通 じ拡 大 され る傾 向 にあ ります 。

この よ うな情 勢に お いて通 信 回線 とコン ピュータ を結 合 し各種 の処 理 を行 な う,オ ン ライン ・シス

テ ムの技 術 を確立 し,発 展 させ る こ とは,非 常 に重要 な こ とと考 え ます 。

当財 団 では,情 報 処理 に関す る諸 問題 の解 決 のた め各 種 の調査 を 実 施 してお ります が,こ の調 査報

告 書は,今 後 の オ ンラ イ ン ・シス テ ムの技 術動 向 を把握 す るた め 昭和45年 度 に当財 団 の オ ン ライ ン

システ ムの技 術動 向調 査委 員会 が取 りま とめた もの であ ります。

ここ に本 報 告書 取 りま とめに ご尽力 下 さ った各 委員 お よび ア プ リケー シ ョンの 実例 の紹 介に ご支 援

を賜 わ った コン ピ ュータ ・ユ ーザ 各位 に心 か ら 感謝 の意 を表 し ます と と もに,本 報 告 が各 方面 に利 用

され,わ が 国情報 産 業発 展 の一 助 と して寄 与 で き ます よ う念願 い たす 次 第で あ り ます。

昭和46年5月

財団法人 日本 情報処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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(財)日 本情報処理開発センタ●
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第7章2節 オ ン ライン ・ア プ リケー シ ョンの実例 につい ては 次 の方 々に ご執 筆い た だ き ました。
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富 士 銀 行 株 式 会 社

株 式 会 社 西 友 ス トア

日 産 自 動 車 株 式 会 社

新 日 本 製 鉄 株 式 会 社

気 象 庁

京 都 大 学

日 本 竜 信 電 話 公 社

日 本 電 信 電 話 公 社

日 本 竜 信 電 話 公 社

株式会社野村電子計算センター
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オ ン ラ イ ン ・・シ ス テ ム 技 術 の 動 向

1 総 論

1・1オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム の 発 展

コン ピュー タの普 及 発展 と ともに,コ ン ピュー タ と通 信 回線 とを結合 し て行 な う遠 隔情 報処 理 シス

テ ムす なわ ちオ ン ラ,イン情報 処 理 シス テム の利 用は,増 加 の一 途 をた どっ てい る。 この よ うな 情報 処

理 のオ ン ライン化 の傾 向は,わ が国 におい ては,電 電公 社 が 最近開 始した 加入 デ ー タ通 信サ ー ビス と

専用 デ ー タ通信 サ ー ビス の例 に よ って も これ が示 され て お り,・また近 くいわ ゆ る通 信 回線 の 開放 が 実

施 され るこ とにな る と,こ の傾 向は 一 層顕著 な もの とな ろ う。

ア メ リカにおけ るオ ン ライ ン ・シス テ ムは,タ イ ムシ ェア リング ・シ ステム,リ モー ト・バ ッチ シ

ステ ム,そ の他種 々のオ ンラ イ ン ・リアル タ イム ・シス テ ム,リ モー ト ・コン ピュ ーテ ィング 。シス

テ ム等の 領域 におい て発 展 を続 けてい る。 ア メ リカ にお け る今 後 の予測 と しては,1970年 現在

オ ンラ イン ・シス テ ム の年間 売 上げ が1,240億 円,1975年 には この5倍 の6,500億 円 とな り,

また端末 装置 は 現在19万 台,1980年 には そ の15倍 の245万 台 とな る だろ うとい うものが あ

る。

との よ うな オ ン ラ イン ・シス テ ムの発展 を支 える ものは オ ン ライン ・シス テ ム技 術の進 歩 で あ り,

これ が コ ンピ ュータ ・パ ワー ・ユーテ ィリテ ィや イ ンフ ォーメ ーシ ョン ・ユー テ ィリテ ィへ の 発展 の

道 を開拓 しっ つ あ る のであ る。

オ ン ライ ン ・シ ステ ムは 通 信 シス テ ム と コン ピュー タ ・シス テ ム とが 結合 された新 しい シス テ ム で

あ るが,コ ンピ ュー タ/通 信 間 に存在 す る業 務上 技 術上 の諸 問題 の解 明 とそ の解 決 に多数 の 国民 が

参 加 した ことは,日 米両 国 ともそ の軌 を一 に してお り,情 報化 時代 にお け るこの シ ステ ム の重要 さを

物語 る もの として興味 深 い。

オ ン ライ ン ・シス テム の技術動 向 調査 委員 会 では,オ ン ライ ン ・システ ム を構成 す る アーキ テ クチ

ャ,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,通 信 網 とアプ リケー シ ョンの 諸項 目につ い てそれ ぞ れ専 門 家 に よ

り技術 の動 向 の調査 を行 な う外 ア メ リカに調 査団 を派遣 して本 件 につ い て の実情 を視 察 し輪

以 下本調 査報 告書 の あ ら ましを記述 し,総 論 に代 えた い。

1.2ア ー キ テ ク チ ャ と シ ス テ ム 構 成

1・2・1ア ー キ テ ク チ ャ

〔1〕 オ ン ライ ン ・シス テム の具備 すべ き条件

(1}シ ス テ ムの 信頼性 の高い こと。

② オ ンラ イン で使用 でき る大容量 の ラ ンダ ム ・ア クセ ス記憶装 置 が あ る こと。

(3)レ スポ ンス ・タ イムが 速 く,シ ステ ムの効 率 が よい こ と。
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(4)使 い易 い 端末 装置 が ある こ と。

〔2〕 ア ー キテク チ ャの改 良 の方 向

(1)使 い 易 さの追 求

② 高 い パ フ ォーマ ンス の 実現

⑤ システ ム の総 合 信頼 性 の 向上

〔3〕 最 近発 表 さ れた コン ピュー タ機 種 の特 徴

最 近 発表 された コ ンビ'一 夕 の主 な機 種 は,IBM370シ リーズで見 られ る よ うに,新 しいハ ー

ドウ ェア ・テ ク ノロジ ーを導入 して,パ フ ォ ー マ ンス/コ ス トの改 善 がは か られ てい る。 そ して新

技術 の特 徴 としてオ ン ライ ン機 能 が 強化 され てい るこ とが あ げら れ る。

〔4〕 互 換 性

新機 種 と従 来機 種 との 互換 性 に つい ては,そ の 大部分 が プ ログ ラム お よび周 辺装 置 に関 し,

upwardcompatibleと な って い る。

〔5〕 そ の 他 の 特 徴

マ イクロ.プ ログ ラ ミング技術 を 採用 す る もの(フ ァーム ウェア)が 多 くな った こ と,ICメ モリが 多

く用 い られ るよ うにな り,主 記憶装 置 をす べてIC化 した もの もあ らわ れた こ と,特 に 高性能 デ ィス

ク装置 の 出現は オ ンラ イン ・ リアル タ イム ・シス テムの機 能 向上 に役立 つ こ とな ど。

1・2・2シ ス テ ム 構 成

〔1〕 アベ イラビ リテ ィ

オ ン ライン ・リアル タイム 。シス テ ムでは コ ン ピュー タのア ベ イラ ビリテ ィ・(有効稼 動 率)の 大 と

な る こ とを厳 し く要 求す る。 この ため 各装置 の アベ イ ラ ビ リテ ィの向 上だ けで な く,シ ス テム構成 の

上 にお いて も対策 が 講ぜ られね ば な らない 。 これ にはfailsafesystemとfailsoft

systemが あ り,装 置 の 二重 化 や マ ルチ プ ロセ ッサ ・シス テム の採用等 が行 な われ る。今 後 マル チ

プ ロセ ッサ ・シ ステム が広 く用い ら れ る よ うにな るで あろ う。

また特 殊 な,コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを組 む ことに よ り,1シ ステ ムが ダ ウ ンした とき近隣 の

シス テム が これ をバ ック ア ップす る よ うな こと も考 え られ る。

〔2〕 デ ー タ ・ベ ース 管理 シス テム

オ ンラ イ ン ・リアルタ イム ・シス テ ムの 需要 が 多 くな るにつ れ て,ラ ンダ ム ・ア ク セス記憶 装置特

にデ ィスク ・パ ック記 憶装 置 を 中心 とした シス テ ムへ の移 行が見 られ る。 この ため,従 来 個 々 のアプ
エ

リケ ーシ ョンご とに作 られ てい た フ ァイル を総合 して,デ ー タ ・ペ ース ・シス テム で管理 す るこ とが

行 な われ る よ うにな?た 。

〔3〕 ミニ コ ンピ ュー タ

最 近 ミニ コ ン ピ ュー タは従来 の簡 単な 科学 技術計 算 や 韻脚 用 に使 用 され る外 に,通 信分野 へ の応用

が盛 ん にな り,オ ンラ イン ・シス テ ムの端 末 装置 や 通信 回線 の制 御用,集 配 信用,メ ッセ ージ交換 用

な どに使 わ れ始 め た こ とは特 記 に値 す る。
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〔4〕TSS

TSSに つい ては,技 術的 になお 多 くの 問題 を かか え てい るが・ コ ンピ ュー タのオ ン ラ イ ン ●シス

テ ムの 主流 とし て定 着 しつ つ あ る。

〔5〕 今 後 の期待

コン ピ ュー タ ・テ ク ノ ロジー に対 す る今 後 の期 待は 数 多 くあ るが,そ の中 の二,三 を あげ れ ぽ コ

ンピ ュータ のパ ター ン認識 が画 期的 に進歩 し,デ ー タの 入 力が手 書 文字 や音 声 で行 な え る よ うに した

い こと,ま た 光 メモ リや半導 体 メモ リな どの大 容量 で安 価 なア クセ ス ・タ イム の短 かい メモ リが 使え

る よ うに なる こ と,液 晶や 半導 体技 術な どを利 用 した 安価 な デ ィス プ レイ装置 の 出現 な どが あ る。

●

●

1・3ハ ー ド ウ エ ア

〔1〕Cacheの 出 現

最近 におけ る コン ピュータ本 体 の 方式 設計 上 の進 歩 と して,1.BM560/85やIBM570/

155な どで見 られ る"Cache"と 称ば れ るICを 使 っ たバ ッフ ァメモ リの採 用が あげ』られ よ う。

これを 使 えば,ビ ッ ト当 りの単 価 の 安い 比較的 低速 の 大 容量 の主記 憶装 置 に対 して その 実効的 速度 を

著 し く高 め る ことが で きる。

〔2〕 マ イクロ・プログ ラ ミング 方式 の一 般 化

新機 種 の方 式設 計 で変 って きた こ との一 つ と して固定 記憶 装置 を使 うマ イク ロ ・プ ログ ラ ミング 方

式 が一 般 化 して き た ことが あげ られ よ う。 コン ピュ ータ の基本 的 な動作 は,す べ てマ イク ロ ・プ ログ

ラム に よ って表 わ され,そ の構成 は きわめ て簡単 にな る。 また マ イク ロ ・プ ログ ラ ミングの技 術は,

各 メー カの新 旧機 種 間 は もち ろん,他 メ ーカ の機 種 との間 に互 換性 を もたせ る上 に重 要 な役割 を果す .

もので ある。

〔5〕 論 理 素 子 の動 き

コンピ ュー タの論理 素 子と して種 々 のICが 使 われて き たが,こ れ らのICの うち,高 速 の ものは

CML(CurrentModeLogic).低 速 ない し中速 の もの はTTL(Transistor

TransistorLogic)と い うこ と に収敏 され た よ うで あ る。LSIに つ い ては,当 初(1965

年頃)予 期 した ほ どには 発展 を見 な か った 。 そ の 原因は 技 術的 な 困難 さ よりも,多 種 少量 生 産 とい

うことを半導 体 メー カが嫌 うこ とに あ る。

〔4〕 主記 憶装 置 の動 き

フ ェライ ト磁 心 は,主 記憶 装置 の 主流 と して ま だその 生 命を保 ってい るが,最 近はCacheの 出現

等 に よ り,磁 心 メモ リの速度 の向上 よ りも価 格 を 安 くす る ことに努 力の 重点 が移 行 した よ うに見 え る。

磁 性薄 膜 や メ ッキ線 な どが,フ ェラ イ ト磁 心 に代 る主記 憶装置 にな るだ ろ うとの予測 も・種 々の原 因

か ら当 らず に終 った と見 られ る 。

IBM社 が 使 ってい るICメ モ リは,バ イポ ー ラの もの であ るが,近 い将 来 バ イポ ーラは 高速 を必.

要 とす るCache用 に使 い,主 記 憶 装置 用 にMOSが 使 わ れ るだ ろ うとの観 測 が行 なわ れてい る・
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〔5〕 固定記 憶 装置 の動 き

マ イクロ・プロ グ ラムを入 れ る固定記 憶装 置 は,従 来 は受動 素 子を用い,書 き換 えの困難 な ものが 多

か ったが,最 近 提 案 され てい る もの に半 導 体を使 ったICが あ る。 これは マ イクロ・プログ ラムの書 き

換 え が可能 の もので あ る。

〔6〕Grosc.hの 法 則 の成 り立 た な い分野

コン ピ ュー タは大 形機 種 ほ どコス トが割 安 とな る とのGroschの 法 則 が あ る。 しか し優 れ た パ

フ ォーマ ンスを もつ ミニ コ ン ピュー タが量 産 に よ り低 価 格 で売 り出 され てい る今 日では,も はや

Groschの 法 則 は この分 野 では 成 り立 た ない こ とが証 明 され てい る。

〔7〕 ミニ コ ンピ ュー タの影 響

安価 で パ フ ォー マ ンス の高 い ミニ コン ピ ュー タの 出現 に よ り・ 小規 模 な計 算 をTSSで や る より

は,自 家 用 の ミニ コン ピ ュー タで や ろ うとす る者 が ふえ るこ と,こ れ を端 末 制御 集信,通 信 制御 な

どに 使 うこ とに よ り,オ ン ラ イン ・シス テ ムの コス トが下 が るな どの こ とが 考 え られ る。前者 は オ ン

ラ イン ・シス テム の発 展 を阻 む要 素 で あ り,後 者 は これ を助 長す る要 素 であ る。

〔8〕 入 出力装置 の進 歩

入 出力装 置 にお いて最 近 注 目すべ き ことは,IBM570で 発 表 され た磁 気 デ ィス クの記 憶密 度 の

大 きい こと,コ ス トの 安い こ と,ア クセス タ イムの短 い ことであ り,磁 気 テ ー プにつ いて も同 様 の進

歩が 見 られ るこ とであ る。

〔9〕 端末 装置 の多様 性

端 末装 置 の 開発 の方 向 と しては,二 つ があ る。 一 つは 多 くの利 用者 へ の普 及 を 目指 して価格 の安い

簡 易な もの への追 求,他 に高度 の操 作性 と機 能 を もった い わゆ る イ ンテ リジ ェン ト端 末 へ の追 求 であ

る。 そ して この間 を埋 め る各 種 の端 末 装置 が あ ら われ つつあ り,オ ン ラ イ ン ・シス テム の普 及 にお よ

ぼす端 末装 置 の影響 は 大 き い 。'

▲

1・4ソ フ ト ウ エ ア

〔t〕 オンライン ・シス テムの特質

オ ン ラ イン ・シス テム の特 質 として は つ ぎの よ うな もの があ げ られ る。

o

口

ほ

図

りア ルタ イムで応 答 がな さ れる こと。

フ ァイル の集 中化 が 必要 な こと。

マル チ プ ログ ラムの切 替頻 度 が 高 く,管 理 プ ログ ラム の走 行 比率 が 「般 よ り高 い こと。

シス テ ム の総合 処 理 能 力や,障 害時 の対 策 な ど につ いては 運 用 に入 る前 に十 分検 討 されね ば な

●

＼
'

`

らない こと。

⑤ フ ィー ル ド ・テス トの実 施 は,シ ステ ムの規 模 が大 き くな る につれ て,非 常 な 困難 を伴 な

うこと。

〔2〕 オ ン ライ ン ・シス テム の ソ フ トウ ェア の生 産

オ ン ライ ン.シ ス テム の ソ フ トウェア は.ま す ます複雑 膨 大化 し,そ の作成 のため の時 間 と費 用は
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増 大の一 途 を た ど り,そ の非 線 形 的な急 激 な増加に"ソ フ トウ ェア の危機"と い う声 が上 って い る。

その 原因 はオ ン ライ ン ・シス テム の ソ フ トウ ェア の一 品 生産 的性 格 と規 模 の拡 大 に伴な う内部 関連 の

非 線 形的な 増 大 に よ る生 産性 の低 下 にあ る。 この困難 に対処 す るた め,正 確な ソフ トウ ェア開 発ス ケ

ジ ュール の立 案 優秀 な プ ログ ラマの 確保 プ ログ ラム作成の 合理 化 が重 要な 問題 とな る。 実 際 の と

こ ろ,オ ン ライン ・シス テ ム のソ フ トウ ェア の生産 性は まだ きわめ て低 い もの であ り,経 験 に よ らな

け れば な らな い点 が多い。 しかも この経 験は 他人 に伝 え に くい もので あ り,特 に リアル タ イム の ソフ

トウ ェアは 然 りで あ る。

〔5〕 サ ポ ー ト ・ブ ・グ ラムの 重要 性

オ ン ライ ン.シ ステ ムを構 成 す る ソフ トウ ェアはε 管 理プ ログ ラム,サ ポ ー ト・プ ログ ラムに大 別

され るが,'こ の うちサ ポー ト 。プ ログ ラムは とか く軽 視 されが ち であ る。 しか し これは きわ めて重 要

なプ ログ ラム であ って,リ アル タ イム ・プ ロジ ェク トの日程計 画 に対 し,サ ポー ト ・プログ ラム の開

発 が遅 れた こと に よって もた ら される被 害は 実 に莫大 な もの で あ るこ とを知 らね ば な らない。

〔4〕 オペ レ ーテ ィング ・シス テム開発 用言 語

ソフ トウ ェアの 設計 ・製 作 の方 法論が まだ確立 されな い まま,大 形 めオ ペ レー テ ィング ・システ ム

(OS)の 製 作 を行 な ってい るた め に,そ の 生 産 性 は低 く,プ ログ ラムの オ ーバ ーヘ ッ ドが増 大 す る

結果 とな ってい る。

コンパ イ ラに っい ては こ こ数年来,設 計 ・製 作 の方法 論が あ る程度 確 立 し,コ ンパ イラ ・コンパ イ

ラな どが実用 に供 され よ うと してい る。

08全 体 につ い ては,ア セ ンブ ラ よ りも高水準 の開 発用 言語 を 用い る試 みが行 なわ れて い る。 これ

は 見 かけ上 プ ログ ラム を小形 に し,誤 りの頻度 を少な くし,作 成工 数を 短縮 し よ うとす る もので ある。

これ に用 い られ る言語 には,ハ ー ドウ ェア に依 存 す る開発用 言 語 とハ ー ドウ ェア に依 存 しな い 開発用

言 語 とが あ り,ま だ適切 な 言語 として確立 され た もの では な い が,こ の種 の言 語 を用 い る と・ プ ログ

ラム の 生産性 は,従 来 に比 し5～10倍 に 向上 す る。

〔5〕 オ ン ライ ン ・ア プ リケ ーシ ョン ・パ ッケ ージ

オ ンラ イン ・システ ムの うち,多 数 の端 末 利用 者 に サ ー ビスす る汎用 タ イム シ ェア リング ・システ

ムで は,ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラ ムの充足 が重 要 であ る。

アメ リカのTSS会 社 では,各 種 の ア プ リケ ーシ ョン ・パ ッケー ジを用意 して,顧 客の獲 得 に努力

して お り,今 後 も引続 きユニ ークな ア プ リケー シ ョン ・パ ッケー ジの 開発 が行 な われ る であろ う。

現 在科学 技術 計 算,設 計 計算 のパ ッケー ジは相 当 充足 された状 態 にあ る ので,今 後は ビジネス ・ア

プ リケ ーシ ョンの分野 にお け るパ ッケ ー ジの開発 に 努 力が移行 す る の も と考 え られ る。 この分野 の情

報処 理量 は,科 学 技 術計算 の分野 とは 比較 にな らな い程 大 きな もの とな るであ ろ う。

〔6〕 デ ータ ・ベ ース 管理 シ ステ ム

デ ータ ・ペ ース 管理 シス テ ムは,過 去8年 位 の間 に,続 々と開発 され て きた が,ま だこの シス テ ム

の技 術は 未熟 で,今 後 試 行錯 誤 を重 ね て,技 術 的 定着 をは か らねば な ら ない。

現 在 この シス テ ムの技術 的 問題 としては,フ ァイル の機 密 保 持,破 壊 か らの保 護 を 含 めた信 頼性 の
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確保,使 い 易い 高級 言語 の 開発,シ ステ ムの処理 に要 す る時 間 の短縮 な どがあ る。

また これ の ソ フ トウ ェアの 大形 化 に 伴 う困難 は,一 般 の場合 と変 らず,そ の対 策 として,デ ー タ

・ペ ース管理 システ ム の階 層 化,機 能 分類 に よるモジ ュー ル化 な どが 考 え られ てい る 。
■

t・5.通 信 網

〔1〕 既存電話網の利用

オ ンラ イン ・システ ムに必要 なデ ー タ伝 送 には,電 話通 信 のため に設備 され た既存 の電 話 網が 利用

され る こ とか ら,オ ン ライン ・システ ム に よるサ ー ビスが 急速 な発展 を見 る に至 ったが
,電 話網 はア

ナ ログ通 信 のた め に設 計 され た もの で,パ ル ス符 号を 送 るデ ータ伝送 には 不 向 き な ものであ る
。

そ こで デ ータ伝送 の需要 の増 大 に対 処 す るため には,現 用 の通信網 に何等 かの変革 を加 え るか
,も し

くはデ ー タ伝 送 に適 した新 しい通 信網 を 作成 す るかな どの 方法が考 え られ るが
,何 れ 後者 の 方法 によ

るこ とにな るであ ろ う。

〔2〕 諸 外 国 におけ るデ ータ伝送 網 構成 に対 す る 考え方

諸外国 にお けるデ ータ伝 送 網構 成 に対 す る考 え方 に二 つ の流 れ があ る。一 つは テ ヒ ックス網 を ペー

ス と して,メ ッセ ー ジ通 信主 体 の網 か らデ ー タ伝送 の ため の要求条 件 を満 足 す る網 を実用 化 し よ うと

す る動 き であ る(西 独,フ ランス,イ タ リー等)。 も う一 つは,電 話網 と専 用線 によ って当 面 のデ ー

タ伝送 の需要 を満 た し ・将 来 は蓄 積交 換機 能 を もった コ ン ピュータ を中心 に新 しいデ ー タ専 用網 を作

ろ うとす る動 き(ア メ リカ,イ ギ リス等)で あ る↓

これ ら二 つの行 き方 には一 長一 短 があ り,現 在 の ところ,一 つ の行 き方 に まとめ る こ とは 困難 とさ

れてい る。 しか し将 来 の構 想 とし て,蓄 積 交換 機 能を もった コ ンピ ュータを 中心 に新 しい デ ー タ専用

線 を作 る こ とは各国 とも異 存 の ない とこ ろで あ る。

〔5〕 将 来 の 通 信 網

わ が国 におけ る将来 の通 信網 は,音 声,デ ー タ
,画 像 等の伝 送 が必要 とな り,ネ ッ トワー ク と して

は,電 話網,デ ー タ網,ビ デオ網 に分 け られ これが一 体化 した総 合通 信網 が形 成 され よ う
。 網 の 中

心的 な 制御 は電 子交換機 に よ って 行な わ れ るで あろ う。

〔4〕 新 デ ータ網 の条 件

わ が国 におい て将 来形成 され る新 しい デ ータ網 が具備 すべ き条件 に つい ては
,電 電公 社が 以 前か ら

検討 を進 め てお り,い ず れ結 論が 出 され るで あ ろ うが,こ れは お よそつ ぎ の よ うな もの とな るであ ろ

うと想像 され る二

(1}電 話網利 用 に よるデ ータ伝送 サ ー ビスは ,公 衆電気通 信法 の 改正 に よ り,昭 和47年 度 から開

始 さ れる もの と予 想 され るが,将 来 のニ ーズ を考 え ると,現 在 の電 話網 よ りも高度な機 能 を も っ

たデ ー タ網 を構 成 す る必要 が ある。'

(2)要 求 され る通 信速度 は,低 速(200B/S以 下)
,中 速(1,200～4,800B/S),高

速(96～48KB/S以 上)の 中 か ら数 種類 が選 ば れる であ ろ う。

⑤ 符 号 形式 や制御 手順 は,網 の 制御用 の ものを除 い ては,利 用者 が 自 由に選べ る よ うに す る。,

●
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(4)接 続 に要 す る時間 は数10msを 目標 とす る。

{5)各 種 の端末 間 の通 信 を可 能 の よ うにす る。

(6)低 コス トで網 を利 用 でき る よ うにす る。

(7)網 の ビ ッ ト誤 り率 は10-8以 下 とす る こ とが望 ま しい(た だ し端末 装 置 は含 まない)。

⑧ 十 分 な信 頼性 を もった もの とす る。

(9)交 換 方式 と して は,回 線 交換 蓄積 交換 パ ケ ッ ト交 換 あ るいは これ らを 混合 した ものが 考え

られ る。

lOデ ー タ網 と電話網 お よび ビデオ網 とが相 互接続 が可 能 な もの とす る。

1・6コ ン ピ ュ ーータ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

最近 アメ リカに おい て,コ ン ピ ュータを 電力 網 中 の発 電機 と 同様 に み な し,相 互 の 間を通 信 網で 結

ぶ コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワ ークが 提 唱され て い る。 この研 究は ま だ始 ま った ば か りで 多 くの 問題 をか

か え てい るが,こ の ネ ッ トワー クに対 す る 期待 はつ ぎの よ うな もの で ある。

す なわ ち,TSSの ユ ーザは,端 末装 置 を この ネ7ト ワ ーク に接続 し,ネ ッ トワ ーク内 の 多数の コ

ンピ ュータを利 用 で きる。 その結 果 ① 信頼 性の 向上 ② 多種類 の デ ー タ ・フ ァイ ルの利 用,◎ 特殊

な ソフ ト・ウ ェア,ハ ー ド ・ウ ェアの 利 用,④ 最 適 な コン ピュー タの利 用の 可能 性が あ り,コ ン ピ ュー

タ能 力の相 互 融通 に より ⑤ 待 ち時 間 の短縮 ⑥ 旧式 装置 の 寿 命延 長を 図 り,情 報 源が 地 域的 に広 く

分 布 してい る と き,の ロ ー カル な処 理 と総合 処 理 の併 行 実 施等が そ の 特長 と して説か れ てい るもの で

ある。

●

8

t・7オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョ ン

〔1〕 オ ン ライ ン ・ア プ リケ ー シ 。ンの 実例 が 示 す もの

オ ンライ ン ・ア プ リケ ー シ 。ンの実 例 と して本 報 告 書 に 収録 した もの には 日本 航 空の 座 席予 約 シス

テム の ほか 多数 の システム が あ るが,こ れ らの実例 か らつ ぎの よ うな こ とがい え る もの と思 わ れ る。

(1)い ず れ の システ ム もそ の開 発 に多 大の 時間 と人 手が か か ってい るこ と。

② シス テ ム相 互間 に類 似性 が 少 ない こと。 これはオ ン ラ イン ・シス テ ムば 開 発 の初期 の段 階 であ

り,試 行錯誤 が 行 な われ てい る こ とを示 す もので あ る こ と。

⑤ シス テ ムの規模 は 官公 庁,金 融シス テム は比較 的 大規 模 で あ るが,製 造業 や流通 業は 中規 模 の

ものが 多い こと。

(4)す べ ての シス テ ムがMISへ の ア ブm－ チ を 目標 と してい るこ と。 さ らに情 報 交換 の ため の企

業間 あ るい は業 界間 のネ ッ トワーク の形 成 を指 向 して い る こ と。

⑤ シス テ ムの信 頼性 を確 保 す る ため,デ ュア ル または デ ュプ レ ックス ・シス テム が推奨 さ れるこ

と。

(6)電 電公 社 のDRESS,DIALSは5年 の歳 月 をかけ て開発 され た もの で,わ が国 の コン ピ

ュー タ ・ユ ーテ ィリテ ィ ・シス テ ムの最 初 の もの であ るが,こ れは通 信 回線 の 開放 後,こ の種 の
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サ ー ビス が民 間企 業 と して行 な わ れ る場 合 に必要 な貴 重 な資 料 を提 供 す る もの であ る こと。

〔2〕 ユ ーテ ィリテ ィ ・シス テムの 発展

今 後 わが国 にお いて,コ ン ピュー タ ・ユーテ ィリテ ィや イン フ ォー メー シ ョン ・ユ ーテ ィリテ ィが

どの ような経 過 を た ど りつつ 発 展 す る ものか 予測 す る ことは 困難 であ るが,恐 ら くア メ リカ と同様

技術 の進 展 に ともな い盛衰 を く りか え しつつ定 着 の方 向へ進 む もの と考 え られ る。

現在 の よ うな オ ン ラ イン ・シス テ ム技術 の初 期 の段 階 にお いては,完 全設計 形 でシス テム開 発 を進

め る よ りは,フ ィー ド ・バ ック に よる追加修 正 方式 つ ま り経 験主義 に基 づい て開 発 を進 め る方が,シ

ステ ムの発 達を 促す上 で も元 普 及 を促 進す る上 でも有効 で あ ろ うと考え られ る。

`

⑨

ぼ
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2.ア ー キ テ ク チ ャ と シ ス テ ム構 成
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2.ア ー キ テ ク チ ャ と シ ス テ ム 構 成

●

`

2・1ア ー キ テ ク チ ャ

2・1・1最 近 の 動 向

過 去1,2年 間 に 開発 され た主な機 種 は表1・ 、1に 示す とお りであ る。

1964年 にIBMSystem/560b;発 表 されて か ら7年 が経過 した。 この間 に技 術 の著 しい進 展

が あ り,現 在 の シス テム と技 術 的断 層 を持 った新 しい シス テ ムの 出現 が期 待 されて きたが表 に示す機

種 を見 る限 りでは,こ れ らは 現存機 種 の技 術 の延長上 に存在 してい る といえ よう。

表1・1最 近 発 表 さ れ た 主 な 機 種

●

機 種 出 荷 時 間 記 憶 容 量 サ イクルタイム 加 算 時 間 備 考

IBMSySIem/570

165
19714 512KB～3MB 2.0μs Oj6μs

155 1971.2 256KB～2MB 2.1μs 0.8μs

145 1971・3Q 114KB～512KB
RO.54μs

WO.61μs
22μs

RCA7 1971・3Q 256KB～2MB 0.765μs ? vir匡ualmemory

6 19ア1・3Q 256KB～2MB 0765μs ?

3 1971.5Q 128KB～256KB 1.44μs ? virtualmemory

2 1971.5Q 64KB～256KB 1.44μs ?

Burroughs7700 1972・1Q～2Q 128KW㌔1MW 1,5μs ? マルチプロセッサ 可
'

6700 1971.2 48KW㌔1MW

q・5μs

1.2μs

1.5μs

? マルチプロセッサ 可

5700 1970.12 16KW～32KW 4μs ? マルチフbセ ッサ 可

Honeywell3200 1970.1Q 128KC～512KC 1μs 14μs

NCRGentury300 19ア2・1Q 128KB～2MB 0.65μs ?

Univac1110 1971.11 96KW～256KW
RO.52μs

WO.52μs
? マルチプロセッサ 可

HITAC8700 1972・1Q～2Q ～8MB 0.9μs ?
virtualmemory

マルチプロセ ッサ 可

FACOM230/ア5 1972・1(ビ2Q 32KW～256KW 0.55μs ? マルチプロセ ッサ 可

NEAC2200/700 1971.1 128KC～2MC 0.5μs 05μs マルチプロセッサ 可

IBMSyStem/5 1970.1 8KB～48KB 1.52μs 26μs

IBMSystem/5ア0

155
1972.9 96KB～192KB

RO.77μs

WO.94μs
?

F

MELCOM7500 1971.10 64KB～512KB 0.85μ § 2.0μs マルチフ,ロセッサ 可

MELCOM7700 1970.10 128KB～512KB 0.85μ 匙 1.8μs

セルチプロセッサ 可

・irtualmemgry
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す な わち,こ れ らの コ ン ピ ュ ータ に共 通 す る特徴 は 従来 の機 種 の延 長 として旧 プ ログ ラム を使用 で

きる よ うに しつ つ,新 しい ハ ー ドウ ェア ・テ ク ノ ロジ ーを導入 し て パ フ ォーマ ンス/コ ス トの改善

をは か り,信 頼性,稼 動{生や保 守 性 を改 善 し,強 力 な新 しい入 出力装置 や外 部 記憶装 置 を 開発 し て接

続 で きる よ うに し,全 体 と して は オ ン ライ ン ・リア ルタ イム処理 やTSSに 適 した機 能 を ハ ー ドウ ェ

ア,ソ フ トウェア両 面で 強化 して い る。

これ らの特徴 に つい ては個 々に とり上 げ て後述 す る。

国 内 の動 向 に 目をむけ る と,通 産 省大 形 プ ロジ ェク トに よる超 高性 能 電子計 算機 の開 発 電 電 公社

のデ ー タ通 信 サ ー ビス計 画の具 体化 とその ため のDIPSの 開発 な どが大 きな技術 活動 として挙 げ ら

れ よ う。

また ミニ ・コン ピ ュータの急 速 な普 及 も最 近 の シス テム の特徴 の一 つ と して挙 げ る ことが で き よう。

〔1〕 互 換 性

新機 種 と従来機 種 との互換 性 は プ ログ ラム及 び周辺 装置 に関 し上 方 向(upwardcompatible)

に保 た れ てい るの がほ とん どで あ る。 た だ し,そ の互換 性 が重 要 でな い小形 ～超 小形 領 域 ではIBM

System/5の よ うに ま った く従 来機 種 と互換 性 のな い ものが 現れ てい る。

主 な新 機種 と旧機 種 との互換 性 は表1・2に 示 す よ うであ る。

表1・2新 旧 シ ス テ ム の 互 換 性

シ ス テ ム 名 互 換 性

IBMSystem/370 IBMSystem/360に 対 しupwardにcompatible

・ 個 々 の特 殊 ケ ースは 別 と し
,実 質 的 にSystem/360の

プ ログ ラムは無 修正 で使 用 で きる。

'SyStem/560の 周辺装 置 は そ の まま使用 で き る
。

RCA2,3,6,7 RCASpectraア0に 対 し(upward)compatible

・ プログラム
,周 辺装置 の互換 性は,System/570の 場 合 と

同様 。

UnivaC1110 Univac1108に 対 しupwardcompatible

・ プログラム
,周 辺装 置 の互換 性 はSystem/570の 場 合 と

同様 。

Burroughs700 B5700はB5500に 対 し,B6700はB6500に 対 し
,

B7700はB7500に 対 し てupwardcompatible

(B5500とB6500/7500,及 びB5700とB670U/

7700の 間 に 互換 性 は な い)。

・ プ ログ ラム
,周 辺装 置 の互 換性はSystem/570の 場 合

と同様 。
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●

この よ うに旧機 種 との互換 性 が重 視 され てい るこ とに関 しては つ ぎの理 由が 考 え られ る
。

(1)新 機 種が 旧機 種 を置換 す る,あ るい は,併 置 して使用 され るケー ス が多 くな って きてい る こ と。

これは コ ン ピュー タの普 及 度 が高 くな るに従 って,新 規 ユ ーザ よ りも既 ユー ザ の上 位 シ ステ ム

へ の移行 に よる需要 が 多 くな って きてい るこ とに起 因 す る
。 この よ うな場 合,大 きな問題 は 従来

蓄積 されて きた プ ログ ラム とデ ータ ・フ ァ イルが 変更 な しに使 用 でき るか,併 置 シス テ ム間 でデ

ー タの交換 が容 易 にで きるかで あ り
,新 シス テム に プ ログ ラムや デ ー タの互 換性 が要 求 される。

② メ ー カの立 場 か らみれば 新 シス テム の開 発 に 伴 う ソ フ トウ ェア及 び周 辺装 置 の開 発 の負担 を

軽減す るため にす で に開発 され てい る ソ フ トウ ェア,周 辺 装置 を できる限 り利 用 した い と考 え る

で あろ う。 例 えばIBM/370に して も従来 の ソフ トウ ェアを利 用 で き るか ら現 時点 で発表 で

きるの であ って,も しIBM/560が 持 って い るだけの ソ フ トウ ェアを 新規 に開発 しな け れば

な らない ので あったら もっと発表 は遅 れて い た こ とであろ う。

しか し なが ら新 しい システ ム としては 当然 旧機 種 の弱点は 改 良 しな ければ な らず そ のため に新 しい機

能 を導入 す る場 合は 上 方向 に 互換 性 の あ る形,即 ちそ の機 能 を 有 してい ない 旧 シス テ ムの プ ログ ラム

は新 たに導入 され た機 能 を利 用 しない 形 で新 シス テ ム で使用 で き る よ うに実 現 されてい る。 た とえば

IBM/570に 新 し く設 け られた ブ ロ ック 。マル チ プ レクサ ・チ ャネルは 従来IBM/360に あ

るセ レク タ ・チ ャネ ル と して も動 作す る よ うに作 られて い る し,命 令 機能 の 改善 も従 来の 命 令の 変更

でな く多少 機 能 が重複 して も新 命 令 を追 加 す る方 法で 実現 されて い る。

超!」・形 の領域 で発表 されたIBMSystem/5は 従来 のIBMシ ス テム と互換 性 がな く,さ ら に

紙 カ ー ドも,80欄 カー ドと ま った く異 な る96欄 カー ドを 使用 す る点 で特 異 であ るが,最 近では

80欄 カー ドの入 出 力装 置 も接 続 でき るよ うに してき てい る。

〔2〕 フ ァーム ウェア

ソフ トウ ェア とハー ドウ ェア の中間 に存在 す るマ イク ロ ・プ ログ ラムの応 用 技術 を ファーム ウ ェア

と よん でい る。 そ の応 用 技術 と して一 例 をあ げ れば,マ イク ロ ・プ ログ ラムを書 換 え可能 に して シス

テ ムの ア プ リケ ー シ ョンに もっ と も適 した命 令 セ ッ トや機 能 を 実現 し たマ イク ロ ・プ ログ ラム を ロー

ドす るな どであ る。

IBM/5ア0の 発表前 には これが 採用 され る とい う噂 もあ ったが,実 際 に発 表 にな った 内容 をみ

る と書 換 え可 能な(reloadable)ReadOnlyMemoryは 採 用 さ れた が
,そ の内 容を 自由

にユ ーザ が コーデ ィング す るこ とは 許 され な い よ うで あ る。 ただ し,コ ン ソール に設 け た専用 の小形

デ ィス ク か らマ イク ロ ・プ ログ ラムを ロー ドでき る形 にな ってお り将来 の そ うい う使 い方へ の拡 張性

は残 され てい る とみ る こ とは でき よ う。

以 上 の よ うな こと もあ って フ ァーム ウェア と よぶか否 かは 別 として,書 換 え 可能 な マ イク ロ ・プ ロ

グ ラム用 メモ リが 注 目され てい る。

〔3〕 新 しいハ ー ドウェア技術

新 シス テ ム には ア ーキ テクチ ャの面 で著 しい 変化 がな い と同様 ハ ー ドウ ェア面 で も従来 の技 術 の改

善 が 中心 とな ってい るがICメ モ リの急 速 な普 及 は著 しい特 徴 と して挙 げ る こ とが でき る。
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IBMは360/85の バ ッ ファ ・メ モ リ(cache)で は じめて 容量 の大 きなICメ モ リ(80

。,,16kバ イ ト～52kバ イ ト,k-・1,024)を 導入 して注 目された が,さ ら に570/145

では 主記 憶 をす べ てICメ モ リ(600ns,最 大512kバ イ ト,k・-1,024)と し,ICの 専

業 メ ーカ も 同 様 のICメ モ リを発売 す るに至 った。 現在主 記憶 は コア ・メモ リが中 心で 一 部 のメ ー

カ が ワ イ ヤ ・メモ リを採 用 し てい るが,将 来 の主記 憶が磁 性 メモ リか10メ モ リか の議 論 が盛 んで,

ICメ モ リへ の期待 が 大 き くな りつ つあ る。

〔4〕 周 辺 装 置

最 近発 表 され た新 シス テ ムで は周 辺装置 に高性 能 の ものが 追加 された ことが見逃 せ な い。 これ は従

来 の 大規模 な システ ム特 に オ ン ラ イン ・リア ル タ イム ・システ ム におい て補 助記憶 装 置 の性 能 が シス

テ ム ・ス ル ー プ ッ トのネ ック とな りが ち だ った点 を改善 し よ うとする もの と考 え られ る。

注 目 され る のはIBM3350形 磁気 デ ィスク装置 の発表 であ る。 その 性能 は表1・5に 示す よ うな

もの でそ の 後新 シス テム を発表 した メ ー カー に大 きな影 響 を与 えてい る よ うであ る。

■

表1・5大 容 量 外 部 記 憶 装 置

メ ー カ ー Burrough.s Univac
'IBM

形 名 B9484-5 UnivaC8440 IBM5530

タ イ プ デ ィ ス ク パ ッ ク デ ィ ス ク パ ッ ク デ ィ ス ク パ ッ ク

記 憶'容 量 800Mバ イ ト 895Mバ イ ト 800Mバ イ ト

平 均 アクセス 時間 38.4ms 4ス5ms 38.4ms

最 大 転 送 速 度 806Kバ イト/秒 624K㍉ ト/秒 806&ぐ イト/秒

適 用 機 種 ,B7700

B6700

Univβc1110 System370/

135

145

155

165

●

この他表1・4に 示 す よ うな 固 定ヘ ッ ド・デ ィスク あ るいは そ れに相 当す る ドラムが 発表 されてい

る し,ラ イ ン ・プ リン タに 関 して も表1・5に 示す よ うな高 性能 な装 置が 発 表 され てい る。
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表1・4高 速外 部 記憶 装 置

メ ー カ 日 本 電 気 日 立 三 菱 電 機 Univac IBM IBM

形 名 N271B H8567-2 M-7212 FH-452 IBM2505-1 IBM2505-2

タ イ プ ド ラ ム ド ラ ム 固 定ヘ ットデ ィスク ド ラ ム 固 定 ヘットデ ィスク 固定 ヘ ッドディスク

記 憶 容.量 1.8M字 4.2Mバ イ ト 5.5Mバ イ ト 1.57M字 5.4Mバ イ ト 11.2Mバ イ ト

平均アクセ塒 間 1ス2m's 10.5ms 17ms 4.25ms 2.5ms 5.Oms

最大転送速度 095M字/秒 2.OMバ イ ト/秒 5.OMB 1.44M字/秒 50Mバ イト/秒 15.Mバ イ ト/秒

適 用 機 種 NEAC-2200/

700

HITAC8700 MELCOM-7500

/77000

、
Univac1110 System370/

165

System370/

145

155

165

表1・5ラ イ ン プ リ ン タ

メ ー カ RCA Univac IBM 日 立 富 士 通 日本 電 気

形 名 RCA8244 UnivaCO768 IBM3211 H-8246-11 F-645L
一

タ イ プ トレイン ・プ リンタ ドラム ・プリンタ トレイン ・プリンタ ドラム ・プ リンタ ドラム ・フ「リンタ ドラム ・プ リンタ

活 字 種 類 48種 96種 48種 64種 109種 64種

印 字 速 度 t200行/分

(48字)

840行/分

(96字)

2,000行/分

(14字)

2,000行/分

(48字)

2,500行/分

(56字)

1,000行/分

(64字)

1,250行/分

(48字)

650行/分

(109字)

1、500行/分

(19字)

1、400行/分

(64字)

印 字 位 置 152 132

.

・132¢
。Z15・)

152 136 144

適 用 機 種 RCA2,3,6,7
'U

nivaC1110 System570/

145

155

165

HITAC8200

～

8500

FACOM230/

25

55

60

DIPS



また高性能 のデ ィス ク装置 に 回転位置 検 出機 構,多 重 リク エス ト機構 をつ け,さ らに そ れを活 かす

よ うに改 良 され た入 出力 チ ャネ ル(ブ ロ ック ・マ ルチ プ レクサ ・チ ャネ ル)が 採用 され てお り,最 近

の システ ムにおけ るデ ィスク の重 要性 を示 し てい る。

注:回 転 位置 検 出機 能 は デ ィス クの各 シ リンダ をセ クタ に分割 し,各 ドラ イブ にセク タ ・カ ウンタ

を設 け て制御 装置 が デ ィス クの 回転 位置 を常 に知 ってい る よ うに して,必 要 な レコ ー ドが読取/

書 込 ヘ ッ ドの近 くに きた とき には じめて入 出力 動 作を は じめ る よ うにして チ ャネル ・ビジーの時

間 を短 くす る もの であ る。 さら に多重 リクエ ス ト機 構 との組 合 わせ に よ り,複 数 個 の リクエス ト

をア クセス時 間 の短 い順 に処理 して い くこ とが 可能 にな り,デ ィスク のス ル ープ ッ トを大 巾 に改

善 で きる と予想 され る。

〔5〕 アベ イ ラビ リテ ィ

アベ イ ラビ リテ ィの 向上は オ ン ライ ン ・リア ル タ イ ム ・システ ムが一 般化 す る に従 って厳 しく要求

され て きてお り,最 近の新 シ ステ ムに もこれが反 映 され てアベ イ ラビ リテ ィの機 能 が強 化 され る方向

にあ る。

そのた めに 多 くの シス テ ムが モ ジ ュ ラ リテ ィを 向上 して マ ルチ ・プ ロセ ッサ ・システ ムを構 成 でき

る よ うに し,い わゆ るfailsoftな シス テ ム構成 を可 能 にしてい る(Univac1110,

Burroughs700シ リーズ,HITAC-8700,FACOM230/75,NEACシ リーズ2200/

700)。

IBM570は マルチ プ ロセ ッサ機 能 はない がRAS(Reliability,Availability,

Serviceability)と よば れ る アベ イ ラ ビ リテ ィ機 能 を持 ってお りつ ぎ の よ うな機 能が あ る。

・主 記憶 の1ビ ッ ト 。エ ラーの 自動修 正。

・命令 実行 中 のエ ラー に対 す るretry。

・retryし 成 功 した エ ラーの記 録 を とる。

・マイク ロ ・プ ログラ ムを利用 した障 害個 所 の検 出。

な どであ る。

また保 守 の効率 を よ くし,障 害 時 の処置 を速 やか に 行な い,か つ保 守要 員 を減 らすた めの 手段 とし

て デ ー タ通信 回線 を利 用 した保 守 システ ムがUnivac及 びIBMか ら発売 されてい る。これは 各

シス テム と保 守 セ ンタを通 信 回線 で結び,保 守 セ ン タの コ ンビ ュー一夕 に蓄 積 された保 守 のた めの デー

タを利 用す る と共 に,セ ンタ側 か ら もオ ン ライ ンで各 シス テ ムの診 断等 を行 な お うとす る もので,保

守 体 制に対 す る一 つの 方 向を示 して い る と思 わ れ る。

ア ベ イ ラ ビ リテ ィの 向上は 中央 処理 装置 の み な らず周 辺装置,特 にデ ィス ク装 置 な どで も強化 され

て マ イク ロ ・プ ログ ラム を利 用 した診 断機 能 を 内蔵 した り,入 出力 コマ ン ドのretry機 能 をも っ

た ものが 出て きてい る。

〔6〕 バ ッフ ァ ・メモ リ

大 形 コ ンピ ュータ にお け る方式 で最 近 注 目されて い る もの に バ ッフ ァ ・メ モ リが あ る 。 こ れ は

IBM560/85で は じめ て実 現 され た記 憶装 置 制御 方 式 で,主 記憶 と中央処 理装 置 の演 算
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制 御部 の間 に高速 の バ ッフ ァ ・メモ リを置 き,主 記憶 から ブ ロ ック単 位 で情 報 をバ ッファ 。メモ リに

写 し,こ れ を用い て命令 を実 行す る もの であ る。

本 方式 の利 点は 主 記憶 を低速 にで き,ま た 主記 憶 まで の アク セス ・タ イムが長 くな る こと の影響が

軽 減 で き る点 であ る。 シス テム設計 上 は プ ログ ラム にバ ッ ファ ・メモ リが見 え ない よ うに作 られ るの

でバ ッフ ァ ・メモ リの ない シス テ ム用 に作成 された プ ログ ラム を使 用可 能 な こ と も利点 であ るが,ど

の位 の 容量 のバ ッ ファ ・メモ リを用意 した ら何%の ア クセ スが バ ッフ ァ ・メモ リで満 足 され るか の判

断は むず か しい 問題 の 一つ であ る。 また主記憶 がIC化 され 高速,コ ンパ ク トにな った場 合の有 効 性

に 関 しては疑 問が ある 。

最 近 発表 され た機 種 ではIBM/155,165,DIPS,HITAC-8700な どが バ ッフ ァ 。メモ リを

使 用 してお り,NEACシ リーズ2200/700で も同 様 の考 え方でassociativememory

を利 用 してい る。

バ ッフ ァ ・メモ リ方 式 の動 作原理 は 図1・1に 示す とお りで あ る。

図1・1バ ッフ ァ ・メ モ リ方 式

■

θ

Write te

/℃PU

●
Read/Write

▼

3・ 5 6 2

◆

ハ ツ フ
9 13 11 16

18 19 20 17

31 28 52 26

▼

■

Read(ブ ロック 単 位

1 2 5 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31 32

バ ッ フ ァ ・メ モ リ

主 記 憶

注:各 ブ ロ ック内 の数字 は ブ ロ ック番 号
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バ ッフ ァ ・メ モ リ と主記 憶 は52～128バ イ ト位 のブ ロ ックに わけ られ,一 つの デ ー タが アク セ

ス され る とそ のデ ー タを含 む ブ ロ ック が主 記 憶 か らバ ッフ ァ ・メ モ リに ロー ドされて以 後 そ こか ら使

用 され る。Write動 作 は バ ッフ ァ ・メ モ リ及び 主記 憶 に対 して行 なわれ て常 に主記 憶 とバ ッフ ァ ・

メ モ リの 内容 が一致 す るよ うに 制御 され る 。 この よ うに してバ ッフ ァ ・メモ リが い っぱい にな る と適

当 なア ル ゴ リズム で使用 頻 度 の低 い ブ ロ ック が つぶ され る。 バ ッフ ァ ・メモ リに主 記憶 の何番 目 のブ

ロ ック が入 ってい るか はassociativememory(あ るい は同等 の機 能 を はた す メモ リ)に よ

り判 断 され る。

〔7〕Virtualmemory

VirtualMemory(仮 想 メモ リ)は 主記憶 の記憶 容量 の物理 的制 限 か ら解 放 され,自 由にプ

ログ ラム を作成 したい と～・う要 求 か ら生 まれ た もの ℃ 論 理 的 ア ドレス空間 と物理 的 記憶 容量 を 切離

した もので あ る。実 現 の方法 と しては 二次 元 ア ドレス あ るい は セグ メ ンテ ー シ ョン と よば れ るア ドレ

ス方式 とペ ー ジ ・ア ドレス方 式 が組 合 わされ るこ とが 多い 。

本格 的 に これ を実 現 し よ うとした システ ムにMITのMulticsが あ り,最 近 ではRCA5,7

が も っ と簡単 な方 式 のVirtualMemoryを 採 用 してい る。 、

二 次元 ア ドレス方式 は 図1・2に 示 す よ うに,セ グメ ン ト・ア ドレス とセグ メ ン ト内ア ドレス に分

け,セ グ メ ン ト・ア ドレス でセ グメ ン ト・テ ー ブルを ひい て セグ メ ン トの記 述(セ グ メ ン トの大 きさ,

主 記憶 上 の位 置,ア ク セスの保護 の 制御 な ど)を 得 る。 これ とセ グメ ン ト内ア ドレス に よ りセグ メン

トに アク セスす る。 ところが,こ の よ うに して 必要 な セ グメ ン トをす べ て主 記憶 に格 納 で きない場 合

には セ グメ ン トを さ ら に小 さい ペ ージ とよば れ る単位(通 常1,024～4 ,096バ イ ト位)で 区 切 り,

必要 な ものだ けを主 記憶 にお き,他 は 外部 記憶 装 置 に お く。 そ して ち ょ うどバ ッフ ァ ・メモ リ方 式 で

バ ッフ ァ ・メモ リを主記 憶 ,主 記憶 を外 部記 憶装置 に対応 きせた場 合 と同 じ動 作 が行 な われ る。 ちが

いは,バ ッフ ァ 。メモ リ方式 では すべ て ハ ー ドウ ェア で行 なわれ るが ペ ージ ・`アドレス 方式 では ソフ

トウ ェア で行 なわれ る点 にあ るといえ よ う。

従 来 この 方式 の難 点は ス ル ニプ ッ トが上 らない とい う貞 元 あ りその原 因 と して ペー ジ のス ワ ッピン

グ(swapping)に 用い られ る外 部記 憶装 置 が ネ ックkな って い る とい われ て きた。 高性 能 の外 部

記憶 装置 と主記 憶装 置 の大 容量 化 な どで今後 は性能 が改 善 されて い くで あ ろ う』

〔8〕 オ ン ラ イン指向 性

以 上 の特 徴 を総括 して み る とそ の一つ と して オ ン ラ イン指 向 性 を と りあげ る ことが で き よ う。

一般 にオ ンラ イン ・システ ム に対 す る要 求条件 としては
,

-
ー

ウ
↑

7◎

'4

システ ムの信 頼度が 高 い こ と。

オ ンラ インで使用 で きる大 容量 の ラ ンダ ム ・ア クセス 記憶装 置 が あ る こと。

レスポ ンス ・タ イムが速 く,シ ス テム の効率 が よい こと。

使 いやす い端 末装置 が あ る こと。

な ど を まず あげ るこ とが でき る。新 しい シス テ ムの特 徴 の 多 くは この辺 に集 中 してい る と思 われ る。

す な わ ち,(1)に 対 し ては,エ ラー の 自動訂 正,命 令等 のretry及 び 障 害個 所検 出 の 自動 化 な どの
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対 策 の他,マ ルチ プ ロセ ッサ 方式 に よるfailsoftな シス テ ム構成 な どが 考 え られ さら に通信

回線 を利 用 した リモ ー ト保 守 な ども考 え られて い る。

(2)に対 してはIBM3330に み る よ うな高 性能 なデ ィス ク装置 が 出現 して い る。

⑤ を実現 するには,速 い 中央 処理装 置,大 容量 の主 記憶 装置.ア ク セス ・タ イム の短 い ランダ ム ・

アク セス記 憶装 置 そ して オ ーバ ヘ ッ ドの小 さい オペ レーテ ィング ・シス テムが 必要 で あ る と考 え ら

れ,新 しい シス テ ムは この方 向 にむ か って改 良 され つ つあ るとい える。

また シス テ ム の効 率 を よ くす るた め には オ ン ライ ン ・ジ ョブ の空 い た時間 にバ ッチ ・ジ ョブを 処理

で き る ことが要 求 され,マ ルチ ・プ ログ ラムを効 率 よ く行 なえ るこ とが必要 で,そ のた めの 改善 がな

され てい る。

(4)に対 しては プ ログ ラム可 能 な端 末装置 とかOCKOMRあ るい は カセ ッ トMTを 用 い た端 末装

置 な どが 開発 され て きて い る。

▲

2・1・2ア ー キ テ ク チ ャ 上 の 問 題 点

コ ンピ ュータ のア ーキテ クチ ャの有す る現在 の問題 点 と将 来 の動 向 につ いて述 べ る。

ア ーキ テ クチ ャ改 良 の方 向 には つ ぎの三 つ のポ イン トが あ る と思 われ る。

第1は 使 い易 さの追 求 であ る。計 算機 の使 用 分野が 急激 に拡大 し,使 用法 も複 雑化 してい くと予想

され るが,そ れに応 じて熟練 した 要員 を確 保 す る こ とは困 難 にな るであ ろ うか ら,専 門的 な知識,経

験 を有 しな い人 で も容 易 に扱 え る こ とに対 す る要 求 が強 くな る であ ろ う。

第2は 高い パ フ ォーマ ンス の実 現 で あ る。 これ には ハ ー ドウ ェア ・テ ク ノロジーの進 歩 に よる 高速

化 の要 素を見 逃 せ ない が,ア ーキ テ クチ ャ的 に もア プ リケ ーシ ョンを しぼ ってそ れに最 適化 され た も

の も出現 す るよ うにな るであ ろ う。IlliacIVやCDC-STARに そ の例 をみ るこ とが で き る。

第5は システ ムの総合 的 信頼度 の 向上 で ある。 これには ハ ー ドウ ェア の信 頼度 の向上,保 守性 の向

上 と共 に ファイル等 の情 報 の機 密 の保護 と安全 性 に対 す る考慮 が 必要 であ る 。

〔1〕 使 い 易 さ

使 い易 さを実現 す るには つ ぎの よ うな点 で改 良 が必要 であ ろ うと思 わ れ る。

(1)高 レベ ル言 語 指 向性

コン ピ ュー タの 出現 当初 ま機 械言 語 に よ るプ ログ ラ ミングが 主体 だ ったが
,よ りプ ログ ラ ムを作 り

やす くす るた め にア ッセ ンブ ラ言語 が 考え られ,つ い でFORTRAN,COBOL,PL/1な どの コ

ンピ ュータの機 械構 造 に独 立 な 高 レ ベ ル 言 語 が 開発 されそ の使 用頻 度 が 増 加す る傾 向にあ る。 前述

の よ うに コン ピュ ータに対 す る熟 練度 の低 い人 が プロ グ ラム を作成 す るよ うにな る とます ます この傾

向 が 強 まるで あ ろ う。

ここで 問題 とな るのが これ らの高 レベル言 語 に対 す る コン ピュータ の適合 性 で ある。 高 レベル 言語

で 記述 されたプ ログ ラム は通 常 コ ンパ イル され て機 械 語 の プ ログ ラム とな り,そ れ が実行 され るの で,

コンパ イル時間 と実行 能率 の 両方 が 問題 とな る。 これに対 して現 在 のア ーキ テク チ ャは まだ改 善 の余
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地 が あ ろ う。

② マン ・マ シン ・コ ミュニ ケ ーシ ョンの改善

使い 易 さ とい う観 点 からみ れば コンピ ュ ータ ・シス テ ム と人 間 との 情報 交 換 は,人 間 が通 常 社会 生

活 にお い て用い てい る方 式が そ の まま利 用 で きる ことが望 ましい 。 そ の意 味 で重 要 と思 わ れ るのは,

OCR,各 種 デ ィス プ レイ,音 声 応答 装置 漢字 プ リ ンタ な どであ る。

OCRは 現在読 取 可 能な文 字 が かな り制 限 されてい るが これ の 融通 性が 高 ま り,手 書文字 の認 識 も

実 用 的 な レベ ル で可能 にな るこ とが 予想 され る。 そ うな る と現 在 の紙 テ ー プや カー ドに替 って情報入

力手段 として広 く用 い られ るよ うにな れ るであ ろ う。

デ ィス プ レ イ装置 は 発 光ダ イオ ー ド,プ ラズマ お よび 液 晶 ・デ ィス プ レイな ど新 しい 原理 に よる装

置 の開発 もあ り今 後大 き く発展 す る と予想 され る。 特 にキ ャラク タ ・デ ィス プ レイは す で にオ ンラ イ

ン ・シス テ ムの端 末装置 として不 可欠 な もの にな?て お り,今 後 も需 要が増 大 す るであ ろ う。 グ ラフ

ィック ・デ ィス プ レイは価 格 も高 い ので普 及が 進 ん でいな い が図形 で 情報 交換 す る方 式は マ ン ・マ シ

ン ・コ ミ ュニケ ー シ ョン改 善 の手 段 として 最 も有 効な もの の一 つであ り,大 きな 発展 が期 待 され る。

音声 応 答装置 は 現在 音 節録音(compiledspeech)方 式が ほ とん どであ る が これ が音声 合

成(terminalanalog)方 式 にな れば 融通 性が 格段 に増 大す るので簡易 型 の端 末装 置 の 出力用

として広 く使用 され るよ うにな ろ う。 す で に電電 公社 の簡 易計 算 サ ー ビス に使 用 され てい る よ うに電

話機(特 に押 釦電 話機)を 用 いた タ イム シ ェア リング ・シス テ ムな どには 最適 であ る。

漢字は 従来 は 情報 処理 システ ムで十 分に扱 うことが で きなか ったが,漢 字 プ リンタ や漢字 デ ィス プ

レイが開発 され てきて お り,将 来は 重要 な位 置 を 占め るも の と予 想 され る。 しか しア プ リケー シ ョン

によ る要 求 のち がい,コ ス ト,漢 字 コー ドの標 準化 な ど今 後 の解 決 を待つ 問題 は 多い。

⑤ 端 末 機 器

オ ンラ イ ン ・シス テ ムを構成 す る重 要な マ ン ・マ シ ン ・コ ミュニケー シ ョン装置 であ る端末 装置 は

現 時点 では価 格や ア プ リケ ーシ ョンへ の適 合性 とい った 点 で今 後 の発 展 に期待 す る ところが 大 きい と

考 え られ る。 適用業 務 に最適 な 安価な装 置 を実現 す るた め には 単 な る多 様化 でな く,多 様 化 の 中 に標

準 化 を導入 す る必要 が ある と思 われ る。

その ため には ア プ リケ ーシ ョン分野 ごとに標 準 化 した り,programmab1'eterminalの よ

うな融通 性 の大 きい端 末装 置 が 開発 され て い くであ ろ う。

(4)標 準 化

ユ ーザ におけ る コ ン ピ ュータ の使 用が増 大 し,プ ログ ラム とデ ー タの 蓄積 量 が 多 くな る に 伴 っ て

その互 換性 に対す る要 求は ます ます 強 くな り標準 化 が促 進 され るであ ろ う。

す で に メー カ内 では コン ピュー タの フ ァ ミ リイ化 に よ って プ ログ ラム とデ ータ の互換 性 が かな り実

現 されて きてい るが異 な るメ ー カ間 の互換 性 に対 す る要 求 も強 くな るであ ろ う。 プ ログ ラム の互換 性

は 高 レベル 言語 の使 用 と高 レベ ル言語 自身 の標 準 化 に よ'り実現 され るが すで にFORTRAN,ALGOL

はJISが で き,COBOLもJIS化 を検討 中,PL/1に つい て も検討 が は じ ま って い る。

デ ータ の互換 性は 記録 媒 体 と媒 体上 の記 録形 式 の標準 化 が進 め られ て お り,す で に磁気 テ ー プ,紙
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テ ープ,紙 カ ー ド,デ ィス ク ・パ ックな'どでその作 業 が進 め られ てい る。

また入 出カインタフ エース の標 準化 も検討 され てい る。

標準 化 には 互換 性 を得 る とい う利 点 が あ る反 面,技 術進 歩 を阻害 す る可能 性が あ るので情 報処 理技

術 の如 く,技 術 の確立 され てい ない 点 が 多 く 進 歩 の はげ しい 分野 では 慎重 に進 め る必 要 があ る と思

われ る。

(5)シ ス テムの運 用

オペ レー テ ィング ・シス テ ムは シス テ ム の効率 よい運 転 のため に不 可欠 な もの であ るが現 在 はオ ー

バ ヘ クド ・ロス が 問題 とな る ことが 多い の でその改 善 は シス テ ム ・ス ル ー プ ッ トを増 大 させ るた めに

是非 実 現 しな けれ ばな らない。 フ ァー ム ウ ェア の導 入 な どが 有効 か も しれ な い と考 え られ る。

機 能 的 に もオペ レータ の介 入 を極小 にす る方 向で強 化 され る と共 に,ハ ー ドウ ェア も磁 気テ ー プ装

着 の 自動化 な ど省 力化 の ため の機 能 が強 化 され てい くと予想 され る。

(6)モ ジ ュラ リテ ィ

適用 シス テ ム に応 じて処理 装 置,周 辺装 置,ソ フ トウ ェアを選 択 し,こ れ を組 合 わせ てシ ステ ムを

構 成 す る方 式は 一 般的 にな って き たが,今 後 は この モ ジ ュール化 が さらに進 め ら れて,よ りきめ 細か

に各 システ ム に適合 した構 成 が組 め るよ うにな ってい くで あろ う。 そ れに よ りユ ーザは経 済性 を高め

る ことが で き,メ ー カは 生産 性 を 高め る こ とが可 能 に な るので重 要な 問題 として と りあげ て い くこと

が 必要 と思 わ れ る。

〔2〕 パ フ ォーマ ンス

高 い パ フ ォーマ ンス を実 現 す る には 処理 速度 の向上 とオ ーバ ヘ ッ ド ・ロス の低減 の両 方 が必 要で

あ る。

(1)速 度 向 上

処 理速 度 は,過 去 におい ては主 として素 子の進 歩 に よって大 巾な改 善 が達成 され てきた。 この傾 向

は今 後 も続 くと予想 され るが,す でに信号 の伝播 速度 が問題 とな って きてい る現状,そ して光 の速度

とい う限界が 存在 して い る限 り,従 来 のア ーキ テクチ ャの延 長 だけで 過去 に達 成 して きた よ うな高速

化 を 実 現 してい くのは 限界 が あ る と思 われ る。 す な わち個 々の命令 の実行 時間 の 高速 化 には 限度 があ

り,結 局 総合 的 にみ た処 理速 度 の向上 が はか られ るであ ろ う。

そ の ため には ア プ リケー シ ョンに密 着 したハ ー ドウ ェア の導 入 に よりそ の処 理 に特 有な 処理 を 高速

化 す る方 向 が考 え られ,た とえば111iacIVで 試 行 され てい る 高度 の並 列演 算 やCDC-STAR

で ね ら ってい るpipeline方 式 な どが 考え られ る。

また 現在は プ ログ ラ ムで処理 してい る こ との 中か ら定形 的 な処理 をハ ー ドウ ェア化 す る ことに より

高速 化 す る こ とも行 な われ るであ ろ う。 その ため には 各 シ ステ ム ご とに異 な る要 求 に柔軟 性 を有 する

ハ ー ドウ ェア でなけ れば な らず ,マ イク ロ ・プ ログ ラムを 利 用 した フ ァー ムウ ェアの導入 などが有望

で ある。

パ ター ン認識 もそれ に適 した処理 装 置が 開 発 されれ ば現 在 の コ ン ピュ ータ で処理 す るのに 比べ格段

の速度 向 上が 可能 にな るで あ ろ う。 この辺 は 次期 大形 プ ロジ ェク トと して も取 上 げ られ てお り成 果 が
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期 待 さ れ る。

一 方LSIを 高度 に利 用 す る ことにつ いて は まず メモ リの よ うにrepeatabilityの 高 い分

野 か ら普 及 しつ つ あ る。

② オ ーバ ヘ ッ ド ・ロスの低 減

上記 の パ フ ォーマ ンス 向上 を システ ム ・スル ープ ッ トの増 大 として 引 き出す には オ ーバ ヘ ッ ド ・ロ

ス の低 減 が必要 であ る。 現在オ ペ レーテ ィング ・シ ステ ム{ち システ ム の処理 効率 を向上 す る ために

種 々の リソース を きめ 細 か に管 理 す る と管理 のた め のオ ーバ ヘ ッ ドが 増大 して シス テ ムのス ルー プ ッ

トを低 下させ るとい う矛 盾 が あ る。 この傾 向はTSSの よ うに同 時 に 多数 の プ ログ ラムを処理 す るシ

ステ ムでは 影響 が顕著 であ る。

これを解 決す るには,現 在大 部分 ソ フ トウ ェア で行 なわ れ てい る処理 を フ ァー ム ウ ェア の よ うな形

でハ ー ドウ ェア化 す るこ とであ ろ う。

オ ーバ ・ヘ ッドの 減少 の ため には入 出力処理 能 力 の強化 も重 要 であ り,オ ンラ イン 。シス テ ムの普

及 に 伴 っ て 通 信制御 能 力 の強化 に対す る要 求 が特 に強 くな る であ ろ う。

そ れを処 理 す るには,現 在 プ ログ ラムで処 理 してい る もの をハ ー ドウ ェア化 した り,ミ ニ ・コンピ

ュータ等を 利用 して専 門 に処理 させ るこ とが考 え られ てい る。 例 えば,通 信 制御を 専 門 に ミニ ・コ ン

ピ ュー タ に行 な わせ る 「FrontEndCommunicationProcessor」 な どの考 え方が 出

て きてい る。

こ うし た考え 方を 拡張 してい けば,各 種 処理 ごとに専 門の プ ロセ ッサ を用 い るマ ルチ 。プ ロセ ッサ

・シス テ ム も考 え られ よ う。

〔3〕 信頼性,保 守性

コ ンピ ュー タ ・シス テ ムが企 業 内 にお いて,よ り重 要な役 割 りを果たす よ うにな る とその ダ ウ ンの

及 ぼす影 響 が重 大 とな りシス テム の信頼 度 に対 す る要求 は強 くな るが,一 方 システ ムが 複雑 にな り構

成 要 素 もふ え ると必然 的 に信頼 度は 低 下す る。 こ こに信頼 度 に対す る要求 が よ り一 層 強 くな る要因 が

あ る と思 われ る。

システ ムの信頼 度はMTBFの 延長 とMTTRの 短縮 に よ って 向上 される。

MTBFの 延長 には個 々の部 品 の信頼度 向上 と部 品数 を減す こ とが 必要 で あ るが,実 際 には完 全 な

故 障 で ない い わ@るintermittenterrorも かな りあ る もの と考え られ そ れを 装置全 体

の故 障 とせ ず,な ん とか回 復す る手 段が とられ る よ うにな る であ ろ う。 た と えば命 令 のretryと

か主 記憶 の エラー の 自動 修正 な どが そ れで あ る。

さらに故 障 が起 って もそ の部 分 の機能 を使 用 しない で装置 を運 用 してい くことが 考 え られ るであ ろ

う。

MTTRの 短縮 には 故 障個 所を 見つ け る ま での時間 とそ の切離 し及 び 修理 が短 時間 に出来 なけ れば

な らない 。 このた め に,コ ン ピ ュー タ 自身が故 障 個所 の 自動検 出を行 な う,あ るいは 診 断 プ ログ ラム

を 実行 す る よ うな方法 が とられ る。 また 前述 したintermittenterrorで 回 復 さ れた もの

も,記 録 して お き,故 障 しかか ってい る装 置 を事 前 に発 見す る こと も有 効 で あろ う。

-21一



以上はシステムの構成装置個々の問題であるがシステム全体としては後述するように一部の装置が

故 障 して もシステ ム 全体 を止 め る こ とが ない よ うFailSafe,あ るいはFaiISoftの 構成

にす る こ とが重 要 で あ る。

■

,

2・2シ ス テ ム 構 成

2・2・1ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ

現在 オ ンラ イン ・シス テムは 急 速 に発 展 して お り,そ の応用 分野 もしだい に組織 の活動 と密着 して

きてい るので ア ップ ・タ イム(uptime)に 対 す る要求 は よ り強 くな ってい る。

そ のた め前述 の よ うに シス テ ムの ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ(稼動 性)を 改善 す る こ とが重 要 で,こ れ は

各装 置 ご との ア ベ イ ラ ビ リ テ ィの向上 だけ でな くシステ ム構成上 の工夫 に よ って も達 成す る必要

が あ る。

ア ベ イ ラ ビ リ テ ィを 向上 す るため に とられ る方 式 には つ ぎの二種 があ る。

。FailSafeSystem:一 部装置 が故 障 して も シス テ ムの本 来 の 目的 のため の機 能 は低

下 させ ない シス テム で,こ れを 実現 す る には二 重 化(あ るい は三 重 化)シ ステ ムや,待 機 シス

テ ムが考 え られ て い る。

。FailSoftSystem:一 部 装置 が故 障 して もシ ステム の能 力
,機 能 を低 下 させ て運 転

を継 続 で きる よ うに した シス テ ムで マル チ 。プ ロセ ッサ ・シス テ ムな どがあ る。

図1・5マ ル チ ・プ ロセ ッサ 構 成

M.M

CPU

I/OCH

I/DD 糠三り

◎

ψ
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⑨

マルチ ・プ ロセ ッサ ・システ ムは今後 広 く用 い られ る よ うにな る と予想 され,中 ・小 形 の システ ム

で も容 易 にfailsoftsystemが 組 め る よ う に な る で あ ろ う。現在 考 え られて い るマ

ルチ ・プ ロセ ッサは プ ロセ ッサ 間 には 区別 がな く,単 な るシス テ ムの リソース(resource)と し

て管理 され てい るので1台 が 故 障 し て 切 り 離 さ れ て も,処 理 能 力 が 低 下 す る だ け で あ

る 。

将 来は 各 々異 った処理 に適合 した 処理 装置 が 多数 マル チ ・プ ロセ ッサ の形 で接続 され る よ うな シス

テ ム も考 え られ るで あろ うが,こ の場合 は故 障 した 装置 の処 理 を能 率は 悪 くて も他 の装 置 が代 行す る

よ うに してfailsoftsystemに で き よ う。

単 に1シ ス テム と して考 えず 大 きな コ ンピ ュータ ・ネ ッ ト ワ ー ク と して見て,故 障 した システ ム

を ネ ッ ト ワ ー ク 中 の他 の シス テム が バ ック ・ア ップす る こと も当然 考 え られ よ う。

◆

2・2・27ア イ ル 中 心 の シ ス テ ム

コン ピ ュー タ ・シス テムは磁 気 テ ー プをベ ー ス と した もの か ら ランダ ム ・アク セス記 憶特 にデ ィス

ク ・パ ック記憶装 置 を 中心 とした シス テ ムに移行 してい る。

これは デ ィス ク ・パ ック の性 能,価 格 が大 巾 に改善 された こ とが大 きな原 因 と考 え られ るが,応 用

分野 でオ ンライ ン ・リアル タ イム処 理 が多 くな った こと も見 逃せ な い。 これ らの システ ムでは フ ァイ

ル へ のアク セ ス,更 新が 中心 で あ り,シ ス テム が フ ァイルを 中心 に設 計 され るが,最 近の傾 向 として

は,従 来 個 々のア プ リケー シ ョン ごとにつ くられ ていた フ ァ イルを 総合 化 して管理 しよ うとす るデ ー

タ ・ベ ース ・シス テ ムが 発展 しつつ あ り,オ ン ライ ンとかバ ッチ とか の区別 な くフ ァ イルが 中心 とな

りつつ あ る。

デ ータ ・ベ ース の定義 は まだ確立 され た もの は ないが,構 造 面 よ りと らえ れば 「処理 との 独立 性 を

指 向 した 構造 を有 し,実 際 にで き るだけ 忠実 に モ デル化 され た デ ータの 集合 体 であ る。 」 とい え よ う。

従 ってそ の特徴 と して ア プ リケ ー シ ョン ごとに重 複 したデ ー タが な く,記 憶 の 効率 が よい,デ ータの

更新 がむ じ ゅんな く行 な える,デ ータ を プ ログ ラム と分離 して 集 中管理 で き る等 の利 点 をあげ る こ と

が で きる。 しか しな が ら現状 では このた めの処 理,制 御 に時 間 がか か り,時 間 効率 の点 で十 分 でない

よ うで あ る。

最近発 表 された主 な デ ータ ・ペ ース ・システ ムと しては,IBMのIMS(Information

ManagementSystem),RCAのUL/1(UserLanguage/1),lnformatics

のMarkIVな どが あ る。

デ ータ ・ペ ースは将 来実 用 化が 予 想 され る大 規 模 な情報 検 索 シス テ ム,MISあ るい はNISな ど ・

の基礎 とな る技 術 で あ り,今 後 の発 展 普 及 が予 想 され る。

それ をサ ポー トす るために は ソフ トウ ェアの みな らずハ ー ドウ ェア面 で も工 夫が必 要 と思 われ るが,

特 に大 容量 フ ァイル の開 発が 重要 に な る。 現在 大容量 フ ァイル として図1・4に 示 す よ うな装 置 があ

り,将 来は デ ィスク ・パ ック の高 性能 化 と光技 術 を利 用 した 記憶 装置 が主 流 に な るので はない か と予
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想 され る。

フ ァイル ・シス テ ムに関す る重 要な 問題 の一 つ は情 報 の秘 密 と安 全性 に対 す る保護 であ ろ う。

これは 同一 のハ ー ドウ ェア を共 用す るTSSの フ ァイルな どで特 に厳 し く要求 され る。保 護 す べき対

象 と しては,

・ フ ァイル 中 の情報 の盗 用防 止

・ フ ァイル 中 の情 報の故意 な らび に不注 意 に よ る破壊 の防止

・ 記 録 媒体 の 消失 破 壊 か らの 防止

な どで あ る。

■

2・2・5ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ の 利 用

最近 の一 つ の傾 向 として ミニ ・コ ンピ ュータ の急速 な発 展 をあげ る ことが で き る。 は じめ ミニ ・占

ン ピュ一 夕は簡 単 な科学 技術 計 算用 や制御 用 として 出現 した が,性 能が 向上 し,量 産 化 に よって価格

も下 って1万 ドル ・コ ンピ ュータ とい われ,最 近 で"t'5千 ドル を切 る も のも出 現 してい る。

ミニ ・コ ン ピュー タの応用 分 野 と しては,従 来 の領 域 以外 に通 信 分野 の発 展が 著 し く,オ ン ライ ン

・シス テ ムの端 末機 や 通信 回線 制御用 ,集 配 信装 置,メ ッセージ交換 な どの用 途 が 考え られ る。

端 末機 として 用いた場 合 には プ ロ グ ラム制御 可 能 とい う利 点 に よ り,シ ステ ム ごとに異 なる制 御手

順 な どに対 す る融通性 にす ぐれ,ま たオ ペ レータ の負担 を 減 して マ ン ・マシ ン ・インタ フ ェース を改

善 で き るであ ろ う。

適 齢1御 用 に用い る場 合はFrontEndCommunicationProcessorと 呼ば れて、・

て,通 信回 線 でのデ ー タ伝送 の ため の 制御手順 の処 理な どを行 な ってMainProcessorの 負 荷

を軽 減 す る。 また簡単 な メ ッセ ー ジ交 換 な どは ミニ ・コ ン ピュー タ 自身で で も行 な え るの で ミニ 。コ

ンピ ュー タを用 いた 通信 ネ ッ ト ワー ク も考 え られ る。 米 国のARPA(AdvancedResearch

ProjectAgency)で 計 画を進 めて い るComputerNetworkで はIMP(Interface

MessageProcessor)に ミニ ・コ ンピュー タが使 用 され,通 信 回線 の有 効 な利用 をは かろ う

として い る。

2・2◆4TSS

TSSは 大形機 の機 能 を時 分割 で多数 の ユーザ が利 用す るこ とに よ り安価 に コン ピュー タが 使え る

点 と,集 中 して記 憶,管 理 されて い るデ ータ を多数 のユ ーザ が共用 できる点 の二 つの利 点 を有 してい

る と考 え られ,技 術 的 には多 くの問題 が あ るが コ ン ピ ュー タの利 用 法 と して 確立 されつ つあ る。

理 想 的なTSSを 目ざ して開発 が 開始 され たMITのMulticsはactiveuser40名

位 で稼 動 してい るそ うである。

また,米 国 に おい ては 近年 商業 ベ ース のTSS会 社が急 速 に発展 し,年 々10%位 の伸 びを 示 して
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図1・5 FrontEndCo㎜unicationProcessor

きた が,1970年 には 全 般的 な不況 の影響 もあ って5%位 の 伸 びに低 下 した よ うで ある。1969

年 末現 在 で約170社 が2万 台位 の端 末 装置 を 有 してサ ー ビス してい る といわ れてお り売上 げ も約

600億 円 と推定 され てい る。

日本 におい て は,電 電公 社 に よる加 入デ ー タ通 信 サ ー ビスが 開始 されて い る。 サー ビス の種 類 には

簡 易計 算 サ ー ビス,科 学 技術 計算 サ ー ビス,販 売 。在庫 管理 サ ー ビス があ り,い ず れ も加入 電話網 を

利 用 してサ ー ビス が受 け られ る。

TSSの 技 術的 な 問題 につい ては 次 の ような 点 が考 え られ る。

〔t〕 ハ ー ドウ ェア とソ フ トウ ェア のtrade-off

現 在 のTSS特 にconversationalな 処理 を中心 に した シ ステ ムでは システ ム のオー バ ー

ヘ ッ ドが 大 きい とい われ てお り,こ れ を解決 す るた め の有 効な ハ ー ドウ ェア ・サ ポー トにっ い て今後

の 検討 が 必要 と思 わ れ る。 この点 に関 してはmemoryhierarchyの 有 効 な活用 法 な どは一 つの

焦 点 と なろ う。

・〔2〕 プ ログ ラム言語

TSSで 使 用 す る プ ログ ラム言語 の標 準化 が,現 在 のCOBOL,FORTRANと 同様 に重 要 にな っ

て くるもの と思 わ れ る。 またプ ログ ラム 作成 言 語 だけ でな く,コ マ ン ドな ども標 準化 す る必 要が で て

くるで あろ う。 これ らが達 成 され る とユ ーザ は 多数 のTSSを 自由に 使用 できる よ うにな り,各 々の

TSSが 有 して い る特 徴 あ るアプ リケ ー シ ョンを使 い 分け る こ とな どが可 能 にな ろ う。

〔3〕 大容量 フ ァイル

前述 した よ うに 高性能 の フ ァイル 装置 が特 にT8Sの 分野 で望 まれ る。 大 きな システ ム となれ ば

1、000人 か らの=一 ・ザ を有 し,必 要 な フ ァイル の容量 は膨 大な もの にな る と予 想 される。
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〔4〕 信 頼 性

大規模 なTSSで は シス テム ・ダ ウ ンに よ る影響 は 広範 囲 に及 ぶの で高 い 信頼性 がユ ーザ 確保 の必

要条 件 であ る.9の ため にはf・il・af・ やf・il・ ・f・ な シス テム とす る以外 に・〔2〕で

述 べた よ うな互換 性 を有す るシス テ ムが相 互 にback-upで き る よ うな ネ ヅ ト ワーク を構 成 して

お くこ と も必要 で あ ろ うが この場 合 で もダ ウン した システ ム個 有の フ ァイル は 使用 で きな い点 に問題

が 残る であ ろ う。

〔5〕 デ ータ の 保 護

同一 システム内 に利益 の相反 す るユ ーザ の フ ァ イル を収 容す る可 能性 の あ るTSSで は情 報 の機 密保

持 に十 分の 考慮 が必 要 であ る。

完 全 な保 護 のため には 個 人の 識別 が完 全 に で きる こ とが 必要 で あ るが,パ タ ー ン認 識技 術の進 歩 等

に より解決 され てい くであ ろ う。

また集 中 して 管理 されて い る記録媒 体の保 管上 の 問題 な ど もあ る。

〔6〕 処 理 コス トと課 金 方式

ミニ.コ ンピ ュー タ とTSSが コス トの 面 で比較 され るがTSSで はナ ー ビ ス ・ プ ログ ラム の

多様性 な どに よ りミニ ・コン ピュータ では で きな い処理 が 可能 で通 信 回線 端 末装 置 の費 用が かか っ

て も十 分 に成立 す る と思 われ る。

TSSの 課金 につ い ては ユー ザの納得 でき る合理 的 な方 式 が望 まれ,今 後 も研 究が必要 であろ う。

〔7〕 端 末 装 置'

TSSで は端 末装 置 はマ ン ・マ シ ン 。イ ンタ フ ェース の 中心 的存在 として機 能 的 には高 い 要求が

あ るが,コ ス ト面 で も要 求は 厳 しい 。す な わち,た とえ時 分割 で 安価 に コ ン ピュー タが使用 できて も

端 末装 置 の コス トが高い とそ の利 点が半 減 す るであ ろ う。 多 くのTSSで テ レタ イプが用 い られて い

るの も少 々使いに くくて騒 音が 大 き くて も安価 で あ るた めだ と思 わ れ る。 一 方ア プ リケ ー シ ョンに応

じた 多様 な端 末装 置 も要 求 され てお り,端 末装 置 の重 要 性は ます ます大 きくな ろ う。

■

、

2・3将 来 の 動 向

2・1～2・2に お い て現状 お よび 現在 の動 向 に つい て述 べ たが,こ こで 少 し将 来 の動 向 につい て

触 れて み たい。

・ パ タ ー ン認 識:パ ター ン認 識 はOCRが 実用 化 されて い るが 手書 文字は まだ 初期 の段 階で

あ り,音 声認 識は,実 験 的 に簡単 な単 語 の識 別が でき る程度 であ る。 物 体 の認識 な どについ て も

研 究がっ つけ られ てお り,ま た次期 大形 プ ロジ ェク トと してパ ター ン情 報処 理 が と りあげ られ て

い るので今 後10年 間位 に著 しい発 展が あ るであ ろ う。

パ タ ー ン認 識 が 実用化 され れば デ ータの入 力 方法 が 大 き く改 善 さ れ,デ ー タ処理 システ ムにか

な りの 変 化が起 こるであ ろ う。 また 多 くの分野 におい て 省力化 が 大巾に 促進 され る と予想 され 蚕

・ 新 しい 記憶装 置:大 容 量 で安価 で アク セス ・タ イムの短 い 記憶装 置 は光 メモ リな どに よ り
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実現 され る可 能 性 があ る。 また最 近注 目され てい るバ ブ ル ・ ドメ イン ・メモ リも実 用化 さ れ るで

あろ う。

半導体メモリも急速な発展が予想され,将 来は論理回路を含んだ連想記憶装置の大容量なもの

が 実現 され るであ ろ う。

'デ ィス プ レ イ装置=現 在 のCRTデ ィス プ レイにかわ る安 価 な デ ィス プ レイ装置 が
,液 晶

や半 導 体技術 を利 用 して実 現 され るで あろ うし,ホ ログ ラ フ ィを利 用 した立 体デ ィス プ レイも考

え られ る。

・ 学 習機 能:人 間 との対 比 にお いて
,現 在の コ ンピュー タに欠 け てい る機 能 をあげ ると第一

に学 習機 能が 考 え られ る。 これは今 後10年 間位 に どの程 度 可能 にな るか予 想 はむず か しい坑

パ ター ン認 識 を自 由 に行 な うた め に も学 習機 能 は必 要 と考 え られ
,こ の面 か ら実用 化が進 む ので

は ない か と思 われ る。

コン ピュー タの応 用面 では経 営 情 報 シ ステ ム(MIS)が 高度 化 し
,オ ペ レー シ ョン ・レベル か ら

戦 術,戦 略 レベル にまで適 用 され る よ うにな ってい くであ ろ う。

また情 報処 理網 が 拡大 し,一 般 家庭 におい て もTSSサ ー ビス が気軽 に利 用 され る よ うにな り
,い

わゆ る情 報化 社会 が 実 現 され てい くと思 われ る 。そ して各 システ ムが結 ば れ単 に国 内 だけで な く国 際

的 な情 報 処理 網 へ と発 展 す る であ ろ う。 ハ ワ イ大学 のALO耳Aシ ステ ムで は通 信 衛星 を用 いて太 平

洋 を囲 む 諸国 が コ ンピュ ータを共 同 使用 す る構 想 も考 え られ てい るよ うであ る。 この よ うな シス テ ム

で 世界 的 な情 報の サ ー ビス な どが行 な わ れ るよ うにな る であ ろ う。

この よ うに今 後 の コン ピ ュータの 発 展は,従 来以上 に急 速 に そ して広 範 囲 に展 開 され てい くであろ

う。

■

■

一28一



'

.

.

.

㊨

》

ア工ウ

「

ドーノ、
O3

'

b

、
■

◎

"



●

、.

ぶ

、

、

・

も

ヂ

・^ユ

'.∨

叉

〆
.

、 、、

 

↓

』

6

.



◎

5 ハ ー ド ウ エ ア

5・1ア ー キ テ ク チ ャ と ハ ー ド ウ エ ア 技 術

プ ログ ラマ か らみ た コン ピ ュータの 論理 的 な性質 は ア ーキ テクチ ャに よ って 定 まる。 しか しそ の性

能は,

1)方 式 お よび論 理設 計

2)使 用 す るハ ー ドウ ェア技 術

に よ って著 し く異 な る。

性能 の広い 範 囲 にわ た って同一 の ア ーキテ クチ ャを もつ コ ン ピュー タの シ リーズ を提供 す るこ とに

よって,ソ フ トウ ェアお よびユ ーザ プ ログ ラ ムを共 通 に し よ うとい う努 力 が メー カ各社 によ って行 な

われ て い るが,ま た 使用 す るハ ー ドウ ェア技 術 を で きるだけ 共通 に す る こ とに よ って,そ の開 発 に要

す る費用,部 品の単価,保 守用 部 品 の量な どを下 げ る努 力 も行 なわ れて い る。 した が って同一 シ リー

ズ 内の各 モデル の性 能 の差は 主 として方 式 お よび 論理 設 計 に よ って形成 され る こ とにな る。 ア ー キテ

クチ ャとい う言葉 を,前 述 の よ うな意 味 では な くて,こ こにい う方 式お よび論理 設 計 に よ って 作 られ

た個 々の論理 的 な構成 を指す の に も使 うことが あ る ので注意 を要す る。

コン ピュータ本 体 の方 式 設計上 の 進 歩 で最近 特 に注 目すべ き ものの一 つ に,IBM360/85に

始め て 使 用 され,つs'い て560/195,ま た 最近 の570/155,370/165に も採用 さ

れて い る"Cache"を 使 う方式 があ る。"Cach♂ とい うのは元 来"隠 してあ る袋"と い う意味 で

この場 合,具 体的 には 高速 でか な り大 きな 容量(560/85で は サ イク ル時 間80nS,容 量16

kB/32kB)の バ ッフ ァ ・メ モ リをさ し てい る 。 このバ ッフ ァ ・メモ リを ハ ー ドウェアの 制御 の

下 に,プ ログ ラマには み えない(transparent)よ うにし て使 うの で,"Cache"と 呼 ぶ の で

あるが,こ の"Cache"に よ って,こ れ よ りは るか に容量 の大 きな主 記憶 装置 には,ビ ッ ト当 りの

単価 の安 い比較 的低 速(サ イク ル 時間1μs程 度)な ものを使 って も,そ の 実効的 な速度 を著 し く高

め る こ とが で きるの であ る。

この 方式 では第5・i図 に示 すように,演 算装 置 はCacheを 介 して記 憶装 置 に結 ば れ てい る。

Cacheは 例 えば1kB単 位 の セ ク タ に分れ て お り,記 憶 装 置制 御部 に は各 セク タ に対 応 して1個 の

レジスタがある。第5・2図 に示 す よ うに主記 憶装 置 も1kBを 単位 とす る多 くの セク タ に分か れ てい て,

あ る記 憶 場 所 か ら情 報 を読 み出 そ うとす る と,そ れ が属 す る セク タは ハ ー ドウ ェア の制 御 に よ って 自

動的 にCacheの 一 つ の セクタ に移 り,そ れ に対 応 す る レジス タに主 記憶装 置 での セク タ番号 が 登

録 され る。 記憶装 置 か ら読 み 出す とき には,ま ず この レジス タ群 に所 要の セク タ番 号が あ るか な いか

を調 べ,あ れば それ をCacheか ら取 り出 し,な い場 合 には主 記 憶装置 か らCacheに 移す 。

(1)C.J.Contietal.:StructualaspectsoftheSystem560Mode1

85(1Generalorganization)IBMSystemsJour.Zma1(1968)

-29一



記 憶 装 置

制 御 部

演 算 制 御

装 置

禽

入 出 力 チ ャ ネ ル

第3・1図"Cache"を 使 う方 式の 計算 機

01254

主 記 憶 装 置

1mn vxyz

*C
ache

141・1・1・121ml・1・1レ ジス ・群

*注 図 を簡単 にす るた め8セ ク タ だけ 示 し てあ る。

第5・2図Cacheと 主 記憶 装 置 と の対応
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●

その場 合Cacheの セク タが全部 使 われ てい れば 一定 の アル ゴ リズ ム(例 えば最 も古 くコ ピー一され

た セク タを追 い 出す)に 従 って移す べ き セク タを定 め る。 書 き込 み の場 合 にはCacheに あ れば

Cacheと 主 記憶装 置 の 両方 に,Lな け れば 後者 に書 き込む。

この方 式 で期 待 し てい る こ とは,た い て いの場 合 読 み 出すべ き情 報はCacheに 見 出 され,結 果

として主 記憶装 置 の使 用頻 度 が 大巾 に減 る とい うこ とで あ る。 これは シス テ ム ・プ ログ ラムお よびユ

ーザ ・プログ ラム のア ドレス パ ター ンに よるわけ であ るが
,多 くの シ ミュ レー シ ョンの結 果 この 期

待 は 十分満 足され るこ とが 知 られて いる。 すな わ ちサ イクル 時間80nSのCacheと サ イク ル時

間 約1μsの 主 記 憶装 置 とに よ って得 られ るパ フ ォーマ ンス は,サ イクル 時間80nSの 主 記 憶装置

に よ って得 られ るパ フ ォー マ ンス の70～90%に 達 す る。

コン ピュータ の主記 憶装 置 の 容量 ま,ユ ー ザ の応用 の複 雑化,シ ス テム ・プ ログ ラム の発 達 コン

ピ ュー タの速 度 の増 大 にと もな うマ ルチ ・プ ログ ラ ミング の一 般化,な ど に よっ て,年 々増 加す る傾

向 に あ り,単 価 の低下 を上 回 って メモ リの コス トは増 大 してい る。 大形機 では演 算 制御装 置 よ りも主

記憶 装置 の ほ うが高 価 であ り,そ の 高速 化 に要す る コス トは膨 大 である。 これ を主 記憶装 置 に比 べれ

ばは るか に容量 の小 さいCacheの 採用 に よ って 逃げ る構成 方式 は み ご とな もの とい わ なけ ればな

らな い。

方式 設計 上の 動向 で,い ま一 つ見逃 して は ならな い もの に,マ イク ロ ・プ ログ ラミング方式 が ます

ます 一 般化 してきた ことが あ る。 性 能の広 い 範 囲 にわた って同一 のアー キ テクチ ャ(第 一 の意味)を

保 つ ため には,小 形機 にも大 形機 と同 じ く多種 類の命 令 を用 意 してお く必要が あ り,ま た科学 計算 に

主 眼 を おい た大形機 で も一 応 事務 デ ー タ処 理用 命 令 まで持 って いなけ れ ば な らない。 コス ト ・パ フォ

ーマ ンス を犠牲 にす る こ とな しに
,こ れ を可 能 にして い るのが マ イク ロ ・プ ログ ラ ミング であ る。

コ ンピ ュー タが実 行す る命令 は,こ れ を さ らに基 本的 ない くつ か の マ イ クロ命令 に分解 す る ことが

で きる。 た とえば,乗 算 命令 は 加算 け た 移動,テ ス トな どのマ イク ロ命令 に 分解 で き る。 また命令

そ の もの の実 行 のほ か に,こ れに ともな うコン ピ ュー タの基 本 的な 動作 で あ る とこ ろの記 憶装置 か ら

命令 一 つ を と り出し,こ れ を解 読 し,実 行 に移 す とい うこと もマ イク ロ命 令の 組合 せ で表 わ され る。

また前述 のCacheの 制御 もマ イク ロ命令 に分解 で き る。

そ こで与 え られた ア ーキ テクチ ャ,与 え られ た性 能 の コン ピュー タを 直 接作 るか わ りに,い くつか

のマ イク ロ命令 を十 分 高速 に 実行 でき る機 械 を 作 れば,命 令 の実行 を含 め て機 械の 動作 はす べ てマ イ

ク ロ命 令 の組合 わせ,す な わ ちマ イク ロ ・プ ロ グラム に よって表わ され る こと にな り,そ の構 成 は は

るか に簡 単 にな る。 その 代 わ りに マイ ク ロ ・プ ログ ラムを貯 え る特 別な 記 憶装 置(命 令 や デ ータを貯

える主 記憶装 置 よ りか な り高速 の もの)が 要 るが,内 容 は 固定(ふ だん は読 み 出 しだ けで,書 き込 み

の 必 要は ない)で よい。

第5世 代以 降 の コ ンピュー タの特 長 の一 つ は,こ の よ うな 固定記 憶装 置(read-onlymemory)

に よる マ イク ロ ・プ ログ ラ ミングの技 術 を採用 してい る こ とにあ る。 こ の よ うな機 械 で命 令の 種類 を

増 す ことは,配 線 や論理 素 子 を増す こ とでは な く,固 定記 憶装 置 の 容量 を増 して マ イク ロ ・プ ログ ラ

ムを 追加 す るこ とにな り,あ ま りコス トの上 昇 には な ら ない 。
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マ イク ロ ・プ ログ ラ ミングの技 術 に よって 良 くな った こ とが ほか に もあ る。 そ れは 旧機種,他 メー

カ機 種 との互換 性 を もたせ る道 が開 け た とい うことであ る。 すな わち,固 定 記憶 装置 を入 れ替 え るか,

あ るいは それ に記 憶 され て い るマ イク ロ ・プ ログ ラムを入 れ 換 え るこ とに よ って,一 つ の アーキ テク

チ ャの コ ンピ ュー タを他 の アー キテク チ ャの もの に変 え る ことが で き る。 た とえば,HITAC8300

をIBM1401に 変 え る こ とは 固定 記憶装 置 を追 加 す るこ とに よ って容 易 にで き る。 これに よ ってそ

れ まで1401を 使 ってい た ユ ーザ が,HITAC8300を 導入 して も直 ち に プ ログ ラムを全部 書 き

かえ る必要 は ない 。8500を1401に 化 け させ て(も との1401よ り高速 であ る),も との フ'

ログ ラム をか けて 使 い,余 った時 間 は8300本 来の 姿 にも ど して新 しい プ ログ ラムを開 発 す る,と

い う ぐあい に徐 々に切 替 え て行 くことが で きる。 この よ うに化 か して 使 うことを エ ミュ レーシ ョン

(EmulatiOn)と 呼 ん でい る。

↓
、

5・2論 理 素 子

コン ピ ュー タの論理 素 子と して集 積 回路 が用 い られ る よ うにな ってか らす で に久 しい 。その間 種 々

の 形 式の ものが試 み ら れたが,よ うや く,

1)高 速 の ものはCML(CurrentModeLogic,別 名EmitterCoupled

Logicで 略 してECLと も呼 ば れる)

2)低 速 ない し中速 の ものはTTL(Transistor-TransistorLogic)

とい うことに収 敏 して きた よ うであ る。

IBM社 は360に はbラ ンジ スタ とダ イオ ー ドのチ ップを抵抗 や 配線 を 印刷 したセ ラ ミ ック基板

の上 に ソルダ ・リフ ロー(Solderreflow)方 式 に よって組立 てるい わ ゆ るハ イブ リ ッド形式

の集 積 回路 を使 ったが,360/tg5以 降,570で も,ま た 小 形 の シス テム/5で もモ ノ リ ック ・

シ リ コン ・チ ップを セ ラ ミ ック 基板 上 に ソルダ ・リ フu－ でつけ るMST(Monolithic8ilicon

②T
echnology)を 採 用 してい る。 その基 本 回路 は第5・5図 に示すCMLで あ る。

集 積 回路 が 登場 した 当時 の集積度 はチ ップ当 り数 ゲ ー ト止 りで あ っ た。CMLに つい ては現在 で も

こ の集積 度 にあ ま り変 わ りは ない が,TTLに つ い ては

1)

2)

5)

4)

5)

メーカ間での標準化

価格の低下

需要の増大

メーカの増加と競争

品種の拡大

、

喝♪

な どが 順 調 に進 んで,著 し く普及 し,チ ップ当 り平 均30ゲ ー ト程 度 のMSI(MediumScale

(2}0.BilousaodE.」.Rylnaszewski,"MediumDensityMonolithic

I、ogicTechrtology",ISSCIECPSymposiumRecordVoL10

一32一



`

第5・5図IBMのMST回 路

o

ρ

IntegratiOn)が カ タ ログ のな か か ら選べ るよ うにな った。

1965年 頃,論 理素 子につい て も集 積度 の 向上 が急 速 に進 み,1970年 頃 には チ ップ当 り

1
.… ゲ ー ト顧 で ゲー ト当 りの・ス トカ・最・」・にな るだ ろ うと予 想 した訣5)も あ り,チ が 当 り

100～1000ゲ ー トのLSI(LargeScaleIntegration)が 使 わ れ る のが 普通 にな

るの ではな い か とい う期 待が か け られ てい た よ うで あるが,現 時点 で見 る とその 時期 はか な り遠 の い

た よ うであ る。LSI化 が進 まな い のは,技 術的 な 困難 さ もさる こ とな が ら
,本 質的 には半 導体 メ ー

カが 最 も嫌 が る多種 少量 につな が るか ら であ る。 従 って 皮 肉な こ とに,高 速 化の 面 でLSIを も っと

も切望 し てい る大形機 用 の ものは 相 手に され ず,小 形機(特 にミニ ・コン ピュ ータ)用 あ る いは デ ー タ

通 信端 末用 な どは,か りに1台 に1種1個 と して も台数 が 多い だけ に見込 み があ る こ とにな る。

事 実 ミニ・コンピュ ータでLSIの 使 用 を特 長 として宣 伝 してい る もの もでは じめ た。

この よ うに第2世 代 の トラ ンジス タ,ダ イオー ドか ら,通 常 の集 積 回路(SmallScale

Integration略 してSSIと い うこ とが あ る) ,さ らにMSI,LSIと 論 理 回路 の集積 度 を

高 め るね らいは,

1)

2)

き)

4)

5)

高 速 化

高 信 頼 性

低 コ ス ト

小 形 化

低 電 力 化

にある。集積度を上げれば配線が短かくなるから,勢 い高速化が可能になる。また集積度を上げれば

ゲー ト当りの接続点数が減るので信頼度 も向上する。歩留 りが同じであれぽ 当然のことながら集積

(5)G・E・M…e:"C・ammi・gm・ ・ec。mp・n・ 。t・ ・。t。i。t,g,at。d

circuits",Electronics鎚,pp114-117,Apri119
,1965
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度が 高 い 方が ゲ ー ト当 りの コス トは 安 い。 しか しあ ま り無理 をす る と歩 留 りが悪 くな って逆 にな る。

小 形化 は 当然 で あ る。低 電 力 化は パ ッケ ー ジ内 で は振 巾 も小 さ くて よ く,ま た接 続 線 をパ ッケ ー ジの

外 での よ うに送 電線 として取 扱 う必要 が ない の で可 能 にな る。

前述 の よ うに低 中速 用 のTTLで はMSI化 が かな り行な わ れて いる が,CMLで は そ れ ほ ど進

んで い ない。 論理 素 子の 良 さ を表 わす一 つ の指数 と して,ゲ ー ト1段 当 りの遅 れ と,ゲ ー ト当 りの 消

費電 力の積 が 用 い られ る こ とが あ るがSSIの 領 域ではCML,TTLと もに この 指数 は

150nS×mw==150ピ コジ ュ_ル 程度 であ る。(4)TTLを 用 いたMSIで は この値}t,一 例 では

あ るが,56ピ コジ ュール に改 善 され てい る。

電 気通 信研 究 所 で醗 された 論理 回路 であるNTL(N。n-Th,e,h。1dL。gi。)(5)は 始 めか

らLSIを 念頭 にお い て,振 巾を 小 さ くと り,ゲ ー ト当 りの消費 電 力を小 さ くして,こ の指数 を5ピ

コジ ュール程 度 に す る ことをね ら ってお り,将 来 が注 目 されて い る。

寸

〉

3・5主 記 憶 装 置

主 記 憶装置 の主 流が フ ェラ イ ト磁 心 とな って か らす で に久 しい。磁 心 の直径 が 次第 に小 さ くな った

が,現 在 は18～20ミ ル程度 で落着 い てい る。速 度 もサ イク ル時間O.8～1.oμsの あた りで落着

い て,い まや価 格 の競 争 とな って きた 。

IBMだ け につ い てみ て も,560で は512kBで レンタル20k$/月 で あ った もの が,370

では,Cache方 式 の 出現 に よ って 速度 も多少 下げ たが,512kBの レ ンタルは6k$/月 に下が

ってい る。

この よ うに主 記 憶装 置 で の努 力 が速 度か ら価 格 に移行 したの は,

1)高 速 を特 に 必要 とす る大形 機 で5・1に 述 べたCacheに よ る方 式 が用 い られ る よ うにな

った こ と。

2)こ れ も大 形機 の分野 で,特 に オ ンラ イン実時間 シス テ ムの場合 に,二 つ以上 の計算機 本 体 に

よる主 記憶 装置 の共 用(me㎡orysharing)が ふえ てきた こ と。

に よ る。

2)に つい ては な お 少 し説明 を要 す る。主記 憶装 置 を共 有す るか らに は,本 体 と主記 憶装置 との間

にい わ ゆ る メモ リス イ ッチ が 必要 であ る。 そ こで主 記 憶装 置 ばか り如 何 に速 くして も,ス イ ッチ での

遅 れ,そ れ に これ らの間 のケ ー ブル での遅 れ な どが加 わ る(こ れ らは 通常200～500nSに 達す

る)の で,努 力の効 果 があ ま りない とい うこ とであ る 。

磁 性 薄 膜 や メ ッキ 線 が フ ェ ライ ト磁 心 に と って か わ る主 記憶 装置 素 子の 有 力候補 に上 った のはか な

り以 前 であ り,最 近 まで絶 え間 な く努 力 が続け られ てき たが,遂 に磁 心 に と ってかわ る こ とな く,そ

、

叱.

(4}平 井 実:ICに つ い て4),施 設2」 ・1610,p145(昭 和44年)

(5)今 井,渡 辺"大 規 模集 積論 理回 路 の 回路 設計 に 関す る考 察"昭 和44年 連大2151
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●

●

診

の立 場 を 失 ない つ つ あ る よ うに見 え る。 これ らの 素 子が 磁 心 に優 る と考え られ る唯 一 の 点は,サ イク

ル時間200～400nSと い う磁心 では か な り骨 の折 れる領 域 で比較 的低 コス トの メモ リを 提供 で

き る ことであ るが,

1)Cacheを 用い る方式 の 出現 主 記憶 装 置 の本 体 に よる共 用 方 式の 出現な どの ため に,主 記

憶 装置 自体 の速度 が以 前ほ ど重視 され な くな った こと。

2)メ ッキ 線 メモ リは フ ェライ ト磁心 に よる メモ リよ りも元 来 寸法 が 大 き く,絶 え ざる努 力 にも

かか わ らず あ ま り小 さ くな らな い。 これ を メモ リ容量 増 大 の傾 向 と合 わせて 考 え る と,ケ ーブ

ル での遅 れ がい っそ う問題 にな るこ と。

3)フ ェラ イ ト磁 心 に よるメ モ リは現在 大 量 に使用 されて い るた め に,絶 えず コス トが下 って行

くこと。

4)ICメ モ リが 出現 し,磁 性薄 膜や メ ッキ線 が得 意 とす る分野 は十 分 カバ ー す る見 込 にな った

こと。 しか も本質 的 にバ ッチ 。プ ロセ ス に向 い てい るため,コ ス トが 下 が る見 透 しが 強 く,そ

れ こそ フ ェライ ト磁心 に とって代 わ る勢い にな って きた こ と。

な どのため に,つ いに主 流 とは な らず に消 え去 るの では ない か と考 え られ る。

一 方ICメ モ リは 本質 的 に少種 大量 とい う半導 体 メー カが 最 も歓 迎す る性 質 を も って い るため,

LSI化 の 努 力 も熱 心 に続 け られ てい る。 しか し現在 までの ところの分 野 で リーダ シ ップを とってい

るの はIBMで あ り,半 導体 メー カで は ない。IBMの 最 初の イン パク トは1968年2月 の360/

85の 発 表 であ った。 すな わ ち この計 算機 には 容量16kB/32kB,.サ イク ル時間80nsの

ICメ モ リに*るCacheを 使 うこ とを発 表 した こ とで ある。 こ の ころか ら,CogarCorp.

やIntelCorp.の よ うなメ モ リ専 門の半 導体 メ ー カの 活動 が 始 ま った。IBMの 第2の イ ンパ

ク トは1970年9月24日 の570/145の 発 表 であ る。 この計 算機 ではeacheと い うよ うな

特 別 な 用途 では な く,容 量112kB～512kB,サ イクル 時 間540nsの 主 記憶装 置 として,従 来 の

フ ェライ ト磁 心記 憶装 置 の 代 わ りにICメ モ リを採用 してい る ところに 重 大 な意 義 があ る。 な お当然

の ことな が ら,IBMは570/145に 続 い て1971年5月9日 に 発 表 した57〔 レ/155に も

ICメ モ リを主 記憶 装置(容 量96kB～240kB,サ イクル 時間275ns)と して採 用 してい る。

IBMが 使 ってい るICメ モ リはいず れ もバ イ ポー ラ であ るが,近 い 将来 に,

1)バ イポ ー ラ:高 速 を 必要 とす るCache用

2)MOS:主 記 憶装置 用

とわか れ るだ ろ うとい う観 測 が強い。 その理 由は,

1)バ イポ ー ラに対 す るMOSの 唯一 の弱点 は速 度 であ るが,主 記憶装 置 で は速 度 よ りは コス ト

の方 が 重視 され る。 速度 の方 も シ リコン ・ゲー ト技 術 な どに よ りサ イクル時 間300nSの 領

域 に入 ってきた 。

2)コ ス トの 面 では バ イポ ー ラに 比べ て チ ップ上 で の ビ ッ ト当 り必 要面 積が1/4以 下 で 済むた

め に,少 な くとも コス トが 半 分以下 にな る と考え られ る。

3)MOSの 方が 圧倒 的 に 消費電 力が 少 ない 。
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とい うこ と であ る。

MOSメ モ リには 現在 次 の二 つ の回 路 形式 があ る。

1)ス タ テ ィック形

2)ダ イナ ミック形

前者は フ リ ップ ・プ ロ ップを基 本 とす るもの,後 者 は漂 游 容量 を積 極 的 に利 用 し て,そ れに貯 え られ

る電 荷 を リフ レ ッシュ(refresh)回 路 を使 うことに よ り,定 期的 に リフレ ッシ ュ して保 持す る

もの であ る 。現 時点 では 後者 の方が チ ップ上 での 必 要面積 が 小さ く,し か も消費電 力 も少ない の で,

注 目を集 め てい る。

ICメ モ リは

1)小 形 であ る。

2)高 速 で ある 。

3).量 産 に よ って著 し く コス トが 下 が る可 能 性が あ る。

とい うよ く知 られた特 長 の他 に, 、 、

4)単 位 容量 を 小 さ く(例 えば8kB)と って も コス トに影 響 しない 。

とい う利 点が あ る。 現在 コン ビ一 一 タの 主 記憶 装置 の 容 量は,大 形 の場 合小 さ くて も64kB,場 合

によ っては512kBに もと ってい るが,こ れ か8kB単 位 に でき るこ とは 一つ の魅 力 であろ う。

ザ

・

■

3・4固 定 記 憶 装 置

5・1に 述 べたマ イク ロ ・プ ログ ラムを貯 えるた め に固定記 憶装 置 が 必要 で あ る。 固 定で あ る こと

は必 要条 件 では な いが,固 定 で十 分 であ り,そ の制限 の下 に 高 速で低 コス トの メモ リが 用 いられ て き

た。 現在 使 われ てい る もの には,

t)変 成 器 形

2)静 電 結 合 形

5)抵 抗 結 合 形

な ど受 動 素 子を用い た もの が 多 い。 そ の速 度は ア ク セス時間50ns程 度 まで で ある。

最近 提案 され てい る もの には,半 導 体に よる集積 回路 が 多い。 これ には

1)最 初か らパ ター ンを所 定 の通 りに作 るもの。

2)ダ イオ ー ドある い は トラン ジス タ(エ ミッタ フ ォロワ)が マ トリクス の各交 点 に入 ってい る

回路 を作 ってお いて,こ れに情 報 を書 き込む(マ トリクス のX線 とY線 との間 に故 意 に大 きな

電流 を流 して素 子 を溶 断 す る)も の 。

▼

ピ

の二 つの 形が あ る。

1)の 形 の ものは 量産 には 適 してい るが,設 計変 更な どでパ ター ンの変 更 が必 要 にな った ときには

初 めか ら作 り直 す必 要が あ る。

1),2)と もに速 度は アク セス 時間20nS程 度 が期待 で きる。
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、

`

マイク ロ 。プ ログ ラム の技 術 は早 くも1951年 にケ ンブ リッジ大学 のProf.M.V.Wilkes

に よ って提 案 され た もの であ るが,そ の 頃か ら,マ イク ロ ・プ ログ ラム を 自由に書 き替 え る ことに よ

り異 な る計 算機 にす る こ とが考 え られ て いる。 この 考えは エ ミュ レー シ ョンと して今 日実現 され てい

るわ けで あ るが,.さ らに進 ん でマ イク ロ ・プ ログ ラ ムを書 き替 え可 能 な メモ リに 収 容 し,オ ペ レーテ

ィング ・シス テ ムに その 書 き替え を許 す ことが考 え られ る。

IBM560/25で は マ イク ロ ・プ ログ ラムの 大部 分は 従来 と同様 の 固定 記憶装 置 に入 れ てい るカ…

一部 は主記 憶 装 置の特 定 の場 所 に入 れ られ る よ うに して,融 通 性を持 た せ,エ ミュ レー シ ョンな どに

使 って い る。 この よ うに書 き替え が で き る部 分は 固定記 憶装 置(Read-onlymemory,ROM)

とは 呼 ばず に,WritableControlStorage(WCS)と 呼 ん で いる。IBM370/145

では 主記 憶装 置 に高 速 のICメ モ リを作 ってい るの ℃ マイク ロ ・プ ログ ラ ム もその特 定場 所 に収 容

す るこ とに した。す な わちROMは な くな って,全 部がWCSに な った わ け で ある。WCSはROM

と異 な り揮 発性(Volatile)で あ り,電 源 を 切れば 内容は 消 失す るか ら,電 源 を入 れた直 後 マイ

ク ロ ・プ ログ ラム を書 き込 ん でや る必要 が あ る。 その た めに5ア 〔1/145は コン ピ ュー タ本 体 にフリー

ップデ ィス ク と呼 ばれ る小形 の磁 気 デ ィスク を内 蔵 しな ければ な らな くな った。 これは すべ てをWCS

に した場 合の欠 点 で あ る。

しか もWCSを プ ログ ラマが勝 手 に変 更で き る よ うにす る と,ソ フ トウ ェアの 共通 性 が な くな る

(マ イク ロ命令は シ ー リズ 内 の各 モデ ル で著 し く異 な る)の で大 問題 で ある 。570/145で の よ う

にROMを すべ てWCSに す るこ とに より,メ モ リが1種 類 に な って コス トが下 が る場 合は別 と して,

大形機 では マイク ロ ・プ ログ ラムは やは りROMに 大 部分 を収 容し,一 部WCSに 入 れ る のが最 もよ

いの では な いか と考 え られ る。 診 断機 能に 関連す るマ イ ク ロ・プログ ラムに つい ては,ROMに 収 容

して お くこ とが,特 に望 ましい。

,

'

3・5パ ッ ケ ー ジ ン グ

論 理素 子を集 積化 した もの は,通 常

1)Flat-pack(ピ ン間 隔50ミ ル)

2)DIPΦual-IrlinePackage)(ピ ン間 隔100ミ ル)

のいず れか に収容 され る。IBMは 自社 のFishkill工 場 で製 造 した独 自のMSTパ ッケー ジを

作 ってい るが,半 導体 メー カが作 って一 般 市場 に も販 売す る ものは すべ て上 記 の二 つ の 型 に標 準 化 さ

れて い る。特 にTTLの 関 係 はTI(TexasInstrument)社 がは じめた54/74シ リーズ

に 自然 に統 一 され て きた。

ピンの数 としては14ピ ン,16ピ ン,24ピ ンな どが よ く用 、'られ てい る。

集積 回路 のパ ッケ ー ジは プ ラグ イン基板 にと りつ け られ,プ ラグ イ ンは コネ ク タで さ らに大 きな基

板 に と りつ け られ るの が普通 であ る。 これ らの 基板 には 当 然 配線 が印 刷 され るが,

1)実 装 密度 が上 ってい る こ と。
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2)回 路 が 高速 で あ るた め,あ る長 さ以上 は配 線 はす べ て送 電 線 と見倣 さkそ の インピ ーダ ン

ス をで き るだけ 一 定 に保 つ 必要 が あ る こと。

5)コ ン ピ ュータに よる設 計 自動 化 シ ステ ムの援 助 な しには 設計 は 不可能 に 近い こと。

な どか ら,こ れ らの基板 は 通常

1)論 理 配 線面(少 な くと も2面)の 他,接 地 面,電 源 布線 面な どを絶縁層 を介 して重 ね 合わ せ

た 多層 プ リン ト基板 で あ る。

2)論 理 配線面 は通 常2面1組 で,1面 には 縦方 向 の布 線,他 の1面 には横 方 向の布線 を 収容 し,

こ れら を必要 に応 じてplated-through-holeで 接 続 した もの であ る。

3)論 理 配線 は 接地 面 あ るい は電 源配 線 面(交 流的 には 接地 と同 じ)に 対 して一 定 イ ンピー ダン

スの マ イク ロ 。ス トリップ線 にな って い る。

とい う構 成 にな ってい る。

第2世 代 の コ ン ピュ ータに くらべ ると,プ ラグ イン1枚 の 論理 的構 成 が1桁 以 上 高 くな ってい る

(第2世 代の プラグ イ ンは 現在 のSSI1コ 程度 の論 理機 能 しか も って いなか った)の で,プ ラグ イ

ン レベル での リピ一 夕 ビ リテ ィ(repeatability)は 著 し くな った 。

また 実装 密 度が 高 くな った ほ どには 回路 当 りの 消費 電 力は 小 さ くな っていな いの で,冷 却 が 大 きな

問題 であ る。IBMの570/165で は水 冷 方 式の 採用 に踏 切 った 。

▼

●

5・6CPUお よ び チ ャ ネ ル

CPUの パ フ ォー マ ンス をP,そ の 価 格 をcで 表 わす と,年 代 を同 じ くす るもの に つい ては,kを

定数 と して,

P=kc2

あ るい は

P/c=kc

とい う関 係(Grosch .の 法 則)が 成 立 つ こ とが よ く知 られ てい る。 この法 則の 意味 す る ところは,

大 形機 ほ ど割 安だ とい うこ とであ る。

一 方kの 値 は年 代 とと もに急速 に増 大 して い るが
,し か しその 速度 はやS鈍 化 しつSあ る よ うに見

え る。 す なわ ち1968年 頃6)に は5年 で5倍 になる と見 られてい た 坑1964年 にア ナ ウンス さ

れ たIBMの シ ステム/560と,1970年 にア ナ ウ ンス され た シス テ ム/570と を比 較 してみ

る と,そ のコス トパ フ ォーマ ンス の 改良は せい ぜ い3～4倍/6年 で あ る。

チ ャネル に要 求 され る速 度 は,

●

ボ1

(6)E・Bl・ch・ndR・A・H・nl・ ・Ad・ ・nce・i・Ci・c・itTech・ ・1・9yand

theirImpactonComputingSyst.ems,Proc.IFIPCongressp24

(1968)
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1)1964年 にアナ ウンス され た代表 的な 磁気 デ ィス ク装 置IBM2511に 比 較 して,1970

年 に ア ナ ウンス され たIBM3530の 転送 速 度 が4倍 にな ってい る こ と。

2)磁 気 テ ー プ装置 の転 送速 度は,テ ープの 記録 密度 が800BPIか ら1600BPIと な った た

め2倍 にな ってい る こと。

3)タ イム シ ェア リ ングな どの応 用 では転送 速度 の 大きな 磁気 ドラム装置 が用 い られ る こと。

4)CPUの パ フ ォー マ ンスが増 した ため,シ ステ ムに接 続 され る入 出力装 置 の台数 が増 えた こ

と。

な どに よ って,CPU同 様 に5～4倍 に増 加 してい る。

な おチ ャネ ル につい ては,ア ー キテ クチ ャには 関 係 は ないが,そ の実 現 方法 としては 計 算機 の大 き

さに応 じて次 の5方 式 が 採 られてい る。

1)入 出 力処理 装 置 としてチ ャネル を一 ま とめにす る方式(大 形機)

2)チ ャネ ルをCPU本 体 に組 込む 方 式(CPUを 制御 す るマ イク ロ ・プ ログ ラム に よってチ ャ

ネ ル まで制 御す るのが普 通で あ る。)(中 形機)

5)チ ャネ ル だけ では な く,入 出力 制御 装置 までCPUと 一 体 にし て構成 す る方 式(マ イク ロ ・

プ ログ ラム に よ って これ を逐 次的 に制御 す る。)(小 形 機)

1),2)の 方式 では チ ャネ ル と入 出力制御 装置 との間 に,メ ー カご とに異 な って はい るが,一 つ

の標 準化 された インタ フ ェース を設 けてい るのが普 通 で あ る。5)の 方式 では 種 々の入 出力装 置 が直

接 にCPUの 本 体 に接 続 され るので,こ の よ うな イ ンタ フ ェース(入 出 力装 置の 種類 に よ らない)は

存 在 しない。

と ころで 近年 の傾 向の 一つ として,い わゆ る ミニ ・コン ど ユ一 夕の著 しい 進 出があ る。大 形 機 ほ ど割

安 だ とい うGroschの 法 則は,量 産効 果 の及 ば ぬ範 囲 で成 立 つ もので,ミ ニ ・コン ピ ュ ータ の 分野

では成 立 た ない もの と考 え られ る。 第1世 代の終 りごろ には 加算 に10ms程 度 を要 し てい た コン ピ

ュー タが,メ モ リ容量4k語 程度,最 小 限度 の入 出力装 置を つけ て40M¥程 度で あった。今 日の ミ

ニ ・コ ン ピュー タでは価 格は1/10,速 度 は5000倍 に な っている 。す なわち コス ト・パ フ ォー

マンスは 実 に3×104倍 にな った わけ で あ る。 ミニ ・コ ンピ ュータ が この ように 良い パ フ ォーマ ン

ス で安 く作 れ る よ うにな った のは,

1)コ ア メモ リの 価格 の低 下

2)ICの 価 格の 低下

5)同 じ ものを何台 も作 る ことに よる量 産の 効 果 特 に ソフ トウ ェア な ど のオ ーバ ヘ ッドが台数

に 逆比例 す る効果

4)テ レタ イプ#33と い う安い 入 出力装 置 の 出現

に よる。

ミニ 。コンピ ュー タはオ ン ラ イ ン ・シス テ ムに 次の 二つ の 点 で影響 を与 え るもの と考 え られ る。

1)小 規 模 な計 算 を タ イム ・シ ェア リング でや,るよ りは,手 元 にお い て独 占で き る ミニ ・コン ピ

ュータ で やろ うとす る ユー ザ が増え る。
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2)ミ ニ ・コ ンピュー タを端末 制 御 集 信,通 信 制御 な どに 使 うことに よ り,オ ン ラ イ ン ・シ

ス テ ムの コス トが下 が る。

前者 は オ ン ラ イ ン ・シス テ ムの 発展 を阻む要 素 であ り,後 者 は これを 助長す る要素 であ る 。

▼

●

3・7通 信 制 御 装 置

通 信 線 に接続 され た端末装 置 を 中央 処理 装 置側 か ら見 た場 合 に,一 般 の入 出 力装置 と著 し く異 な る

の は 次 の諸点 であ る。

1)情 報 の や り と りが 徹 底的 に 直列 で あ る。

2)一 般 に 低速 で数 が 多 く,し か も同 時 性 を要 求す る。

3)端 末は 遠 くは な れ てい るた め に,端 末側 では 中央処 理装 置 の状 況を 知 らな い のが た て まえ で

あ る。

(1>従 って 勝手 な ときに ど ん どん入 力 し よ うとする。

㈹ 逆 に中央か ら出力 し よ うとして も,端 末 に電 源 が入 っ ていな か った り,用 意 ので き ていな

い こ とが あ る。

1),2)の 特異 性 を吸 収 す るため の ハ ー ドウ ェアが通 信 制御 装置 で あ る。5)の 特異 性は,通 信

制御 プ ログ ラム とある程度 のバ ッフ ァリングの た めの記憶 装置 が用意 されな い と吸収 されな い。

通 信 筒脚 装 置 は 方式 上

(a)字 の単位 で計 算機 と情 報を や り とりす る もの 。

(b)メ ッセー ジの単位 でや りと りす る もの。

の二 つ に 分か れ る。 第2世 代 後半 のIBM7740やGE社 のDatanet30な とは後 者 であ り,

入 力を メ ッセ ー ジ に組立 て,出 力を メ ッセ ージ か ら字,さ ら に ビ ッ トに 分解 す るた めに内部 記 憶装置

を もった 一つ の計 算機 に な ってい た。 しか しIBMは 第5世 代 で2)を 処 理す るため のマル チ プ レギ

サ ・チ ャネル を計算機 本 体 に持 た せ る方が 経済 的 であ る とし,方 翼a)に 転 向 した。

IBMは3ア0で も原則 的 には この方向 を変 え ては いない が,一 方 ではASP(Attached

SupportProcessor)と 呼 ぶ方式 を560/65以 来 支持 している。この方式は第5・4図 に示

す よ うに,例 えば360/65を 主 計算機 とす れば,560/50を 支 持 計算機 と し,こ の2台 をチ ャ

ネ ルで 接続 し,支 持 計算 機 に通 常の(a}方式 の通 信制御 装置 を接 続 す る のであ るが,支 持 計 算機 には磁

気 ドラムの よ うなバ ッフ ァ記 憶装 置 を も って前述 の3)の 問題 を 吸収 し,主 計 算機 か ら見 る と支持計

算機 ま単 な る通 常 の入 出力装 置で あ り,主 計 算機 は単 純 にパ ッチ 処理 に専 念 で きる とい う方 式 である。

ζ の場 合 支 持計算 機は 方式b}の 通 信 制 御装 置 と見 るこ とが で きる。

ミニ ・コ ン ピュー タの出 現は,ま す まずb)方 式 を流 行 させ てい る。IBMが360で 方式Kb)か ら(a)

に移 った のは プ ログラム記憶 方式 の計 算 機 の方 剤a)方 式 の通信 制 御装置 よ り高い か らであ るが,ミ ニ

・コ ン ピュー タの 出現 に よ って,大 勢 ぱb)に 戻 る と考え られ る。 この よ うに通 信制御 に使用 す る小形

計 算機 を 前置 計算 機(front-endprocessor)と 呼 ぶ こ とがあ る。
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支持計算機 主 計 算 機

第3.4図AttachedSupPortProcessorに よ る 方 式

なお前 節 に述 べ た よ うに,ミ ニ ・コン ピュー タは 集 信装 置や 端 末の 制御 装 置 として も広 く使わ れは

じめた こ とに注 意 す る必要 が ある。

■

5・8周 辺 人 出 力 装 置

IBMシ ス テム/370が 他の メ ー カに与 えた シ ョ ックは,コ ン ピュー タ本 体 よ りは む しろ 周辺人

出力装 置 特 に磁 気 デ ィス ク装 置 お よび磁 気 テ ー プ装置 に ある とい わ れて い る。

パ ック形 の磁気 デ ィス ク記憶 装置 は1965年 末IBM1440用 と して 初め て発 表 され たが,そ の

記 憶 密度は 新 しい モ デル が 発表 され るた び に2倍 とな り,シ ス テム/370と と もに発 表 された

5550形 の デ ィスク では モ ジュ ール当 り1億 バ イ トとい う容量 に達 した。 ビ ッ ト当 りの単価 もこれ

にっれ て著 し く低 下 して いる 。

また ヘ ッ ドの位 置 決 めに要 す る時 間 につ い て も著 しい 改良 が 行な われ,1440用 の モデル1511

では500msで あ った もの が,360と と もに発 表 され たモ デル2511で は75msと な り,モ

デル5550で は ボイ ス コ イル 方 式 を採 用す る こ とに よって50msに 改 良 さ れた。

磁気 テ ー プ装 置 につい ても同様 で あ る。 第2世 代 では7ト ラ ック,556BPI(bitperinch)

が標準 であ ったが,第3世 代 と と もに9ト ラ ック,800BPIが 標 準 とな り,さ ら に1600BPIへ

と変 わ りつxあ る。1600BPIの 装置 では,従 来 のNRZ(non-returntozero)方 式 に

かわ って位 相 変調 方式 を採用 して お り,従 来 の よ うに奇 数 パ リテ ィを 採用 して各 トラ ックの 論理和 を

と り,そ れ に よ ってタ イ ミングを、作 る方 式 ではな く,各 トラ ック独立 に タ イ ミング を と ってい るため,

ス キ ウ(skew)の 影 響 が ほ とん どない 。 また1600BPIの 到 達 と とも に 操 作性 につ い ても入

手 を介 さず にテ ー プを通 せ る 自動 ス レ ッ ド(auto-threading)方 式 が採 用 され るよ うにな っ

た。

第3世 代 に な ってか ら周辺入 出 力装 置 に関 し特 に 目立 った傾 向 と しては,.IBMの 機 械 と同一 イン
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タ フ エー スを もつ磁 気 デ ィスク装置 や磁気 テ ー プ装置 を作 る独立 の入 出力機 器 メー カが続 々 と出現 し

た ことで あ る。最 近IBMは 磁 気 デ ィス ク装置2519を 発表 したが,こ の装 置 は従 来 の標 準 イ ンタ

フ ェースの2314の 制御 装 置部 分を と りは ず し,コ ン ピュータ本 体 に組 込ん だ もの であ る。 これ

は 標 準 インタ フ ェース の 入 出力装 置 を 安 く作 ろ うとす る独立 メー カの追 随 を振 り切 るた め の一つ の手

段 で あ ると見 られて い る。

▼

■

5・9端 末 装 置

端 末装 置は,人 間 と機 械 との接 点 に位 置 す るゆ え に,情 報 処 理 の応用 面 の広範 囲 と多 様 性を そ の ま

ま反 映 し,千 差 万別 の感 を 呈 して きた。

今 後情 報化 社会 の進 展 に 伴 って コン ピュー タの身近 な使 用 のた め,オ ンラ イン情報 処理 サ ービス

にお け る端 末 装置 の 占め る位 置 は,非 常 に重要 にな って きて い る。

現在 まで に コ ンピ ュータに よ る情報 の伝 達 手段 は,「 見 る 」,「 書 く」,「 話す 」の いず れ も可能

とな り,そ れ に応 じた新 しい端 末装 置 が次 々と実 用化 され て き てい る。

ろ●9・1端 末装 置 の動 向

端末装置の動向は,大 別すると一つは,多 くの利用者への普及を目的としたもので,機 能は多少犠

牲にしても,価 格が安 く,容 易に扱える簡易形端末装置への方向であろ う。

もう一つは高性能化への方向であり,高 度の操作性と機能を有する端末装置とに分けられる。

しかし,こ の間を埋める各種の端末装置も,目 的に応じた種々の階層のものがあり,ま た特殊端末

装置も期待されている。

現在の代表的な端末装置および将来支配的位置を占めるであろう端末装置を適用業務と対比してま

とめると次の表のようになるであろう。

第5・1表 各 種 端末 装 置 とそ の適 用 業務
,

讃
キ"ボ ー

トフ'リン

タ

CRTデ

」スプレ

イ

カードリ
卓ダ

カート穴

み

紙テープ
リーダ
紙テープ
パンチ

磁 気

テープ

複 合

端 末

マ ーク リ

ータ'

OCR

カーブ

プロプタ

デ ータ

収 集

ミニ・
コンピュ
ータ

端 末

その他専用端末装置

科学技術計算 ○ ○ O ○ ○ ○ ○ リモー ト・パ ッチ用機器

情 報 案 内 ○ ○ ○ 音声応答装置.表 示器

情 報 検 索 O ○ ○ ○
マイクロフィルム

磁気テープ検索機

金 融 関 係 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 預金窓口機

交通運輸関係 ○ ○ ○ o ○ O O ○ ○ O 予約窓口横 切符発売機

製 造 業 O ○ ○ o o ○ ○ ○ ○ ○ リモー ト・パ フチ用機器

流 通 関 係 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O o 電子式レジスタ
ク レジッ トカード端末

教 育 O 1つ ○
'

o ○ 音声出力装置
スライド映写装置
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5・9・2通 信 回 線 と 端 末 装 置

端 末装 置は,通 信回線 を通 して遠 隔 よ り入 出 力す るた め,そ の発達 と通 信 回 線の 状況 とは 密接 な関

係 に ある ことは い うまで もない が,こ の両 者は お互 い に前後 しなが ら発 展の 方 向を た どってい る。

高速 の回 線が 実用 化 され れ礒 そ れ を最 高度 に利 用す る端 末 装置 が 出現 し・ また 端末 装置 の 高性 能

化は それ を活 用す るシステ ム の必要 性 か ら,よ り高速 の通 信 回線 を要 求 してい る。

わ が国 では,従 来50bit/sec,200bit/sec,1,200bit/secの 速 度 の 回線 が サ ー

ビス され てい た が,こ れ に2,400bit/secの 回 線が 加 え られて か らは,端 末 装置 に も これ を 活

用 す るい くつ か の機 種が 開発 され てい る。

オ ン ライ ン ・システ ムの 分野 では,TSSと か,リ モー トバ ッチ ・シス テム の用途 が 多 く,高 速複

合 端 末 いわ ゆ る リモー トス テ ーシ ョンや磁 気 テー プ端 末 ラ イン プ リンタ端 末 な どの機 種 が あ る。

リモ ー トス テ ーシ ョンには,我 が国 に於 て も ミニ ・コ ンピ ュータOKITAO-・4500,FACOM-R,

HITAC-10,NEAC・-5200な どが 多 目的端 末 と して使 われ て いる。

アメ リカでは,IBM-2770デ ー タ通 信 システ ムやPDP-8な どが 代表 的な 端末 装 置 で あろ う。

イ ンプ ッ ト用 と しては カー ド,紙 テ ープ機 器が 使用 されア ウ トプッ ト用 には カー ド,紙 テ ープ機 器

のほか,ラ イン プリンタ な どが 使用 されてい る。

このほか,高 速 用の 端末装 置 と して は,イ ンク リメ ンタル磁 気 テー プ装置 とか,静 電 プ リ ンタな ど

が 使用 され る 。2,400bit/sec程 度 の速 度 を生 かす機 器 と して,OKIDATA-2400プ リンタ,

東 芝 ア ンペ ック スIDR-500イ ンク リメン タル ・デ ー タ コーダ な どが既 に実 用化 に入 ってい る。

2400bit/secを 越 える高 速化 の動 きにつ い ては,ア メ リカに おい てはす で に専用 線 に おいて

5600bit/secや,4800bit/secが 使 用 され て お り,TELEPAKの 名称 で40.8Kbit

/secの 高速伝 送 サ ー ビス も実施 され,計 算 セ ンター を結 ぶ高 速 回線 として,あ る いは コン ピュー

タ ・ネ ッ トワーク の集配 信 用 に使 用 さ れ てい る。

わが 国 にお い て も,4800bit/sec,9600bit/sec,48Kbit/secな どが 電電公 社で

検 討 され て お り,将 来 これ ら高速 回線 の利 用 も可 能にな るで あ ろ う。

回線 にお け る もう一 つ の トピ ックは,分 岐使 用 の 許可 であ る。

分 岐使 用 の制度 化 に よ って,多 数 の端 末装置 を収 容す る伝送 ネ ッ トワーク の構成 が,合 理 的か つ経

済的 に可 能 とな った 。

端 末 装置 の分 野 にお いては,在 来機 種 に分岐使 用 を 可能 とす るた めの,ポ ー リング機能 を追 加 す る

付加 機構 が 発表 された り,新 しい 端末 装置 では 分 岐使用 を前 提 とした もの も出現 して い る。

ア メ リカに お け る驚異 的 なTSS普 及 の背 景 に は回 線の 自由化 と端末 装置 の普 及 が あ る。端 末 装置

の普 及には,彼 等 が タ イプ ライ タを 自由 に打 て る習 慣 か ら,キ ーボ ー トプ リ ンタ/CRTに 音響 カッ

プ ラーを組 み込 んだ ものが 容 易に受 け入 れ る ことが できた ことが 大 きな理 由で あろ う。音 響カ ップラ

は,一 般 の電 話 の送受 器 と音響 的 に結 合 させ て信号 を伝送 す る簡単 なMODEMと か らな り,端 末装

置 の ポ ータ ブル化へ の 方向 に 大 きな メ リッ トが あ る。

海 外 では こ の音響 カ ップ ラの使用 が 認 め られ てお り,わ が 国 にお いて も電話 回線 の 開放 が待 た れ て
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い る 。

■

5・9・5利 用 面 か らみ た端 末装 置の 多 様性

わが国℃ もっと広く使用されてきた端末は,紙 テープ送受信機 とキーボー ドプリンタであったが,

最近これらに加えて,CRTデ ィスプレイ端末が一般に使用されるようになった。

このほかの端末装置として,カ ー ド端末,磁 気テープ端末 複合端末,デ ータ収集装置,光 学読取

式端末,各 種窓口装置,な どがあり,こ のほか多 くの専用端末装置がある。

一方 適用業務としては科学技術計算 情報案内
,情 報検索をはじめとして金融関係の為替,預 金

業務・交通運輸関係の予約業務,製 造業の生産 ・管理,流 通関係の販売管理 在庫管理 教育面にお

けるCAIな ど多方面にわたっている。
り

また70年 万国 博 にお い ては計 算機 の 活用,特 に 各種 の端 末装置 を含 む総合 オ ン ライン ・シ ステ

ムが,わ れわ れ の記憶 に新 しい と ころで あ るが,こ の シス テ ムに おい ては キー ボ ー ドプ リンタ120

台,CRTデ ィス プ レイ30台,人,車 の検 出器250A,各 種表 示板20台,押 ボ タ ン ・ダ イ ヤル

電 話器200台 が接続 され,内 外 に も例を 見な い大形 シス テ ムで あ った。

3・9・4各 種 端 末 装 置 の 現 状

つ ぎ に,支 配 的 な代 表機 種 ご との状 況 を展 開 して み よ う。

(1)キ ーボー ドプ リ ンタ

キー ボー ドプ リンタは,汎 用 端 末 装置の 主 流 をな す もので あ るが,従 来 から使 われ て きた低速 型 に

か わ って100/200bit/secの ものが 標準 とな りつつ あ る。

この種 の代 表 は,電 電 公 社のDT-121/221デ ー タ宅装 置で,沖 電気,日 本 電気,富 士通 の も

のが公 社 直 営の シス テ ムに 使用 され,そ れ と同 種 の プ リンタ を使 用 した機 器 も「般 に向 け て製 品化 さ

れ てい る。

ア メ リカに おいては,テ レタ イプ社 のモ デ ル53型(10ch/sec)が 普及 台数 におい て首位 を 占め

てい るが,こ の速度 に あき た らな いユ ーザは よ り高速,高 性能 の もの を望 み同社 の モデ ル57型(15

ch/sec)と か,イ ンクジ ェ ッ ト式 印字機 構 に よるテ レタ イプ ・インク トロニ ック(420ch/sec)

な どが あ る。 また,テ キ サス ・イ ンス チ ューメ ン ト社 のSilent-700シ リーズ(10/20/30/

40ch/sec)に 見 られ る感 熱式,GE社 のTERMINET-300(10/20/30ch/fSe(シ な どが 出

現 して い る。

(2)CRTデ ィス プ レイ

eRTデ ィス プ レイは キ ー ボー ドブ'リン タと と もに広 く実用化 され 始め た。

従来 か ら各社 で 発売 され てい たが,比 較的 高価 のた め,や や普 及 が遅 れ ていた が,マ ン ・マ シ ン ・

コ ミュニ ケ ーシ ョンにお け る利 点,高 速性 な どか ら照 会 業務 には最適 であ り,各 社 の新 機種 発売 に よ
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って確 実な伸 び を示 してい る。

ISOコ ー ドの標準 品は,電 算 機 各 社のほ か 通信機 器 メ ー カか ら も発売 さ れて お り,カ ラーテ レビ

方式 の カ ラー デ ィス プ レイ も東芝 と三菱 か ら発表 され てい る。

アメ リカにお け るこの分野 の特 色は,非 常 に多 くの 会社 か ら各種 のもの が 発表 されて お り,価 格 も

$4,000以 下 の低 価格 を実 現し,INFOTOATKDTIAな ど,$1,500ク ラ スの もの も出現し

てい る。

グ ラフ ィック ・デ ィス プ レイは 周 辺機 器 として 多 く使 わ れ,端 末 装置 と して一般 に使用 さ れ るに至

っていな い が,病 院 とか企業 内 では 構 内回 線端 末 と して既 に 実用化 され てい る。

これ らは今 後 発展 の方 向 で あろ う。

(3)OMR,OCR端 末

マ ーク読取 装 置(OMR)は
,比 較 的 古 くか ら使 われ ては い たが,オ ン ライ ン端 末 と し て使 用 され

始め た のは 最近 であ る。 我 が国 の労 働 省の労 働市場 セ ンタ システ ムお よび,運 輸 省 の 自動車 局 シス テ

ムが 実用 化 の面 で先 べ んをつ け,ま た同一 マ ーク シー トへ の印字 機 構 を有す る汎 用形 の もの も,国 鉄

におい て検 討 され てい る。

この よ うなマ ーク読 取 装置 は,直 接 イ ンプ ッ ト方式 の利 点 と ともに,タ ー ンア ラ ウン ド・システ ム

に使用 で きるの で一般 ユ ーザ も注 目 して お り,国 内各 社 におい て製 品化 が な され てい る。

外国 製 では,モ トロー ラ社 を初め い くつか の製 品 があ るが,あ ま り多 く使 わ れ ていな い よ うであ る。

マ ーク と ともに,文 字 読取 いわゆ るOCRも 重 要 な入 力手 段 であ るが,現 在 ほ とん どの もの が周辺

機器 として,あ るい はオ ン ライン機 器 として売 られ てお り,価 格 な どの点 で端末 装 置 と して使用 され

るのは今後 の課題 であ る。

(4}特 殊端 末装置

販 売 管理,在 庫 管理 な ど流通,販 売 業界 に おけ る 省力 化 合理 化 の動 きも活発 で電 子式 キ ャ ッシュ

レジ スタ とか,ク レジ ッ ト ・カー ド端 末 な どが百 貨店,ス ーパ ー ・マー ケ ッ トな どで試験 的に採 用 さ

れ 始 めて い る。

セール スマ ンな どが携行 し,近 くの公 衆電話 な どか ら本 社 の コ ンピ ュー タ と対話 す るIBM2721

ポ ー タブル'オ ー デ ィオ ター ミナル な どは・ 今 後の 情報 化時 代の方 向 を示 す一 例 であ ろ う。

⑤ そ の他 の 端末

生 産 管理 用 の デー タ収集 装置 は,従 来オ フラ イン の用 途 が 多か った が,こ の種 の装置 のオ ン ライン

化 が進 ん 唱 ・る。

鉄 道 関係 では,磁 気 カー ドな どを使 った定 期 券 の 自動改 札 とか,コ ン ピ ュー タ と接続 した定期 券

乗 車 券な どの発 行機 な どが研 究 され,既 に一部 実用 化 に入 ってい る。

この ほか,電 話 回線 を利 用 した ガス,水 道,電 気 など のメー タ の 自動 検針 な ど も寛 々公社 をは じめ,

ガス,水 道,電 力な どの各 社 で 実験 が行 なわ れ てい る。

これら はいず れ も省 力化,合 理 化 の ための 有力 な 手段 として期 待 され て お り,こ れ らの シス テム の

成 否は 使 いや す く,安 価,か つ 信頼度 の 高い 端末 装置 の開発 に かか ってい る,と い って も過言 では な
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い であ ろ う。

⑤ お わ り に

オ ン ライ ン端末 装置 の うち,そ の 支配 的 な代 表機 種 の動 向 につ いて,以 上述 べ て きたが,こ れ らは

電 子技 術 の発 達 とそれ に ともな うハ ー ドウ ェア技術 と,シ ス テム の利 用 技 術の 向上 に よる と ころ が大

き い。

これ ら機 器 に対す る要 求 は,従 来 の方 式 の もの の改 良 に とどま らず ,今 後 ます ます システ ム の発展

の前 提 とな る各 種条 件 を備 え た新 方式 が種 々開発 され,目 的 に合 致 した ものへ と変 ってい くもの と思

われ る。

端 末装 置 の この よ うな発 展 とと もに,中 央処 理装 置 のチ ャネル との 接続 条 件あ るい は伝 送 回線,伝

送機 器 との接続条 件 が規 格 化 され,い かな る機 器 で も容易 に接続 され る こ とが必 要 であ る し,ま た 多

種 多様化 す る機 器 の 標準 化 を行な って い くこ とが 必要 であ ろ う。
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4 ソ フ ト ウ エ ア

4.1ソ フ トウ エ ア の 危 機 と 最 近 の 動 き

オ ン ライ ン ・システ ムの 開発 にお い て,ソ フ トウ ェアの 占め る比 率は,現 在非 常に高 くな っ てお り,

まだ さ らに 増加 す るこ とが予想 さ れて い る。 この こ とは,根 本 的 には,オ ン ラ イ ン ・システ ムの需 要

が急激 に増 大 してい る ことに起 因す るので あ るが,こ れが い わゆ る"ソ フ トウ ェア危機"問 題 として

現 わ れ るの には,ソ フ トウ ェア特 有 の(計 算機特 有 の,と い って もよ いが)事 情が ある。

オ ン ラ イン ・シス テ ムは その規 模 と利 用 形態 か ら して,一 品生産 的な もの であ る。現 在 よ り,は

るか に需要 の増 大 した将来 には,量 産 効果 が強 くな って くるで あ ろ うが,現 状 では まだ一 品生 産的特

徴 が大 勢 であ る。 こ の一品生産 的特徴 は,主 と して ソフ トウ ェア の上 に反 映 され る。 とい うの は,個

々の システ ムに個 有の機 能は,主 と して ソフ トウ ェア に よ って 実 現され るか ら であ る。

ハ ー ドウ ェア につ いては,シ ステ ム構 成 を別 に し て装 置 レベル でい えば,共 通性 が あ り,現 在 で も

相 当 の量 産効果 をあ げて い る(自 動車 生産 ほ どに い かない にして も)。

オ ンラ イン ・シス テムの ソフ トウ ェアには,ま ず この一 品生産 的特 徴 か ら くる生 産性 の低 さが(ま

だ当分)つ き ま と う。1

オ ン ライン ・システ ム(の ソフ トウ ェア)は 一 般 に大 規 模ヵ・つ複雑 な シス テ ムで あ り,内 部 関連 の

非 線形 的な 増 大か ら,(プ ロ グラム ・ス テ ップ数 の よ うな観 点 か らの)生 産 性 はそ の分 だけ低 下す る。

ニー ズの方 か らは,ま す ます 大規模 な シス テムが要 求 さ れつ つあ り,こ の 点か らす る と,需 要が増大

す るにつ れて 生産 性 が低 下 す る とい う逆説 的 な状 況 が現 われ る。

一方 ソフ トウ ェア技術 は まだ 若 いせ い もあ り,絶 対 的に も生産性 は 高 くな い。 この ことは,人 件

費 と設 備 費を 他 の技術 と比 較す る こ とに よって,間 接 的 に察 せ られ よ う。 ソフ トウ ェア 生産 の場 合 に

も,必 要 なのは 人力 だけ で な く,生 産手段 もあ る。 この 手段 は,計 算機 自身 で あ り,高 水準言 語(と

コンパ イ ラ)あ るい はサ ポ ー ト・システ ム の開発 に よって,ソ フ トウ ェア開発 のた めの計 算機 使用 量

すな わ ち,生 産 設備量 は 増 大 して きてい る。 この こ とは 全般 的 に生産性 が増 大 して きてい る ことを物

語 っ てい る(よ り少な い設備 投資 で同 じ生産 量 を 出す こと も生 産性 の向上 であ り,技 術 は それ を も 目

指 す もの であ るが,し か しマ ク ロな 議論 と しては上 の ことがあ て は まる)。 それ に して も,オ ン ラ イ

ン.シ ス テ ムの ソ フ ト ウ ェア の,と くにそ の 中核 的 な部 分は,そ の 内部 関連 が複 雑 であ るが ゆ えに,

かえ って,高 水 準 言語 の使用 も十分 の成 功 を お さめ てい ない。

上 の よ うな事 情 で,需 要 の増 大 に対 し て非 線形 的 に 多 くの開発人 員 数 が必要 とな るが,要 員の 数は

多 くはな い。 要 員 の育成 が急務 と されて い るが,人 間を 育 て るには年 数 が かか る。 また教 育 施設 も十

分 とはい い がた い。 した が って,教 育効 果 に よる生 産性 の 向上 も現 在は まだ十 分 にあ らわれ が たい。

人 数 の急 激 な増 大 に ともな って,一 人 当 りの 生産 性 が下 りかね ない 状況 に もあ る。

これ らの事 情 で"ソ フ トウ ェア危機"が 招 来 され るの であ る。

しか し一 方 では,危 機的 状 況 をの り こえ るため の努 力が着 々 とす す め られ てい る とい うべ きであ ろ
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う(こ のよ うな場 合 に即効 性 を期 待す るの は,か え って事 態 を悪 化 させ る もの で あ ろ う)。

その よ うな 努 力 のひ とつは,ソ フ トウ ェア 開発体 制 の整 備 で あ る。 ソフ トウ ェア も"も の"で あ り,

生 産 され る もので あ る とい う認 識 が深 まるに つれ て,ソ フ トウ ェアの生産 性,生 産 過程 の 分析 が行 な

われ,そ れに よって,生 産 体制が整 備 されて きつ つあ る。

第4・2節 では,オ ン ライン用 ・ソ フ トウ ェアの開 発 の問題 を取 扱 う。そ の中 には,オ ンラ イン用

ソフ トウェア の開 発手 段 として の高水準 言語 の開 発状 況 も述 べ られ てい る。

オ ンライ ン ・システ ム開 発 の生 産性 にかか わ る他 の問題 は,そ の ソフ トウェア 体系 自身 の整備 と発

展 で あ り,そ れ らの中 の共 通項 の発見 であ る。

最近 の発 展 でい ちxる しい のは,デ ータ ・ペ ースの 考 え方 の展 開 で ある。第4・5節 では,そ の状

況 を述 べ る。

オ ン ラ イン 。シス テ ムの眼 目のひ とつは,入 間 と機 械 との会話 であ るが,そ の ため に会 話形 システ

ム(と 言語)が 開発 され て い る。 これ の調査 は従 来 比較 的 よ く行 な われ て いるが,第4・4節 で はそ

の 最 近 の状 況 を分析 す る。 ..㌔

オ ンラ イ ン ・シス テ ムの利 用 の発 展は,オ ン ライ ン用 ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジ として整 理 さ

れ る。 第4・5節 では,そ の概 観 を 試み る。

以 上,第4章 では,オ ン ラ イン ・システ ムの ソ フ トウ ェアにつ い て,最 近 の動 向 の うち の重 要 と思

われ る点 に 問題 を しぼ って 考え て み るこ とにす る。

●

●

4・2オ ン ラ イ ン 用 ソ フ ト ウ エ ア の 開 発

4・2・1ソ フ トウ ェ ア の 生 産 性

情 報処理 システ ムは,近 年,ま す ます大 形 化 し,複 雑 化 して きてい る。現在 の よ うな,い わ ゆ る,

ス トア ドプ ログ ラム方式 の コンピ ュー タが 出現 した 当時 は,プ ログ ラムに かか る費用 は,シ ス テ ム全

体 の 費用 の数 パ ー セ ン トか ら十 数 パ ー セ ン ト程度 で あ り,ほ とん どは,二 ・一 ドウ ェアの 費用 で しめ ら

れ て い た。

そ れが 現在 では,IC技 術 な どの 発達 に より,ハ ー ドウ ェア は小 形化 し,量 産 化 され る よ うにな り,

コス トは だ んだ ん と安 くな ってい る反 面,ソ フ トウェアは,オ ンラ イ ン ・システ ムな どにみ られ る ご

と く,ま す ます複 雑化 し,ソ フ トウ ェアの作成 のた め の費用 は,増 大 の一途 を た ど ってい る。

この よ うな背 景 か ら,ソ フ トウェア の開 発 にあた っては,早 く,安 い費用 で仕 上 げ る とい う要 求 が,

ます ます 強 く求 め られ てい る。 これ に応 え る には,正 確 な開 発 スケ ジ ュー ルの立i烏 優秀 な プ ログ ラ

マの確保,プ ログ ラム作成 の合 理 化 が重要 な 問題 で あ る。

〔1〕 ス ケ ジ ュー ル の立 案

オ ンラ イン ・シス テ ムの ソ フ トウ ェア技 術 は,日 進 月歩で 進 んでい る。 したが って,一 定 の枠 には

ま ったル ーチ ン ワー ク的 な仕事 は ほ とん どな く,シ ス テ ム検 討 に入 った時 点 では,不 明確 な事項 の 山

積 であ る。 ソ フ トウェア 開発 の スケ ジ ュール につい て,過 去 の プ ロジ ェク トを調 べて みる と,遅 延 し

て い るものが 多 く,む しろ遅 れ る のが,あ た りまえ であ るか の よ うな印 象 を受 け かね ない。 この原 因
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は,ど こに ある のであ ろ うか。

(1)不 完 全 な工 数の 見積 り

プ ロジ ェク トの最初 におい てな され る見 積 りは,ま え に も述 べ た よ うに,不 明 確な 要素 を多分 に含

ん でい る。 作 業 が進 ら 細 かな 部分 につい ての検 討 が 十分 に進 み,経 験 も積 ん で きた とき に,ス ケジ

ュール を改訂 した り,更 新 を した りす る手 順 を とら な けれ ぱな ら ない。見 積 りの 作成 にあた っては,

現状 を十 分 に把 握 し,正 確 な 工程 に対 す る評価 をス ケ ジ ュー ル に反映 さぜな けれ ば な らない 。 多 くの

場 合,ソ フ トウェア 作成 関係 者 は,そ の ソフ トウェア作 成 に見積 った,必 要 な時 間数 プログ ラ ム数

に もとつい て スケ ジ ュール を作成 す るので はな く,む し ろ,手 持 の要 員 数 や,経 営 者 が その ソ フ ト

ウェア を必 要 と してい る時期 な どの よ うな別 の 原因 に よ って,ス ケ ジ ュー ルが決 定 され る こ とが 多い。

(2)機 能 の 変 更

ソフ トウ ェア 作成 に 際 しては,明 確 にそ のソ フ トウ ェアに要 求 され る機 能 が定 め られて か ら,プ ロ

グ ラ ミング な どの作 業 を開 始す るが,か な らず,作 成途 中 にお いて,外 部 的な要 因 や,他 の プロ グ ラ

ム との イン タ フ ェース上 な どの内部 的 な要因 に よ って,プ ログ ラム 仕様 の追 加 変 更 に遭 遇 す る。

プ ログ ラム をで き るだ け,サ ブル ーチ ン化 した り,そ の他 の方 法 を と りモ ジ ュール 化 を行 な って,仕

様 の変 更 に 容易 に対処 でき るよ うに工夫 して おか ない と,全 面 的 にプ ログ ラムを 作 りな お さな けれぱ

な らな い よ うな 事 態 に なる こ ともあ る。

J.Gallagherは 「企業 そ の ものが 絶えず 変 化 し,修 正 され る とい う観 点 から す る と,コ ン ピ

ュー タの計 画は常 に対応 す る もの でな け ればな らない 」 とい ってい る。

(5)要 員 の 変 動

オ ンラ イ ン ・ソフ トウ ェア の開 発 に さき だち,か りに オ ンラ イ ン ・ソフ トウ ェア作成 の要員 が集 ま

った と して も,オ ン ライ ンの ソフ トウ ェア の よ う吟 完 成 まで,数 年 間 も の長い 期間 を要 す る プ ロジ

ェク トにお いて は,事 故 や,プ ログ ラ マ とし ての適性 に欠け て い るため に脱 落 してい く者 もい る。

欠 員 が生 じたか ら とい って,た だ ちに補 充で き る もので はな い。 通常 は 多少 余裕 を もったス ケ ジ ュー

ルを組 み,突 発 的 なオ ーバ ー ロー ドに も耐 え られ る よ うにス ケ ジ ュール に柔軟 性 がな け れば な らない。

しか し,R.Headは 「あ ま りに も余裕 のあ る スケ ジュールは,緩 慢 な態 度 をチ ー ムの 中 にはび こ ら

せ て しま う」 と警 告 してい る。

〔2〕 プ ログ ラマ の レベ ル と能 力

現在 の よ うに,熟 練 した プ ログ ラマ の供 給が 需 要 にと うてい お よば ない 現 状 にお いて,経 験 も不十

分 で,限 られ た能力 しか もたない 人 びとを か き集 め て,チ ー ムを結成 しなけ れ ばな らない。 作業 を 始

め る前 に,十 分 な教 育 を行 な った とし て も,経 験 者 との 間 には,相 当 の レベ ルの 差 があ る。 オ ン ライ

ン ・ソフ トウ ェア の うちの 基本的 な部 分を アセ ンブ ラで作成 す る場 合 を例 にと って み る と,経 験 者が

1,000ス テ ップの プ ログ ラム を作 る期 間 に,未 経験 者は 勉 強 を しな がら 約半 分の500ス テ ップ以

下 の 作成 能 力 しかな い。 出来上 った ソフ トウ ェアの質 を評 価 に加え る と,そ の差 は さらに大 きな もの

とな る。 また熟練 者 に以 前 に作 った と同 じ よ うな性 格 を も った プ ログ ラム を作成 させ る と,ス ピードは

さら に2倍 以 上 にな る であ ろ う。 そ こでR,Headは 「優 秀 な プログ ラマは,プ ログ ラム の複雑 さ
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を 判 断 す る場 合 に,実 際 にコ ーデ ィング を し てい るあ ま り有能 でない 初心者 の コーダ の こ とな ど考 え

ず に,自 分 自 身の見 地か らの み判 断す る傾 向 があ るか ら,こ れ らの プ ログ ラマが提 出す る楽 天 的 な見

積 りは十 分に検 討 しなけ れば な らな い」 と注意 して い る。 第4.1表 に,あ る程度 の経 験 のあ るプ ログ

ラマの プ ログ ラ ム作 成 能 力を 示 した。

,

応 用 プ ログ ラム

管 理 プ ログ ラム

サ ポ ー ト ・フ'ログ ラム

リアル タ イムの試 験 や監 視 用 のため

第4・1表

〔5〕 サ ポ ー ト・シス テムの 重 要性

オ ン ライ ン ・シス テ ムを 構成 す るソ フ トウ ェアを大 別 す る と次 の よ うな 三 種類 のプ ロ グラムに 大別

で き る。

(1)管 理 プ ログ ラム

管理 プ ログラ ムは,Supervisorprogram,Controlpro'gram,Monitor・

Executive,Operatingsystemな ど と呼 ばれ,シ ス テ ムの 働 きを 総合 的 に管理 す る プ

ログ ラム であ る。 すな わ ち,入 出力操 作,多 重 プ ログ ラム の制御,メ ッセージお よびデ ータの待 ち行列

を 扱い,オ ン ラ イン ・シス テム の中核 部 を示 す もの で,こ の プ ログ ラム の 出来 不 出来 が システ ムの

能 力を 大 き く左右 す る こ とにな る。 したが って,作 成 にあた っては,速 度 を早 く,コ アを 小 さ くとい

う要 求 が 強 く,「 般 に アセ ンブ ラ言語 で作成 され る。

② 応 用 フ'ログ ラム

メ ッセ ージ または,ト ラ ンザ ク シ ョンの処 理 を 行 な うプ ログ ラムで,シ ス テ ム ご とにユ ーザ に よ っ

て作成 され る。本 格的 なオ ンラ イン ・システ ム の場 合 には,プ ログラムの 作成 の 容易 さよ り も能力 向

上 の た めに,プ ログ ラム の主 要な 部 分 は ア セン ブ ラ言語 に よ りコ ンパ ク トに作成 す る場合 が多 い。

一 方簡単 な オ ンライ ン ・シス テム や
,パ ッチ との コン カ レン トで手 軽 にオ ン ライン ・シス テ ムを作成

し よ うとす る場合 には,少 数 の プ ログ ラマ で短 期間 に作 りあげ るため に,PL/1やCOBOLの よ

うな コ ンパ イラ言語 で 作 られ る ことが 多い 。

(3)サ ポ ー ト・プ ログ ラム

シス テ ムの基 本 的 な運転 は,管 理 プ ログ ラ ム と応用 プ ログ ラムに よ って行な わ れ る。 し か し,シ ス

テ ムを 効率 よ く作成 し,運 転 を 円滑 にす るため には,サ ポー ト・プ ログ ラムが 必要 であ る。

」.Martinは,サ ポ ー ト・プ ログ ラ ムの重 要性 につ いて,「 サ ポー ト ・プ ログ ラムは,リ アル

タ イム ・シス テ ムを稼働 させ るにあ た って,き わめ て重要 な もので あ り,非 常に莫 大な労 力 を必 要 と
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す るもの であ る。 しか し,海 面下 に隠 され た氷 山 の部 分 の よ うに,そ の重 要 性は,リ ア ル タ イム ・シ

ス テ ムを計 画 し,設 備 す る 人び とに とって必 ず し も認 識 され てい るとはい え な い。 応 用 プログ ラムを

工場 の労働 者や 機 械設 備 に た とえ れば,管 理 プ ログ ラムは事 業所 の スタ ッフ,.経 営者,現 場 監督 な ど

に相 当す る。 これ に対 し,サ ポ ー ト・プ ログ ラムは新 しい 工場 の建 設に 力 をか した り,機 械 類 を常 時

保 守 した りす る一 団 の保守 員だ と考 え て よい。 」 と述 べ てい る。

サ ポー ト・プログ ラムは,そ の 種類 が 多 く,広 範 にわ た って いる。 プ ログ ラムの デバ ッグ手段 テ

ス ト方法 につい て十 分な 考 察が 行なわ れ ない場 合 に は,管 理 プ ログ ラムや応 用 プ ログ ラムの よ うにそ

の必 要 性が きわ め て明 白な もの の方へ 技 術上 の 注意 の大半 が注 がれ,サ ポ ー ト・プ ログ ラム の重要 性

が軽 視 され がち であ る。 サ ポ ー ト・プ ログ ラム の質 によ っては,管 理 プ ロ グ ラムや応 用 プ ログ ラムの

作成 に要 す る人 数 作成 期間,テ ス トのた めの コン ピュータ使 用時 間 が 大巾に 左右 され る。

R.Headは 「サ ポ ー ト・プ ログ ラ ムが,他 の プ ログ ラム ・ル ー チ ンに比 べ て,本 質的 にあ ま り重 要

で ない とい う理 由に よ って,他 のプ ロ グラム より下 位 に置 くこ とは,経 済 的 に も誤 った 考 え であ る。

リア ルタ イム ・プ ロジ ェク トの 日程 計 画に 対 し,サ ポ ー ト・プ ログ ラム の開 発が遅 れた こ とに よ って

もた らされ る被害は,他 のい かな る理 由によ る場 合 よ り もは るか に大 き な もの とな るで あろ う」 と述

べ てい る。

サ ポー ト ・プ ログ ラムの 開 発促進 に対 して多 大 な努 力 をは らわな い 限 り,必 要 が生 じ た とき に,サ

ポー ト・プ ログ ラムが完 成 されてい ない 場 合が あ る。 プ ロジ ェク トの計 画者 は,ま ず 最 初の段 階 で,

将来 必 要 と考 え られ るすべ てのサポ ー ト・プ ログ ラムに対 し て考慮 をは らわ なけ れば,ま ず計 画 どお

りに作業 が完 成 できな い と思 わな けれ ば な らな い。

〔4〕 コ ン ピュー タの効 果的 な使 用 方法

コン ピ ュー タが使 われ は じめて ま もない ころは,プ ログ ラム ・デバ ッグを行 な う場合 に,プ ログラ

マ 自身が コンピ ュー タの オペ レー シ ョンを行な い,コ ン ピュー タを一人 で長 時間独 占 し,十 二 分 に コ

ン ピ ュー タを 使用 す る ことが で きた。 しか し,現 在 の よ うに,コ ン ピュー タが大形 化 し,か つ ソ フ ト

ウ ェアが ます ます複 雑 化 し て くる と,デ バ ッグ のた め に高 価 な コ ン ピュ ータ を ます ます長 時間 使用 し

なけ れば ソ フ トウ ェアの開 発が む ずか し くな ってき てい る。

(1)ク ロー ズ ド・シ ョップ制

コン ピュ ータを有 効に 使用 しよ う とす る立場 か ら,専 任 の オ ペ レー タがつ け られ,プ ログ ラマ橘

オ ペ レー シ ョン仕様 書 を提 出 し,そ れ に したが ってオ ペ レー タは オ ペ レー シ ョンを行 な い,結 果 を プ

ログ ラマ へ返 す方法 であ る。 オ ペ レー タは,指 示 どお りにコ ンピュータ を操 作 する のみ であ るから,

思 考 に よる コン ピ ュー タの中 断がな くな り,コ ン ピ ュー タの 稼働 率 をあ げ る こ とが でき る。 しか し,

依 頼 か ら結 果 が戻 って くる ま での時 間(タ ー ンア ラ ウン ド ・タ イム)は 数 時 間 か ら数 日かか る のが普

通 であ る。 オ ンラ イ ン ・シス テ ムの よ うに くり返 し,く り返 し テス トを 行 な った り,複 雑 なタ イ ミン

グ状 態 を作 り出す場 合 には,ク ロー ズ ド ・シ ョッ プ制は 不可能 であ る。

(2)オ ー プ ン ・シ ョッ プ制

ク ローズ ド ・シ ョップ制 では 不 可 能な,オ ン ラ イ ン ・プ ログ ラムの結 合 テス ト等 に使 用 され る。

-51一



回線 制 御関係 や管理 プ ログ ラ ム等は,プ ロ グ ラムのル ー チ ン ・チ ェ ック以外 で はほ とん ど,オ ー プン

・シ ョ ップ制 で コ ン ピ ュー タを使 用 しない と逆 に能率 低 下 を きた してい る。今 後,オ ン ライ ン ・フ'ロ

グ ラムの テス ト方式 を確立 し,ほ とん どの テス トをク ロー ズ ド ・シ ョップ制 に持 って いけ る,テ ス ト

のため の サ ポ ー ト・シ ステ ムの完 成 が期 待 されてい る。 オ ー プン ・シ ョ ップで の プ ログ ラマ が コン ピ

ュ ータ を 有効 に使用 で きるの は,月 当 り10～15時 間以 下 で あ る。

R.V.Head

J.D.Gallagher

J.T.Martin

S.STIMLER

J.T.Martin

中 原 啓 一

中 原 啓 一

4・2・2開 発 態

〔1〕 オ ン ライ ン ・システ ムの特徴

オ ン ラ イ ン管理 プ ログ ラムの開 発態 勢 を 考 えるた め には,以 下 の よ うな オ ン ライン ・シス テ ムの持

つ特 徴 を把握 してお く必 要が あ る。

(1)オ ン ライン ・シ ステ ム では,シ ステ ム の処理 能 力の 不足,障 害 時 の対 策 な どに他 の計 算機

システムをバ ックア ップ と して考 え る こ とは 困難 であ る。 これは 即時 的 な応答 フ ァイル の集

中化 の必 要性 な どの点 か ら生 じる条 件 であ る。

② 管理 プ ログ ラム の走 行比率 が一 般 に高い 。 マル チ ・プ ログ ラ ムの切替頻 度 が 高 くな るの で,

こ うい った傾 向 が あ る。

⑤ 端 末機 の操 作,障 害対 策 な どの運用 面か らい って も,ま たプ ログ ラムの 安定度 テス トの

困難 さか らい って も,シ ス テ ムは い った ん運 用 に入 る と変更 は著 し く困難 であ る。

(4)最 終 的な フ ィール ドテ ス トの実 施は,シ ステ ムの規 模 が 大 き くな るに つれ て非 常 な困難 を

ともな う。
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この よ うな 点か らオ ン ラ イ ン管理 プ ログ ラム の開 発 には,

① 開発 当初 よ りシステ ム の綜 合処理 能 力の検 討,特 に管 理 プ ログ ラムの走行 時 間 の短縮 を終始検

討 す る ことが 必要 であ り,

② 障害 対策 負 荷テ ス トの 方法 な どは 開発 と並 行 して早 期か ら検討 して お く必 要 が ある。

〔2〕 グル ー プ編成

規 模 の大 小 に よ りグ ルー プ編成 は異 な るのが 当 然 であ るが,大 体次 の よ うな機 能 グ ル ー プが 必要で

あ る。

Oシ ス テ ム検 討 グル ープ

運 用形 態 機 能 システ ム処理 能力,シ ス テ ム構成,な どの 目標 を設 定 し,遂 行度 を確認 す る。

ハ ー ドウ ェアの機 能 細 則 保 守用 プ ログ ラムの整備 な どの確 認 も行な う必 要が ある。

O設 計,製 作 グル ープ

開発作 業 グル ープ と支 援 シス テム作 成グ ル ープ に大別 され る。 支援 シス テ ムは,開 発 に使 用 す る言

語,デ バ ッグ ・ユーテ ィリテ ィ,開 発 途上 で使用 され る運 営 管理 シ ステム な どを主作 業 に先 行 して整

備 す る必要 があ る。

開発 設 計 グ ル ープは,開 発 シ ステムの規 模 に応 じて,い くつ か の機 能別 グ ルー プに分割 され るカ～

各サ ブグル ー プ間 の イン タ フ ェー ス確 認 シス テ ム統 合 手順 の立 案な どに熟練 プ ログ ラマ を配置 す る

必 要が あ る。

ソ フ トウ ェアは ハー ドウェア と違 って,経 年変 化 によ る障 害 は ない が,実 際 の プ ロジ ェク トでは

シ ス テ ム提供 後 に 発見 され る障害,細 部 の手 直 しは つ き もので あ り,保 守態 勢 も考慮 して お く必要 が

あ る。

Oテ ス ト・グ ル ー プ

フ ィー ル ド ・テス トにな ってか らのbugの 修 正 は,障 害 個 所の 確認 が 困難 な こ とが 多 く特 に障 害

再 現 の周期 に よ っては修正 に旬 日 もし くは 月単位 を要す る こと もあ る。 モ ジュール 段階 での十 分 なテ

ス トが 必要 で,で き るだけ早 期 からテ ス ト環 境 の整 備を 行 な う必要 が ある。

O計 算機 運 営 グ ル ー プ

シス テム開発 コス トの50～50%を 占め る開発 用 コン ピ ュータの運 営 は作業 効率 を左 右す る重 要

な フ ァクタ ーであ り,保 守,オ ペ レーシ ョン,プ ログ ラム管 理 な ど充 実 した運営 グ ル ー プが必 要 であ

る 。

〔5〕 開 発 工 程

開発工程 を計 画,設 計 製 作,テ ス ト,の4段 階 に分 け て,各 段 階 での 生産 物 と注意 す べき点 を列

挙 してみ る。

(計 画 段 階)

(1)基 本 概 念

シス テ ムの主 要 目的,目 標 性能,機 能,な どを明確 にす る。 使用 目的 を 限定 した 専用 シス テ ムか,

汎 用 システ ムか,運 用機 能の 拡張 性 は どの程 度 ま で考 え て お くか,な ど。
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(2)主 要 作 業 の開 発計 画

サ ブ シス テ ムの構 成 とそ の主 要機 能

(3)支 援 作 業 の 開発計 画

開 発 システ ムの 構成 とそ の主 要機 能

(4}大 日 程 計 画

大 日程,必 要資 材,人 員,な ど。

(5)ド キ ュメ ン トの運 営計 画

規 模 が大 き くな る につれ て,ド キ ュメ ン トの運 営 管 理は よ り重要 な意 義 を もつ。 各工 程 の生 産 物 と

は別 個 に運 営 上 必要 と思 われ る もの には 次の よ うな ものが あ る。

パ ー ト実 行 線表
,

進捗 状況 報 告,(通 な い し月報)

コン ピ ュー タ使 用計 画

作 業 工数 報 告,

連絡表(設 計 変 更,問 題 処理 状 況)

ドキ ュメ ン ト標 準(用 紙,用 語 の統 一,配 布,管 理方 法 な ど)

(設 計 段 階)

(1)機 能 設 計 書

システ ムの構成 要 素 とその機 能,要 素間 イ ンタ フ ェース,な ど。

(2)詳 細 設 計 書

サ ブ システ ム 内の プ ログ ラム構成,プ ログ ラム間 イ ンタ フ ェース,フ ローチ ャー ト,

ス テ ップ数 報告,テ ー ブ ル設計

㈲ デバ ッグ計 画書

モ ジュ ール の デバ ッグ 方法,サ ブ シス テム統合計 画,な ど。

(4}シ ス テ ム評価書

システ ム処理 能 力 運用機 能検 討,な ど。

(5)シ ス テ ム ・テス ト計 画書

テ ス ト対 象機 能 と これ に 必要なサ ポ ー ト手段(擬 似 デ ータ,擬 似 障害 の発 生 法 な ど)

(製 作 段 階)

(1)コ ー デ ィング ・シー ト,リ ス ト類

(2)プ ロ グ ラム ・フ ァイル

(3)デ バ ッグ項 目表

(4)テ ス ト・プ ログ ラム詳細設 計書

外 部機 能別 の実用 化 ス ケ ジ ュー ル と これ に応 じた 構成 要 素 の統 合,組 合 せ テス ト段階,を 適 正な 規

模 に保 つ よう留 意す る。

(5)マ ニ ュ ァ ル
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ソ フ トウ ェア ・シス テム のユ ーザ用 説 明書,オ ペ レー シ ョン説 明書 な ど。

(6)各 種 報 告 書

単体 デ バ ッグ結果 シ ステム統 合 結果 な ど。

oテ ス ト 段 階

サ ブ システ ム検 査 報告書

シス テム統 合検 査 報告書

テ ス ト段 階 は,検 査 プ ログ ラム に よる製 品テ ス トの他に,実 際 の運 用状態 での フ ィール ドテ ス トの

期間(5～4カ 月)を 意識 的 に設 定 して,障 害 の収敏 を早 期 に行 な う必要 が ある。

4.2・5ソ フ トウ ェ ア の 評 価

〔1〕 質 の 評 価

ソフ トウ ェアの完 成 時 点 に おい て,完 全無欠 な も のは,ま ずあ りえ ない。 完 全 な もの にな ってか ら

使用 し よ うと思 って も不 可能 であ る。 なぜな らば,テ ス トは チ ェ ック できな い こ とが あるか ら であ る

テ ス トでは,プ ログ ラマやテ ス ト関係 者 で 考え られ るす べ ての テス トが 行な われ る。 し かし,テ ス ト

関係者 の頭 で考 え つか なか った ことが実 際 の運 用 で発生 す る こ とが,し ば しば あ り,そ こに ミス が あ

る こ とが あ るか らで ある。 した が って,ソ フ トウ ェアの完 成 時 点 をいつ と考え るかが 問題 であ る。

毎 日毎 日 シス テム ・ダ ウンが発 生す る よ うでは,完 成 した もの とは い え ない。1ヵ 月 に1回 程度 であ

れば ど うであ ろ うか。 一般 には,ハ ー ドウ ェア 障害 の 発生頻 度 のi桁 下 になれば 完 成 とみて よい 。

第4.1図 は 運用 開 始前 後 にお け るソフトウェア 障害 の発 生頻度 の 分布 である。 注意 しな けれ ばな らな い

ことは,テ ス ト期 間 中に一 時的 に,エ ラーの発 生 が減 少す るこ とが しば しば あ る。 これは,テ ス トが

不完 全 であ った り,重 大な エ ラーが あ ったため に,そ の影 に隠 れ てい て気 がつ か ない エ ラーが あ った

り'する こと があ る。大 きな エ ラー が解 決 され てい くと,こ れ ら の 目立 た なか った エ ラーが だん だ んと

目立 つ よ うにな って くる。 しか も,複 雑 な条 件 下 で発 生す る よ うな悪 質な ものば か りが残 り,そ れ ま

で よ りも解 決す る までの 時間 が かか る よ うな ものが 多 くな づて くる。
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〔2〕 ソ フ トウェア の能 力評 価

実 際 に,こ れか ら稼 働 させ よ うと してい る オ ン ラインの プ ログ ラムが,そ の プ ログラムを設計 す る

際 に 考慮 した条 件 を満 足 し,目 標 としてい る能 力 が 出し うるものか ど うか を測 定 す ることは,不 可欠

な もの と され て い る。 シス テム の設 計段 階 や,作 成 中 には,シ ミュ レー シ ョン手 法 を用い た り,解 析

的 手法 を用 い て能 力 を 推定 してい る。 シス テ ムが 出来 上 った 時点 では,そ の ソ フ トウ ェアを用 い て,

実 際 に処理 を行 なわせ て,能 力 を測 定 し,シ ミュ レー シ ョンや解析 に よ り求め た能 力か ら大 き くかけ

は なれ てい ない こ とを確 認 す る と ともに,将 来 の レベル ア ッ プの ため の登 科 とす る
。以 下 に,処 理能

力 測定 の実 例 を示す 。

これは,あ る銀 行 のオ ン ラ イン ・システ ム につい ての能 力評 価 を行 な った もの で,デ ュープ レ ック

ス ・シス テムの 予 備 システムを 第4 .2図 の よ うに端 末装置 に見 たて て,端 末装 置 か ら送 られ て くるデー

タ と同 じも のを,定 め られ た平 均呼 間 隔 で ポア ソ ン分 布 にな る よ うにデ ータを 発生 させ ,被 テス ト・

システ ムに送 りだ せ る よ うにし た。 また被 テ ス ト・シス テム よ りの応 答 メ ッセ ージを テス ト・システ

ムは受 け 入 れ,送 信時 間 を記 録 で きる よ うに した。 被 テス ト・シス テムは,チ ャネル の負荷,デ バ イ

ス の負 荷,を 計測 で きる よ うにプ ログ ラムを追 加 してあ る
。 第4.5図 は,デ ータの到着 間隔 と レス ポ ン

ス ・タ イ ムとの関 係 を一例 として示 した もの であ る。
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4・2・4開 発 用 言 語

〔1〕 意 義

コン ピュータ のオ ペ レーテ ィング ・シス テ ムは
,第5世 代に入 ってか ら急激 に大形 化 の一途 を た ど

って お り,利 用者 及 び製作 者 の双 方 に と って大 きな 負担 とな ってい る 。利 用者 にとっ てはい わゆ るオ

ーバ ・ヘ ッ ドを
,ま た製 作者 に と っては 開発工 数 の非 直 線 的 な増大 を 意味 しあ る大 き さ以上 の オペ レ

ーテ ィング ・システ ム の開発 が実 際 上 きわめ て困 難 にな るか らであ る
。 したが っ て この よ うな 問題

点 を解 決す る手段 を早 急 に見 出す 必要 が あ るが,一 部 を除 い てオ ペ レーテ ィング ・システ ム全 般 に関

しては,い まの とこ ろほ と ん どその よ うな 手段 が ない とい って よい であ ろ う。

上 に述 べ た事 情 は,換 言 す れば ソ フ トウ ェア 設計 製 作の 方法 論 が確立 されない ま まオペ レー テ ィン

グ ・システ ムが急 激 に巨大 化 した せい で あ り,そ のた めに オーバ ・ヘ ッ ドの 増大 や 生産 性の低 下 を もた

ら して い る とい え る。

これ に対 し,話 を コ ンパ イラ に限定 すれば 多少 事 情 が異 な る。 コ ンパ イ ラは,言 語 の 相違 に かかわ

りな く,そ の機 能 と構 造 を定式化 して取 扱 うこと が原理 的 に可 能な の で,こ こ数年 来 設計 製作 の方法

論 が あ る程 度 まで確 立 され てき た。 す なわ ち,コ ンパ イラ ・コ ンパ イラ とかブー トス トラ ップ法 な ど

が そ の例 であ る。 これ らは 現 在 実用 化の一 歩 手前 に達 して いる といえ るであ ろ う。

しか しな が ら,オ ペ レー テ ィング ・シス テム に対 しては,コ ンパ イラの特殊性 に基 づ くこの種 の方

法 を適用 す るこ とは でき ない 。そ こで,オ ペ レーテ ィング ・システ ム全 体 に関 しては,ア セ ンブ ラ よ

りも高 水準 の 開発 用言語 を用 い る試 みが現 在行 な われ つつ あ る。 これ に よって,見 か け上 プ ログ ラム

を小 形 にし,誤 りの頻 度 を少 な くし,作 成 工数 を 短縮 す る こ とが で き るか ら であ る。

実際,一 般 利 用者 がFORTRANやCOBOLな どの コンパ イ ラ言語 を用 い れ ば,ア セン ブラ に比

べ て1/5～1/10の 短 期間 で プ ログ ラム を完成 させ るこ とがで き る
。 それ は,こ れ らの 言 語で

書 かれ た プ ログ ラムの1行 が,ア セ ンブ ラの場 合 の5～10行 に相 当 す るか らで あ る。

一 方
,高 水準 の開発 用 言語 を用 い る とい うこ とは,ハ ー ドウ ェア に対 比 させ て考 えた場合,実 は実

装 設 計 の 自動 化 を行 な うこ とに他 な らな い 。す な わち,ア セ ンブ ラで プ ログ ラム を書 く場合 は,論 理

を記 述 す るほ か に実装 設 計(コ ー ドの割付 け)も 併 わせ て行 な ってい るので あ る。 そ のた め,や やも

す れば 実装 情 報の みが 表 面化 し,プ ログ ラムの論 理が 背 後 に押 しや られ て しま うこと にな る。 した が

って,他 人 の書 い た プ ログ ラ ムを理 解 す る には よほ どの忍 耐 強 さが必要 で ある
。

これ に対 し,高 水準 の 開発 用言 語 を用い た場 合 は,プ ログ ラム の論理 設 計 と実装 設計 とは 分 離 され
,

後 者は コンパ イ ラに ゆ だね られ る。 そ こで この 種の 言語 で書 か れた プ ログ ラ ムは,論 理 に よる誤 り

の 検 出が 容 易 とな り,ま た情 報 伝達 用 の手段 と して利 用す るこ とが で きる
。

高 水準 の 開 発用 言 語 の問題 点は,し たが って,コ ンパ イラ に よ る実装 自動化 が,ア セ ン ブラを用い

て システ ム ・プ ログ ラマ が直 接 行 な う場合 のそ れ に対抗 し得 るか どうか に あ るとい っ て よい
。オ ペ レ

ーテ ィング ・システ ムの 中枢 部 は
,時 間 的空 間的 効 率が特 に強 く要 求 され るの であ るか ら,こ れは 是

非 解決 しなけ れば ならな い問題 で ある。

その場 合注 意す べ きこ とは,解 決 の方 法 として,コ ン パ イラの最 適 化技 術 を向上 させるほか に,コ ン
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ピ ュ一 夕の命令 コー ド体系 を改 良す るこ と も十分 考 え られ るの で あ る。 実装 設計 の 自動 化 は・ 必 然的

に機 械語 へ の展 開 に統 一性 を もた らす ので,コ ー ド体系 を それ に適 合 させ るこ とは きわめ て有 効 で あ

ろ う。 これ は また,高 水準 の 開発 用言語 を 用い た場 合 の,ソ フ トウ ェア か ら八 三 ドウ ェア に対 す る フ

ィー ドバ ック で もある 。

〔2〕 現 状

高水 準 の 開発 用言語 を用い る場 合 は,前 に述 べ た よ うに,コ ンパ イ ラに よって 生成 され る コー ドの

品質 が 問題 にな る。 現在 の ところ,こ の点は まだ未 解決 なので・ 実 際 のオ ペ レーテ ィング'シ ステ ム

へ の適 用 には 慎 重な 態 度が とられ てい る。 一方,開 発 用言語 の 面 で も この 点 を考慮 し て二 つ の レベ ル

が 設 けられ てい る。Lつ は ハー ドウ ェア に依 存 す る もの であ り,他 の一 つはハ ー ドウ ェアに対 して独

立 の もので あ る。

●

これは,ア セ ンブラ に問題 向 き言 語 の表 現 形式 を持 た せた もの で,こ れ に よ って,ア セ ンブ ラの持

つ柔軟 な 実装設 計能 力 と問題 向 き言 語 の論 理 的な記 述 性 を両 立 させ よ うと した もの で 次の よ うな特徴

・ を有す る。

川 デ ータの 割 付 けが,機 械語 と の対 応 関係が 明 らか な よ うにな され る。

② 手続 きの 部分 は アセ ンブ ラ と同程 度 の柔軟 性 を持 つ。

⑤ 演 算 子は 順位 関係 を持 た ない 。

この レベル の言語 で は,明 らかに 生成 され る コー ドの 品質 が低下 す る心配 が な いの で,本 格的 な 開発

用言語 が 確 定す る まで実 用 上 の意味 を持つ 。この種 の言 語 として,現 在 次 の よ うな もの が作 られ てい

る。 第4・2表

書 芸五
日 口口 作 成 者 年 月

PL560 N.Wirth 68.1

SL 富 士 通 70.12

コンパ イラ記 述 言語 物 性 研 71.1

MPL560 原 子 力 研 7t1

SL/8 J.Heidt,eta1. 70

」
一般 に オペ レー テ ィン グ ・シス テ ムでぽ 数 値計 算 や事務 計 算 の 場合 と異 な り,複 雑 な算術 演 算は

不要 で,そ のかわ りに,

(1)ビ ッ ト列,文 字列 の操 作

(2)番 地 の 操 作

③ 整 数 の簡 単 な操 作

(4)条 件式,論 理 式 の 多様性

(5)テ ーブ ル,行 列,リ ス ト,ス タ ック の簡単 な操 作

な どの機 能 が必要 とされ る。
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した が って,そ の 開発 用言 語 はFORTRANやCOBOLな どの問題 向 き言語 とは異 な る こ とにな
ソ

る。 しか し,数 値 計算 な どの よ うに長 い伝 統が な い ので,適 切 な開発 用言語 とい うものは,ま だ蚕挺

してい ない 。 現在 作 られ てい るものは,以 下 に示 す よ うに,ほ とん どがPL/1に 基 づ きその 部分 集

合的 体裁 を と ってい る。

第4・5表

言 蚕£
口 回ロ 作 成 者 形 式 用 途

SWL 富 士 通 新 言 語 コ ン パ イ ラ,OS

SYSL 通 研 PL/1サ ブ セ ット コ ンパ イ ラ

PL/1* 日 本 ソ フ ト
/

〃

A

コ ン パ イ ラ

BPL 日 電 PL/1サ ブ迦 ット+α

・「べAプ

コ ン パ イ ラ

PI、D 情 開 セ ン タ 〃 PL/1

PL/IW 日 立 PL/1サ ブ ヒッ ト コン パ イ ラ,OS

TWT 東 芝 〃 PL/1

ESDL{電 線 研!ALGOLC
…

OS

SPLi富 士 通lPL/1サ ブ セ ッ ト コ ン パ イ ラ}

β

■

◆

この種 の言 語 を用 い た場 合,プ ロ グラ ムの生産 性 は5～10倍 に向上 す るが,コ ー ドの品質 に関 し

ては,1.5～2.5倍(時 間)及 び1.2～2.0倍(空 間)に 低下 す るとい うの が現状 の よ うで ある。

4・5デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

4・ ろ ・1デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 背 景

デー タ ・ベ ース管理 システ ム(DataBaseManagementSystem;DBMS)は 過 去

7年 位 にわた ってあ ち こち で雨後 の タケ ノ コの よ うに開 発 され てき た。 コ ン ピュー タの もつ 多量 デ ー

タ処理 能 力を拡張 し,人 間 一機 械 系 として見 た場 合,よ り人 間 の領域 にまで情 報 処理能 力 を 近づけ る

こと,かつ系(シ ステム)自 身の 柔 軟性 拡 張性 を初 め,使 い 易さ,作 成 ・保 守 の 容易 さ等 々それ に関す る人

間(使 用 者,開 発者,保 守者 な ど)の 負 担 をで きる だけ小 さい もの にす る ことを 意図 した 努 力が なさ

れ てきた 。種 々の企 業 体 政 府 ・官 庁 な どの組 織 体は取 扱 うべ き情報(そ れは,保 存 され かつ 生 か さ

れね ば な らない し,内 容 自体が 時間 的 に変 化 す る)の 量 が 指数関 数的 に増 大 して い る。 いわ ゆ るMIS

(ManagementInformationSystem)Q技 術 的基盤 を 与 え るDBMSの 技 術 的定着 が

待 たれ るゆ え んで あ る。

言葉 の問題 として,DBMSは 実 に多様 な表 現が な され てい るま)釣 ヒ,デ ー タ定 義の 際 のデ ータ

要 素 に対 す る表 現 も共 通 した概 念 に対 して シス テ ムに よって 様 々な用語 が用 い られて い る詐*)

■

*)文 献 〔1〕 の脚 注 にそれ らの 内代 表的 な14の 表 現が あげ て ある。

**)本 稿 ではCODASYLの シス テ ム委 員 会DBTG(DataBaseTa.skGroupe)の 報

告 書 〔2〕 で定義 され てい る用語 を 基本 と した 。
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■

◆

こ うした事実 はDBMSの 技 術的 未成 熟 を示す もの で あ り,種 々 の試行 錯誤 による経験 の積 重 ね に よ

って解決 され ね ば ならな い課 題 で あ る。

従 来 の ・ 。イ・噌 理 シス テ ム***)と ・・う用 語 は,オ ペ レーテ,〃 ・シス テ ム(OP,,a,－

ingSystem;OS)の ひ とつ の構成 要 素 としての機 能を表 現す る もの で あ った。 一方,

DBMSは,い くっ かの 目的 に共 用 され る情 報担 体の集 合 としての デー タ ・ベース をOSに 上 載 せ し

た形 で 管理又は 制 御 す るシス テ ムであ る。 その場 合 デー タを 多 目的 に使 用す るた め,基 本 となる デ ー

タ形式 が定 め られ それ らの集 合 として デ ー タ ・ベ ー スが定 め られ る,****)デ ー タ ・ペ ースか らは,

適 時 有効 な情報 を と りだ した り,あ るい は情 報 を新 し く追 加 した り,変 更,削 除 な ど の操作 を容 易に

行 ない うる機 能 を もつ こ とが要 求 され る。 この よ うに,DBMSは 広義 の 情報処 理 シス テ ム としての

コ ン ピュー タ に対 す る応用 面 からの 意義 づけ に大 きい意味 を もつ 。 その結 果DBMSを 使 用す る人間

の レベル がi*****)一 般 の 組織 の管理 者 とか窓 口で 受付 をす る入 とい った コン ピュ_タ につい てほ

とん ど知 識を 持た ない レベ ル まで 引上 げ られ るこ とが必 要 であ る。

4・3・2デ ー タ ・ ベ ー ス 管 理 技 術

〔1〕DBMSの 基 本構 造

DBMSに 関係 した コ ン ピュー タ技 術 はハ ー ドウ ェアが ら,言 語 の 問題 ま で,様 々の特 徴 的な側 面

を も ってい る。 大 別 して,

・利用 者 言語(Userlanguage)

・情 報構造 の管理

・ハ ー ドウ ェア,特 に 記憶 媒体

s

***)IBM用 語 では デー タ管理 システ ム(DataＬManagementSystem)に あ た る。

****)定 め られた 標準 形式 を もつ デ ー タの集 合 として のデ ー タ ・ペ ー スを,デ ータ ・システ ム

と してそ の利 用 目的 に独 立 に扱 うアプ ローチ 〔3〕 が検 討 され てい る。 現在 の多 くの

DBMSは それの 有 す るデ ー タ定 義機 能 に よって 種 々の 目的 に応 じて デ ー タ形式 を定義 す

る よ うにな って い る。

*****)T.W.Olleは,DBMSに 関 係 した使 用者 レベル と して次 の4レ ベ ルを.与えてい る

〔4〕 。

t

(∠

3

4

administrator;シ ス テ ム の 最 高 責 任 者 で,設 計,開 発 及 び 保 守 な どの 業 務 を 行 な う。

applicationprogra㎜er;DBへ の 手1財 ログ ラ ム を 作 成 し,応 用 的 に 合 ・

た 機 能 を 付 加 す る 。

nonprocedural,user-orientedlanguageuser;

DBMSを な ん ら か の 目的 の た め に 使 用 す る利 用 者 で,シ ス テ ム の 与 え る 言 語 を 用 い て,所

要 の 情 報 処 理 を行 な う。

parametricuserl1.2,5,の 人 間 に よ って 既 に 確 立 され て い る 手 順 に よ って,適 当

な パ ラ メ ー タ を 与 え る だ け で 所 要 の 情 報 を 受 取 る 。
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の5つ に 分け られ よ う。図4.4はDBMSの 基本 構造 を示 す。

」__________」

二 次 記 憶 装 置

一 一 ー ー ーー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ーー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 「

情 報 構 造

管理 システム1プ ロ'セッサ

DBM

L___________________一_.一.一__一_______J

主 記 憶 装 置

'

図4・4DBMSの 基 本構 造

図 では 多数の1,/O装 置*)を もつ オ ンラ イン ・システ ムの場 合を 示 して い るカ㍉ バ ッチ処 理専 用の

もの もあ る。 言語,情 報 構 造管理 の 問題 は 後 に述べ る。OSは,1/℃ 処理,タ クス管理,ジ ョブ管

理 さ らに基本 的 な フ ァイル管理 を行 な うもの ℃ 一 般 には 既存 のOS**)b;使 用 され るが,DBMS専

用あ るい はTSSのqsが 用 い られ る場 合 もあ る。

利 用 者 プ ログ ラムは,利 用 者 が1/℃ 装 置 を通 して入 力 した 所要 の処 理 プ ログ ラム であ る。

図 では 主記 憶 内 にそ れ ぞれ利 用 者 ごとに格 納 され てい るが,言 語 プ ロセ ッサが インタ プ リタ方式 であ

れ ば入 力情報 が 直接 処理 され,コ ンパ イル 方式 であれば 入 力情報 が 直接 処理 され コンパ イル 方式

(図 の場 合)の よ うに プ ログ ラム のオ ブジ ェク ト・コ「 ドを主 記憶 内 に 生成 しない。

ハ ー ドウェア につ いては,2次 記憶媒 体の 容量,ア クセ ス速度 信頼 性,1/0装 置 と し ての端 末

の使 い 易 さ(通 信回線 を通 して い る場 合は そ の伝送 速度,信 頼性)な どが,DBMSの 有 用性 を決 める

重要 な技 術 的問題 とな る。

*)オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 場 合 は,遠 隔 端 末 装 宣 が そ れ に 相 当 す る。 パ ッチ 処 理 シス テ ム の場 合

は,通 常 のCR,LPを 始 め,MTな ど も使 用 され る。

**)IBM用 語 ℃TDOS.DOS,OSな どを さ す 。 そ れ らは 基 本 的 な フ ァ イル 管 理 機 能 と して,

SequentialAccess.Method(SAM),IndexSequentiaiAccessMethod

(ISAM)な ど を もつ 。 さ ら に タ ス ク 管 理 機 能 と してMultipleFixedTask(MFT),

MultipleVariableTask(MVT)な どが 使用 さ れ る 。
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亀

■

〔2〕DBMSの 言 語

利 用者 言語 の側 面 か らDBMSを 見 た場合,そ れ を特 徴 づけ る二 つ の方 式 が あ る。そ の一 つは,

ホス ト言語 シス テム(hostlanguagesystem)と 呼 ば れ る もの で,COBOLと か

FORTRANな ど既 存 の高 級言 語 を ホス ト言語 としてそ れ に新 し くDBMS用 機 能 を付 加す る方 式 で

あ る.、DS,DM-・1,・MS*)な どが それ 嘱 す る.そ の場 合,ホ ス ト語 のC・liス テ 〒 トメント

を用 い る方 法 と新 し く専 用 のス テ ー トメ ン トを 添加 す る方 法が あ り,ど ち らの場合 もホ ス ト言 語 のス

ーパ ー ・セ ッ トを作 成す るこ とに な る。他 の一 つは,DBMS自 身が,情 報 の検 索 や,変 更,追 加 な ど

の機 能 を もち,そ の処理 プ ログ ラム を内包 す る もの でセ ル フ コンテ イン ド ・システ ム(Self-

、。n,、inedS,',,。m)と 呼 ばれ る.言 語 が 前部 りも,利 用者 向 託 つ くられ使 用 し易 い**)

が,複 雑 な デ ータ構造 や,演 算 処 理 な ど きめ の細 い使 い 方 で機 能 的 に劣 る。

。 れ 嘱 す る もの と し て,G・S,TDMS,M、,krV,UI/1'lo'c*〉 ・ED;あ る.い わ ゆ る ・R

(InformationRetrival)シ ス テ ムは後者 に属す る特 殊 目的のDBMSで あ る。

言 語仕 様 を見 た場 合,主 要 な機 能 として

・デ ータ記 述(ま たは 定義)
.

・デ ータ操 作

の二 つ****)に 大別 され る。前者 は,デ ータ構 造 お よびデ ー タ 自身の 属性 な どを,各 デ ー タ要 素

(。 。 仇 グ・一 ブ,ア イテ ム****㌔ ど)の 大 き さ,タ イプ と共 に記 述 す る もので あ る・

DBMSの 特 徴 として,デ ー タの正 当 性確認 や,機 密保護 な どの機 能 を「 般 には シス テ ム 自身 が もっ

てい る。 さ らに,デ ー タ の使 用頻 度 な どシス テムの 効率 を上 げ る こ とに役立 つ統 計 量 を 自動 的 に収 集

す る機 構 を もつ もの や,記 憶 媒 体上 の位 置 関 係をア クセ ス速度 が早 くな る よ うに 指定 す る こ とが 可能

な もの で ある 。

デ ー タ操 作機 能 と しては,各 デー タ要素 の値 に関 して 適当 な条 件式(複 数個 の条件 が 論理 的関 係 で

結 ば れ る こ ともあ る)を 与 えて,所 要 の情報 を読 み 出す検 索機 能,デ ー タ ・ベ ー スの 内容 を変更 す る

更新 機 能,新 し くデ ー タ ・ベース あ るい はそ の一 部を 作成 す る新製 機 能,デ ータ ・ペ ース 内の情 報 を

■

a

*)IDS(IntegratedDataStore)はGE製,DM-1(DataManager-t)は

Auerbach製,IMS(InformationManagement8ystem)はIBM製 で あ る 。

**)前 者 の 場 合 は 手 順 言 語 であ る が,後 者 の 場 合 多 く の も の が 非 手 順 言 語(Non-procedural)の

方 式 を と る。 さ らに 入 力 形 式 が テ ー ブ ル 形 式 で あ る もの 〔例Mark]V〕 な どが あ る 。

***)GIS(GeneralizedInforma1ionSystem)はIBM製,MarkIVは

INFORMATICS製,UL/1(UserLanguage/1)はRCA製 で あ る 。

****)GISで は,夫 々DataDescriptionLanguage(DDL),DataManipulation

Language(DML),IDSで はDataDivision.IDSCommandVa相 当 す る 。

*****)CODASYL用 語 で,groupeはrecord,segmentな ど に,itemはfield,

elementな ど と 一 般 に 呼 ば れ る単 位 で あ る。 詳 細 は 文 献 〔2〕 参 照 の こ と 。
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破壊 か ら保 護 した り,適 時索 引効 率 を高め るため の二 次記 憶媒 体 中 のデ ータ再 配 置な どを 行 な う保守

機 能 な どがDBMSに 特 徴 的 な機 能 とい え る。 そ の他 通常 の演算 機 能や レポ ー ト作成機 能 もあ る。

〔5〕 デ ータ構造 と記憶 構 造

あ る フ ァイル中 の デ ータ要 素 ・グ ルー プの 構成 す る利 用者 に とって有 意 な構 造 をデ ー タ構 造(data

、,,UC,ure)と 呼ぶジ これ閲 して,利 用都 は見えな・こ 次記鰍 体上の髄 を記憶髄

(sloragestruqture)と 、・う。 前 者 を論 理 構 造(logicaIstructure),後 者 を 物

理 構 造(phys輌caistructure)と 呼 ぶ 場 合 も あ る。 デ ー タ 構 造 は 言 語 とデ ー タ ・ベ ー ス を

また 記 憶 構 造 は デ ー タ ・ペ ー ス とOSを 通 じ て 二 次 記 憶 媒 体 を 関 連 づ け る もの で あ る。

デ ー タ構 造 の 構 成 方 法 と し て,G.G.Dodd〔6〕 は 図4.5の よ う な 分 類 を 行 な って い る。

'

A

1.シ ー ケ ン シ ャル 構 成

2.ラ ン ダ ム構 成

3.リ ス ト構 成

図4・5

a.直 接 ア ク セ ス 法

b.デ ィク シ ョナ リ参 照 法 〔7〕

c.計 算 法

a.単 純 リ ス ト構 造

b.イ ン バ ー テ ィ ッ ド ・ リス ト構 造 〔8〕

c.リ ン グ ・ リ ス ト構 造 〔9〕 〔10〕

デ ー タ 構 造 の い ろ い ろ

1は 一 般 に グル ー プの共 通属 性 に対応 す る キー ・ア イテ ム に よ って 順序 よ くな らぺら れ る。 索引 にあ

た って,2分 探 索(binarysearch)を 用い うる。 あ るグ ルー プか ら隣 のグル ープを アク セス

す るのは 容易 であ る長所 を もつ が,一 般 には 索引速度 が 遅 く,新 しいグ ル ー プの挿入 や 削除 に時間 が

か か る欠 点 を もつ。2は 索引 のキ ー ・ア イテ ム値(前 も って定 められ てお かね ばな らない)に よ って

直接 グ ルー プの存 在 す る場 所 に到達 で き,そ の対 応 づ けを行 な う中 間操作 法 としてatb,cの5種

が あ る。欠 点 とし ては 中間操 作 におい て前 もっ て用 意 すべ き表 の 大 きさ とか,同 じキー の値 に よる

Conflict,計 算 の オ ーバ フ ロー一一の発 生 な どの不 確定 要 素 の処 理 が困 難 であ る こ と,共 通 の中間 操

作 を行 な うグル ー プの集 合 の各要 素 が全 て同一 グル ー プ長 であ るこ とが望 ましい こと などで あ る。

3は1の 順序 関係 が リス トに よ って つ けら れ てい る構造 で,そ の形式 と してa,b,cの 三つ があ る。

これ ら の長 所 は,要 素 の挿 入 追加 が 容易 で あ るこ と,リ ス ト構 造 を階層 化 す る こ とで索引効 率 を上

げ る ことが できる な どがあ げ られ る。 一 方欠 点 と して,ポ イ ンタ用領 域 の負 担(Spaceover-

head)が 大 きい こ とな どで ある。5.bは グ ルー プのい くつ かの キー ・ア イテ ムにつ い て,そ の同 じ

属 性値 を もつ もの を リス トで結合 した構 造 であ る。普 通 グル ー プを索 引 しそ の ア イテ ムを読 み出す が,

この 場合 は所 要 の属性 値 を もつ ア イテ ムに よって グルrブ を索 引す る形 を と るの でinvertedの

名 が あ る。5.cは リス トを リング状 に した もの で,多 くの場 合そ れ を階層 構 造 に して 使 用 され る〔10〕。

i

■
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記憶 構造 につい ては,固 定長 の ブ ロ ックを二 次記憶 媒 体 に対 応づ け,デ ー タ構 造は 主 記憶 内の みで

独 立 してつ くられ る方式 と,デ ータ構 造 の要 素(例 え ば グル ープ)が 二 次記 憶 媒 体の物 理 的単位 に対

応づ け られ る方式 が あ る。前者 の場合,TSSに お け るペ ー ジ ング 方式 の よ うにデー タ ・ブ ロ ックの

管 理 が な され る。 後者 の場 合 は デ ータ構 造 の ポ イ ンタ 関係 が 二 次記憶 媒 体 での 関係 と密 接 につ な が り,

既 存 のOSの もつ フ ァイル管 理機 能 を有 効 に利 用 で きる。 デ ータ量 が 多い場 合,索 引 に要す る1/'O

オ ーバ ヘ ッ ドが過 大 に なる恐 れが あ る。 前者 の場 合 は,デ ー タ構 造が 物 理的 な ものに独 立 で あ り,ブ

ロ ッキ ング に よ って 索引 効率 を上 げる が,ブ ロ ック内 の領 域 管理,Missing-page-faultに

相 当す る状況 に対 す る処 理 な どの 問題 が あ る。

〔4〕DBMS技 術 の 問題 点

シス テ ムの利用 者 か らみた 技術 的 問題 と しては,機 密 保護,破 壊 か らの情 報保護 を 含め た信 頼性 の

課題 が重 要 で ある 。 また 使 い易 い高級 言 語 の必要 性 はい うまで もな い が,シ ス テ ムの有 用性 に ついて

は,所 要 の処 理 の要 す る時間 の短 縮 お よび そ の分散が 少な い こ とが望 まれ る 。

DBMSの 内部 に おけ る問題 と しては,ソ フ トウ ェアの大 形化 に ともな う開 発 の困難 さ,処 理 時間 の

予測 の 困難 さ,さ らに所 要 の可用 性(availability)を 与 え る信頼 性 管理 の問題 な どが今 後の

課 題 とな っ てい る。 開発 の困難 さ につい ては,DBMSの 階層 化,機 能 分類 に よるモ ジ ュ ラー化 な ど

シス テムの形式 化 あ るい は それ を記 述 す る高級 言語 の 必要 な ど,一 般 の大 形 ソ フ トウ ェア に対 す る課

題 と同 じことがい え る 。 デ ータ構 造,記 憶 構 造 につい て も,様 々な方 式が とられ,処 理 速度 を早 くか

つ空 間 的オ ーバ ヘ ッ ドを少 な くす る とい う従 来 の方 向 に合 わ せて,デ ータ量 の増 大 に よっ てそれ 程有

用 性が 落ち ない とい う努 力 もな され てい る。

4・5・3具 体 的 なDBMSの 現 状

〔1〕 概 観

現 在 開発 中あ るいは 市販 され てい るDBMSに は,コ ンピ ュー タ ・メ ー カ製 の もの と,ソ フ トウェ

ア 会社 製の二 つ の ものに分類 され る。 前 者 に属 す るもの と して,GIS,UNINS(Univac

InformationManagementSystem;UNIVAC),IDS,UL/1,FORTE

(Burroughs),TDMS,MARS(CDC)な どがあ る。後者 には,MARK→V,DM-1,ISL-

1(InformationSystemsIＬeasing,COGENTll(ComputerScience),

SCORH(ProgrammingMethods),AEGIS(Programmatics),AS‥ST

(ApplicationsSoftwareInc.)tINFORMS(GeneralAnalytics)な ど

が あ る。 これ らの シス テ ムのか な りの もの が開発 中,あ る いは実 験 的運 用 中 とい った段 階 であ る。

ソ フ トウェア価 格 と しては,1～10万 ドル 程度 で あ り,使 用 計算機 はIBM560/50程 度 以 上 の

レベ ル の もの,二 次記 憶媒 体 と しては磁 気 デ ィスク を必 要 と してい る。 操作 モ ー ドも会 話形式 ,コ ン

パ イル 形式 な どが あ る。 シ ステ ム記述 に用 いた言語 は 多 くの ものが アセ ンブ ラ言語 で あるが,そ の一 .

部 をFORTRANな どの 高級言語 を用 い た もの であ る。 デ ー タ構 造 は,有 限 レベ ルの階層 構 造 を シー

ケ ンシ ャル,イ ンデ ック ス ・シー ケ ンシ ャル ・アク セス法 で も って 体現 して い るもの が多い。 デ ー タ

情 報の保 護機 能 は,フ ァイル を単位 と して行 な う もの,グ ル ー カ ア イテ ムを単 位 と して行 な うもの
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な どが あ る。保 護 の種類 は,検 索,変 更 追 加 な どがあ り,利 用者 が保護 キー をあ らか じめ セ ッ トし

てお く方 法 や,保 護 条 件が 発 生 した時 に合言葉 をた ずね させ る方 法 があ る。

以 下 では,上 掲 のDBMSの うち代表 的*)で あ るIDS,TDMSに つ いて,そ れ ぞれ の特 徴を述 べ

る。

〔2〕IDS(IntegratedDataStore)

概 要1963年 に最 初 につ くられ,現 在 では バ ッチ で もオ ン ライ ンで も使 用で き る。 ホ ス ト言

語 としては,COBOLを は じめ計 算機 に よ ってはFORTRAN,ア セ ンブ ラが ある。 ・・一 ドウェァは

CPUと してGE625/655,425/435,225/235,二 次記 憶 とし て磁 気 デ ィスク,ド ラムな

どであ る。

言 語 デ ー タ構 造 の定 義は 非 手順 文 で な され るが,基 本 的 には手 順 ホス ト言語 と組入 れ られ る手

順言 語 で あ る。 形式 はCOBOLの ス トリング形式 であ る。 利 用 者は 自己 の応用 目的に最 も適 した デ

ータ ・ペース を作 成 し
,所 要 の機 能 を もた せ うる。 した がって,直 接IDSプFグ ラムを書 く人間は

デ ー タ構 造 につい て の正確 な知 識 が 必要 であ り,セ ル フ コンテ ィン ト㌔ シ ステ ムの利 用者 レベル より

低 い。 言語 機能 としては,RETRIEVE,STORE,UPDATE,D肌ETEな どの コマ ン ドがあ り,

NEXT,PRIOR,MASTERな どのチ ・インを たど る制 御語 が ある。デ ータ の保 護 は01レ ーv・**)

の定 義 中 にAUTHORITY指 定 で保 護?一 を 与え るこ とが で きるが,検 索 に たい し ては 効 力を もた な

いo

デ ー タ構 造 グル ープ間 の階 層 関 係あ るいはネ ッ トワーク(network)関 係 をIDS言 語 で 定

義 す る こ とが で き,蹄 のDBMSの 中 で}雌 一 のグ ラ。構 造***〕 ・捉 るシ ステ ムで あ る。

階 層 関 係 を マス タ(master)・ グ ル ープ,デ ィテ イル(derail)・ グ ル ープ,横 の関 係 をチ

ェイ ン(chain)と い う言葉 で表 わす。 階層 は 何 段で も許 され,同 じデ ィテ イルを 複数 のマズ タで

共 有 す るこ と もで きる。

記憶 構 造は デ ータ構 造 と独立 にペ ー ジ ・イメ ー ジで構成 され,ペ ー ジ番 号 とその ペ ー ジ内の 相対番

地 で も ってデ ー タのア クセス が なされ る。 使用 者はPLACENEARに よ って,あ るグル ー プが それ

の属 してい るマス ター グル ー プの近 くに物理 的 に蓄積 され る よ う指示 で きる。

問題 点 言 語 レベ ル 的 に低い 点,リ ス トであ るこ とに よ る領域 効 率 の悪 い こ と,リ ス トをた どる索

引効率****)が デ ー糧 砒 例 し て悪 くなる ことな どが短 所 と して あげ られ よ う。

●

吟

i

▲

*)IDSは ホ ス ト言語 シス テ ムと して,GISは 既存 のOSフ ァイル管理 機 能 を拡 張 す る とい う基本

的な 一 つの流 れを 代表 す る もの と して,ま たTDMSはTSSを 基盤 に した イ ンパ ーテ ィ ド・ファイル

構造 を もつ特異 な存 在 と してそれ ぞ れ を取上 げ た。い ず れ も,現 在一応 使用 できる システムで ある。

**)COBOLのDataDivisionの01レ ベ ル。

***)サ イクルを 含む 有 向 グ ラ フは 制限 事項 とな っ てい る。

****)領 域 索 引効率 につい ては,ペ ー ジ化 し主 記憶 内処理 を す る こと,さ ら に定 め られ たキー ・

ア イテム につい て は 直接 ア ク セス す る こ とがで き る工夫 がな され てい る。
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〔5〕TDMS(Time-sharedDataManagementSystem)〔8〕

概 要SDC(SystemDevelopment)に よってQ-32計 算 機 に よ るTSSで あ る

LUCIDを もと に して デ ーータ ・ベ ー ス管理 用 に開発 された ものであ る。現 在はCDMS(Commercial

DMS)と 名前 を変 え て,IBM560/50以 上 の計算 機 で使 用 で きる。GE655,UNIVAC1108

につ い ても開発 が 進 めら れ てい る。 システ ム ・プログ ラムは そ のほ とん どがJOVIALで 記述 され,

1割 程度 が アセ ンブ ラで記 述 されてい る。

言 語 利用 者 向 きの非 手順 言語 で,そ の形 式 も 自由形 式 で主 と して コマ ン ドの後 に 目的語 や修 飾

語 が つづ くよ うにな ってい る。言語 仕様 的 には 単純 な 割 に優 れ た高級 な機 能 を もち,イ ンタ プ リタ方

式 であ る。*)『 グル ー プの 検索 には 条 件式 を含 んだWHEREス テ ー トメ ン トが 用い られ,デ ータは

DESCRIBE,SHOW,PRINTな どに よ って 抽 出 され る。 その 他 ソー ト,編 集,演 算 報 告機

能を もつ コマ ン ドが用 意 され てい る。 更新 に関 しては,ADD,REMOVEな どがあ り,保 守用 に'

COPYとCLEAN-UPが あ る。 これ らの機 能 は,標 準 的報告 を構 成 ・作 表 す るCOMPOSE機 能

とデー タ ・ベ ースか ら特 定 の事象 や集 計 結果 を 求め るQUERY機 能 に分類 され てい る。機 密保護 にっ

い てはTDMSー で は扱 ってい ない が,CDMSで は フ ァイル を単 位 として,検 索,追 加 に つい ての保i護

が可 能 であ る。".

デ ータ構 造DEFINE操 作 で ア イテム ・グ ル ープ の記 述 を与 えて階 層構 造 を定 義す る。 使 用者 の

関与 で きない内 部構 造 と して イ ンバ ーテ ィドな ク ロス ・イ ンデ ックス構 造を もち,-索 引効 率 を速め て

い る。利 用者 の定 義 した ア イ テム の定義 表 その各 要 素 につ い て共 通 の 属性 を もつ デー タの集 合表 な

どが シス テム の有 する ファイル として存 在 し,デ ータの更 新な どに際 し てシステ ムに よらて 自動的 に

それ らの 内 容 ・構 造 も更新 され る。 したが って,索 引速度 は速 いが,新 製,更 新,追 加 な どの処理 速

度 は非常 に遅 い。

問題 点 機 密保 護 機能 に 乏 しい,特 殊 なOSを 用 い てい る(ソ フ トウェア と して非 常・に大 き く,最

低256Kbyteを 必要 とす る),更 新 な どの 効率 が悪 い**)な どの短 所 があ る。

〔4〕GIS(GeneralizedInformationSystem)〔12)

概 要 バ ッチ処理 用 のBasicGISと 単 にGISと 呼 ばれ る オ ン ライ ン処理 用 とがあ る。

マニ ュアル 等は完 備 し てい る が現在 の ところ は,あ まり実 用化 され てな い よ うであ る。'

IBMのOS/560の 標 準記 憶 構造 を用 い てい るの で,GISで 作成 された デ ータ ・ベ ースは 互 換性

が あ る。BasicGISは,128Kbyte以 上を もつ360/40,.GISは512Kbyte以 上 を も

つ550/50以 上 の計算機 で使用 でき る。 システ ム記述 はア センブ ラであ る。

言 語 ス トリング形 式 でデ ータ構 造の 定義 はデ ータ記 述言 語(DDL1)に よ って,フ ァイ ルの検

索 ・更新 な どの 操 作は レベル の 高 い手 順 言語 で あたえ られ る。 デ ータを取 りだ し,印 字 また は 一時 フ

*).会 話 モー ドの利 用者 に対 して,広 汎 な エ ラー検 出,訂 正機 能 が あ り,MOREコ マ ン ドに よ つて

シ ス テムに質 問す る ことが で き る。

**)時 間 を要 す る更新,追 加 な どは バ ッチ ・モ ー ドで処 理 で き る。
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アイル に記録 す るQUERY,複 数 個 の マス タ ・フ ァイルの 内 容を複数 個 の ソー ス ・フ ァイル を ひ とつ

の ソー ス ・フ ァイル に よって更新 す るUPDATE,新 し くマス タ ・フ ァイル を作成 す るCREATE

の他,SORT,EDIT,な どが あ る。位 置 ぎめecGa,LOCATE,WHEN,EXHAUSTな るコマ ン

ドがあ る。 ユ ーテ ィリテ ィ機 能 と して,他 の手順 を保存,修 正 あ るいは 呼び 出 しな どを行 な う機 能 が

あ る。機 密保 護 は フ ァイル,ア イテ ムを単 位 と して,検 索,変 更 に関 す る保 護 が 可能 であ る。保 護 キ

ーは
,使 用者 ご とに機 密 テ ーブル 中 にお かれ,利 用者はSECに よ って キー を指定 して,使 用可 能 に

な る。

デー タ構造OS/560の デ ー タ管 理 シス テ ム の有 す るSAM,ISAMな どの 機能 を用 い てい るの

で,そ うした記憶構 造 に適合 した デ ー タ構 造 が とられ てい る。 グ ループ ・レベ ルで階層 構 造が16ま

.*〉θ(
repeatedgroupe)が 許 され る。 デ ータ の共で,最 下 位グ ル ー プにの み繰返 し グ ルーフ

有 は許 され ない。 基 本要 素 の フ ァ イルは,OSの フ ァイル の単位 に対 応 し,各 マス タ ・グル ープに属

す る全 ての グル ー プが物理 レコー ドに 上位 か ら下位 へ の階 層順 に入 れ られ,1対1に 対 応 し てい る。

問題 点 複 雑 な デ ータ構 造は取 り扱 え ない し,記 憶構 造上,索 引効率 もあ ま り よい とは考 え られ な

い。 高度 の手 順処 理 が可 能 で言語 機 能 も高級 であ るが,処 理 速度 な ど有 用性 の点 では 疑 問 があ る。

4.5.4DBMSの 問 題 点 と 展 望

組織 体 の管理 情 報は増 大 の一 途 をた ど って い、る。 それを 効率 的 に管理 し,所 要 の情 報 のみ をと り出

すDBMSは,現 状 では まだ応 用 サ イ ドか ら の要請 に十 分応 えて い る とはい え ない。 その点 で,現 在

は1950年 代後 期の 言語 の状 況 に似 てい る。何 種類 もの言語 が生 まれ陶 汰 され現 在 に至 った過 程 を

DBMSも 歩む で あろ う。 〔4〕

技 術 的課題 として検 索効 率 の向上,シ ステ ム の信頼 性 の問題 が あ る。 前 者 につい ては,有 効 なデ ー

タ構 造 の検 討は 勿 論,二 次 記憶 媒 体な どのハ ー ドウ ェアのあ り方 に関 して も議 論 され ね ばな らない。

光学 的 記憶 装置 な ど新 しい 記 憶装 置 の開発 に よ って,ア ク セスの 高 速化,大 容量化,低 コ ス ト化 がは

か られ,そ れ に よ ってDBMS設 計 方 法 は大 巾に異 な った ものに な るだ ろ う。 また,フ ァ イル処理 を

目的 とした特 殊 目的 コン ピ ュー タ に よ って,従 来 ソ フ トウ ェアで処理 してい た機 能 をハ ー ド化 し,高

速 の検 索 が可 能 となる だろ う。

信頼 性 の 問題 は,現 在TSSの 普 及 を妨 げ てい る最 大の要 因 ともな ってい る もので あ り,機 密 の保

護 の み ではな く,情 報 の バ ック ア ップに 関 して も周到 な配 慮が はら われね ば な らない 。 シス テ ムの可

用 性,ハ ー ドウ ェアな どに よる システ ム ・ダ ウ ン時 の 制御 の回復 の問題 も当然 の こ とな が ら重要 であ

り,DBMSの 実 用 普 及化 の過 程 でぶつ か る壁 の一 つ で あ る。

T.W.0川e〔4〕 は○ 今後 少な く見積 って10～15の ホス ト言語 システ ムと100程 度 の セル

*)GISで はfieldと 呼 ばれ,グ ルー プに 対応す る もの は,segmentと 呼 ば れ る。

**)同 じ形式 の ア イテ ムの集 合 を同 じ記 述 を探 さ な くて定義 でき る機 能 。

***)特 徴 の一 つは,デ ータ構 造 に策 を用 いず 正統 な や り方 を と りバ ッチ処理 のデ ータ管理機能 を

拡 張 し,高 度 の言語機 能 に よる有 用性 を意 図 して い る点 であ る。

-68一

6

白



㊨

4

■

●

フ コンテ ィン ト㌔ シス テ ムが商 用 化 され る と予 測 してい る。 ソ フ トウ ェアの 大 き さか らい って も,言

語 プ ロセ ッサ よ り1桁 位 大 きい ので,今 後数 年 は な お さ まざ まな シス テ ムが割 拠 しDBMSの 底 辺 を

拡 げ て行 く もの と見 られ る。 言語 炉歩 ん で きた よ うに,用 語 や その概 念 の標 準 化,プ ロセ ッサ内部 の

形 式 化 が い ず れ 重 要 な 課 題 と な る で あ ろ う。CODASYLの ア プ ロ ーチ は そ の 一 つ の あ らわ れ で あ る

が,そ れ で 全 て が 解 決 さ れ え な い と見 ら れ る 。

こ こ 数 年 は,IDS,GIS,TDMSの 三 つ の 流 れ が 主 流 とな る と思 わ れ る が,特 にGISは デ ー タ

量 の 増 大 に 現 在 の 方 針 で ど こ まで 汎 用 性 を満 足 しつ つ もち こ た え る か は 疑 問 で あ る。
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4・4会 話 形 シ ス テ ム

会 話形 システ ムの 代表 例は,座 席 予約 システ ム,あ るい はTSSな どで あ り,オ ン ラ イン ・シス テ

ムの 主流 であ る。会 話形 シス テ ムの特 徴は
,コ ン ピ ュータに 素 人 のオペ レータが コ ンピュ一 夕 ・シス

テ ム と会 話 しつつ仕 事 を進 め る こ とであ る。 プ ロのオ ペ レータが コ ン ピュータ ・シス テ ム と会 話す る

バ ッチ ・システ ムは,会 話 システ ム とは よばな い 。

4i4・1シ ス テ ム と の 会 話 形 態

〔1〕1956年 以 前

OSの 原形 の 出現 は1956年 頃 で あ る。 ㎝(GeneralMotors)とNAA(North

AmericanAircraft)がIBM704用 に開 発 した。1956年 以 前 の プログ ラム作 成者 は コ

ンピ ュー タ使 用 者を 兼ね て お り,プ ログラマ とオ ペ レー タの 分離 分業は な か った
。 プ ログ ラマは,コ

ン ピ ュー タ ・システ ム の全 て を熟 知 しな け れば な らず
,コ ン ピュー タ ・システ ムに取 り付 け られたパ

ネ ルの ス イ ッチ,ラ イ トを 直接操 作 して,プ ログ ラム の実 行 デバ ッグ を行な ってい た。 こ うした操

作 が,コ ン ピュー タ ・シス テ ム とシス テ ム使 用者 との主 要 な会 話手 段,意 志疎通 手 段 であ っ た。

会 話 に身 ぶ り手 ぶ りが利 用 され 言語 の用 い られな い時 代 で あ る。

会 話 におけ る こ うした 操作 の繁 雑 さ非能 率性 が後 のバ ッチ式OSを 生 み 出 した。 しか し,こ の時 代

の プ ログ ラマは コ ンピュー タ ・シス テ ムの 全て の資 源を 自己の もの として 自由に直接 使 用 で きた
。

プ ログ ラマ が コ ンピ ュー タを 占有 してい た時 代 で後 に会 話 形 システ ム として これが 復活す る
。

〔2〕 バ ッチ式OS

1956年 以 後,パ ッチ式OSの 原形 が 出現 す る と,プ ロ グ ラム作成者 と コン ピ ュ ータ使 用者 の分
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業 が は じ まる。 プ ロ グラマ と オペ レータの 出 現であ る。 こ うした分 業は,プ ログ ラマを コン ピュー タ 。

シス テムか ら時間 的空 間 的 に引 き離 す こ と として作用 す る。 プ ロ グ ラマ の側 か らの コ ン ピュー タ ・シ

ステ ムは,暗 箱 の闇に 埋 も礼 じか に触 れ,じ か に会話 す る機 会は 極 度 に減 少 した 。 このプ ログ ラマ

とコ ン ピ ュータ ・システ ムの時 間的空 間 的 距離 の拡 大は,プ ログ ラ マが プログ ラムの実 行結 果 を得 る

まで の時 間 の拡 大 と して その ま ま作 用 した 。 この こ とがデ バ ッグの 困難 さと して表 面化 し,会 話 形 シ

ス テム の開 発を 促す こと にな った。

〔5〕 会 話形 シス テ ムの成立

会話形 シス テ ムは,プ ログ ラマ と コン ピ ュ ータ ・シス テ ム間 の時間 的空 間 的 距離 を短縮 した 。

同 時 に 多数 の使 用者 の 要求 を さば く必要 か ら システ ムの構 造 は一段 と複 雑化 した。 その複 雑 さは,主

とし て ソ フ トウ ェアの構 造 に その ま ま投影 され,ソ フ トウ ェアは 解 決す べ きさ まざ まな 問題 を包 含 す

る にい た る。

会 話形 シス テ ムにお け る会話 は"言 語"を 用い て行な われ る。 会 話形 言語 の誕生 で あ る。 会 話 形言

語 は,会 話形 システ ムの重 要な問題 として,ク ローズ ア ップ された 。

4・4・2会 話 形 シ ス テ ム 技 術

会 話 形 システ ム技 術 の基本 は,ハ ー ドウェア,ソ フ ト ウェアの双 方 が一定 の成 熟 段 階 に達 しては じ

めて 確立 した。 ハ ー ドウ ェア側 では,割 込 み機 構 とプロ グ ラムの保護 機 構 が重 要 であ る。

会 話形 シス テム を形 成 す るソ フ トウェア の 中核 は,借1脚 プ ログ ラムな どと よば れ るが,制 御 プ ログ

ラムは,割 込 み処 理 を核 に して構 造化 され てい る。 割 込み機 構 に よ り,シ ス テ ム制 御 の機 会 が与 え ら

れ る。特 に計 時装 置 か ら の割 込 み信 号は,時 分割 技 術 の基礎 を与 える。 また入 出力制 御装置 か らの割

込み 信号は,多 重 プログ ラム技術 に吸収 され る。

制 御 プ ログ ラムは,プ ロセス,タ ス クな どと よば れ る単位 を制 御 の対象 とす る。制 御 の 目的は,限

定 された コ ン ピュー タ ・シス テ ム の もつ 資源 をい か に多重 化 して 多数 の 人に 使用 させ るか にあ る。

プ ロセス 制御 は,CPUの 多重 化技 術 と して「応確 立 してい る。 プ ロセス相 互は,互 に独 立 した 実 体

で,実 行 す るプ ログ ラムは 同 一で あ って も,プ ロセ スは 異 な るこ とが あ る。 プ ログ ラムを制 御す るの

で な く,プ ロセ スを制御 す る こと ℃CPUの 多重 化技 術が単 純 化 した 。 プ ロセス の導入 に よ り,多

重 プ ロセ ッサ ・システ ム を単 一 プロ セ ッサ ・シス テ ムの 延長 とし て 自然 に とらえ る こと も可能 とな っ

た 。

そ の他 メモ リの 多重 化 が あ るが,こ れは 空間 分 割技 術 であ る。 プ ログ ラム の二 次記憶装 置,主 記憶

装置 間 の転 送 の問題 を含 む。swapin/out,ま たは ーrollin/outな ど とよばれ てい る も

ので あ る。 これ らは,ソ フ トウェア で管 理 され て お り,ど の プ ログ ラ ムをswapoutす るか を決

定 す る効 率 的 なア ル ゴ リズ ムの 発見 が 重要 となる。 会話 の 応 答時 間 と して直接 きい て くるか らであ る。

バ ッチ式OSで 行な わ れて いた 多重 プ ログ ラ ミング技 術 も,会 話 形 シス テ ム'にそ の ま ま生 か され る。

会 話 形 システ ムの主 体 の一 つは 人間 で あ る。 これは ま こ とに反応速 度 が に ぶい。 会話 形 シス テ ムは人

に メ ッセー ジを打 ち 出 し,人 か らの 応答 を待 つ場 面 が多 い。 この待 ち時間 を有 効 に利 用 す るた め に,

多重 プ ログ ラ ミング技術 が 使 われ る。 この 技術 は,具 体的 には,プ ロセス制 御 技術 と して吸 収 され て
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い る ものだ が,コ ンピュ ー タ ・シ ステ ム の使用 効率 を著 し く向上 させ る
。

時 分割 技術 の典 型 はTSSで あ る。 プ ロ セスの 実行がquantum消 費 に よ り強 制的 に打 ち切 られ

る タ イム ・ス ライス に よるス ケ ジ ュー リング技術 であ る。 時 分割 ス ケジ ュー リング 方式 とし て応 答時

間 を短 縮 す るため の種 々の アル ゴリズ ムが考 案 され 分析 されて い る。 ラウ ン ド ・ロ ビン,コ ルパ ー ト

・ア ル ゴ リズ ムな どであ る
。 現 実 には,会 話 形 シ ステ ムの特 性 に大 きな影 響 を及 ぼす フ ァク ター とし

て,ス ケ シュー リング ・アル ゴ リズ ム以 上 に,入 出力装 置の 動作 速度 な どが関係 してお り
,ス ケ ジュ

ー リング ・アル ゴ リズム の解析 結 果が
,そ の まま利 用 で きる段 階 に ない。 また,ア ル ゴリズ ムが高度

化す るに つれ,こ れ を実現 す る ソフ トウェアが 複雑 化 す る ので,最 も単 純 な ラウ ン ド ・ロビン方式 が

多 くの シス テ ムで採 用 され て い る。

情 報 の共 同利 用 の視点 から フ ァイル ・シ ステ ムは,MULTICS流 の 木構 造 として管 理 され てい る

例 が 多い 。 木 構造は 構 造の 柔軟 性 お よび 情報 の 個別 化共有 化 に 優れ てい る。 しか し,デ ー タ ・ペー

ス にみ られ るハ ッシ ュ表 によ る管理,LEAPの 手法が 注 目され る
。

会 話形 シス テ ム技術 の基礎 と して,空 間 分割,時 分割,多 重 プ ログラ ミ ングがあ り,こ れ は通 常 ソ

フ トウ ェア で実 現 され てい るが,複 雑化 の傾 向 とと もに ソフ トで 実現す る場 合 のオ ーバ ・ヘ ッ ドが問

題 化 して くる。 これ らを ハ ー ドウ ェア化 す る動 き もあ る。会 話 形 システ ム の問題 点が かな り明確化 し

た 現在,こ の種 のア プ ロー チは 我 が国 で も積極 的 に 実験 してみ る 必要が あ るだ ろ う。

4・4・3会 話 形 言 語

入 間 の心 理 の深層 にあ る専用 コ ン ピュ ータの イメ ー ジを実 現 した ものが 会話 形 シ ス テム であ る。

これ は,バ ッチ 。システ ム にお ける プ ログ ラ マと コン ピュータ ・システ ムの時 間的 空間 的 距離 の拡 大

に対 す る反 動 として生 まれ た。 プ ログ ラマは 会話形 システ ムの 誕 生に よ り
,コ ンピ ュー タ ・システ ム

と直 接対 話 で き るこ とにな った 。

これは1956年 以 前 の コン ピュータ使用 形 態 に近 い と もい え る鵡 会 話形 シス テム では コンピュ

ータ ・シス テ ム との 対話 に
,言 語 が使 用 され る点 に,シ ステム としての,あ るいは コ ン ピュ ータ ・シ

ステ ム技 術の 大 きな 進歩 のあ とをみ る こ とが で き る。 言語 の 使用 が,人 類 の歴 史 を書 き変 え た と同様,

会話 形 シス テム は コ ン ピュ ータ ・シ ステム の歴 史 に新 た な ペー ジを き りひ らいた。

言 語 の使 用に よ り,コ ン ピュー タ ・システ ム の使用 形 態は 多様 化 し,拡 大 した。 会 話形 言語 は
,人

間 一 蹴 系の 新 た な形態 を作 りだ し戸 ン
/ピ・一 夕が・ は じめ て 実用的 意味 で 燗 の思 考を 醐 す

る強 力 な道 具 と して社 会 に登場 す るこ とにな る。

コ ン ピ ュータ 。システ ム との 会話 には コン ピ ュー タに対す る制御 指令
,フ ァイルの保守,編 集 など

があ る。 プ ログ ラ ミング言語 の分 野 にも会話 形 シス テ ムの特 徴 を生 か した 会話 形言語 プ ロセ ッサが登

場 す るこ とにな る。

〔1〕 コマ ン ドE語

会 話 形 システ ムは,プ ロ グ ラマ とオ ペ レー タを一 体 化す る方 向 に作 用す る。 したが って,TSS利

用者 や 現場 の人 間 な ど,い わば 素 人 のオペ レータが システ ムに接触 す る ことに な り,コ マ ン ド言語 の

問題 がク ローズ ア ップ され た。
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コマン ド言語は,シ ス テ ム使用 者 が,コ ンピ ュー タ ・シス テ ムに対 して制御 指令 を与 え るため の も

の で,シ ス テ ムの もつ 資源(フ ァイル,メ モ リ,CPUな ど)の 管理,保 守や,プ ログ ラムの実行

停 止指令 が含 まれ る。

コマ ン ド言語 の 形式 とし て,自 然言 語 に 近い ものを採 用す る方 向があ る 。特 にIRに この傾 向 が強

い。 これ と対 照的 に,極 力,言 語 を簡 潔 化す る方 向 も あ る。会話 に慣 れ るに した がい,端 末装置 操作

の繁雑 さか らの がれ る意味 か らも この傾 向が 強 まる。 また,コ ン ピュー タ ・システ ム か らの メ ッセ ー

ジ にも冗 長度 を は ぶ いた簡 潔 明瞭 な もの が望 まれ る。コマンド言語 には,こ れ ら入 間 の多様性,多 趣味

性 が,複 雑 に屈 折 して 投影 され る。

慣れ の.程度 に応 じて コマン ド言語 に レベル を設 け る こ と,あ るいはHELPコ マン ドと称 し,シ ス

テ ム使 用法 に熟 達 してい な い人 に使 用 法 を順 次説 明す る入 口を設 け てい るもの もあ る。

日本語 を用 いた コマ ン ド言 語 もあ る。 日本語 コ マン ドは も うひ とつ 使 用者 に しっ く りしな い 面があ

る よ うに思 え る。 日本語 コ マ ン ドに カ ナ文字 が使 用 され てい るた めか もしれ な い。 日本 語 コボル の広

く普 及 しなか った理 由 をも う一度 考え てみ る必要 があ る だろ う。

コン ピ ュー タ使 用 者 の端 末 での一 連 の操 作 の流 れ1㍉ コマ ン ド言語 の チ ェ インで ある
。 コマ ン ド言

べ 　

語 のチ ェイ ンを詳細 に 観察す る と,チ ェイ ンの 各 部 に規 則 的パ タ ーンの存 在 を発見 で きる こ とが あ る。

そ の場 合,そ のパ タ ー ンを 切 り出 し,そ の パ ター ン全体 を一つ の コマ ン ドとして新 たな コマ ン ド名を

与 え る,コ マ ン ド言 語 の マ ク ロ化 を許 す シス テム があ る。我 が国 ではETSSで は じめ て採用 され

.
,複合 コマ ン ドとよば れ て いた。一 つ の複 合 コマ ン ドは,複 数 個 の基 本 コマ ン ドの順 序化 され た集合 よ

りな る 。 この種 の アプ ローチ の有用 性 は明 らか で,コ ン ピュータ操 作 の 自動 化 の方 向 と して優 れ てい'

る。

〔2〕 会 話形言語 プ ロセ ッサ

TSSで は 利用 者の 作成 した プログ ラム が実行 で きる 。 一 つ は従 来同 様 プ ログ ラム を フ ァイル上

に作成 して から コンパ イル を指示 す る コ マン ドを 出 し,つ ぎに コ ンパ イル結果 の実 行を 指示 す る もの

であ る。 この場合 バ ッチ式 の延 長 と して,コ ンパ イラの構 造 は さほ ど変 らな い。

これに たい し,プ ログ ラムを作 る過 程 に言 語 プ ロセ ッサを 関与 させ,文 法 的誤 りな どを直 ちに 知 ら

せ る方式 が あ る。 これ が会話 形 言語 プ ロ セ ッサ であ り,FORT㎜ をペ ー スに した ものな ど 多数 開

・発 され て いる
。

会話 形 言語 プ ロセ ッサの構 造 は,イ ンタ プ リタの そ れ に近 くな り,パ ッチ式 の言語 処 理 プ ログ ラム

の構 造の 延長 上 にな い。 した が って会話 形言 語 プ ロセ ッサ 開発 上 に 多 くの 問題 が存 在す る
。

インタ プ リ タ方式 の利 点 は,プ ログ ラム作成 者 に即 座に プ ログ ラ ムの誤 りを指摘 で き るこ とであ

る。 しか し,プ ログ ラムの修正 に と もな うプ ロセ ッサ側 での 処理 の 問題 ,す な わち,言 語 プ ロセ ッサ

の 状態 を どこ までも ど し,あ るいは どこに セ ッ トして ,以 後 の処 理 を続 行 した らよいか が問題 化す る。

これ らは・ 会話 形言 語 プ ロセ ッサ固有 の 問題 であ り今 後研 究の 余地 が残 され てい る。

〔5〕 フ ァイル の編 集 と対話

フ ァイルの共同 利 用 と フ ァイル の編集(フ ァイルの作 成
,追 加,削 除,修 正)が 会 話的 に 行 なえ る
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こ とは,会 話 形 シス テ ムの 大 きな魅 力 で ある。 フ ァ イルの修正 は,プ ログ ラムの修正 な ど広 く利 用 さ

れ る機 能 で あ る。 フ ァ イル に含 まれ る個別情 報(た とえば,プ ログ ラム の1ス テ ー トメ ン ト)に 背番

号(ラ イ ンナ ンバ ー)を 付 け,こ れを た よ りに して必要 情 報を 取 り出す方式 と,文 脈,内 容あ る い ま

あ る条 件 を指定 してそれ に合致 した ものを 自動 的 に取 り出す方 式が あ る。 後者は,Context

。rientedな 検 索方式 で,前 者 に比 べ て高級 であ る。

フ ァイル の編集 は,高 度 の会 話形 システ ム に必須 で あ り,そ の 実用 面 での効果 も大 きい。 編集 ルー

チ ンは,フ ァ イルの構 造 と密着 した関 係 にあ る。 フ ァイル の構造 あ るい は フ ァイル の操作 法は,フ

ァ イル の編集 法 に大 き な制 約を課 す こ とに もな る。 フ ァイルの 編集 ル ーチ ン作成 者 は,フ ァイル の構

造 管理 方 法 を熟 知 し,フ ァ イル シ ス テ ム作 成者 と一 体化 して開 発 にあ た る ことが望 ま しい。

4・4・4入 出 力 形 式 の 問 題

現 在の端 末装 置 は タイ プ ライ タが 主 体 であ り,対 話法 も,端 末装置 の もつ限 界が 大 きな壁 となる。

タ イプ ラ イ タの低 速性 は,文 字 表示 装置 で 補 え るが,回 線速 度,ハ ー ドコ ピー,限 定 され た表 示 情報

の問題 が 発 生す る。

これ とは 別 に,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムか らの 出力形 式 の問題 が あ る。 プ ログ ラム がエ ラー でス ト

ップ した 時,コ ア ダ ンプ が くど くど出力 され る のでは た まらない 。 出力 情 報を,人 間 の直感 に 強 く訴

え る形 式 に して 出力す る必要 が あ る。 プ ログ ラム にデ バ ッグは つ き もので あ るだけ に,こ うした方面

へ の会 話形 シ ステ ムの ソ フ トウェア的配 慮は,そ のシステ ムを 使い 良 い もの にす る。 この ことは,計

算 結 果 を単 な る数 値 の羅 列 として 出 力せず,グ ラ フ化 図 表化 して出 力す る 方向 であ る。

複雑 な系 の シ ミュレー シ ョンに よる解析作 業 を 容易化 す る もの と して,グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レ

イ装 置 が 有望 であ る。 シ ミュ レー シ ョンの進 行 が刻 々図表 グ ラ フ化 され て出力 され る ことは,系 の特

性 を把 握 す るの に強 力な 補 助作 用 と して働 く。 それ には,こ うし た ソ フ トウェア ・パ ッケ ー ジが 容易

に開 発 し得 るOS環 境,サ ポ ー トが 必要 とな る。特 にデー タ構造 の操 作は 重 要な ソ フ トウ ェア技術 と

な る。

4・4・5そ の 他

信頼 性 をあ げ る技術 は 会話 形 シス テムで重 要 な もの で ある。 会 話形 シス テ ムは,情 報 を常時 フ ァイ

ルに保 管 してお くの で,フ ァイル に関 す る信 頼性 が 重要 視 され る。 これ が会話 形 シス テムのハ ー ドウ

ェアに 高 信頼性 が要 求 され る理 由で あ る。 しか し,事 故 に 弥 ・システ ム を ソフ トウ ェア的 に も組 み上

げる必 要 が あ る。特 に二 次記 憶装 置 上 デ ータの 更新 手順は,更 新作 業の実 行 中 に事 故 な どのた め,そ

の一連 の手順 を完 全 に実行 しな い ま ま終 了 す る可能 性を考 慮 せね ばな らな い。 こ うし た場 合,中 断 に

よる悪 影響 を最少 限 に抑 え る更新 手順 を選択 せ ねば な らない。 これ らは,フ ァイル の ダ ンプ,リ ロー

ドと合 わせ て,信 頼性 を あげ る。

会話形 シ ステ ムは,大 規 模,高 度 化 広 域 化 してい る。特 に ソフ トウ ェア の開 発は 大 きな問 題 とな

ってい る。 これ らにっ い ては 他 の章 で議論 され て い る。
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4・5オ ン ラ イ ン ・ ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ

コ ン ピュータ ・シス テ ムが 多数 の オ ン ライ ン端 末を 時 分割 でサ ー ビス す るタ イム ・シ ェア リング方

式 に より広 く利 用者 に開放 され る こと にな る と,TSS利 用 の ため のア プ リケー シaン ・プ ログ ラム

の 充実 が 必要 にな る。

ここで は,特 定 の 目的の た め につ くられた オ ンライ ン ・シス テ ム ー た.とえぽ,バ ンキ ング ・シス

テ ム,座 席 予約 シス テ ムな ど 一 に おけ る応 用 プ ログ ラム では な く,広 く多 目的 に利 用 され る計 算サ

ー ビス
,デ ータ処 理サ ー ビス におけ る応 用 プ ログ ラム につい て考 え る。

多数 の端 末 利用者 にサ ー ビスす る汎 用TSSで は,利 用者 は 次 の二 通 りの コン ピュ ータ利 用 をす

る こと にな る。

㈲TSS言 語 を用 い て,自 分 の プ ログ ラムを 作成 しなが ら,問 題 の解を得 る方式 。

(ll)シ ス テムに 準備 された 応用 プログ ラムを利 用 し,必 要 な メ ッセー ジ,デ ータを 入 力 して解 を得

る方 式。 会話 形 に,シ ス テ ムか らの 問い に答 え る方式 を含 む 。

本 節 での ア プ リクー シ ョン ・パ ッケ ージにつ いて の考 察は,後 者 のた め に準備 され るべ きプ ログ ラ

ム を意味 してい る こ とにな る。

(珊の方式 にお い ては,端 末利 用者 に と っては,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム全 体が どの よ うに運 用 され,

動作 し てい るか とい うこと よ りも,な に を入 力す れば なに が得 られ るか,と い うこ とだ けが 関心 事 と

な る。 した が って,ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラムの充 実 こそ が,コ ン ピ ュータ を広 く利 用 者 に開放

す る強 力 な手段 とな る。

アメ リカでは,現 在 端 末利用 者 に タ イム ・シ ェア リング ・サ ー ビス を す る計 算 セ ンターが 多数存 在

してい る。 セ ンタ ー には,1台 あ るい は数 台 のTSS用 コ ンピ ュー タが おか れ,容 易 に 回線 との 接続

が でき る各種 の端 末 を も って 加入 者 を勧 誘 してい る。 その とき,自 社の保 有 す るア プ リケ ー シ ョン ・

パ ッケ ージ,す なわち,な にが で き るか とい うこ とが 大 きな ポ イ ン トとな る。

もと よ り,利 用者 の問題 の ブ レーク ・ダ ウ ン℃ ・顧 客 固有 の シス テ ムの開発 の ため の エ ンジニア リ

ング ・サ ポー トも行な うが,そ れ ら も保 有 のパ ッケー ジがTSS用 の ソ フ トウ ェアを母 体 と して い る

こ とは い うまで もな い 。

これ ら のTSSサ ー ビス 会社 は,TSS利 用 で の価値/性 能 比 の 良い適 性規 模の －TSSで は 必

ず しも大 形機 でな くては な らない とい うこ とは ない 一 コ ン ビ=一 夕を設 置 し,加 入 者 に対す る独 自

の課 金方 式 を と り,ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの ユニー クネ ス とで企 業 として成 立 させ てい る。

それ では,こ れ らの 会 社で,ど の よ うな アプ リケ ー ショ ン ・パ ッケ ージが用 意 され て い るかを,ア

メ リカの各種 計 算 セ ン ターの例 で なが め てみ る。

これ らの パ ッケ ージ の中には,古 くか らの パ ッチ処理 用 の ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラムをTSS

用 に書 き 直 した もの も少 な くない が,TSS利 用 を前提 と して 新 し く開発 され,patentpend-

ing,Copywriteinprocessと うた って い る もの もあ り,内 容 によ っ て使 用料,あ る

いは価 格 を異 に してい る。

各 セ ンタづ 応用 プ ログ ラム リス トには'そ れ ぞれ固 有の シ ンボ ルネ ニ ムが つ 肪 れ てい るカ㍉ 内

一75一



1

容 を分類 し てみ る と次 の よ うに な る。

CtV技 術計算 用FORTRANSUBROUTINEの 域 を でない もの。

フー リエ解析,行 列計 算 回帰 分析 な ど。

(B)従 来 の ア プ リケ ーシ ョン ・パ ッケ ージのTSS利 用版 。

LP,PERT,CPM,

BLOOKDIAGRAMSIMULATORな ど。

(C)問 題 向 ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケー ジ

o自 動制 御系 の 設計 計算(BodeAnalysis ,NychistDiagram,RootLocus

な ど)

o

O

o

o

o

◎,

o

o

Filter設 計

電気 回路 の設計(諸 特 性解析)

構造 設計(土 木 建築 設計,解 析)

幾何 図形 面積 計 寛 測 量 デー タ処理

化学 プ ロセス シ ミュレー シ ョン

プ ラン ト効率 計 算

通信網 設 計Trade-off

配 線 設 計 な ど。

⑪ 教 育用 プ ログ ラム

O会 話形 医 療診 断 プ ログ ラ ム(医 学 生 教育 用)

oBussinessGame

(D事 務 デ ー タ処 理

oな ど。

この よ うに してみ る と,現 状 では,従 来 の応 用 プログ ラム のパ ッケ ー ジ化 ない しは,会 話形 に拡張

した もの が 目だつ 。 しか し,Trade-offAnalysis,自 動設 計,教 育 用 会話 形 システ ム な ど

に新 しい 方 向 を見つ け だす こ とがで き よう。

将 来 の 方 向 として,TSS利 用を 前提 と した,ユ ニ ー クなア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジが まだ ま
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O各 種 予 測

O税 務 計 算

O医 療 費 計 算

o情 報 検 索

O在 庫 記 録 な ど。

働 そ の 他

O曲 線 平 滑,プ ロ ッ ト

oGraphicoutputroutine

各種DemOnstration用 パ ッケ ージ

'

■



●

イ

だ開 発 され る もの と思 わ れ る。 応用 プ ログ ラ ムの存 在意義 と価値 が,広 く利 用者 に コ ン ピ ュー タが 開

放 され るTSSに おい て,は じめ て 問わ れ る時点 に きてい るとい え る。

コン ピ ュータ諸技 術 の発 展は ア プ リケー シ ョンには じ まって,ア プ リケー シ ョ ンに終 る もの と思 わ

れ る。利 用者 に と って,コ ン ピ ュー タは どの よ うに動 作す るか とい うこ とでは な く,な にが で きるか

とい うこ とだけ が 問題 で あ る。各種 の専 用 目的の オ ン ラ イン ・シ ステ ムの 開発 が今 後 も ます ます増 大

してい くで あ ろ うが,一 方で,種 々のア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケー ジを備 えた,多 目的 デー タ処 理 サ

ー ビスが行 なわ れ るで あ ろ う
。

現 在 のい わゆ る計 算業 務 を主 とす る諸種 のパ ッケ ー ジ化 は も とよ り,医 療,教 育等 の 分野 で利 用価

値 のあ る プ ログ ラム ・パ ッケー ジが 開 発 され てい くであろ う。 また,ほ ぼ 確 立 して い る科学 技術計 算,

設計 計算 とい うよ うな もの よ りは,ビ ジ ネス ・デー タ処 理 の 分野 で,大 き な発展 がみ られ る もの と思

われ る。

●
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5.通 信 網

5・1通 信 網 の 役 割

昨 年9月16日,郵 政省 が専 用 回線 のみ な らず 加 入電 話 回 線を も民 間の デー タ通 信 に開 放す ると発

表 した こ とは,情 報 化の 進展 に対 応 す る通 信 政策 の 歴 史的転 換 で ある と評価 され てい る 。 デー タ通 信

は コン ピュー タと通 信 回線の 結合,す な わち 情報 を遠隔 地 に即 時 に 伝 達 す る 電気通 信技 術 と,驚 異

的 なス ピー ドで情 報 を処 理,加 工 ・蓄 積す る情 報 処 理技 術 の結合 に よ って,人 間 対 機械 あ る いは 機械

対機 械 の情 報 の 伝達 ・処 理 を時 間 と空 間 を超越 して 行 な う もので ある 。 こ こで通 信 網 は"情 報 を伝送

し,利 用で きる よ うに して くれ る重 要な 鎖"と して,き わ めて 重要 な 役 割を果 す もので あ る。

わ が 国 で 自分の 通信 網 をか か え てい る のは,電 電 公社 の ほか に国鉄,電 力会社 な どが あるが,通 信

網を所有 しない 一般 の もの が デ ー タ通 信 ある いは デ ー タ伝送 を行 な うには,電 電公 社の 通 信 網を 利用

す るの が最 も経 済的 で あ る。電 気通 信 の分 野 では 過 去100年 の 間に 電 報網,加 入 電信 網,お よび全

国 自動 即時 電 話 網 を作 りあげ て き た。 これ らの 通 信 網は それぞ れ の 通 信 の要 望 に合 致す る よ う長い 経

験の 蓄積 に よ って現 在に 至 った もの で,こ れ まで の と ころ通 信 の 普及 度 か らい って 電話 が主 流を 占め

てお り,当 面 は デ ー タ通 信に も電話 用通 信 網 を利 用す るの が最 も便 利 といえ る 。 しか し,今 後 は さ ら'

に画 像通 信,デ ー タ通 信 の需要 が ま す ます増 大 す る傾 向 に あり,こ れ ら新 しい通 信 の要 求条 件 に合 致

す る よう通 信 網の 形成 をは か る ことが 必 要 となろ う。 これ ら新 しい 通 信は 在 来の もの と著 しく異 な っ

た要 求が あ って,恐 ら くは今後10年 間の 電気 通 信は 過 去100年 間 に経 験 しなか った 著 しい変 遷 を

とげ る ことに な るで あ ろ う。

5.1.1電 話 網 の 発 展

1890年 に国 内 で電 話の サ ー ビスを 始め て以来,交 換手 に よる待 時式 の 交換 か ら次 第に ダ イヤ ル

に よる 自動 即時 交換 に変 わ り,接 続 範 囲 も拡 大 の一－tsをた どり,そ の 発展 の年 譜は 大 要 第51.1図1)

にみ る とteり で ある 。特 に戦後 の 技 術革 新 に 支え られ た 進歩 の あとは 著 し く,昭 和28年 に始 ま った.

あい つ ぐ'5カ 年計 画 に よ って,戦 後 わず か56万 で あ った 電話 加入 数が 現 在 では1300万 を 超 え,

市外 接続 で もそ の89%以 上が 既 に ダ イヤ ル即 時接 続 とな ってい る。一 方1956年 に 始め られ た加

入電 信 も国内,国 際 系 と も急速 な伸 びを 示 してお り,現 在 では 加入 数55,000に 及ん でい る 。電 信,

電話 を主 と した 電 気通 信 設備 は 固定 資産 額 で2兆 円を 超 え,市 外 回 線数 は60万,総 延長 で4800

万㎞ を 超え てお り,電 話 局数 も5000に 及ん で し(る。 もちろん この よ うな設 備 は一 部 専 用電 話,フ .

アク シ ミリ等 多角的 に利用 され てい る。

一79一



13001;1

120ヰ

11PO

10

|
ゆ

060

1

5PO

20

1P

電 話 加入 数(1,000加 入)

/

ノ＼

Φノ/

/

ン

/

衷

市 外電 話 回線 数(1,000回 線)

亀

ン
/

〆.∀=仁

/

/

//

/

/

昭18202829303132333435363738594041424344昭2829503132333455363758394041424344

→ 年 度

(a)電 話 加 入 数

1第5
・1・1図 電 話網 の発 展 経緯

→ 年 度

(b)市 外電話回線数

■
●



o

●

電気通信を用いた電話系への要求は大まかにいって二つある。すなわち,① 通信範囲の拡大,② 即

時性への要求がそれである。通話範囲の拡大は,技 術的にθ信号の伝達可能距離の増大,㈲ 安価な通

信回線の提供,0)相 手選択範囲の拡大が必要となる。音声信号は4kHz帯 域の周波数店分で足りる

ととか ら,伝 送路の多重化により上記⑦ω に対処してきた。一一方,相 手選択範囲の拡大には,単 位ス

イッチを基本とした交換機の多数接続によってきたが,技 術進歩に伴ない,ス イッチは多段,制 御は

集中とい う共通制御交換機を活用するようになってきた。

②の即時性は通話本来の要求でもあるが,即 時接続のためには待時に比べ大量の回線を要する。 し

たがって即時化は回績コス トの安い市内地域より始まり,市 外即時は多重化による回線コス トの低下

とともに逐次可能 となってきた。

5・1・2交 換 方 式 の発 達1)2)

全国各地の電話局をみると,XB(ク ロスバ)交 換機をはじめとして,A形,H形,共 電式,磁 石

式等各種方式があるが,そ こには著しい技術進歩による歴史的tt必然性があった。戦争直後にはSX

S方 式の自動交菱織 と手動交換台のみであったが,昭 和34年 頃か ら導入されたXB方 式は交換技術

の歩みの中で最 も大 きな技術進展をもたらした ものである。接続すべき回線の選択機能を個々のスイ

。チ鮒 与しないで共通化し,離 能のワイヤスプリング ・リレーを用いて交醐 の性能は飛躍的に

向上した。通信の品質を確保するための4線 交換,帯 域制を実現するための多段接続,回 線の能率的

利用のための迂回中継方式の導入等,XB交 換機は今日の全国ダイヤル即時網の形成を可能にし,か

つ日本技術の主体性の確保を可能にしたものといえる。 これら交換方式導入に伴 う設備端子数の推移

は第5.1.2.図 にみるとk・りで,最 近の拡大傾向はきわめて急激なものである。

◎
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しかしダイヤル即時が完成 しても,通 信に対する高度の要求は止まるところを知 らず,よ り便利な

サービスが必要 とされ,短 縮ダイヤル,話 中割込み,留 守番電話などがすでに現実の ものとな りつつ

ある。黒色の電話機で代表される単一の通信サービスか ら,プ ッシュホンで予想される多彩なサービ

スへと発展するには,交 換機が より融通性の高いものでなければならない。プログラム制御の技術を

利用し,制 御部分を電子化 して交換機の汎用化をはかるのが次代の電子交換機である。新電話サービ

スへの融通性のほか,幾 多の可能性を秘めた電子交換機の実用化には,公 社でも積極的に取りくんで

既に大局用交換機DEX-2方 式をわが国独自の技術で完成し,昭 和44年t2月 より東京牛込局で

運用を開始した。

一方高度成長を続けるわが国の社会は ,通信に重 きをおく情報化社会へと発展しつつあり,新 電話

サービスは もちろん,情 報の処理を中心としたデータ通信,あ るいは視覚 ・聴覚をコンバインした画

像通信等新通信サービスに対する要請が高い。これらサービスの高度化,多 様化の要請にこたえるた

めには,第5.1.1表 に示す ような将来交換網の機能を達成する手段を要 し,電 子交換機に寄せ られる

期待は大なるものがある。ダイヤル即時網を作るのにXB交 換機の高い性能が必要であったのと同様

に,通 信網を多角的に利用するには,電 子交換機のもつ融通性機能が必須のものとなるであろう。

●

●
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第5・1・1表 交 換網 に必要 とされ る機能

項 目 必 要 機 能 必 要 理 由

1.回 線 網構成 。広 帯域 非 対応(上 り,下 り) 伝送路の効率的な利用

方式

ソ

フ

ト

ウ

。広帯域加入者集線方式

o局 階位などに拘束されないル

ーチング

網の高信頼度,高 能率化

工

ア 2.番 号 計 画 o各 種閉番号方式 企業グループ内閉域接続の実

機

能
(接続規制を含む) 施等

5課 金 方 式 o課 金方式の多様化 データおよび画像通信に対す

る課金の実施

4.信 号 方 式 o各 種非対応回線制御 伝送路の効率的な利用

o画 像接 ・断制御 画像 通信 サー ビス の コス トダ

ウ ン

o分 離信号路方式 信号伝送機能の向上

1.交 換 機 。蓄積交換機能 交換 ・処理機能の一体化

o分 離信号路制御 信号伝送機能の向上

ハ

ー

ド

o多 種類 の トラピ ック処理 各種通信 トラヒジクの交換処理

ウ

ェ
。特殊接続機能 閉域接続 非対応接続など回

ア

機

能 2.端 末 機 。機能集約端末

線交換機能の高度化

端末の簡易化,標 準化

o複 合機能端末 端末の多様化

5伝 送 路 。デ ィジタル伝 送 デ ータ伝 送の 低 コス ト化

o帯 域圧縮 同 上

一8'4－
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5・1・ ろ 伝 送 方 式 の 発 達1)3)4)

伝 送技術 の進歩 をみ る と,ま ず 伝送 線路 は環 境 条件 に左 右 され 不安 定 な裸線 に始 ま り,無 装荷 ケ ー

ブル,同 軸 ケ ー ブルへ と進 ん で きた。 伝 送 方式 も帰還 増 巾器 の発 明,真 空 管か ら トランジス タ ・集積

回 路 に至 る小 形 ・高信 頼度 部 品の 開発,等 によ り,高 品質 ・高 信 頼度 で しか も経 済的 な大 容量 方 式へ

とそ の姿 を変え て 来た。 ケ ーブ ル 中の一 対 の電線 で,わ ず か1CHの 信号 を送 る音声 方式 か ら,伝 送

路 をな るべ く広 い周 波 数 巾で利 用 し,単 位 回線 当 りの コス トを下げ る多 重化 搬 送 方式 へ と次第 に設備

を変え た の も,主 とし て戦 後 の と とで あ る。 わが 国 ではす で に戦 前か ら長 距離 搬 送 の技術 をもって い

た た め,戦 後 の進 歩は 急速 な もの が あ ち 特 に同 軸 ケ ーブル方 式 の採 用 に よ って きわ めて安定 した市

外 回線 を大 量か っ 安価 に供 給 で きる よ うに な った。 無 線 方式 におい ても事 情 は 似 て泊 り,マ イク ロ ウ

ェーブ方式 な ど,進 行 波管 の 開発,さ らには 固体 電子 化 方式 の採 用 に よ って,高 周波 化,高 信頼 度化,

大 容 量化 が進 め られ て きたoま た 周波 数分 割 多重 の方 式 は,各 方 式 間 の相 互 接 続が 可能 な よ うに標 準

化 が 進 み,誌 超 群,主 群,超 主 群 と回線 束 の単 位 が きめ られ てい る。

わ が 国の伝 送方 式 の進 展は大 略 第5.1.3図 にみ る とお・りで,30年 前 には一 対で わず か に電 話5CH

しか 伝 送で きなか った ものが,現 在 同軸 ケ ーブルで は2700CH,マ イ ク ロ方式 で1800CHと,

1000倍 もの容量 とな った。 現在 の 国内 長距離 回 線 の主 体は ほ とん ど同軸 ケ ーブル方 式 とマイ ク ロ

ウ ェーブ方式 で 構成 され,こ れ ら新 方式 の 出現 によ って回 線 当bの コスFは 過 去10年 間 で約5分 の

4に 減 少 した。

●

●

2700

有織 姫 の多重化1

無線通信の多重化

1

同 軸ケーフ×

960

トランジスタ化

無装 荷 ケーブル

已

唖 60

●

1200

L.._一 マイクロ

波

トランジスタ化

360

18
480●

24

600

8

12

1935 1945 1955
1965年
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伝送 路 の多 重方 式 と しては,ζ れまで に述 べ た周波 数 分割(FDM方 式)に よる,もの と,時 分 割 に よ

る もの(TDM方 式)に 大別 され るが,後 者 につ い ては振 巾 をコ ー ド化 し てお くるPCM方 式 が一 般

的であり,髄 短蹴 の醐 で大巾時 人され。皇;鄭 あ。.第5.1.2表5)の 比轍 み。とbb,

PCM方 式は広い周波数帯域 を要する欠点はあるが,① 再生中継可能で伝送路での劣化が少ない,②

雑音等の妨害を受けにくい,③ 超高速伝送路 としての可能性大,④ 安価である,な どの利点がある。

多種情報の通信 とい う情報化時代の要請に適合 し,PCM方 式はまさに新時代の通信方式といえよう。

現在用い られている主要伝送方式を第5.1.3表 に,ま た有線媒体の大容量化に対する可能性を第51.

4図 に示す。

▲

●

■

一86●



D

4

も

◆

第5・1・2表FDM.PCM方 式 の 比 較

FDM方 式(ア ナ ログ) PCM方 式(デ ィジ タル)

積み上げ伝送 ・もとの情報を高い周波数にう パ ルス 伝送 ・各 情 報が パル ス として伝送 され るc

仕
っす。

帯域幅伝送 ・高い周波数に変換した1っ の情

変 換時点 の 伝送 ・パ ルスが 伝送 され て きた か ど

うか 一定 の レベル(ス レシホ∴

報の帯域幅は原情報帯域と同じ ル ド・レベル)を 超 え たか ど

ア ナ ログ量 ・もとの情報 の電 圧 がそ の ま ま伝 うか で判別 す る。

送され電圧が連続している。 デ ィジ タル 量 ・パ ルス化 を容易 にす るため,1

～9ま での任意の数の組合せで

組 原情報の電圧が送られ近似され

た電圧

変 調 十 炉波 十増幅 標本化 十量子化 十符号化

変 llll‖ llllll

高周波数に う 必要左帯域だ 勢力をもとに
一定の時間間 ぬきだした電圧 パルスにする」

つ しかえ る。 け と りだす 。 もどす。 隔で原情報の を四捨五入して

換 電 圧 をぬ きと1～9の 数の 細

る。 み 合せ で 近似 す

るo

雑音に弱い ・アナログ量のため伝送信号の強 雑音 に強い ・ス レシホール ドレベル以 下 な らよ。

弱 が あ り,弱 ら と きで も雑 音 に これは(FDM方 式のS/Nの1

品 マス クされ て は な らない。 /50)S/N6dB以 上 で よいが袈

(S/N:約45dB) 動 を考 えS/N10dB程 度

帯域幅は原情報の帯域幅と同じ。 標本 化 の ときシ ャノ ンの定 理 に よ り原情 報 の2

倍の帯域幅に相当する時間間隔でぬきだした電

圧 をパ ル ス化す るた め さ らに4～8結 い る。F、

DM方 式 の8～16倍 の帯域 がい る。

中継器が多くなると品質が劣化ずる。 どんな情報 も同じ高さのパルスにかえて伝送さ
・

伝 送 され る情 報 のエ ネノレギー に よって多 重方 れ る ので,過 負荷 に強 く,レ ベル 変動 に も強 い。

質 式の場合相互妨害でひずみ雑音が劣化するた

め,電 話 回線 以 上 のエ ネル ギー を もっ情 報 を

送る場合収容制限が必要。

エ ネ ルギ ーや レベ ル変 動 に弱い 。
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第5・1・5表 主 要 市 外 電 話 伝 送 方 式

方 式 方 式 略 称 通話路数

(ch)

使用周波数帯域 標準中継

間隔(㎞ ∋

適用距離

有

線

短 搬 方 式 T-12-Tr方 式 12
6～54kH乞

60～108kH2
9 100km

無装荷ケーブル方式 F-24方 式 24 12～108地
'

25 2,500㎞

F-60方 式 60 12～252地 17 500km

同 軸 ケーブル方 式 C-4M方 式 960 60～4028地 9 2,500km

C-6M方 式 1380 60～5884地 9 2,500km

C-12M方 式 2700 512～12588】 翫 4.5 2,500km

細心同軸ケー夕明式 P-COX方 式 500 60～1300姐z 4.5 500㎞

PCM方 式 PCM-24方 式 24 へ4,544]VHZ 2 150km

無

線

極 超 短 波 方 式 UF-B4方 式 300～960 2,000Mヨ2 50 2,500㎞

SF-B5方 式 960 4,000M吻 50 2,5001【m

SF-U3方 式 1800 6,000EHz 50 2,500km

SF-T1方 式 600～1800 11,000MヨZ 50 240㎞

SF-T2方 式 500へ960 11.000逸 30 240㎞

一88一
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注2.黒 塗は現在 実用化 され てい る範囲,

第5・1・4図 各 種の有線 伝送媒 体 と大容 量化 に対す る可能 性

喝

●

新 しい通信需毅はすさまじいものがあり,デ ータ伝送,画 像通信など,新 通信情報は格段の周波数

帯域を要することか ら,伝 送方式としても将来さらに広い周波数帯域のとれる伝送路が求められる。

これについてもミリ波用円形導波管伝送,人 工衛星通信方式,レ ーザ光線を用いた光通信などの研究

が進められている。

通信網には音声信号も画像信号も,そ の他データ信号など各種の信号がいりみだれ,大 量に流れる

ことになるであろう。これを支えるのが通信技術であり,交 換技術,伝 送技術が総合化され,高 度な

通信網の形成とともに,今 後の通信は質量ともに一段の飛躍をとげることとなるであろう。

5.1.4新 しい 情報 通 信 需要

情報化社会を有意義に,す なわちより豊かで快適なものとするために,電 話をさらに便利にするこ

と,電 話以外の多様なサービスを行なうこと,な ど新しい情報通信需要はますます多様イピ,高度化し

つつある。電電公社では国益に沿ってこれら要望に応えるべ く,各 種新電話サービスを始め ,デ ータ

通信サービスお よびテレビ電話,フ ァクシミリ等画像通信サービスを早急に提供 しうるよう準備が進

められている。

現状通信網は 自動電話を主体とした4kHz帯 の伝達系で構成され てk・り,全 国をすべて自動即時

化することをねらいとして,か つこれ らがより経済的に成り立つ よう努力されてきたものである。い
も

うま で もな くこの こと 自体 価 値が あ り,偉 大 な こ とでは あ るが,反 面 主 に音 声だ け しか 伝達 で きな い

通 信 網 とな ってい る。5)
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今後の新サービスは多種多量の情報伝達 ・処理が要望され,4kHz帯 の音声はもちろん,よ り帯

域巾の広い,よ り高速な情報を送る必要があるため,通 信網に対していろいろの制約が加わってくる。

ち赫 にデー嬬 号はもともとデジ夕庭 信号であり,ア ナ・グ形の電話信疑 は特性を異にする・

鰭 機槻 撒 通信の特色として保鶴 間,呼 量等 トラ・・ク雌 が異紗 ・品質敵 ついても現状

網では保証 しうる品質に限度がある。したがって既存電話網の利用は,回 線数がそれ程多くないうち

は手軽で製 しいが 需 要が勘 ・した状態ではこれら情報の新 しい鋤 を期徹 ることに無理があか

現用の網になんらかの変革を加えるか,新 しい通信網の形成が望まれるところである。

データ呼の需要はアメリカと同撤 増×が見込まれ,大 要第5.t・4表 の予測にもみるとtsり52年

度末で約12万 端末との予想があり,そ の後もtすtす 増加するものと見られている。したがってデ

ータ通信網を構成するとともに,デ ータ網,ビ デオ網,電 話網の各単位網を有効に結合することによ'

って総合通信網の構成をはかることが必要 と思われる。

■

第5・1・4表 デ ー タ 端 末 需 要

項
回線 目

速度

端 末 数 呼 量

(erの

200B/S換 算 呼 量

加 入 数 比 率(%) 呼量(e彫) 比 率(%)

～200B/S 84,000 70 55,600 33,600 22

～1200B/S 2ス000 22.5 10,800 64,800 45

～2400B/S ス000 5.8 2,800 35,600 22
、

48KB/S～ 2,000 1.7 800 19200 13

(言D 120,000 10α0 48,000 151,200 100

■

気

(注)1端 末当 りの コー リング レイ トは 発 着0.4e切 と見込 む
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5・2わ が 国 の 通 信 網 の 現 状

5.2.1電 話 網 の 構成 と機能

わが国の公衆通信サービスには,加 入電話,電 報,加 入電信があり,ま た特定の官庁,会 社用とし

て専用線がある。この うち加入電話は,加 入数に して約1・500万 加入 ・約5・000の 電話局および

約59万 回線の市外回線(い ずれも45年5月 末)を もって全国自動即時電話網が形成されている。

このように広大な電話網は,も ちろん電話用として過去80年 にわた って築き上げ られたものである

が,単 に電話用に止まらず,デ ータ通信用としても低 中速度伝送の範囲内において有効な通信網であ

る。公衆電気通信法の改正とともにこれの利用が可能となることか ら,早 期実現に大きな期待が寄せ

られているところである。
t)2)

(f〕市外帯域制と局階位

電話局数の多いわが国では,網 の経済化をはかるため網の構成は階層的構成(hierarchy)を と

っている。すなわち第5.2.t図 に示す ように電話局を四つのランク(局 階位という)に 分け星形網の

先に星形網をつないでいく多段星形網の形をとっている。四つの局階位は総括局,中 心局,集 中局,

端局である。端局は市内電話局に一致し,受 持つ区域は加入区域である。集中局は端局の上に位し・

その区域は酬 交換網の基本単位で,単 位料金区域と原貝U的に一致している・その上の中心局は県庁

所在地程度の京都市が選ばれており,最 上位の総括局は東京,大 阪,名 古屋,仙 台,札 幌,金 沢,広

島,福 岡の8局 と左っている。

■

●
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ある 電話 局と そ の所 属上 位,下 位 局 を結ぶ 回 線お よび総 括 局相 互を結 ぶ 回 線を基 幹回 線 とい い
,斜

め に結 ぶ 回線 を 斜 回線 と名 づけ る 。通 話量 の 多い 対 地 間 には必 要 に応 じて基 幹 回線 のほ か に 斜 回線 を

設 定 し ・これ か らの あふれ 呼を 迂 回 ル ー トで運 ぶ 迂 回 中継 方式 が 採 られ ,網 の 能 率的運 営が はか られ

る 。 この 迂 回 中継 は 第5.2.2図 に示す とteり の 順序 で着 局 に近 い斜 回線か ら順 次選 択す る 遠近 回転

(FartoNearRotation)の 方 式に よる。

EOO ○

■ 加入辻

θ 第5・2・2図 迂 回 中 継 順 路
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一 ② 番 号 計 画

加 入者 が 直 接 ダ イヤル して相手 加入 者 を呼 出す 場 合 に使 用す る番号 で,そ の構成 は 市外 局番+市 内

局 番+加 入 者番号 とな って い る。 市外 通 話 には 最 初に 市外 識別 番 号 の"0"を 付 加 し,全 国 番号はG

を 除 き最 大9け た で構 成す る 。9け た の番 号 の 各け たは 最 初 か らABC… …1コ ー ドと呼 ばれ,Aコ

ー ドは 北 か ら1 ,2,… …9の 順 に地 域 的に 割 当て られ て い る。 原則 と してABコ ー ドで 所属 総 括 区

域,ABCコ ー ドで所 属 中心 局区 域 がわかb,ABCDコ ー ドで 所属 集 中 局区 域が 識別 で きる。 なお

番号 案 内,電 報 申込 み な どのた め"11×"あ る いはt'10×"の 全 国統 一 した特 殊 番号 が ある 。

固 交 換 機

各階位の電話局にはそれぞれ交換機がおかれ,そ の階位の交換局として必要な交換動作を行なう。

わが国において通常用いられている代表的な交換機は第5.2.t表 のとおりである。全国自動即時用交

換機は 自由左選択番号の翻訳機能,合 理的料金制を成立させる課金機能,回 線群の高能率使用機能

(大 回線群選択機能,迂 回中継機能,4線 式交換機能),良 好な雑音特性などの諸機能を備えるよう

設計されている。2)

第5・2・1表 代 表 的 交 換 機

種 別 記 号 設 置 局 使 用 機 種

市 内 交 換 機 LS 端 局相 当
A形,H形,C1形,C2形,C3形,

C45形,C400形

市 交
外 換
発 機
着
信③S)

市外発信交換機 TOS 集中局相当 C5形,C6形

市外着信交換機 TIS 同 上 C5形,C6形

市 外 中 継 交 換 機 TTS
中心 局,総

括 局相 当.
C8形

●

ピ

巨〕信 号 方 式

交換接続においては,加 入者と交換機間および交換機相互間で情報の送受を行力う制御手順が必要

である。この情報は交換機や回線の種類にょり異なるが,大 別すると

⑦相手加入者の番号情報をお くる選択信号

②発信または応答など交換機の動作を制御 したり,そ の状態を表示する情報をお くる監視信号

③発信加入者に交換機や相手加入者の状態を耳に聞こえる形で発信音や話中音な どを送る可聴音信

号

の三つにわかれる。
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回 伝 送 路

電話 な らび に 電信 を疎 通す る 伝送 路 は,装 荷 ケ ー ブル,搬 送 ケ ーブル な らび に 同軸 ケ ーブル等 の有

線 方式 と,超 短 波お よび マイ ク ロ ウ ェーブ等の 無 線 方式 に よ って 構成 され てい る 。首都 と各 県 庁 所在

地 等 の主 要都 市 相 互間を 結 ぶい わ ゆ る幹 線伝送 路は,長 距 離 即時 網の 拡 大 に 伴 っ て 同軸 ケ ーブル お

よび マ イク ロ ウェ ーブに よる超 多 重方 式 を採 用 してい る。ま たそ の他 の 中小 都 市 を結ぶ 短 距 離区 間に

つ い ては,装 荷 ケ ーブル,短 搬 方 式,細 心同 軸 ケ ー ブル方 式お よびPCM方 式 を 採用 して い る。 市外

電話 回 線の増 加 は 著 しい ものが あ り,昭 和44年 度 末 の延 粁程は 約4,800万 粁 に達 し,う ちマ イ ク

ロ ウェ ーブtsよ び 同 軸ケ ーブル方 式は 全 市外 回 線長 の8t%を 占める 。

回 通信の品質

通信の品質を示す ものとして伝送基準,接 続基準,安 定基準の三つがある。

伝送基準は通話品質および伝送品質を示す もので,国 際的標準がある。通信の品質を劣化させる要

因には,伝 送損失,雑 音,周 波数帯域等があり,基 幹回線の伝送損失は第5・2・5図の値となるよう網

設計上の配慮がなされている。接続基準とは接続の迅速性,す なわちダイヤルしても相手が出ない割

合(呼 損率)と か,接 続に要する時間等を示すものである。相手話中の場合を除き呼損率は,「 最悪

の場合で も1/to以 下を目標としており,接 続時間はt5秒 以内としている。安定基準は通信システ

ムの信頼度を示すもので,電 話系では通信相手と設備故障のため接続できない確率を1/佃0以 下と

している。このため市外伝送路には予備ルートを設けるなどしてシステムの安定性を確保するととも
1)

に,機 器そのものの信頼度を向上するよう努力がはらわれている。

、

◆

加 入 局 端 局 集 中 局

一 白一 一〇一 一 〇-E==二

7__1--

0.5

ス5_r

中心局

キ

総括局

一・UI.5_n,...n・L_4_〉_.0_一 ひ__O

ll

－

L
l

－『

中心局 集中局 端局

1「==}〇 一 〇
.s

L-7
0.5

0_="w-#s--4-_'-4.5-一 一

{
一品－Z5

加入者

区

52

第5・2・5図 基 幹 回 線 の 損 失 配 分
(単位dB)
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〔7〕通 話 料 金

加入区域内の市内通話については時間に制限なく,単 一料金7円 であり,加 入区域外等の市外通話

については,距 離に応 じて単位料金7円 でかけられる時間を変える ,い わゆる距離別時間差法(K方

式)が 採られている。

なお今回の公衆法改正による広域時分制が実施されれば,市 内,市 外を問わず時分制になる予定で

ある。第5.22表 に現行tsよび改定料金を示す。

●

b

第5・2・2表 通 話 料 金

区 分 現 行

(単位料金7円)

改 定 案

(単位料金7円)

区 域 内 通 話

(単位料金区域への通話)

1度 数(時 間無制限)7円

(加入区域内)

3分
準 市 内80秒

御 入区域外)

隣 接 区 域 内 通 話

(隣接単位料金区域への通話)
60秒 80秒

区

域

外

通

話

20粁 60秒 80秒

30粁 ろ8秒 58秒

40粁 30秒 50秒

60粁 21秒 21秒

80粁 15秒 15秒

100粁 13秒 13秒

120粁 10秒 10秒

160粁 8秒 8秒

24b粁 65秒 65秒

520粁 5秒 5秒

500粁 4秒 4秒

750粁r 3秒 5秒

750粁 を こえ る もの 2.5秒 2.5秒

ヴ
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'

5.2.2加 入電 信 網1)z)

加入電信は ・加入者自身がダイヤルによって交換機を介して希望の加入者と接続 し
,印 刷電信機を

使って直接通信を行なうもので,「 どの加入者とも接続できる」とい う電話の特色と
,「記録通信で

ある」という電信の特 操 ね徹 た験 通信サービスである.通 信雄 は375み(5・%

相当)で 半二重通信方式によるが,昭 和45年5月 末の加入数は約35 ,000に 達 し,今 後ともt万

卒 の増加が見込まれている。

加入電信網は電報k－よび加入電話とは別個のものを用いてtsb ,帯域制は総括局,中 心局の2段 階

からなる。第52.4図 に示すとむり現在交換機をおいている局は ,総 括局7局 と中心局t局(京 都)

のみである。交換局を設置した地域以外の加入者は ,最寄りの中心局または集中局に設けた集信装置
に収容し,加 入者線路を集束する。番号計画は閉鎖番号方式で ,総括局ごとに異なるAコ ードを与え,

総括局区域内はAコ ードを含み6～7桁 の構成である。また通信料金は昭和46年5月 末に電話と同

じK方 式への切換えが行なわれ,新 料金は第5.25表 に示すとおりである。

▲
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総 括 局{7)

中心 局

(交換局1)

集信局

む

bW
c

l
O O

＼

口 交換局

○:集 信 局

○ 加 入 者

○

●

"

第5・2・4図 加 入 電 信 網 の 構 成

第5・2・3表 加 入 電 信 料 金

距 離 区 分 秒 数(5円)

同 一 単 位 料 金 区 域 80秒

隣接単位料金区域および20㎞ まで 60秒

30〃 38秒

40〃 30秒

60〃 21秒

80〃 15秒

100〃 13秒

120〃 10秒

160〃 8秒

240〃 65秒

320〃 5秒

500〃 4秒

750〃 5秒

750Kmを こえ る もの 2.5秒

σ

`ら
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5・2・5専 用 線

専用線は加入電話や加入電信と異なり,特 定企業内の通信のために電電公社の設備の一部を賃貸す

るものであ防 電話,デ ータのほか,フ ァクシ ミリ,ラ ジオ,テ レビなど広範囲に利用されている。

専用線の基本形は2地 点間を結ぶ直通回線であるが,数 が多い場合にはこれ らを交換する,い わゆる

専用網としても一部利用されている。

専用線の特徴は,① 待たずに常時通信ができる,② 料金は定額のため,通 信量の多いときは加入網

より安 くつ く,③ 多種,多 機械の通信方式の選択ができる,左 どである。現在の専用線の種類と利用

形態は第5.2.4表 に示すとお りで,今 後データ通信の分野をふくめ飛躍的に増加が見込まれている。

また質的にもますます多岐にわたる需要が発生するものと予想されている。以下データ関係にっいて

その概要を述べる。

⑨
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第5・2・4表 専 用 線 の 種 類 と 利 用 形 態

専 用 契 約

の 種 類

利 用 の 形態
昭和45年

3月 末の

回線 数等

記 事

電

話

電

信

デ

1

タ

模

写

電

信

ラ

ジ

オ

テ

レ

ビ

市 内 専 用 ○ ○ ○ ○ ○ 162,461回 線

市

外

専

用

普

通

規

格

第1 ○

、

ス778〃 50B/S伝 送

第2 ○ 1,043〃 200B/S伝 送

第5 ○ ○ ○
11.554〃

(内2種30〃)

1種1200B/S}伝 送
ま たは電 話

2種2400B/8

放

送

規

格

第1 ○ 42〃 4,900HZ帯 域

第2 ○ 54〃 ス500Hz"

第3

`

○ 199〃 10,000H乞 〃

テ レ ビ 専 用 ○ 578端 未回線 映像および音声

広 帯 域 専 用 ○ ○ ○ 91回 線 481認 帯域

無 線 専 用 ○ ○ 549契 約件数

準 専 用 ○ 1509端 末 回線 交換網,音 声帯域

一100一
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(t〕各種の専用線

現 在の と ころ デ ータ伝送 に利 用 で きる のは 市 内 専 用線 ,お よび 市 外 専用 の普 通 第1,第2,第3規 格 回

線で ある 。

市 内専 用 は 同一 加入 区 域 内の 専用 線 で,直 流か ら5400Hztで の 交 流信 号 を伝 送 で きる 。 ア5

B/S以 下は直流伝送であるが ,ア5%以 上の符号伝送では回線の両端に変復調装置が付加される。

市外専用(普 通規格)は 三つの規格に分れており,第1規 格は50B/Sま での符号通信に利用でき,

市内は直流,市 外は搬信装置によb交 流伝送される。第2規 格は200B/Sま での伝送用で,両 端に

変復調装置を付加し,電 話中継所等の通信路変換装置を通じて市外電話1回 線に6回 線分を多重化伝

送する。第3規 格回線は一般の市外電話回線をそのまま用いるもので,両 端に変復調装置を設置 し

2,400B/Sま での伝送が行なえる。なお変復調装置の種類に応じて2線 式と4線 式があb ,2線 式

の場合は辞別2線 式または上b・ 下bを 端末で切替えて使用する。4線 式の場合は第2規 格と同じく

上り・下りに一対つつが使用される。

② 国縫 用料金1)

専用線の利用料金の構成要素は専用回線そのものの料金,す なわち回線専用料と,専 用線に接続し

て用いる端末装置等を電電公社が直営した場合の機械専用料に大別される。なお電電公社が直営する

端末装置はごく一部の機種に限られ,自 営を原則としている。

市内および市外回線専用料の現状を第5・2'5表 に示す。

、

t
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第5・2・5表 回 線 専 用 料 金

(a)市 内回線専用料

料金 の種 類 料 金(月 額)

所属電話局間の中継線の料金 200米 までごとに80円

端未から所属電話局に至る回

線の料金

(端末ごとに算定)

500米 まで200円

500米 をこえ る部 分 につ き200米 ご とに80円
'

輪

,

(b}市 外専用の市外回線専用料

距 離

料 金(円/㎞/月)
端 末 回線

専 用 料

(月 額)普通第1規 格 普通第2規 格

普通 第3規 格

第 ↑ 種 第2種

20粁 ま での部 分 550 2,040 4,500 6,000

2W:400円

4W:800円

(長さ嚥 孫)

×

20粁 ～40粁

ま での部 分
500 1,040 /2 ,500 3,100

40粁 ～240粁

ま で の部 分

400 6go 1,500 1,700

200粁 を こえ る

部 分

300 400 1,000 1,300

(c}変 復調装置の専用料

種 類

専 用 料(円/月)

200B/S用 1200B/S用 2400B/S用

4線 式MODEM

2線 式MODEM

6,000

6,500

6500

ス000

10,600

一

θ
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匡〕端末装置の技術基準

自営端末装置を接続するに当っで,通 信品質を維持し,か つ他回線＼の妨害をさける必要から,

「端末装置等の技術基準に関する規則(電 電公社公示第29号)」 が定められている。その内容は,

③専用線とその端末装置間の物理的電気的接続条件

②通信の秘密維持

③専用線の非合法な利用の防止

④他の通信回線に対する妨害の防止

⑤当該専用線による通信の品質維持に関する もの,で ある。

これにより,専 用者はあらかじめ当該端末装置について電電公社の認定をうけねばならず,技 術認

定はそのつ ど個別に行なわれる。

④ 準 専 用

自動 交換 方 式 に よ る市 内 通信 また は ダ イヤル 接続 市外 通 話 が可 能な 区間 に おい て,一 般 電話交 換 回

線 を利 用 して電 話以 外 の通 信方 式 に も必要 な 時 間 だけ使 用でき る制 度 で ある 。たN'し,こ の場 合 の通

信 は特 定 の準 専 用契 約 者相 互 間に限 定 され る。

5.2.4デ ー タ 伝 送 方 式

現 在わ が 国 で使 用 され てい る デ ータ伝 送 回線(専 用 線)の 種 類は,通 信 速度50B/S以 下,200

B/S以 下
,お よび1,200B/S以 下,2,400B/S以 下 の4種 で ある が,ま もな く100B/S以 下,

teよ び48KB/8が 追加 され る予 定で あ る 。 これ らデ ー タ伝 送 回線の 概 況 を一 部 計 画 中の もの を含

め 第5.2.6表 に示 す 。ま た用い られ る 変復 調 装置 の概 要 は 第'5・2・7表 にみ る とむ りで ある 。

デ ー タ伝 送は 機 械 に よ って処 理 され た,あ るい は処 理 すべ き情報 の 伝達 で あ り,従 来 の 人 と人 との

通信 とは 異ltb,ge本 的 には 次の 枝 輪 関係 す る。3)

∠."=
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第5・2・6表 デ ー タ 伝 送 回 線 の 概 況

信 号速度 回線構成 伝送帯域 通信方式 変調方式 市内伝送方式 同 期 記 事

50ピ ッレ秒 2W4W 電話1/21 全二重 F]M 直 流 非同期 普通第1規格

100ビ ッレ 秒 4W 臨1/12 〃 〃 〃 〃 計 画 中

200ビ ッレ 秒

4W 電話1/6 〃 〃 交 流 〃 普通第2規格

2W 電話帯域 〃 〃 〃 〃 加 入 デー タ

1200ビ ッ}ゾ秒
2W

4W
〃 半二重

全二重
〃 〃 〃 普通第3規格

第1種

2400ビ 。レ 秒 4W 〃 全二重 4nhM
'

〃 同 期 普通第5規格
第2種

4800ビ ット/秒 4W 〃 〃 未 定 〃 〃 計 画 中

%00ビ ヅト/秒 4W 前群帯域 〃 〃 〃 〃 〃

48000ビ ッレ 秒 4W 群 帯 域 〃 VSBAM ベ ースバン ド 同 期
非同期

計 画 中
FAx伝 送亘能

%000ビ ット/秒 4W 〃 〃

240000ビ ット/秒 4W 超群帯域 〃 VS耳AM 〃 同 期
非同期

〃

480POOビ ッ レ 秒 4W 〃 〃 〃 同 期 〃

へ

∬

、～

、

ざ

第5・2・7表 変 復 調 装 置 の 概 要

形 名 伝 送 速 度 通信方式 醐 周波数(Hz) 信号方式 適 用 回線

DT-205 200ビ ット/秒以下 全二重 FM 1200±100 一 普通第2規 格

DT-205 200〃 〃 〃
1080±100

1750士100
ス ピーカ 普通第3規 格

DT-211 200" 〃 〃 〃 ダイヤル 交 換 回 線

DT-1203 1200"
4W全 二重
2W半 重

〃 1700±400 スピーカ 普通第3規 格
第1種

DT-1211 1200〃 半二重 〃 〃 ダイヤル 交 換 回 線

DT-2401 2400ピ ット/秒 全二重
4相

位t酸調
1800 スピーカ 普通第5規 格

第2種

＼

♪

、＼

▲

『
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⑳

〔〕 市内直流伝送

従来,直 流符号の伝送は他回線への妨害あるいは減衰歪等の関連で75B/S程 度にまでしか使われ

ず,そ れ以上の速度については端末にMODEMを 設置 し,交 流に変換して伝送する方法が採 られて

きた。最近,線 路の平衡度を維持し,か つ1V程 度の低電圧で伝送する技術によりかなり高速の範囲

まで伝送可能の見通しが得られ,直 流伝送方式はにわかに注目され始めた。すなわち市内は直流,市

外は搬送方式等による,い わゆる電信形回線構成によるもので,

◎ 加入者宅内のMODEMが 不要

④P℃M伝 送路を容易かつ効率的に利用できる,

などの利点が多い。電電公社では100B/S,200B/S,1200B/S等 各方式の開発を推進中で

あb,こ れに関係する搬信装置の諸元を第5.2.8表 に示す。

② 高速デ ータ伝送

高 速 化の 実現 はPDM系 伝送 路vak・い て① 帯域 有効 利 用,② 広帯 域 伝送,の 方 法が ある 。前 者 につ

い ては4位 相 変調 技 術 に より 音声 帯域 で既に2400B/Sを 得 てい るが,更 に4800B/S方 式 につ

い ての検 討が 進 め られ てい る 。広帯 域 伝送 につ い ては,前 群,群,超 群 を使 用 し,そ れ ぞれ9.6K;}S,

48KB/S,240KB/Sを 伝 送す る方式 が検 討 され て い る 。さ らに帯 域 圧縮 技 術に よる群 お よび超 群

使用 の96KB/Sk-・ よび480KB/S方 式に っ い て も開発が 予定 され てい る 。

な お48KB/S方 式は,市 内 をベ ース バ ン ド,市 外 区間 にVSB変 調方 式 を用 い て,4sKB/Sの

デ ー タ信 号(同 期)あ る いは 最 高画 周波数24KHzの 高 速 フ ァク シ ミリ信号(非 同 期)を 伝送す 一、

る方 式 で,回 撒 成 は第5.2.5図4%見 る と助 で ある 。

(・)PCMデ ータ伝送 拭`)

PCM伝 送 路 を使 用す るデ ー タ伝送は,PCMそ の ものが パル ス 伝送 で デ ー タ伝送に 適 す る こと,

お よび 多 重度 が 高 く効率 的で ある ことか ら,そ の 実用 化 が 急 ピッチで 進め られ てい る。 デ ー タ信号 と

PCMク ロックの 同期 が 得 られ れ ば,PCM24方 式VatSい て1,544MB/Sの 伝送 容 量が 得 られ

る ことに な るが,ス ピー ドの 融通 性か ら非 同期 とせ ざ るを得左 い のが 現 状 で あ る。 しか しFDM方 式

に比 べ ては るか に 伝送 能率 は 良 く,PCM120方 式 あ るい はPCM800MB/S方 式等 の 導入 を考

え る と,PCMデ ー タ伝送 方式 は将 来 とも きわめ て有 効 な 伝送 方 式 といえ る 。

符 号 化 の方法 と しては,第5・2・9表 の とお り,既 に い くつ かの 方法 が考 え られ てtsb,そ れぞ

れに 特 徴 を も ってい る 。

しか し,POM伝 送は 将来 性が あ る と して も,現 時 点 では まだ 必ず しも導 入条 件 が そろ ったわけ で

な く,基 幹 回線用PCM方 式 の 導入 お よび 需要 の 増大 に待つ と ころ大 であ る 。ただ しFDM回 線の一

部帯 域 にPCM符 号 をの せ る研 究が 進 め られ てお り,こ の ような形 で 案外 早 い 機会 に長 距 離 区 間に も

伸び る もの と思 われ る 。.
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第5・2・8表 デ ー タ 伝 送 用 搬 信 装 置

形 名 伝送速度 ch数/8ys 醐 cl1周波数

間隔働)

偏移周波

数⑭)
使用回線

DT-201形 搬信 装 置 200ビ パ/秒 6 FM 480 120 4W音 声回線

DT-1201形 搬 信装 置 1200〃 24 〃 2000 500 4W

群帯域

(12～60鋤DT-2401形 搬 信 装 置 2400〃 12 〃 4000 1000

ろε

、

竜

注:市 内区間の伝送は4W直 流伝送による

へ

び

＼
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第5・2・9表PCMデ ー タ 伝 送 の 符 号 化 方 式

方 式 名 方 法 記 事

標 本 化 方 式 デ ー タ信号 の マー クに対 し,PCMの 標本 化 伝送効率が低い。

パルス全部を送出する方式 PCM変 換装置が簡単。

低速データ伝送には十分

経済 性が あ る。

ス ライデ ィ ング デー タ信 号 の1.0の 状態 変 化 時 点 をnビ ッ ト 伝送効率を高めるために

イ ンデ タクス方 式 (3ピ ッ ト以上)の パ ル スで 符号化 す る方式 開発した方式である。

第1ピ ッ ト… 状 態 ビ ッ トの 生起 を示 す。 データ信号の変化のみを

第2ピ ッ ト 伝送するためPCM伝 送

～}禦 『内を量子化して位置
路で生ずる符号誤 りの影

響をうけやすい。
一1第

n ビ ット

第Uピ ッ ト・・状 態変 化 の 方 向

(1ご ・)

固定 イ ンデ ック ス デ ータ信 号 の符 号 の状態(1,0)と そ の変化 伝 送効 率は ス ライデ イ ン

方 式 時 点 と を5ピ ッ トで符号 化 す る方 式。 グ ィ ンデ ックス方 式 と同

タ イ ムス ロ ヅ トを5分 割 し状 態変化 の時 点が
一 で あ るが,デ ータ信 号

各部の前半でおきたか,後 半でおきたかおよ の状態を伝送するためP

び変化時点の状態をあらわす。 CM伝 送路の符号誤りに

変化点符号 対して,比 較的影響をう

1E:1011L:100 け に くい。

2E:0112L:010

3E:0013L:000

状 態符号
状 態1:111

状 態2:110

デ ュ アル モ ー ド デ ー タ信 号 の変 化点 を2ビ ッ トで 符 号化 す る 2ビ ッ トで デー タ信 号 を

方 式 方 式。 送 る と とが で きるた め,

第1ビ ッ ト(変 化 符 号):変 化 前の2方 式より伝送効率

時点直前の符号出力パルスと同極性 が良 い。

第2ビ ッ ト(時 間 位 置符 号):

タ イム ス ロ ッ トの前 半(E):0

〃 後 半(L):1

以 上 の2ピ ッ ト以 外は デー タ信 号 の状 態0,1

に対応し送信側で予め準備されているモー ド

ま たは1モ ー ドパ ルス が送 出され る。

ス タ ー ト・ス ト ップ ス タ ー ト信 号 とス トップ信 号 の 間 に限定 され 伝送路の信号速度でデー

方 式 た符号長のパルス列としてデータ信号をPC タ信号の伝送ができるの

M伝 送路に送出する方式。 で伝 送効 率 が よい。
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52.5デ ー タ通 信 のた め の 通 信網 利 用

日本の通信回線は電電公社が専有し,デ ータ通信も公社が直営でやる場合はともか く,民 間の回線

利用制限は比較的きび しいものがあった。データ通信需要の増大 に伴 い ,通信回線の開放をめぐる

論議が急速に高まってきたところ,今 回公衆電気通信法の改正案として本年の通常国会で審議される

までに至 ・た・こうして電電公社は情 ⇔ 重信回線の全面開放という大きな嫌 嫌 げようとしてい

る。

公衆通信法の改正が具体化するまては?回 線開放が実質的にどの程度のものになるか
,の不安は消え

ないが,改 定 内容 の骨子はおSむ ね次のとteりとされている。

① データ通信回線を共同使用できる企業グループ範囲の拡大

② 計算業務,検 索業務のためのデータ通信回線の他人使用を認める。

⑤ 市内断 割(広 域時分割)の 導入を前提として ,公 衆通信網をデー極 信のために利用可能と

する。

④ データ通信回線の共同使用料 をとらない。

⑤ 企 業 グ ル ー プ範 囲 ・回 線料 金 に つい ては ,公 社 も民 間 も全 〈向 じ条 件 とする 。

⑥ 民間で設置する機器の認定については,極 力簡素化 ,迅速化する。

以下,デ ータ通信に関係する法 律 の主な内容について概観する。

(1)デ ータ通信回線使用契約制度の新設

民間企業等が設置する電子計算機,端 末装置器に接続する通信回線の利用制度で
,①特定通信回線

使用契約,お よび②公衆通信回線使用契約の2種 類か ら成る。

①は一昨年の郵政舖 会答申で要請された 「宇 タ通信回線サービス」起 び 「デ .極 信回線網

サ『ビス 」を指すもので ・従来の朝 線の共同弄り用鯛 の拡大されたものと解釈できる
.前 者は麗

相互間のメッセージ交換はできないが ,契 約者は不特定多数の顧客との間で特定通信回線を使用でき

る・鶴 は業務上相当の関係を有する企業グ・レープ間で専用網を共同使用できる ものである
.な 搬

続する電子計算機等は技術基準に適合するものでなければならない
。

②は加入電話網起 び加入電信鰍 自営の電子計算機 を接搬 用できるもので
,回 線網の他人使

用はできないほか逗 子計算機 は技縫 靴 適合するものでなくてはならない
。杜 広域時分$‖の

採用を前提とするほか,現 在の回線網をそのまま便用ずるものて,通 信網り回線品員乞1・」エ〉ぜる守

の措置は電電公社として特に講じない。

(2)デ ータ通信設備使用契約

電電公社または国際電電会社が設 備するデータ通信設備の利用制度である。端末装置は公社の直営

を原則とするが,特 殊な端末装置であって公社が業務上支障がないとする場合には,利 用者の自営も

できる。
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(3)そ の 他

広域時分制は現行の市内通話の度数制を改めて,単 位料金区域内の通話はすべて時分割とするもの

で,関 係工事は46年 度後半から48年12月 頃までと予定されている。

特定通信回線使用契約tsよびデータ通信設備使用契約に関する規定の施行期日は ,昭和46年9月

1日 とされている。

5・3諸 外 国 の 動 向

5.5.1CCITTの 動 向

eCITTの 第4回 総会(45年9～10月 ,ア ル ゼ ン チンの マル デ ル プ ラ タ市 で 開催)に おいて,

デ ータ伝 送お よび 電信 関係 に 共通す る次 会期(1968～1972年)中 の 重 要課 題 と して 「デ _タ

tsよ び メ ッセージ 伝送 用 の将来 網 の研 究 」が と りあげ られ
,こ の た めの 合 同作 業 部会 と して,NRD

(N…ea・xRe・ea・xp・u・D・nn:… デ ー・伝送 用髄 信網)が 設 け ら鞭
。

NRDの 課題 は 次の 二 つに わか れ てお り,こ れ らにつ い て別 項の よ うな検 討 をお こな うこと とな っ

てhるo

Dメ ッセージお よびデータ伝送用新電信形回線網の研究

ユーザ宅内にモデムを置かずに宅内から交換局まで直流方式の伝送をおこなう
,い わゆる電信形回

線による200B/Sあ るいはそれ以上の交換網の研究

の データ・サービス用の別交換綬)特 性

伝送 ・交 換 ・制 御 の統合 を 基本 と した 時分 割 技 術 を使 用す る ,デ ー タ ・電 話 ・電 信 ・ファ ク シ ミ リ

等 の た めの 新 しい交 換 網 の 特性に 関す る研 究。

④NRDの 研究囎(他 の研究グルヲ との関瀬 目を含む)

(1)信 号 速 度… … デ ータ網 には どの 程度 の デ ータ信 号速 度 を 用意す れ ば よい か。

(2)伝 送 符号 … …2値 符号 で あれ ばいか な る符 号の 伝送 も認 め るべ きか 。網 制御 の ため の符 号 の 定

め 方に よって は制限 が 生ず るがそ れ を どの程度 許容 すべ きか 。

(3)伝 送 モ ー ド… … 同期 式 か調 歩 同期 か,ま た その 両方か 。

(4)国 内 網め 国 際接 続… … 等時 形 伝送tた はPCM同 期 デ ジ タル伝 送が 出現 した場 合 の 信号 方式
,

タイ ミング 等の 問 題

(5)電 話網 と デ ー タ網の 相 互接続 ……接 続す べ きか どうか 。 信号 方式,イ ン タフェ ース
,同 期,番

号,料 金等は ど うす るか 。

θ 網構 成 と番号 計 画

(7)デ ー タ端 末 と デ ー タ網 の イン タフ ェース

(8)伝 送 路… …信号 速 度別 に どの ような 伝 送技術 を適 用す べ きか
。
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(9)そ の他の機能……

D呼 の設定時間の平均値,最 大値はどの程度の値を目標とすべきか。

iD呼 の解放時間はどの程度にすべきか。

jD半2重 か全2重 か。

iiD異 種端末相互の通信のための,速 度変換,符 号変換は必要か。

V)加 入者クラスは必要か。

vb再 送サービスは必要か。

vゆ 網の誤り率はどの程度を目標とするか。

vib被 呼者確認の方法は。

i>0同 報サービスは必要か。

⑦)料 金はどのように定めるか。

最 近 の 活動 状 況

昨年11月,ス イス の ジ ュネ ーブに おい て;NRDの 最初 の合 同作 業部 会 が 開かれ,下 記 の よ うに

三つの作業部会にわかれて審議がおこなわれた。

(1)第1作 業部会

「データ通信網の相互接続条件 」

異種ネットワーク間の相互接続に関する問題点を検討するもので,

Dデ ータ網の分類

の 既存網,将 来網など各網間の相互接続。

iil)信号方式と交換に関する問題

i① 同期に関する問題

め サービス品質に関する問題

などについて審議が行なわれ,非 同期ネットワーク間と同期ネットワーク間の相互接続に関して,

二つの特別作業部会が設げられ,検 討を続けることSな った。

(2)第2作 業部会

「デ ー タ端 末 装置 とデ ー タ網 と の イ ン タフ ェース 」

主 な検 討 項 目は 次の とお りで ある 。

D起 呼 か ら復 旧 に至 る 過程 の区 分 。

① イ ン タ フェ ース の 機能 と手 順 。

ii》新 デ ータ網の ため の 新 しい 簡単 な イン タフ ェ ース 」

iiiD新 デ ー タ網の 呼の 手 順 。
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⑤ 第5作 業部会

「新データ網への要求条件」

参加各国代表全員により,将 来のデータ網は,既 存網の拡張では不可能なことが了承され.将

来網について次の5項 にしぼり審議すること十なった。

i)デ ータ網を必要とする理 由とその目的。

ii)利 用者の網に対する要求条件。

① 設計者の網に対する要求条件。

昨年の会議は,第 一回ということもあって,全 般的に細かい問題は今後の検討にまっことSし,全

体の方向を定める ことに主眼がおかれたようである。

5.5.2ア メ リ カ

の ベルシ巧 ムのナーピス

(1)デ ータ ・ホン(1958年 よ り開始)

電 話機 のか わ りに,ダ イヤ ルと モ デ ムを含 む デ ー タ ・ホ ンセ ッ トを設け,ダ イヤル に よ って相 手を

選択 し,デ ー タ伝送 す る サ ー ビス である 。

デ ー タ ・ホン セ ッ トはATTの 直営 が 原則 であ るが,ATT社 の提 供 す るPD(protective

device:信 号 レベ ル調整 の ため の も¢))を 使 用す れば セ ッ トの 自営 も認め られ る。

シ リーズ100

シ リ ー ズ200

シ リー ズ500

シ リー ズ400

シ リー ズ600

(2)

低速,500B/S以 下

中速,音 声帯域,1,200～2,400B/S

高 速,19.2KB/S・v2SO・4KB/S

低速,多 周波 用

ファ ックス,心 電図 伝送 な ど,ア ナ ログ 用

デ ー タ'ホ ン50

ATTが1968年 よb始 め た試行 サ ー ビスで,ニ ュ ー ヨーク,ワ シ ン トン,シ カゴ,ロ ス アンゼ

ルス の4都 市 を 結ぶ50KB/Sの 広帯 域 交換 網 で ある 。利 用者 は1969年7月 現在3社 で あった。

広帯 域 回線に 加 え打 合用 音 声 回線が 付 加 され て お り,デ ータ伝 送 とファックス通 信 の いずれ も可 能 で あ

る 。料 金は 端末 ご との 基本 料 と 通 信量 に対 応 した料 金 とか らな ってteり,通 信 料は1分 間 ま たはそ の

端数 ご とに 課 金さ れ る。

注)通 信 料 は,例 え ば シ カゴ～ ニ ュ ー ヨー ク間(601～t,200mileラ ンク)2.25ド ル/分

で ある 。

サ ー ビス ・エ リア外の 顧 客に は 区域 外加 入 と して サ ー ビスさ れ る 。

シス テムの 構成 と しては,苧5ク ロス バ ー交換 機(電 話 サ ー ビス 用)か ら顧 客宅 内の12ボ タ ンの

押 ボ タン電話 機に 至 る2W電 話 回線 と,十5ク ロス バ 交換 機に 従 属 し,そ れ と連 動 する 広帯 域交 換 機

か ら顧 客宅 内に 至る4W広 帯 域 回線か らな ってい る 。

この サー ビス の 第一 の特 徴は50KB/Sと い う高速 性 に ある 。

50KBifsと い うス ピー ドは毎 分teよ そ50万 字 の 伝送 が 出来 る こ とで あb,主 な 用途 と しては,
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j)コ ン ピュ ー タ相 互間 の負 荷 配 分や ファ イル交 換,プ ログ ラム交 換 な ど。

ii)磁 気 テ ー プの 伝送

iil)高 速 ファ ックスや ライ ン プ リン タな どの高 速端 末 間の通 信

な どが考 え られ る 。

も う一つ の特 徴 と しては経 済 性 が あげ られ てお れ ペル シス テムが 提 供 している他 の 宇 多伝送 サ

ー ビス(専 用 線利 用 や デ ー タ.・ホ ン)に 比 べ て,1日 の 使用 時 間が10数 分 か ら5時 間位 の範 囲で あ

れ ば,こ の サ ー ビスが 最 も安 い とい わ れ てい る 。

この サ ー ビスの 試行 期 間は5年 間 で ある が ・今 後の 需要 の 動 向は,将 来 の デ ー タ網 の あb方 にか な

りの 影 響を与 え る ことSな ろ う。

〔2〕 ウエス タンユ ニオ ンの ナ ーピス.

(1)広 帯 域交 換 サ ー ビス(BEX:B・ ・adb・nd・x・h・ng。 、e,vice)

2'kH'tz・4kH・ ・8kH・ ・16kH・,48kH・,の 各繊 の 同 齢 有す る交 換 網力s計画

され てい る・現 在提 供 され て い るのは2kH⇔ よび ・kHZの2種 類 で
,カ・入 者 はeCWtvaあ た リダ

イヤ ルで速 度 の選 択 が可 能 で ある 。1965年2月 に サ ー ビスが 開始 され
,1968年 末47都 市

5↑5加 入 と⇔ れ る・ 麟
・Wつ かの 都 市 で48KHZサ ー ビスの 試行 が 起 な われ てV、る 模様

で ある 。

この サ ー ビス とデ ー タ'ホ ンの違 い は
・一 ザカ・速度 を選 択 で きる こ と,純 び 料金 制に ある.通

舗 は 最初 の 粉 が す ぎる と以 後 ・秒 ごとに 課 金 され る
.鹸,知 利 用者 に対 しては 料金 の割 引 き

もお こなわれ る。

(2)ISCS(1・f・ ・m・・i・nServiceC。m,u・ 。,S,、,。m)

こ の シス テ ムは,公 衆電 報 ・テ レ ッ
,クス,情 報処 理,そ の 他 全 て の記録 通 信 の業務 を統合 して扱 う

こと を 目的 と して開発 され た もので ある
。

シス テ ムの構 成 は ・サ ン フ ラン シス コ
,シ カゴ,ニ ュー ヨー クに 処理 セン タを,上 記三 都 市 と ア ト

ラン タに 通信 セ ン タを置 く。

各縮 セ ン 燗 は ・2・…B/Sの 回線 で結 合 され
,三 都 市 の処理 セ ン タと鮪 セ ン 燗 は,,ア

相 互 で結合 され てい る。

各 勘 ネ ・ トワ ークや 専用 纐 通 信 セ ン タに接 続 され
,こ こで 伝送上 の処理 を行 な 。た う適 当な

処理 セ ン タへ 伝送 され る。

この計 画は ・三 つ の段veva5}ttて 進め られ る ことに な ・て鋤
,第5・3・ 咽 に示す ものは,そ

の第 椴 階の 繊 で ある …f・-C・mと い うのは
,専 用線 共 同利 用tr-,41'で,恥 ラ。,〃

の ユ ーザが 加入す る もの で あ る
。

処理 セ ン タと通信 セ ン タの 結合 の 関係 は 第5・5・2図 に 示 共 助 ⑭ る
。
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⑤ARS(AdvancedRecordSystem)

全国 にわ た る連 邦 政特 番機 関 の行 政活 動 のた めの 記録 通 信 シス テ ム と して1966年 よbサ ー ビス

開 始 した もの でそ の 構成 を第5・3・5図 に示 す 。 この シス テ ムは テVプ ク ス形 の 回 線交 換 方式 に コ

ン ピュー タに よる メ プ七 一 ジ交 換の 機 能を 結合 して,ネ ッ トワー ク利 用 の 融通 性 を高 め た もの で ある 。

本 シス テ ム の特別 な 機能 と しては,次 の よ うな各 種 の サ ー ビス が あげ られ る。

)

)

D

D

同文メッセージの伝送

異なった端末をもつ加入者への接続

加入者 ビジーによる反復呼出し

優先呼の取扱い

データ集信サービス

テレックス
㎜
PMS

AUTODIN－
異 方 式網 との接 続

し

テレプリンタ

磁気 テ ープ

パンチカード

迂
回

中/
継/

線/

プア ク シ ミリ音 戸

中

,、

損

＼

＼

接続局

低速
扮

狭 帯 域 回線

150b/8

まで

広 帯域 回 線
150b/s～

48Kb/s

まで

第5・3・5図ARSシ ス テ ム

要 すを に テ レ ックス,TWX,公 衆電 報 サ ー ビス,AUTODINな どの各 ネ ッ トワ ークを メ ッセ

ージス イ ッチ ング セ ンタ で結 合 し
,総 合通 信 シス テム化 してい る点 に 特徴 が ある。
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〔5〕ARPA網
ア メ リカ国 防省 のARPA(AdvancedResearchProjectAgency)の コン ピュー

タサ イエ ンス 研 究に 関連す る全 米19ヵ 所 の 大学,研 究所等 の コン ピュ ー タを結 ぶ50KB/Sの デ ー

タ通 信網 で ある 。

この うち,4ヵ 所 を結ぶ 網に つい ては,1970年2月 より試験 運 用 が行 なわれ て い る。

こ の網 の 目的 は コ ン ピュ ー タ間で 情 報資 源 の共 用 をはか る こ とに あ り,一 つ の コ ン ピュ ータが 計算

中に あた か もサ ブル ーチ ンを呼 び 出す ような 形で,他 の コ ン ピュ ータの ソフ トウェア とか デ ータを利

用 で き る よう考 え られ てい る。

した が って,応 答 時間,信 頼性,見 逃 し誤り率 な どにつ いて 相 当 厳 しい規格 に よ ってい る。

網 内の転 送 時間 …… …O.5秒 以 内

伝送 路障 害 に よるそ 通不能

… ……50秒/年/局 間

交 換 機 のMTBF… … …10,0'O・ 綱 ㎞
一12見

逃 し誤 り率… … …10

・≠

4

網 の構 成 と しては,上 記 要 件 を 満ずた め,端 末 に 蓄積交 換 機 能 を もつ小 形 コ ン ピュー タ(交 換 機)

を置 き,利 用者 側の 計 算 機(hostComputer)と の イン タ ーフ ェ ースを とる とと もに,他 のい

くつ か の 端末 の小 形 コン ピュー タ と結ん でい る 。

ま た,信 頼 性 を 高 める た め に,端 末相 互 間 では他 の端末 のIMPを 中継す る場 合 を含め て独立 な ル

ー トを少 な くと も2ル ー ト確 保 す る よ うに してい る
。

網 構成 の概 念 と実際 の 網構成 を第5'5・4図 お よび 第5・3・5図 に 示 す 。

交 換 方 式 と して は,メ ッセ ージ を最大1000ピ プ ト程 度 の パ ケ ッ トとい う ブ ロ ックに 分 割 し,パ

ケ ッ ト単 位 で 送受す る い わゆ る パケ ッ ト交 換 方式 といわれ る一 種 の 蓄積 交換 方 式 を と ってい る。

↓

ぶ 。
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HOST:bOstcomputer

(利 用 者 側 の コンピュータ)
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proce8SOI「

IMP

⊇
第5'・5・4図ARPA網 構 成 の 概 念 図

↓
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ラン ト1

/へ 、

第5・5・5図 実 際 の 網 構 成

交換方 式 として は,メ ッセ ージ を最 大1000ピ ッ ト程度 のパ ケ ッ トとい うブ ロ ック に分割 し,バ

ケ ッ ト単 位 で送受 す るいわ ゆ るパ ケ ッ ト交換 方 式 とい われ る一 種 の蓄積 交 換方 式 を とってい る。

ltts,こ の網 をコ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワ"ク とい う面か らみた考 察 を第6章 に述 べ てあ る。
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〔4〕U.C.Cの デ ータ伝送 網

UCC(UniversityComputingCo)の 子 会社DataTransmis'sion社 がFCC

に認 可 申請 中 で,現 在 裁定 ま ちの デ ジ タル形の 公 衆網 で あ る。UCCで は,さ しむ き全 米35の 都市

に10個 の 交換 局 をtsき,マ イク ロウ ェー ブを主 とす る 回線 構成 を意 図 してtsり,そ の 計画 内容 は 次

の とお りである 。
1

伝送 速 度:専 用 ・交換 線 … … …150,4・800,9・600,14・400B/S

専 用線 …… …40,sKB/8

接 続 時 間:5秒 以 下

ビ ッ ト誤 り率:10-6以 下

サ ー ビス 料金:既 存 サ ー ビス より格 安 にす る。

しか しなが ら,こ の計 画 に対 しては 通 信会 社 側か ら激 しく反 論が な さ れ てい る 。そ れ は,UCCの

計 画が 採算 上有 利な デ ー タ トラフ ィ ックの密 集 地域 のみ を対 象 として,格 安 な料 金 を打 出 してい る点

に対 す る もの で ある。 通 信会 社 と して は 不 採算 の市 内呼 とか,ト ラフ ィ ックの稀 薄 な地 域 に対 して も

サ ー ビスの 義 務 を負 って いる 訳 で あ り,全 体 と して 均衡 ナる形 で料 金表 が 定 め られ てい る。 に もか か

わ らず 採算 上 有利 な地 域 の みで 競 争 させ られ て はか なわ な い とい うもの で ある 。む ろん,通 信 会 社の

技 術 と施 設 を利 用 して競 争す れ ばUCCよbさ らに 格安 で 良質 な サ ー ビス 提 供は 可 能 と考 え られ る

(事 実 ・ATTは そ の ように表 明 してい る)が,そ の場 合通 信会 社 の公 共 目的は十分に果す こ とはで き

な くな ろ う。FCCの 裁定 ま で には 相 当の 論 議 を呼ぶ もの と考 え られ る。

5.5.5西 ド イ ツ

電 話網,テ レ ックス 網 に よる もの に 加え,別 納の ダ テ ックス 網 に よる デ ー タ伝送 が行 なわ れ てい る。

(1)電 話 網 の利用

モ デ ムは 全 て直営 で ある。 一定 の 技術 基 準 を 満せ ば コ ン ピュー タの接 続 も認 め られ る。

通 信速 度 は,200B/S以 下,1,200(ま た600)B/SiSよ び20多 秒(並 列 伝達)が 提 供 さ

れ て い る。

(2)テ レ ッ クス

回 線 制御装 置 も含 め 全て の宅 内装置 の 自営 を認 め てい る 。加 入者 は基 本 設備 を 設置 す る義 務 もな い。

⑤ ダ テ ックス

西 独逓 信 省 に よ りt967年1月 よ り始 め られ た,電 信 形(加 入 者 線部 分が 直 流で 伝送さ れる 方 式)

の デ ー タ伝送 で あり,端 末 に モ デ ムを必 要 と しな い 。通 信速 度は200B/Sで,電 信 電話 とは別 個 の

交換 網 を構成 す る。

交換局

加入線

中継線

端 末

料 金

ベ ル リン,デ ュ ッセル ドル フ,フ ラン ク フル ト,な ど8局

直 流式,4線 ま たは2線 式

音 声帯 域6分 割 使用

回線 制御装 置(ダ イ ヤル,ア ンサ ーバ ックを含 む)を 直営 とす る 。宅 内 装置 は 自営 。

全 国2段 階(同 一 交換 局 内は12F>/ioペ ニ ヒ,区 域 外Z5秒/tOペ ニ ヒ)
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特徴 と しては,誤 り率 が低 く,経 済 性 が 高い こ とが あげ られ る 。

(4)EDS(ElectoronicDataSwitchingSyste】m)

この 電 子式 デ ータ交換 シス テ ムは 増大す る テ レ ックス や デ ー タの トラフィ ック に対 処 す るた め と,

テ レ ックス,ダ テ ックス,専 用通信 網な どを統 合 して 多様 化 と経 済 化 を図 る こと を 目的 と した シス テ

ムで,t97t年 より200加 入程 度 で 試 験実 施 に 入る 予定 の もの で ある。

この シス テムの提 供 す る サ ー ビスは,短 縮 ダ イヤ ル,ホ ッ トラ イン,同 報 通信,速 度 符号 変換,発

呼 者へ の料金通 知,テ レックスへ の情 報 案 内等 で あ り,交 換 機 と しては プ ログ ラム内蔵 制脚 の ビ ッ ト

蓄積式 の交 換 機 を 主体 に,一 部 蓄積 変 換 機能 を もた せ てい る 。

5.5.4フ ラ ン ス

(1)電 話 網 の利 用

当 初モ デ ムは 自営 で 出発 した(特 定 の メー カの 製 品が 指定 され てお りどれ で も良い とい うこ とでは

ない)が,現 在 では 直 営 に切換 え られて い る。 コ ン ピュ ー タの 接続 は 認 め られ て い ない 。

(2)テ レ ックス の200ボ ー化

テ レ ックス 網 の伝送 速 度 の50B/Sは,デ ー タ 伝送 の た めには 不 十分な の で,フ ランス郵 政 省は

t969年,200B/Sへ の拡 張 をお こな った 。そ の要 点 はっ ぎの と☆ りで ある 。

.D50B/Sと200B/Sを 切替 使 用 で き る サ ー ビスと,200B/S専 用 の サ ー ビスが ある。

ij)200B/S通 信 希望 加入 者は 新形 局へ 収 容 す る。

iii)交換 局 の改造 を避 け るた め,接 続 は これ ま で 同様50B/Sで お こない被 呼 者 に接 続後,符 号を

送 って切 換 え る。

MD所 要 の 帯域 巾の 回 線選択 と,課 金 の 必要 上,接 続 時に200B/snt続 をtsこ な うか否 か を 識別

す る 必要 が あるが,こ れは 両速 度 共 用 の加 入者 に対 しては200B/Sの 起 呼信 号 に特 殊 パ ルスを

倒 して区別?・200B/・gmの 加入者はク・スで識別する・

(5)Caducee計 画

既存 の 通信 網 では 伝送 品質 等 の面 で デ ータ伝送 の需 要 に応 じ られ な い ため,暫 定 的 に作成 され る デ

ー タ網で あb
,t971年 末 に運 用 開始 を 予定 して いる 。4線 式の 回線交 換 方 式を 採用 し,4,800

%ま でのデータ伝送を可能としている。

この 網では,同 一 局に所 属 し,メ タ リック ワ イヤ で接 続 され た加 入者 相互 では,さ らに50KB/S

ま での ベ ース バン ド伝送 が 可 能で ある 。

(4)ヘ ル メ ス計 画

将 来 の本 格的 デ ー タ網に つい て の 研究 計 画で ある 。蓄 積 プ ログ ラム制 御お よび 時 分割 制御 の交換 機

を含 む デ ジ タル網 を想 定 して お り,次 の よ うな 案が 考え られ てい る。

Dデ ー タ網 より端 末 ユ ニ ッ トに ク ロ ック を供 給 する 同期 方 式

ii)符 号 に対 す る トランス ペア レン シーを可 とす る 。

iiD接 続 時 間 は 接続 遅 延時 間 を除 き,リ ン ク当 り30ms以 内

iiDパ ケ プ ト ・ス イ ッチ ングを お こな う。
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かなり理想的な網をねらっているようであるが,現 状からみてその実現には多くの難問を解決せね

ばならないであろう。

5.5.5イ ギ リ ス^

(1)デ ーテル

英 国郵 政省 が,1964年 か ら提供 を始め た デ ー タ伝送 サ ご ビス で ある 。速 度 別に 六 つの サ ー ビス

にわけ られ て い るが.デ ーテル200(200B/Sの 直列 伝送),300(20等 秒 の並 列 伝送),

600(600B/S5(は1200B/Sに 切換 使 用 で きる)の5種 は 電話 網 を利 用 してtsこ な ってい る。

モ デ ムの 自営は 認 め られ な い 。2000B/S}tSよ び2400B/Sは 専用 線 に よってい る 。

(2)デ ーテ ル4.8K

デ ーテ ル48Kは,48「e/Sの 高 速 デ ー タ伝送業 務 で あ る。48KHZの 群 帯域 回 線を利 用す

る もの で,専 用線 お よび交 換 線の 形で 提供 され る 。

交 換 業 務 と して の デ ーテル48Kは1970年 に 試行 を始 めた もので,交 換 局 は ロン ドン,バ ーミ

ン ガ ム,マ ンチ ェス タ,の3市 に設 置 され る 。 局間 中継 は60～fO8KHZの 群 帯域 を使 用する
。

加入 者 は,局 か ら1.5マ イルの 範囲 に限 定 して通 常 の電 話 ケ ー ブルを 使 用 し,交 換は 当分手 動 交換 で'

お こなわ れ る。 モ デムは 郵政 公 社が 提供 し,高 速 度端 末 装置 か らの信号 は モ デム で調整 した の ち,交

換 局へ は ベ ース バ ン ドで 伝送す る。

ftk・,専 用 線 を利 用 した 全二 重 回 線が,ミ ドラン ド銀 行 の2カ 所 の コン ピュ ータ ・セ ン タを結 ん で,

昨年 末 サ ー ビス を 開始 した と 伝え られ てい る 。

(5)NPLの デ ー タ網構 想

英国 国立 物理 研 究所(NPL)で は,最 近,会 話 形 式の デ ー タ通 信 に適 した高速 の応 答時 間 を もつ

公衆 用 デ ー タ通 信網 につ いて 新 な 構想 を打 ち 出 した 。そ の 構 想 を第5・5・6図 に 示 すが 概略 は 次

の とお りで ある 。

ある 飽 囲 内の端 末 回 線 を集束 し,こ こに バ ッフ ァ機 能 を もつ イン ター フェース コ ン ピュー タを置 く。

端 末 装置 と イ ン タ フェ ース コン ピュ ー タの 間で は,通 常 の端 末装 置 に対 しては バ イ ト単位 で,コ ン ピ

ュー タ端末 装置 に 対 しては ブ ロ ック単位 で デ ータの転 送 を夢 こな う。 イン タフ ェース コン ピュ ータか

ら外 側 に対 しては,パ ケ ッ トとい う一 定 の フ ォー マ ッ トの メ ッセ ージの 形 で,あ る一 定 の高 速度(た

とえ ばt.sMB/8)で デ ー タを送 受す る 。

この方 式 では,端 末 装置 の 制御 機能 の 集 中化や,端 末装 置 一 コン ピュ ー タ間 の転 送 制御 の単 純 化

と融 通性 を もた せ る こ とが で き,速 度 や機 能 の違 う多様 な端 末装置 に対 し容 易に適 応 でき る よ うに な

る。 また,イ ン ター フ ェース コン ピュー タ相 互 は デ ー タの形式,端 末 装 置 に 関係 な く単純 化 され 高能

率 化が は かれ る。(第5・3・7図)

この 構 想 に よる 網は 会 話 モ ー ドの ような メ ッセ ージ長 の短 い トラフ ィ ックに 対 して有効 と考 え られ

る 。
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この 計 画 の実 特 定 は ・197・ 年 末ま でt・・agSiJlt]ijll入者 を対 象・・して 槻 模 な試 験 を実 施 し
,逐次拡 大 し

て1977年 末・ で嫡 用に 供す る と⇔ れ てい ・が
,そ の 目標 と してい=は,お 、よ

そ 次の よ うな もので あ る 。

D速 度 変換,符 号 変 換 を可能 とす る 。

‖)ノ ー ド瀬 棚 蛙 び ノー ドとイ ・ タ フ ェ弓 計 算 鯛 を結ぶ
・・イ ・ベル ・ネ 。 、。.ク 内 の

:伝 送 遅 延時 間は100ms以 下 で あ る こと
。

ゆ 専 用 線 サ ゼ スや ・あるグ ル づ 内 だけ の 接 続 綱 サ ー ビスが 可 能 で ある
。

この構 想 は ・将綿 と してい ろい ろ 働 た点 を持 ち
,牌 のNRDの ジ。 ネー7'会 話 も 紹介され

各 国の 注 目を集 めた が ・近 い 将来 の デー タ網 と しては
,姪 多 くの問 題が あ・ と 儲 され て い 。 。

5.5.6カ ナ ダ

カナ 掴 内の 大手 臨 会 社 ・社 で繊 され てい る トラ・ス ・〃 臨 ・
ス テ 。は,197。 年 、月

か ら マルチ 基 サ ー ビス とい う 沖 高速 度 の デ ー 旅 送業 務 を 提 供 してい る
。

この サ ー ビス は ・50K ・40・8K・19・ ・KB/Sの 高 巌 デ ー ・伝送 と
,・,… ～4,…%

の 中渡 デ ータ伝送 サ ー ビス を特 別校 旗 網 で撤 す る もので ある
。

交 換 融 モ ン トリか ル ・ ト・ン … ル ガ リにおか れ
,・ れ らの各 局 に ・～ 、局媒 中 嚇 配 さ

れ る・ 集 相 は オ"・ バ 〃 ーバ な ど主l」11aSM…eto ・れ,・ れ らの 局間は48KH。 の 広醐

回線 で 接続 され て い る 。
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高速 度,中 速 度 サ ー ビス と も接続 は 全 自動交 換 で行 な われ,不 在 通 信 も可 能で ある 。ま た 通信方 式

は 原 則 と して 全2重 同期 通 信で ある 。高速 度 サ ー ビス には 広帯 域 回 線のほ か,打 合 わせ 用の 音 声回 線

が 提供さ れ る。

中速 度 サ ー ビス用 の 宅 内装 置は4線 式6ボ タンの タ ッチ トー ン電 話機 で,デ ー タセ ッ トは原 則 と し

て 自営,酷 のいず れ で も よい.・ のほ か,中 速 度 サ ー ビ ス で は,ホ ・ ・'・ イ ・ ・朝 網 サ ー

ビス,短 縮 ダ イ ヤ ル,を オ プ シ ョンと して提 供 してい る 。

高速 度 サ ー ビス の宅 内 装置 は,デ ー タセ ッ ト,デ ー タ補 助装 置,ラ ウ ドス ピー カ等 よりな って い る。

この サ ー ビスは,ア メ リカの デ ー タホ ン50,イ ギ リスの デー テル48K,に 似 て い るが 次の 点 に

特 徴が ある。

D各 種 伝送 速 度 を もつ 複合通 信 網 で ある こ と。

[D合 計14都 市 の広 い範 囲を対 象 と して い る。

(デ ー タホ ン50は4都 市,デ ーテル48Kは5都 市)

m当 初か ら全 自動交 換を お こな ってい る。

5.5.7そ の 他

前記 のほ か,イ 前夕 リ.⇔ い て,電 話網 に よ り2,4・ ・B/Sま で,加 入 電信 網に よb2・ ・B/Sま

での デ.タ 伝送 サ ー ビスの 難 が 計 酸 れ て 助,枝 朝 編 や て4sKB/sま で の デ ー ・サ ー

ビス を行 な う計 画 も発表 され てい る 。

将来 の 計 画と しては,ロ ー マと ミ ラノに 電子 交換 機 を設 置 し,9・600B/Sま で の デ ー タ伝送 サ ー

ビス を提 供 す る とい う構 想が ある との ことで ある が,未 だ 確 定 は してい な い よ うで ある 。

そ のほ か,ス エ ーデ ンに おい て も,デ ー タ専 用の 別 網 の建 設 を検 討 してい る と伝え られ てい る 。

、、
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5.5.8総 括

以上 の ごと く,諸 外 国にお け る デ ー タ伝送 網 を概 観す る と 明 らか に 二 つの 流れ が 感ぜ られ る 。

一 つ は
,テ レ ックス 網の有 用 性 を認 識 し,こ れ をベ ース と して,メ ッセ ージ通 信 主体 の 網 か らデー

タ伝送 の た めの サ ー ビス要 求条 件 を 満足 す る 網を 実用 化 しよ うとい う動 きで ある 。西 独,フ ランス,

イ タ リー等の テ レ プクス網 の200B/S化 が この 流れ に入 る 。

も う一 つ は,電 話網 と専 用線 に よ って 当面 の デ ー タ伝送 の 需 要 を充 た し,将 来 は蓄 積交 換 機 能を持

った コン ピュ ー タを中心 に,新 しい デ ー タ専 用 網 を作 ろ うとす る もの で あ る。

ア メ リカに おけ るUCC,イ ギ リス に おけ るNPLの 構 想 が これ で ある 。

この二 つ の行 き方 に はそれ ぞ れ一 長 一 短が あ り,昨 年のNRDの 審 議 に おい て も,こ れ を一 つ の方

向に ま とめ る ことは 困 難 で ある とい う意 見が 述 べ られ てい る 。

将 来 の 構想 と して,蓄 積交 換は 全 員か ら支持 され なが ら,現 実の 姿 と して,既 存網 との相 互 接続 の

容 易 さ,早 期 に実 現 させ る ことの可 能 性等 か ら,第1の 進 め方 を支持 す る ムー ドが 強い ようで ある。

今 後のNRDの 動 き と しては,第2の 方 向 も考 慮 しなが ら,第tの 方式 を実 現す るた め の作 業 を進

め て行 く模様 で あ る。

な お,今 回の会 議 では,ア メ リカか らほ とん ど発言が な か った とい わ れ てい るが ・今後 の動 きが 大

い に注 目され ると ころ で ある 。

,
(

5・4将 来 の デ ー タ 通 信 網

5.4.1通 信 網 の発展 動 向

情報化の進展にともない,各 種情報伝達のための需要は急速に増加するものと予想される。在来の

電信 ・電話に加え,今 後はデータ通信 ・画像通信を含め,そ の通信量は飛躍的に増加すると見込まれ

るo

将来 の通 信量 に つい て,電 電 公社 で は,昭 和60年 を 想定 して第5・4・1表 のご と く推 定 してい

るが,そ の頃 には デ ー タ通 信関 係 の通 信 量は 電話 の 約1/2程 度(電 話帯 域に 換 算)に 達 し,画 像 通信

関係 は 帯 域 を考慮 すれ ば電 話のtO倍 程 度 にな る と見込 ま れ てい る 。

これ らの 膨大 な 通 信 のた めの ネ ッ トワ ークと しては,複 雑 高度 な技 術 が 必要 で あ り ・鋭意検 討 が 進

め られ つ つ あるが,そ の動 向を概 観 すれ ば 次 の とお りで あ る 。

(1)従 来 の通 信 技 術で は,音 声を 主 た る対 象 と して取 扱 って きた 関係 上,伝 送 方 式は アナ ログ 伝送

が 主体 で あ ったが,今 後 デ ー タ伝送,画 像 伝送 の ニ ーズが 増 加する につ れ,デ ジタル伝 送が 盛ん

に な る傾 向 に あ る。

② ネ ッ トワ ーク としては,用 途,具 備 すべ き機能,技 術的 条件,な ど よ り,電 話網,デ ータ網,

ビデ オ網 に分け られ,そ れぞ れ が対 象範 囲 をわ か ちなが ら全体 と しては一 体 化 され た もの となろ

う。(第5・4・4図)

(5)網 の 中心的 な 制御 は 電 子交換 機に よってteこ なわれ る 。

④ デ ー タ網に つ い ては 前述 の ご と く.電 話 形 伝送 と電 信 形 伝送の 二 つ の技 術 的 な流れ が あるが ♂

'

←
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第5.4.1表 将 来 の 通 信 需 要

サー ビス

分 類
サ ー ビス 名

ヲ

昭 和60年 に お け る 想 定

端 末 数 通 信 量(最 繁時)

音 声 加 入 電 話 5,000万 加 入 150万er〃4KHz

デ ー タ

デ ー タ 通 信
押 しボ タ ンダ イ ヤル電 話(再 掲)

1,000方

キ ーボ ー ド,デ ィスプレイ等 デ ー タ

通信 用 端末 機 器200万

デ ィス プ レイ

(テ レ ビ電 話共 用)150万

プア ツクス

(フ ァ ックス通 信 用 と共用)70万

(音声帯域)5万erZ/4KHz

・(デー タ)10万erZ/1200%

(映 像)4万erZ/48K%

(書 画)10万erZ〃2KHz

加 入 電 信

デ ー タ 伝 送

画 像

テ レ ビ 電 話 f50万 加 入 8万erZ/1MHz(2,000万er4/
4KHz換 算)

25万er〃4MHz(但 し短 距離が 中

心)

10万erZ/12KHz

産 業 用 テレビ 70万

ファ ヲ クス通 信 70万

(注)

(1)新 サ 万-pビスの1うち,網 の 構成 に 大 きな 影響 を与 える デ ータ通 信お よび 画像 通信 に つい て 掲載 し

た 。

(2)通 信 量に 示す 周波 数 帯 域は 各 サ ー ビス ご とに所 要 帯 域 を仮 定 した もので ある 。

(5)erlは 通 信量 を示す 単位 で,1回 線が1時 間 を通 じて 使い 切 り にな る通信 量 を 示す 。通 常,

最繁t時 間 の 値を 使 用す る 。
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低 中高 速 デ ータ

加入 デ ータ ・加(

入電 信 を 含む

中高速 ファックス

等

テ レ ビ 電 話

産 業 用 テ レ ビ

超 高速 ファックス

超 高 速 デ 「タ

等

メ.

処 理 装 置

第5・4・1図 将 来 網 の 形 態

▲

、
そ の得 失 を定 性 的 に のべ る と次の とお りで ある。

D電 話形 伝送は,デ ー タ信 号 を 電話 回 線 にのせ るため アナ ログ信 号 に変 換す る もので あ り,端 末

装置 に モ デ ムを必要 とす る。 ま た,高 速 化 す る とそれ に 応 じて広 い帯 域 巾 を 必要 とす る。 そ のか

わ り,特 別 の 回線網 を必要 とせず,既 存 の 電話 網 をそ の まま 利用 す る ことが でき る メ リッ トが あ

る 。

iD電 信形 伝送 では,回 線 の加 入者 線部 分は 直 流 伝送 をtsこ な うので 端末 に モ デ ムが い らない 。 ま

た.端 末 装 置か ら送 出 され た デ ー タ信号 をそ のま ま 伝送す るので,市 外 部 分の デ ジ タル形 伝送 が
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容 易で ある等 の 利 点が あり,伝 送 路 の経 済 化 をは か り得 る 。

以上 の よ うな動 きは,前 節 で述 べ た ように ア メ リカのUCCの ネ ッ トワー ク,西 ドイ ツの ダ テ ック

ス,フ ランスの ヘ ル メス計 画,イ ギ リスのNPLの ネ ッ トワ ーク等 各 国 に も見 られ,デ ジ タル形 の デ

ー タ専 用 網 が新 しい デ ー タ網 と して最 も望 ま しい姿 で ある とい うこ とは,ほ ぼ 異 論 の ない もの と思 わ

れ るo

それ に必 要な 技 術は 着 々と開 発 され てお り,そ の実 現 の 時期 を決 め る ものは,今 後 の デー タの 需 要

の動 向如 何 に よる といえ よ う。

5.4.2新 デ ー タ 網 の 条 件

今後 形 成 され る 新 しい デー タ網 が具 備すべ き条 件に つい ては,電 電 公 社 で 目下 いろい ろ と検 討 を行

な って いる 段階 で あ るが,諸 外 国の 構 想な ども勘 案 した うえで 想 定 してみ る と,お お よそ 次の よ うな

もの とな る ことが 予想 され る 。

(1)電 話 網利 用 に よる デ ータ伝送 サ ー ビスは,公 衆 電気 通信 法の 改 正 に よ り昭和47年 度 よb開 始

さ れ る こ:とSな った が,前 項 に述べ た よ うな 現在k・よび 将来 の ニ ーズ を考 慮す る と,デ ー タ伝送 を

電 話網 のみ に 頼 るわけ にはい か ず,よ り高度 な機 能 を持 つ た デ ー タ網 を構成 す る必要 が ある。

(2)要 求 され る 通 信速度 は,低 速(200B/S以 下),中 速(1,200～4,800B/S),高 速

(9,6.v4sKB/S以 上)の 中か ら数 種類 で あろ う。

網構 成上 か らは,種 類 は な るべ く少な い方 が 良い が,現 状 をみ て もか な り多 種類 な 通 信速 度 の

端 末装 置が 使 用 され てお り,利 用 上 明 らか に差 の あ る数 種 類 の速 度 は利 用 で き る こ とが 必要 で あ

ろ う。

(3)符 号形 式や 制 御手 順は,網 の 制御 用の ものを 除 き利 用者 が 自由に 選べ る よ うにす る。

(4)接 続 に要 す る時 間は 出来 る だけ 短か い ことが 望 ま しい 。理 想 的な 値 と しては 数10msを 目標

とす べ きで あろ う。

(5)機 械 対 機械 の 通信 で あ るか ら,着 信 側が 使用 中の場 合は,着 信 不 能 表示 を返 す と か,r時 交 換

局 に 蓄積 し着 信 可能 に なれ ば 自動 的 に送 信 す るな ど,着 信 不能 時 の対 策 を もつ 必 要が ある 。

(6)各 種 の端末 間 の通 信 を可 能 とす るた め,網 内で 通信 速度 お よび 符 号の 変 換が ある程 度 可 能な こ

と。

(7)低 コス トで ある こと。
-8 以 下

で ある ことが 望 ま しい 。(端 末 装置は 含 ま ない 。)⑧ 網 の ピ ッ ト誤 り率は10

(9)十 分 な信頼 度 を持 つ こと。

⑩ 下記 の よ うな付加 サ ー ビスが で きる こと。

D同 報 通 信や一 斉指 令

ii)あ る グル ー プ内だ けの 接続 制 限 サ ー ビス。

iiD短 縮 ダ イヤ ル

MDホ ッ トライ ン な ど。

㊥ 交換 方 式 と しては,回 線 交換,蓄 積交 換,パ ケ ッ ト交換,あ るい は これ らを 混合 した ものな ど
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が考え られる。

⑫ 電話網お よび別に形成されることが予想される画像通信網との相互接続が可能な こと。

5.4.5新 デ ータ 網 の構 成法

我が国における新データ網の構想は,未 だきわめて流動的であり,今 後のオンライン・システムの＼

動向,電 話網開放に伴,う データ通信需要の動きな どを考慮のうえ決定されることになると考えられ

るが,そ の構成方法は,お およそ次のようなものと想定される。

⑦ データ網の特徴

(1)デ ー タ網は 電 話網 と異な り,そ の扱 う信号 形 式が デ ジ タル符号 で ある た め,伝 送 形 式 と しては,

これ を アナ ログ信 号 に 変 換せず,そ のま ま 伝送 で き る デ ジ タル方 式が 有 利 で ある。

(2)デ ータ網を 利 用す る 通信 は,将 来 そのほ とん どが コン ピュ.一夕を設 置 した セ ン タと端 末 の間 で

行 な われ る もの にな る こ とが予 想 され る。

セ ン タは大 部 分,県 庁所 在地 級以 上 の都 市にお か れ る もの と想 定 され るの で,ト ラ フィ ックの

流れ は都 市 集 中形 となろ う。

β)端 末 装置 が きわめ て 多種 多様 で あるた め,伝 送 され る符号 の形 式,通 信 速度 も一 様 でな く,ま

た,利 用 の形 態 も新 しい もの が 次 々と 現れ る こ とが 予 想 され る 。'

④ 前述 の よ うに,扱 う信号 はそ のほ とん どが コン ピュ ー タでな ん らか の処 理 を行 な う もので ある

か ら,端 末 を含 めた 網 全体 の 経済 性 か らみ た場 合,従 来は コン ピュ ー タまた は 端末 装置 に もたせ

て あ った 機能 を,網 自体 に持 たせ た 方が 有利 な 場合 が 出て 来 る ことが予 想 され る 。

例え ば,誤 り 制御,フ ォーマ ッ ト制御 な どの 機 能 であ る 。

⑤ 符号 伝送 を 目的 とす る ことか ら,網D誤b率 は,電 話網 に 比べ一 け た以上 よい ことが 望 ま しい 、

(6)高 速 伝送 あるい は,き わ め て高 速 な処 理が 要 求 され る サー ビスのた め,接 続 に要 す る時 間は 短

か くなけれ ばな らな い 。

② 網の構成

(り 交換 網の 構成

電話 網 は 現在 第5・2・1図 の よ うに4段 階 の 構成 と左 ってい るが,デ ー タ網 の場 合は,

D端 末 数が 電 話機 数 に 比べ1/io以 下 で あ る こ と。`

の 一 端 末 当 りの呼 率 が 高 いの で,集 元 メ リッ トが 少 ない こ と。

ゆ 需 要 が 大都 市 に集 中す る傾 向が 強kと 。

な どの理 由か ら,第5・4・2図 の よ1,2段 階 の 構成 で 良い と考 え られ る 。
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令 TS

::＼
DT〔 コ

TS(TollSwitch)

LS(Loca1 .Swi・tch)

※

LC(LineC(Srcentrator)

〔ゴDTデ ータ端末

※LCは 集線装置で交換機能は もたない。

第5・4・2図 デ ー タ 網 の 構 成 案

`

② 交換方式

噸 の接続鮒 を徹 う回徽 換方丸 伝送されるデータを全て一度額 レ 同齢 着信側端

末の状態を確認した後デー一・-Bを転送する額 交換方丸 メ・セージをtoo字 程敵 区鋤 てパ

ヶ。ト化し,パ ケ。ぱ 位峰 送を行勅 ・・ケ・校 旗方鵡 どが考えられるが 洛 々一長南

がありえ の計 れをとるかが新データ網の構成を決める最も重要赫 イハ である・

5.4.・ 噸 で述べた条件を全て充たすこと力絶 対の条件ならば ・回搬 撒 けでは不可育Eで
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あり,蓄 積交換かパケット交換,あ るいは,回 線交換と他のいずれか との混合方式をとる必要が

ある。

次に各方式の利点と欠点についてふれてみる。

D回 線交換

ω 利 点

① 経験が豊富である。

② 長文の連続した電文に対 して,装 置が蓄積交換に比して経済的である。

③ 接続後の伝送遅延は一定である。

④ 電話交換との共用が可能である。

⑤ アナログ伝送に適する。

←)欠 点

① 回線の使用効率が低い。

② コンピュータを接続する場合,速 度別の通信制御が必要となる。

⑤ 誤り制御等の機能を網に持たすことができず,全 て端末装置にまかせなければならない。

④ 接続する端末装置相互は同一通信速度でなければならない。

⑤ 提供できるサービスが限 られる。

⑧ 機械接点の場合,雑 音 ・瞬断等に問題がある。

ii)パ ケプト交換

ω 利 点

① パケット化し高速伝送することにより,伝 送路の節約ができる。

② 接続するコンピュータは,デ ータ交換局との間に,わ ずかな高速回線を持つだけで良い。

③ 網内で誤り制御等が可能なので,端 末装置の機能を簡略化できる。

④ 異速度端末相互の接続が 自由にできる。

伺 欠 点

① 伝送遅延がいろいろと変化ナる。

② パケットを組立てるために通信制御装置などがかなり高価になる。

③ 長い電文の伝送は不利である。

藺 蓄積 交 換

パケ ット交換の利点 ・欠点を全て有するほか ,次のような得失がある。

臼)利 点

①'全 電文の蓄積を行なうか ら,着 信側の状態に無関係に発信ができる。

② 電文に優先順位を設け,割 込み伝送ができる。

㈲ 欠 点

① 発信側から着信側の状態を直接確認することができない。

② 着信側の障害などで電文の送信ができなくなった時の扱いが複雑になる。
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iii)回 線交 換 と パ ケ ッ ト交 換 を 混合 した 方式

伶 利 点

① 回 線 交換 の経 済 性,既 存 網の利 用な どの 利 点の ほか,新 サ ー ビスに対 しある 程度 は 応 じう

る とい う融通 性 を持 つ 。

② デー タの 伝送 速度 に応 じて,交 換 方式 が 選 択 で きる。

←)欠 点

①LS(ILpcalswitch)と 端 末の 間 は 回 線交換 の 欠点 がそ のま ま残 る の で新 サー ビ

スの 要 求が 増 加す る と,い ろい ろ と 問題が 生 ず るお それ が あ る。

② 網 の構成 に統一が とれ てい ない た め,高 い 信頼 度 を得 るのが 難か しい 。

以 上の ように,各 方 式 ともい ろい ろな 問 題 を含ん で お り,ど れ を選ぶ か は なお 慎重 な検 討 が 必要 で

あ る。

しか し,回 線 交換 の 技 術は す でに 確立 され てい る のに 対 し,他 の二 つ の 方式 の 実現 には,な お 相 当

の期 日を 要す る こと か らみ て,ま ず 回 線交換 に よ リス ター トし,逐 次混 合 網へ 移 行 して行 くこ とに な

る もの と推 測 され る 。

な お,交 換 機 と しては 電子 交 換機 が使 用 され,将 来 は,電 話 網 あるい は ビデオ 網 と共 用 され る こと

とな ろ う。

(5)伝 送 方 式

デ ー タ細 を構 成 する た め の伝送 方式 を大 男け る と第5・4・5図 の よ うに二つ の タイプが あ る。

、

句
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両者 の主 な相 違 は

D市 内区 間 が交 流か 直流 か

の 市 外区 間 に電話 網と同 じ アナ ログ 形 を使 うか,PCM等 の デ ジ タル形 を使 うか

の 二点 で ある 。

両者 の経 済性 を比べ てみ る と,端 末装 置 の モ デ ムが 不要 で ある こと,市 外 区間 のPOMに よる多

重 化が経 済的 にで きる こ とな どの理 由か らデ ジ タル形 が 優 れて い る。 しか し,ア ナ ログ形 に も既 設

設 備が大 量に あ り,こ れ との共 用 とい う メ リッ トが あ る点 を考 え る と,』デジ タル形が 真 に経 済的 で

あ るた めには十 分 な 需要 の あ る ことが 必要 で ある 。

デーnタ通信 の需 要 予測は 非常 に難か しいが,5・4・t項 で示 した 需要 に も とず い て 試算す れ ば

デ ジ タル網 の経済 性 は十 分保 証 で きそ う で あ る。

デジ タル網に むけ る 伝送 方式 の一 例 を 示せ ば第5・4・2表 の とお りで ある 。

なお,伝 送 路は,既 存 の 同軸ケ ー ブル方 式,マ イク ロ方式 な どのほ か,ミ リ波 方式 や 海洋 マ イク

ロ波 方 式な どが,膨 大 な 回線 を 確保す る た めの有 力な手 段 と して利用 され る こと と なろ う。

第5・4・2表 伝 送 方 式 の 適 用 例

●

●

伝 送 方 式

データ信号速度

市 内 市 外

200bit/s

1200〃

FM方 式
2400〃 (注1)

直 流 伝 送 VSB方 式

4800"

PCM方 式

g600"

48kbit/8 等 を 適 用 す る 。

(注2)

240"
ベースバン ド伝 送

注1.複 流矩 形 波 パル スに よる伝 送

注2.波 形 成 形 され たパル ス に よる伝 送

固 今後の動き

以上述べたように,デ ータ網の検討 は未だ基礎的な段階であり,問 題は山積している。

これに対処するため,電 々公社では47年 度の研究実用化計画に,総 合通信網構成方法の確立を重
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点項 目と して と りあげ,そ の中 で デ ー タ網 に 関 して 次の よ うな検 討 を進 め る こと と して い る
。

(1)デ ー タ網の機 能 条件,技 術条 件 の検 討

(2)デ ジ タル形 デ ータ網 につ い て,ト ラフ ィ ック特 性,サ ー ビス 晶質 等 ,網 の 必要条 件 に つい て検

討 す る とと もに,接 続 制御 方式,各 種 伝送 方式,信 号方 式,伝 送 品 質等 の検 討 を行 な う 。

⑤ 総 合 網の 核 となる 電子 交 換機 の機 能 条 件 な らび に,既 存交 換 網 の利 用方 法 に つい ての検 討 を行

な う。

(4)公 衆 通信 網 に よる デ ー タ伝送 サー ビス の技 術 的問 題点 を 明 らか にす る 。

将 来 の デー タ網が どの ような 構 成 にな る かは,こ れ らの検討 結果 や 今 後の 需 要の 動 向に よ り逐 次 固

め られ て行 くで あろ うが,利 用の 形 態 と しては,デ ー タ網利用 と電話 網 利用が 併行 して進ん で行 くこ

とが 予 想され る 。

47年 度 か らの 公 衆網の 開放 とと もに,200B/sL■ 下の 低速 端 末 装置 の 需要 が 急増す る ことが予

想 され るカ㍉ これ らの 需要 は さ らに 他 の需 要 を生み,次 い で,高 速 ・高品 質の サ ー ビスに 発 展 し
,逐

次 デ ー タ網へ 移 行 して行 くもの と考 え られ る 。

一 方
,公 衆網 を利 用す る 心 電図 伝送 や 簡 易 な ファ ックス 等の 需要 も,増 加の一 途 をた どるで あ ろ う

し,低 速の 簡 易な 端末 装 置 に よ る利 用 も多種 多彩 な も の となろ う。

この よ うな 情報 化社会 の動 きに 十分 対応 で きるす ぐれ た機 能 と高度 な 品質 を持 った デ ー タ網 の早期

な 建設が 強 く望 まれ る 。
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6.コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

コン ピ ュー タ を相 互 に接 続す る こ とに よ って,コ ンピュータ をよ り効 果的 に利 用 で きるで あ ろ うとい

う考 えは1960年 代の 初期 頃か ら紹 介 され また一 部 では実 施 もされ て きた よ うで あ る。

最 近 アメ リカに おい て コン ピ ュー タ の共同 利 用形 式 を発 電機 とそ の 出力 の分 配 になぞ らえ,電 力 網

と同 様 に コン ピ ュー タ を通信 網 で結ぶ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク,さ らには コ ンピ ュータ ・ユー テ ィ

リテ ィとい った概 念 が提 唱 され てい る。 わ が国 で も計算 セ ンタ間 を専用 線 で接 続 した例 が あ り,ま た

オ ース トラ リヤでの 計画 を紹 介 した 文献 もあ る。 このほ か情 報 サ ー ビス な どで何 カ所か の コン ピ ュー

タ を結ん で い る例 が か な りあ る。(国 際 デー タ通信 の動 向 を参 照)

今 回 の調査 で は入手 し得た 資料 が 少左 か った ので,こ こでは アメ リカ のCarnegie-Mellon

大学 の研 究言1画,AdvancedResearchProjectAgeIIcy(ARPA)の コン ピ ュー タ ・ネ

ッ トワー ク計画 お よび,カ ナダ とアメ リカ に またが るコ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク立案 に関す る報告

をも とに,ア メ リカの コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの考 え 方の一 端 を紹 介す る。 なお,こ のほ か に コ

ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク のた めの マ イク ロ回線 の 建設が 進 め られ てい る例 な どい くつ か の研究 や 具

体 的 な作 業が進 め られ てい る よ うで あ る。

Carnegie-MelIon大 学 は・PDP-一一10を2台,ハ イブ リ ッ ドコ ンピ ュー タ1台,PDP-・-8

を2台(内1台 は タ イム シ ェア リング用)を 疑 似 通信 網 で接 続 し,こ れ を基本 モデ ル と してル ー トの

定 め 方,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの制 御 方法 お よび,制 御 情報 の伝 え方 な ど を研究 して い る。' ,

ARPAネ ットワー クは111inois大 学,MIT,StanfordResearchIn8titute

な ど20ヵ 所 の セ ンタ を50KB/Sの 専用 回線 で 結ぶ もの であ る。(通 信 関係 の費 用は 月額3千 万 円

'とい われ 国防省
の資 金 に よる)こ の シス テムは コ ン ピ ュー タに精通 した 人が タ イム ・シ ェア リング方

式 で利 用す る こと を前 提 としてい る。(ネ ッ トワー ク内 の コン ピ ュータ に 関す る情報 は全 利 用者 に印

刷 配布 され る)

5番 目の カナダ とアメ リカに またが る コ ンビ=一 夕 ・ネ ヅ トワー ク に関す る資 料は 主要 都市 を結 ぶ

コ ン ピュータ ・ネ ヅ トワー ク を立案 しよ うと して検 討 した こ とが らの 報告 で ある
。

これ らの 資料 の 内,や や 具体 的 な資 料が 見出された のはARPAネ ッ トワー クだ けで,他 の二 者 は,

か な り抽象 的 な説 明が な され てい る にす ぎない 。た だ し,ARPAネ ッ トワー クは,そ の 前提 条件 か ら

特殊 なシス テ ム と思 われ る こ と,ま た,実 際 ネ ッ トワー ク を構成 しな くて も十 分 に検討 で きる はず の

事 項 や構成 前 に解決 して お くべ きでは ない か 思 われ る事 項 を残 して,コ ン ビ」一 夕の接 続 を先 に進

め て しま ってい るこ との二 点 か ら,こ れ に と らわれ る こ とには疑 問が あ る。(ARPAネ プ トワ→ は

各 種 の統 計資料 の採 取 に考慮 をは らっ てお り,ま た 利用 者 に も開発 したテ クニ ックの報 告 を求 め る と

とに してい る。 したが って,こ れ らの資料 が 報告 され れ ば有 意義 な情報 が 得 られ る可能 性 は あ る。)
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6・1コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ツ.ト ワ ー ク に 対 す る 期 待

調 査 した 資料 には それ ぞ れ にコ ン ピ ュータ ・ネ ットワー ク に期 待す る利 点が あげ られ てい る。そ の

中 には,か な り実 現 性が疑 わ しい項 目が 多い が,ア メ リカのタ イム ・シ ェア リン グセ ンタ業 の状況 を

推測 しなが ら紹 介 した い。

タ イム ・シ ェア リン グセ ンタ の利 用者 は,利 用 したい 計算 セン タ ご とに,別 々 に契 約 を結 び別 別 の

端 末機 を用意 しなけれ ば な らな い。(異 な る計算 セ ン タ が 同 一の端 末 装 置 を指 定 してい る と きの扱

いは 不 明)ま た,タ イム ・シ ェア リング ・モニタ ・プ ログ ラム の端 末 制 御方式 もま ちま ちで あ る。 コ ン

ピ ュータ ・ネ ッ トワークが で きる と,利 用者 は一 つ の契 約,1台 の端 末 装 置,同 じ操 作 手順 で数 多 く

の計 算 セ ン タ を利 用 で きる よ うにな る。 したが って一つ の コ ンピ ュー タが ダ ウン して も他 の 計算 セ ン

タ を利 用 で きる し,ま た 多種 類 のデ ー タ ・フ アィ ル,ソ フ トウ ェア を利 用 で きる よ うにな る可能 性 が

生 まれ る とされ てい る。 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに よって,一 つ の ジ 。ブ を処理 す る と き,ジ 。

ブ ・ステ ップ ご とに最適 の コ ン ピ ュー タ を選ぶ こ とが可 能 とな る。 したが って他 の コ ンピ ュータが も

って い る プ アイル のデ ー タ を利 用す る と きも,そ の コ ン ピ ュータ で プ アイル に関す ジ ョブス テ ップ を

処 理 させ てそ の 結果 のみ を転 送 さ せれ ば,通 信 網 をとお して転 送す る情 報 量 を少 な くす る こ とがで き

る とい う考 え方 が紹 介 され てい る。

また タ イム ・シ ェア リング セ ンタは(小 規模 な ものは別 と して)米 国 の東 西 の5時 間の 時差 を利 用

し て稼 動 率 を上 げ採 算 が とれ る よ うに努 力 してい る。 このた め コ ン ピ ュータか ら離れ た所 にコ ンセ ン

トレー タ をおい て,セ ン タ までの 回線 を無 料 で遠 隔地 の 利用者 に提 供 し,東 西 に販路 を拡 大 して い る

業者 が多 い。 した が って端 末装 置 な どの保 守 サ ー ビス も広 い地 域 にわ た って行 な わ なけ れ ば な らな く

な っ てい る例 もある。 も しも東 と西 の タ イム ・シ ェア リングセ ンタ を通信 網 で結 び,そ れぞ れ 遠 隔地

の市 場 を交 換す れ ば,端 末 装 置の保 守 をす べ き地 域 がせ ま くですみ,ま た コン ピ ュー タの余 力 を融通 し

あ うこ とに よ って待 ち時 間が 長い とい う苦情 も緩 和 され る であ ろ うと期待 してい る。

コン ピ ュー タの余 力 の 融通 をさ らに推 し進 め て,従 来 の コ ン ピ ニータ では能 力 が不 足 して きた と き

に,コ ン ピ ュー タ を入れ か え な くて も,新しい コン ピ ュー タ を追加 し て ネ ットワー ク全体 の能 力 を高

め るこ とがで きるの で,新 機 は比較 的小形 の もので も済 み,利 用 方法 の 変更 も円滑 に行 ない 得 る し,

旧形 機 の寿 命 もの ば され る ととなえ る人 もあ る。

ま た,事 務 処理 にっ い ては,広 い地 域 にわ た って情報 の 発生源 が あ る と き,そ れぞ れ の地 域 の コン

ピ ュータ で,ロ ー カル に必要 な情 報 を作 成 しなが ら,同 時 に全 域 にわた る総 合情 報 の処理 が 可能 にな

る こ とも,そ の価値 の一 つ に あげ られ てい る。

●

■

'

6・2通 信 網

6・2・1通 信 網 の 形 態 と ネ ッ トワ ー ク の 制 御

コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 中 に全 体 を制 御す るセ ンタ をも うけ る とい う考え 方 と,集 中制御 は

行 な わな い とい う考 え方 が あ る。 前 者 は ネ ッ トワー クの 制御 体 系 を トリー構 造 と し,そ れ に あわせ て

通 信 網 も星 形 とす る もので あ る。 コ ン トロー ルセ ンタ,ま たは それ とつ なが る通 信路 の障 害 にな る影
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響 を少 な くす るため,各 階層 内で迂 回路 を設 け るこ とが考 え られ てい る。

○

/フ○

＼

○

レ
/
＼

＼

/

/＼

図6.1中 央制御 星形通信網

後者 は 各 中継点 が独 立 に必 要 な制御 機 能 をも ち,通 信 網 は任 意 の計算 セ ンタの間 に必 ず二 つ 以上 の

ル ー トを用意 す る ことにす る もの で,ル ー プ をつ な ぎ合 わせ た よ うな通 信 網が 提案 され て い る。 例 と

してARPAネ 。トワー ク を図6・2に 示す。(この 図は所 在 位 置 に関係 な く概 念的 に示 した もの であ る。)

●

Q 謡
△
＼
r

図6・2ARPAネ プ トワ ー ク

一 つ の ジ ョブ をプ アン クシ 冒ンご と にそれ ぞ れ最 適 な コ ン ピ ェ一 夕で実 行 させ る場 合 の制御 方法 を

検 討す るた め,そ れぞ れ の コン ピ ュー タ で実 行 可能 なフ ァンク シ ョンの行 列(マ トリク ス)を 作 りフ

ァンク シ ョン間の 支配 関係(プ アン クシ ョンFiが 他 の フ ァンク シ ョンFjの 実行 を要 求 す る と きFi

がFjを 支 配す ると呼ぶ)を 整 理検 討 す る方 法が研 究 され て いる。 注)
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コン ピ ュー タ1で 実 行 で きる
1

コ ン ピ ュ ータ2iコ ン ピ ュ ー タ3

プ ア ン ク シ ョン 1

表6.]
1

た とえば コ ン ピュータ1のC41と い うフ ァン クシ ョンは 自分 のEd1と い うプ アンクシuン,コ ンビ

=一 夕2のEd2とFt2と い うフ ァン クシ ョン,コ ンピ ュータ5のFt5と い うフ ァンク シ 。ンの実 行

を要 求す る こ とが あ り うる こと をこの マ トリクス が表 わ してい る。

同 様 に通信 網 につい て 中継点 間 の情 報 量 をマ トリク スの形 で整 理す る方法 も研 究さ れ てい る。

ARPAネ ッ トワー クで は,計 算 セ ンタ間 の1ブ ロ ック(約1,000ビ ッ ト以 下)の 情報 の伝 達 時間

の平 均 が0.2秒 で あ る と き の通 信 に要す る費 用が最 低 に な る よ うに,回 線 網 を決定 してい る。 そ の

方法 と しては,必 要 な条 件 をみ たす 回線 網 を一つ 見つ けた うえ,そ の 一部 の通信 路 を他 の通信 路 にお

きか え て(通 信 速 度 は一定)機 能 の確認 と費 用 の比較 を行 な うとい う過 程 を繰返 して,一 番安 い通信

網 を探 し出 してい る。

6・2・2回 線

コン ピ ュータ ・ネ ッ トワー クの用 途 ・目的 とい った もの がプ漠 然 と してい るた め,ど の よ うな 回線

を使 用す るの が良 い か一般 的 には定 ま ってい ない。 交 換網 に対 しては 接続 まで に時 間 がか か るた めに

抵 抗感 が あ る よ うで ある。 また,速 度 は速 い方 が単 位 情報 あた りの費 用 が小 さ くな リコ ン ピ ュ一 夕の

能 率 も良 い とす る考 え が強 い。

6・2・5通 信 制 御

中継 点 には,通 信 の 制御 の た めの専 用 の コ ンピ ュータ(通 信 用 コン ピ ュー タ)を 処理 用 コン ピ ュー

タ と別 に設 け るのが 良 い といわ れ てい る。 専 用 のモ ニタ ・プ ログ ラムが 使用 で きる とい うソフ トウ ェ

ア上 の利 点 と,比 較 的 小形 で障害率 が 低い コ ン ピ ュータ を用 意 で きる とい うハ ー ドウ ェアか ら見た 利

点 が そ の理 由 で ある。 な お,処 理 用 コ ン ピ ュー タが大 き くない と きは,経 済 的観点 か ら通 信 制御 もか
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ねさせ るべ きだ とい う意 見があ る。

6・2・4ル ー ト の 選 択

通信 路 や機器 の障害 の ほか トラフ ィック を考 慮 してル ー トを選択 す る方法 が研 究 され てい る。 星形

網 の場 合,障 害 の状況 はそ の枝 の上 位 の全 て の中 継点 に知 らされ る。 そ して,上 位 の中継 点 は迂 回ル

ー トを使 用す る よ う下 位 の中継 点 を制御 す る
。 過大 な トラフ ィ ック につい て も同 様 に考え られ ると し

てい るが,具 体 的 な手 法は 記述 され て い ない。

ARPAネ ッ トワー クでは,そ れぞ れ の中 継点 か ら他 の全 て の中継 点 に対 す る最 も早い ル ー トとそ の

遅れ 時 間 を計算 し,そ の結 果 をO.5秒 ご と に,障 害 の情 報 とと も隣接す る中継 点間 で 交換 す る方法 を

と ってい る。 た とえばABCの 三 つ の 中継点 が直 線 的 につ なが ってい る とす る と,そ れ ぞれ が他 の中

継点Xま で の最 早 ルー トを計算 した結果 をA-B間,B-C間 で交 換す る。 これ に よ ってBはXと の

間 の通信 をA経 由 とす るかC経 由 とす るか決 定す る。

この ほか,ジ ョブ(ジ.プ ・ス テ ップ)の は じめ ご とに,窓 口 の中継点 か ら処 理 を引受 け るセ ンタ

の 中継点 あて通信 開始 メ ッセー ジ を全 ての ルー トを通 して同送 し,中 間 の中継点 はそ れぞ れ の 中継点

名 を付 け て 目的 とす る中継点 へそ の メ ッセ ージ を送 る ことに よ り,受 信 側 の 中継点 が一番 早 くメ ヲセ

→ ンが到 着 した ル ー トを選 ん で,こ れを 送 信 側 に知 らせ る方 法 も提 案 され てい る。 この方法 は ネ ッ ト

ワーク が大規 模 になる と無 駄 が多 す ぎるの で,限 定 したル ー トの 中で選択 す べ きであ る との説明 がつ ,

け加 え られ てい る。

6・2・5誤 り制 御 ・障 害 監 視

高速 回線 に拾 い てエ ラー チ ェックが 特 に重要 で ある とい う認識 が米 国 で もよ うや く高 ま って来 た よ

うで あ るが,コ ン ピ ュー タ ・ネ ヅ トワー クで は通 信の 誤 り告1胸は 当然 の こ とと考 え られ てい るよ うで

あ る。 誤bの 制御 を中継 区間 ご と に行 な うほ か,ACK応 答 と データ の到 着 につ い て時間 監視 を行 をう。

デー タが ない と きは,ダ ミーデ ータ を送 り隣 接す る中継点 までの 障害 を常 時 監視 す る。(ARPAネ ッ

トワー クでは この監視 時間 を2.5秒 に選 ん で い る。)処 理 用 コン ピ ュー タの 障害 発 見 にARPAネ ッ ト

ワー クで は次 の三 つ の方法 を採 用 してい る。

(a}t5分 以 内 に一つ のテ キス トが 完結 して い ない とき,送 信 側 の障 害 とみ なす。

(b)処 理 用 コ ンピ ューータが 通信 用 コ ン ピ ュー タか らの 入力 を15分 以 内 に受 けつ けftか った と き。

{c)テ キス トを送 った処 理 コン ピ ュー タが受 信側 処 理 コン ピ ュ'一'タか らの応答 を20分 以 内に受取 ら

なか った と き(ARPAネ ッ トワー ク では 処理 コン ビ=一 夕間 で も1テ キス トご とに確認 応答 を送Zb

通 信 用 コ ン ピ ェ一夕間 は ブ ロ ック ごと に確 認す る。)受 信 側 コ ンピ ュー タ の障害 とみ な してい る。

(ベル研究 所 に よる三 つ の タイ ム ・シ ェア リングセ ンタ の通信 状 況 に関 す る実測 報告 に よれ ば,コ

ン ピ ュー タが 利用者 を待 たせ る時間 の 平均 は16秒,標 準 偏 差 は25秒 で あ るか ら
,タ イ ム ・シ ェ

ア リング ナ ー ビスの利 用者 は1分 程 度待 た され る こ とには 慣れ てい るか と思 われ るが,ARPAネ ッ
●

トワーク で採 用 してい る時 間は 長す ぎる よ うに思 わ れ る。)

6・2・6ト ラ フ ィ ッ ク の 見 積 リ

ある資 料で は,そ れぞ れ の 中継点 で 発生 す る トラフ ィ ックは,そ の地 域 の 人 口 に比 例す る とい う考
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え 方が 紹 介 され てい る。 た だ し,人 口 と トラフ ィ ックの数 量的 関係 や宛 先別 の分 配比 率 につ い ては ふ'・

れ て い ない。

ARPAネ ッ トワー クでは,二 つの 処理 用 コ ン ピュータ間 の通 信量 は,原 則 と して全 て同一 で あ る と

してい る。 た だ し,ILLIACは 特 殊 な機 能(大 容量 メ モ リ,大 きな ア レイ ・プ ロセ ッサ な ど)を 持 っ

てい るた め,L-ILLIACと これ を利用 す る頻度 が高 い と思 われ る六つ の セ ンターの 間 の通 信量 は2倍

と見込ん でい る。 当 面の通 信量 は1セ ンタ 当 り10～4GKB/Sと 見込ん で い る。(こ の数値 の根 拠

は不 明 で あ る。)

6・2・7通 信 フ ォ ー マ ッ ト

異 種の コン ピ ュータ間 で情 報 を交換 す る と きそれ ぞれ の情 報 表現 の方 法が 異 なれば,少 な くとも一

方 の コン ピ ュー タで コー ド変 換 の よ うな変換 作 業が 必要 で ある。 情 報が す べて文字 で表 わされ るな ら

ば,通 信路 上 で はISOコ ー ドな どの標準 コー ドを用い る こ とに取決 めれ ば良 い が,バ イ ナ リー表 現 の

情 報 を取 扱 うと きの 統一 法 は,む ず か しい 問題 と思 う。ARPAネ ッ トワー ク では,通 信路 上 は ピ ット

.ス トリー ム として情報 を扱い,情 報 の変 換は 利 用者 が指 定,ま たは,作 成す る プ ログ ラム にまか さ

れ てい る。

デ ータ の ブ ロ ックサ イズ につい ては,ARPAネ ットワ ー クでは,処 理 計算 間は1テ キ ス ト8096

ピ ッ ト以 下 と し,通 信 用 コン ビ=一 夕間 は1ブ ロ ック約1000ピ ッ ト以下 と取決 めてい る。 テ キス

トの 分解 ・組 立 は発 着中継 点 の通 信 用 コ ン ピ ュー タで 行な う こと としてい る。(他 のシ ステ ム の資料

は 見当た らなか った)

処 理 用 コ ン ピ ュー タは,1テ キス トご とに40ビ ットの通 信 用 の情 報(相 手 コ ン ピ ュー タ番 号8ビ

.ト,利 用者 番 号24ビ ッ ト,モ ニ タプ ログ ラム が 使用す る識 別 番号8ビ ッ ト)を 付加 す る。 通信 用

コン ピ ュータ は1ブ ロ ック につ き64ビ ッ ト(内7ビ ッ トは そ の情 報 の種 類 を通信 用 コ ン ビa－ 夕が

区 別す るため に使 用す る)の 情 報 を付 加 す る.別 の 資料 に よれば 通信 網 で必要 とす る情 報 の,分 類 コ

ー ドは8ビ ヅ トで十 分で ある とされ てい る。

丈

6・5コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 法 と 問 題 点

6・5・1信 頼 性 向 上

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 通信 用 コ ン ピ ュー タ を 処 理 用 コン ピ ュー タ と別 に設 置 して も,こ

れ に入 出 力装 置 をつけ た り,タ イム ・シ ェア リング用端 末の 回線 を接 続す る ことは 考え られ てい ない。

した が って処 理 用 コ ンピ ュー タが 停止 すれ ば その 計 算 セ ンタの全 機能 は 停止 して しま う。 タ イム ・シ

ェア リングサ_ビ スな どで は 回線 多重 化 装 置 をつ な ぐ通信 網 を作 る方 が 障害 時で も一 般 の回線 を使え

るだけ 信 頼性 がす ぐれ てい る こ とにな る。 重要 な デー タ をネ ッ トワー ク内の二 つ 以上 の 計算 セ ンタで

フ ァイルす る とい う案が 紹介 され てい るが,信 頼性 向上 に対す る妥 当な解釈 と思 われ る。
●

6・5・2コ ン ピ ュ ー タ の 余 力 の 融 通

コ ン ピ ュー タの 余力 を融 通 しあ うた め に必要 な最 小 限の 条件 は,使 用で きる言 語 が全 く同 一 で ある

こ とで ある。 しか し,実 際 に役 立 つ もの とす るた め には,全 て の コン ピ ュー タ と通信 網 の負 荷 や信 号
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の伝 達 時間(米 国 の東部 と西 部 では 約30mSdわ が 国 では,東 京 一大阪 間 で2～3ms程 度)な ど を考'

慮 して最適 の計 算 セ ンタ を使 用 しなけ れば な らな いの で,実 現 は 困難 で あ る と指 適 され てい る。 ただ

し,米 国 では東 部 と西部 で5時 間 の時 差 が あるた め,タ イム ・子 ケ ジ ュール に よって,リ アル タ イム

処 理 の負荷 を分 散 す る事 は可能 か も しれ ない。 また,ベ ル研究 所 の前 述 の実測 報 告 に よる と・ 一 つの

ジ 。ブ につ い て 回線 を保留 す る時 間 は,平 均約20分 な ので,接 続 中の 回線数 の増減 は比 較 的緩 慢で

あ る可能 性が あ り,実 際 の情 報処 理 にか か る負荷 に よ らず 接 続 中の端 末 数 に基 づい て あ る程 度 の負荷

配分 をす る こ とは で きるか もしれ な い。

また,バ ジチ処理 な らば,受 け付 け時 間 後 に管理 者 ど うしの連 絡 で夜 間 の余 力 を融通 し合 うこと も

考 え られ るが,こ の よ うな提案 は 見 あた らなか った。

6.ろ ・5フ ァ イ ル の 共 用

デー タの共 用 にっ いて は実 行方法 につ い て二つ の考 え 方が 見 られ る。 一 つ は デー タ を保 有 してい る

コン ピ ュー タか らフ ァイル ご と コピーす る とい う方法 で あ り,他 は フ ァイルか ら必 要 なデ ータ を取 り

出 し,あ るいは,さ らに ある程 度 の処理 を行 な った上,そ の結 果 を窓 口 コ ン ピ ュ一 夕(端 末装 置が 接

続 され てい る コン ピータ)で 利 用 しよ うとす る もので あ る。

前 者は,利 用者 がフ ァイル 内 のデ ー タの ア ドレス を知 ってい る こ とを前提 と して,フ ァイル を窓 口

と在 るコ ン ピ ュー タ にコ ピーす る方 法 で ある.紹 介 され てい る例 では窓 口コ ン ピ ュ一 夕は フ ァイル を

もつ コ ン ピ ュー タの タイ ム ・シ ェア リン グ端 末 と して デ ータ の転送 を要 求す る。 この ため 窓 口 コン ピ

ュ一 夕 にフ ァイル コピー ・ル ーチ ン を用意 す る。 した が って フ ァイル を もつ コン ピ ュー タの数 が少 数

に限定 され るか フ ァイル の転 送方法 がネ ッ トワー ク 内で 共通 で ない と,窓 口 コン ピ ュ一 夕の フ ァイ ル

コ ピー ・ル ー チン を作 る手間 が大 変 な もの にな りか ね ない。

利 用者 が フ ァイ ルの どこに必要 な情 報 があ るか を知 らず に,必 要 な情 報 を と り出す方 法 と して次 の

よ うな案 が ある。 フ ァイル にはい くつ かの 体系 のイ ンデ ックス をそれ ぞれ トリー構造 で 用意 し,同 時

に ク ロス ・リフ ァレンス可 能 とす る.ネ ッ トワー ク 内の コン ピ ュー タ には,あ る一 つ の体 系 の イ ンデ

vク ス の うち上 位2～3レ ベ ル まで を記 憶 させて お く。 利 用者 は,窓 口 コン ピ ェ一夕 に よっ て上 位 イtt

ンデ ックス を決定 した あ とフ ァ イル コ ンピ ュー タ との会 話 に よ って必要 な情 報 を とり出す。 関連 情 報

を必 要 とす ると きは 目的 に近 い イ ンデ プクス体 系 を上 位 にさか の ぼ ってか ら再 び 下位 の分 類 をた どる。

同 時 に使 用 され る頻 度 の高 い情 報 は相 互 に相手 の イ ンデ ックス をフ ァイルの 中 に記憶 してお くこ とに

よって検索 のス テ ップ を短 縮す る。 この方 法 属 必要 とす る情 報 を見 出す た めの ス テ ップが 多す ぎる

よ うに 思わ れ る。 また ネ ッ トワ ーク を通 じて利 用 で きる フ ァイル が大 きくな った とき,窓 口 コン ピ ュ

一夕が 記憶 す べ き情報が 多 くな りす ぎる可 能性 が あ る。 この点 に関 す る実 員 また は・ 推定 値は 見 あ

た らなか った。

この 他 に 必要 とす るデ ー タの種 類 を 窓 口 コ ン ビ ュー タが他 の全 て の コ ン ピ ュータ に対 して問合 せ る

(ブ ロー ド・キ ャス ト)と い う案 もある。 この方法 は フ ァイルの 構 造(デ ー タ索 引体 系)が ネ ッ トワ

ーク 内 で共 通 で あれ ば(あ るい は 自然言 語の使 用)実 現可 能 と思 われ る。

フ ァイル に関 係す るジ 。ブ スチ ップ をフ ァイル を もつ コ ンピ ュータ で実 行さ せ る には,利 用 者は 窓
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ロ コ ン ピ ュ一夕 をとむ して フ ァイル コン ピ ュー タ に処理 プ ログ ラム を作 り出さ なけれ ば な らな い
。 そ

の た め には利 用者 が フ ァイル コ ンピ ュータへ 送 るプ ログ ラム と窓 口 コン ピ
ュ一 夕 に与え るプ ログ ラム'

を区 別 し,フ ァイル コン ピ ュー タの モニ タ ・プ ログ ラム に合 った 様式 に従 って利 用者 が イ ンプ
ッ トし

,たプ ログ ラム を転送 した り,逆 にフ ァイノレコ ン ピ ュ一夕か らの指 示 やメ ッセー ジ を利 用者 に転 送す る

プ ロ グ ラム を窓 口コ ン ビ ぞ一 夕 に用 意す る必要 が あ る。 また とのプ ログ ラムは
,窓 口コ ン ビ ュー タ と

フ ァ イル コン ピ ュー タ の両 方か ら利 用者 に対 して指 示 が 出され るので
,利 用者が 両者 を区別 で きる よ

うに また 重複す る もの を削除 す る よ うに しなけれ ば な らな い。

この よ うなプ ログ ラム を利 用者 がそ の都度作 るの は非能 率 的 で あ り
,そ れか とい って,あ らか じめ

用意 す るの もネ ッ トワー クの コン ピ ュー タ,モ ニ タ プ ログ ラムや 言語 が多 種類 になれば
,大 変 な 労力

を要 す る ととにな る と指摘 され て い る。

6・3・4特 殊 な ハ ー ド ウ エ ア,ソ フ トウ エ ア の 利 用

この点 につ い て具体 的 な手 法 の説明 や示 唆は 見あた らなか った が
,4,5項 の フ ァイル コ ン ピ ュ_

タ によ る処 理 と同 様の 問題 が 残 ってい るはず で あ る
。

6・5・5そ の 他

窓 口 コン ピ ュ一 夕が 単 に処理 コ ン ピ ュータ と利 用者 の仲 介 に使 われ てい る時 間 の窓 口 コ ンピ
ュ一夕

の使 用 料 をい くら にす るか,ま た
,タ イ ム ・シ ェア リングサ ー ビス につい て接続 料 は両 方 の コン ビ一

夕の 料金 を請 求す るの か とい った こ と も問題 にな る と思 われ るが
,現 在 の所 まだ検討 され てい ない よ

うで あ る。

ネ ッ トワーク 内 に蓄 積 され てい るデー タ の 内非 公 開 のフ ァイル の機 密保 持 の方法 につい て も資 料は

見あた らなか った。

この ほか,非 常 に大 量 のデ ータ を転送 す るには磁 気 テ ープ の空輸 が一 番早 く安 い ことは米 国 で も認

め られ てい る し,タ イム ・シ ェア リングサ ー ビス な らばい くつか の計算 セ ン ターが グル ー プ を作 り利

用者 は交 換通信 網 な ど を通 じて必要 な コ ン ピ ュー タ を利 用す るシ ステ ム も考 え られ る
。 これ らの シス

テム と くらべ て コ ン ピ ュータ ・ネ プ トワーク が有利 と在 る利 用方 法 ・範 囲 を見 きわめ る ことも今 後の

課題 の よ うで あ る。
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7.オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョ ン

7・1オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョ ン の 概 要

7.1.1オ ン ラ イ ン 化 の 進 展 と 普 及

オン ライ ン化 へ の指 向 は,コ ン ピ ュー タ発展 の歴 史 か らみ て も,既 にその 初期 の時代 か らあ ラた と

いえ よ う。 す なわ ち,パ ンチ カー ド・シス テム機 械(PCS)の 時 代 か ら,入 力 デー タ をそ の発生 の

場 所 で捉 らえ,ま た出 カデ ー タ を必 要 とす る ところへ必 要 とす る時 に送 ろ うとい う考 え や・ あ るいは

タ_ン ア ラ ウン ド・タ イ ム を減 少 しよ うとい うこ とにつ い て,多 くの研究 や 開発 が行 なわれ て いた。

当時 か ら,加 入電信 や専 用電 信 が,金 融業,運 輸通 信 業,大 規模 製造 業 な どの企 業 に於 い て,PCS

と並行 して利 用され,さ らにはLD.Pシ ステ ムな ど,一 貫処理 方式 の発 達 もみ られ た。

この よ うな傾 向は,コ ン ピ ュー タの普 及 発展 につれ て,オ ン ライ ン化 へ の道 を とる こ とにな るが,

初 期 の コ ン ピ ュー タ におい ては,デ ー タ伝 送 技術,コ ンピ ュータ のハ ー ドウ ェアお よび ソ フ トウ ーア

面 に おけ る技 術 も発 展途 上 にあ り,・オ ン ライ ン化 の 実 行 には,彪 大な 時間 と経費 をか け た開 発が 必要

で あ った。最 初 の オ ン ライ ン化 が軍 事上 の 目的 を達 成 す るた め に開発 され た のは,こ うした理 由か ら

で ある。

アメyiVの 防空 シ ステ ムで あ るS.A.G.E(S・miA・tOmati・G・ ・undEn・i・ … ・nt)

は,オ ン ラ イ ン ・ リア・レタ イム ・シ ステ ムの 基本 と して・ しば しば紹 介 さ れ てい るが・ これは

1950年 に開 発が は じま り,19,58年 に稼動 を開 始 してい る。.これ と前後 して,宇 宙計 画 におい

て も,tt大規 模の オン ライ ン ・シス テム が開 発 され た。 民間 では,ア メ リカン ・干 ア ライ ンズ社 のSA

・BR
.E(SemiAutonticBusinessEnvironment・Research)と い う座席 予

約 シ ステ ムが,最 初 の オ ン ライ ン ・シス テ ム とみ られ てい る。 これ は1954年 か ら10年 の開発 の

後 に1964年 にサ ー ビスが 開 始され た。

この よ うな技 術 の集積 に基 づ い て,オ ン ライ ン化 は,ま ずラ オ ンラ ィン に よ って著 し く効 果が 発揮

で きる,軍 事 用 あるい は座 席予 約 な どの リアル タイ ム ・シス テ ムか ら普 及が は じま り,つ い で金 融 シ

ステ ム,在 庫管 理 シ ステ ム,生 産管 理 シ ステ ムな どへ と発展 してい った。 もちろん・ こ うした 発展 の

基礎 には,既 にオ ン ライン化 以前 におい て,IBM505RAMACな どにみ.られ る ランダ ム ・ア ク

セス 技術 の開 発 や,ERMAの よ うな銀 行 シス テ ム の経験 が大 い に役 立 ってい た こ とが考 え られ る。

一 方
,1965年MIT(マ サ チ ュー セ ッツ工科 大学)のMAC計 画 による,タ イム ・or.rア リン

グ ・システ ム(TSS)の 実現 は,コ ン ピ ュー タの共 同 利用 とい う新分 野 を開 き・ そ の後 ア メ リカ に

tav>て は このTSSが 急速 に普及 して,多 数 のTSSセ ンタが 稼動 す る よ うに な った 。

第 三世代 機 の 出現 は,オ ン ライ ン化 をさ らに容 易 に した ばか りで な く・ ク ライス ラー や ウ ェス チ ン

グノ、ウスな どの大規 模企 業 に おい て,多 数 の 中型 コ ン ピ ュー タ を一 つ の大 型 コン ピ ュー タ に置換 え・

オ ン,ライ ンに よ り共同利 用す る とい う方 向へ,シ ス テム の 切換 え も行 なわれ る よ うに な った。

こ うした発 展は,さ らに コ ンピ ュー タ ・パ ワー の ユー テ ィリテ ィや,イ ンフ ォーメ ー シ ョンのユ 一
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テ ィ リテ ィへ と進 む わげ で あ るが,こ れ らの こと につ い ては 別章 で述べ られ るの で割 愛す る
。

さ て,ひ るが え って,わ が国 の オ ン ライン化 の発 展 は,1959年 に国 鉄 のみ どbの 窓 口が 稼動 を

開 始 した の を始 め と して,1964年 頃か ら日本 航 空,全 日空 な どの座 席 予約,東 海銀 行,三 井 銀 行

な どの為替 預 金業 務 な どや,富 士 写 真 フ イル ム,ト ヨタ 自動車,東 洋工 業 な どの在 庫管 理,生 産管 理

業務 な どの オ ン ライ ン化が 進 め られ た。 との よ うな普及 の過 程 は,ア メ リカの 場合 とよ く似 てい る。

また 官 庁 に おい て も,警 察庁,労 働省,防 衛 庁 あた りが,そ れぞ れ 独 自の業務 につ い てオ ンライ ン化

を 進 め て お り,官 庁 ・企 業 を問わず,オ ン ライ ン志 向の気 運 が強 くな って きてい る。

タ イム ・シ ェア リン グ につい ては,石 川 島播磨 重 工 な ど,一 部 の企 業 に おい て利 用 され てい るほか

阪 大,京 大,東 北 大 あるい は電 子総 合 研 な どで も実用 に供 され てはい るが,わ が 国 では 制度上 の理 由

か ら・ これ までの ととろ,一 般 ユ ー ザ を対 象 と したTSSセ ンタは 出現 してい ない。 しか し,近 く制

度 の改正 も行な われ る 見込 み で あ り,公 共 的 なTSSセ ン タの 出現 も時間 の 問題 とな った 。 これ にさ

きがけ て,次 の実 例 に もみ られ る よ うに,電 々公 社の 直 営 に よ って,共 同 利 用の サ ー ビスが 開始 され

てい るo

この よ うに,オ ン ライ ン化 へ の志 向 は強 ま って きては い る もの の,現 状 では 全 コ ン ピ ュー タ ・シス

テ ム の うち,オ ン ライ ンの もの は1割 にみ たな い。 これ は 告1渡上 の制 約ば か りで な く,経 済上,技 術

士 の 問題 もあ って,オ ン ライ ン化 は い まな お,ユ ーザ にとつ て相 当の負 担 とな るか らで あ る。 これ ら

の問題が 解 決 す る にっれ て,オ ン ライ ンが 急速 に普 及す るで あろ うヒ とは,想 像 に難 くない。

7・1・2オ ン ラ イ ン 化 の 背 景

オ ン ライ ン化 志 向 の背景 とな った ものは,コ ン ピ ュータ のハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア面の技 術 の

向上,利 用 技 術の 向上 によ る と とは もちろん で あ るが)戦 後 の経済 の高度 成 長 に と もな う,社 会 情 勢

の急激な変動 いわゆる情報化時代のおとずれ とい うこ とが で きよ う。

す なわ ち,高 度成 長 にと もな って消 費活 動 が増 大 し,あ わ せ て消費 者 の嗜 好 が多 様化 して きた こ と

に対 応 して,企 業 が市 場情 報 を迅速 ・的確 に把握 しなけれ ば な らな くな って きた こ とも また一方 磁,

資 本 自由化,貿 易 自由化 に よ って国際 的 な競 争が 激 し くな り,企 業は 経 営管 理能 力 を一 層 強化 しなけ

れ ば な らな くな った こ と。 さ らには,都 市 開 発,宇 宙 開発 ある いは海 洋開 発 な ど,情 報化 時 代 に おけ

る新 しい 市 場開拓 の必要 が 高 ま り,こ れ に と もな って企 業活動 の総合 化 の必 要が 生 じて きた とと な ど

が あげ られ てい る。

こ うした事 態 に対処 して,企 業 では 産業 間 の系 列化,あ るいは 集 団化 に よ って総合 力 を発 揮 しよ う

と して お り,こ れ に と もな う有 機的 な情 報処 理 システ ムへ の ニー ズが 高 ま って きてい る。

また行 政官 庁 におい て も,社 会活 動 の活 発化 に と もな っ て,地 域 的,社 会 的流 動 も激 し くな り,従

来 の体 制 では 対応 し きれ な くな って きた ため,広 域 的 行政 サ ー ビス のため の情 報 網の 必要 性 が痛 感 さ

れ るよ うにな って きてい る。

この よ うな風潮 の前提 と して,数 年 前か ら急 速 に高 まったMIS(ManagementInformation

System)へ の 関 心 が,企 業 内 の オ ン ライン ・トーータル ・システ ム の形成 に拍 車 をかけ,さ

らに上 記 の事 情が,企 業 間,産 業間 のネ ッ トワー ク形成 を促進す るよ うにな って きてい る といえ よ う。
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企業 間,産 業間 あ るいは 官庁 間,官 庁企 業 間な どのオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クは,こ れ まで の とこ

ろ制度上 の 問題 か ら形成 す る こ とが 困難 で あった が,需 要 者側 の強い 要 望 もあ って,次 第 に緩 和 され る

傾 向に あ る。 な おす で に銀行 間 な どにつ い ては,電 々公 社 の直 営 に よ って,地 銀 協 シス テム(全 国地

方 銀 行 デー タ通信 シス テム)が あ り,近 く全 銀協 シス テム も出現 しよ うと してい る。

7・1・5デ ー タ 通 信 の 開 放

す で に通信 網 の章 で述べ られた よ うに,従 来 わが 国 のオ ン ライ ン ・シス テ ムは,国 鉄や警 察 庁 な ど

一部 の例 外 を除い て
,総 て電 々公 社 の通 信線 を借 用 してい る。 この通 信 回線 を利 用す る につ い ては,

公 衆通信 法 に よって各 種 の規 制が も うけ られ てお り,企 業間 ネ ッ トワー クや,ユ ー テ ィリテ ィ ・シス

テム の形成 は で きなか った。 また,通 信 回線 の借 料 も,市 内分は と も・か く,市 外遠 距離 につ い ては,

諸 外国 に比べ 著 し く高額 であ り,オ ン ライ ン化 の 普及 を妨 げ る一 因 とな ってい た。

前 に述 べ た よ うな オ ン ライン化 の気 運 が進 む につれ て,上 記の 規 制 を緩 和 す る要 望が 経済 団体 連 合

会 な ど,需 要者 の間 で高 ま って きた。こうした要 望 を受 け て,郵 政省,寛 々公 社 にお い ては,規 制 を緩

和 す るため の法 律 改正 案 を国会 に提 出 し,漸 次緩 和す る方向 に進ん でい る。

この よ うな緩 和 にさ きが け て,電 々公社 で は次 の実 例 に あ るよ うな,ユ ー テ ィ リテ ィ ・シス テム を

直 営で 開始 してい る。

近 い将 来,規 制が 緩和 さ れれ ば,企 業間,官 庁 間 のネ ヲ トワー ク や,民 営 によ るTSSセ ンタ な ど

も急 速 に発展 す る とみ られ る。

7・1・4オ ン ラ イ ン 化 普 及 上 の 問 題 点

す でに述べ られ た よ うに,オ ン ライン化 の普 及 を妨げ る問題 点 と して,制 度上 の制 約 あ るいは 通信

回線 の料 金が 高い こ と,な どが あげ られ るが,こ れ らにつ い ては,近 く改正 され ると と もあ り,逐 次

解消 の方 向 に ある とみ られ る。 しか し,技 術面,経 済 面 の問題 につい ては,今 後 解決 しなけれ ば な ら

ない点 が 多分 に残 され てい る。

経 済面 では,回 線 料金 は別 と して も,端 末 装 置が 高 価 であ る こ と,ま た,端 末 装 置や通 信 制御 装 置

が レンタル の対象 とな らず,買 い取 らなけれ ば な らない場 合 もある こ と,初 期の よ うに,8年 内至10

年 と まで いか な くて も,現 在 で もシス テム の開 発 には,2年 前 後 で200人 年以上 の時 間 と手 間 を要

す る こと,あ るい は 障害 防止 のた め,設 備 ・装 置 の二 重化 を考 え なけ れ ば な らない こ とな ど,オ ン ラ

イ ン化 に よって,よ ほ どのメ リ プ トが なけれ ば 採算 が と り難 い とい う問題 が ある。

また,伝 送 制御 手 順や端 末 装 置 な どの標準 化 が遅 れ てい る ため,ユ ー ザ毎 に新 しい 構想 で シス テ ム

が作 られ る な ど,将 来 の互換 性 や結 合,あ るい は レベ ル ・ア ップ に際 して面倒 にな りそ うな 問題 を残

してい る。

さ らに,ソ フ トウ ェアにつ い ては,一 般的 に現在 の オ ペ レーテ ィン グ ・シ ステ ム は,カ タ ログ的 に

は オ ンライ ン ・シス テ ムの全 て の形 式 に対応 で きる とされ て はい るが,リ アル タイ ムや リモ ー ト ・バ

ッチな どは と もか く,タ イ ム ・シ ェア リング やメ プセー ジ ・スイ ッチ ング にな る と,オ ペ レーテ ィン

グ ・シス テ ムの修 正 改造 を必 要 とす る場 合が 多 い。 また,ど の形式 に も使 え る と して も,効 率 的 な 面

か らみれ ば,研 究 の 余地 が多 分 に残 され てい る。 一 方,ユ ー ザに と って もオ ン ライ ンの プ ログ ラムは,
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効 率上 アセ ン ブ ラ言語 で組 む こ とが普 通 で あ り,メ ー カのみ な らず,ユ ー ザ に とって も大 きな負 担 と

な ってい る ことは 否め ない 。

しか し,以 上 の よ うな 問題点 は逐 次 改善 されつ つ あ り,と くに標準化 に つ い ては・ 今 後急 速 に進 め

られ る もの と考え られ る。 .、'

一 方
,オ ン ライ ンの適 用業 務 も,.経 済 性 と技 術 面の 改善 に よ って,従 来 の座 席 予約 や銀 行 システ ム

な どの単一 業務 か ら,'一 般 経営 管理 な どの 複合 した業務 に も及ぶ よ うに な って お り,中 小 企業 や 個人

が コ ン ピ ュータ ・パ ワーや情 報 を共 同 利用 しよ うとす るニ ーズ も含 め て,オ ン ライ ン化 の普及 は ます

ます広 が る もの と予 想 ざれ る。

7.2.1日 本 航 空 に お け る 旅 客 サ ー ビ ス

〔1・〕 オ ン ラ イン化 の背 景

(1)オ ン ライ ン化 の 目的 とね らい

航空 会 社 の旅客 サー ビス の 向上 のた め,コ ン ピ ュー タ に よる,リ アル ・タ イム,オ ン ライ ン ・シ

ステ ム の導入 が 始 ま ってか ら久 し くな る。 そ の背 景は二 つ の 面 を持 って お り,一 つ は,高 速化 され

てい く,現 代 のジ ェッ ト機 時代 におい て,通 常 の電信電 話 の みで は,予 約等 を中心 とす る業務 の処

理 が 限 界 に きた こ と,も う一つ は,同 時 に塔 載量 の飛 躍 的増 大 に伴 な う,供 給 スペ ー ス(座 席 や貨

物室 の容 積)の 増 加 がいわ ゆ る大 量処 理 の在 庫管 理的 業務 推 進 を必要 と して きてい るた め で ある。

す なわ ち昨年 の ジ ャン ボ ・ジ ェ ッ ト機 の就航 が端 的 に物語 ってい る よ うに,旅 客 のみ ならば490

人 を乗せ て,音 速 に近 い 巡航 速度 マ ッハ0.86(時 速920Km)で 大平 洋 を一 跳び して しま う,い

わ ゆ る大 量高速 輸 送 時代 の到 来 で あ る。

後述 す る よ うに,旅 客 シ ステ ム の業務 を大 き く分 け て,座 席 の 予約 及び 予 約管理 一 一これ を リザ

ベー シ ヨ ン業務 とい つ てい るが 一 一と も う一 つ は,航 空 機 の搭 乗手 続 きい わ ゆ るチ ェ ック ・イ ン を

中心 とす る出発管 理 業務 一 デ☆ 一 チ ャー'コ ン トロー ル業務 と称す る一 とが あ る。 こ とに予 約

業 務 が航 空会 社 の 営業収 益 向上 の 点か らもまた旅 客 に とつ て,企 業 サー ビスの点 か ら も,最 も重要

な前 線 業務 で あ る し,同 時 にい ったん 空 席で 飛ん だ飛 行 機 の座席 は二 度 と販 売 で きない,い わば 腐

敗 しやす い 商 品 とい う特徴 が 加わ ってい る。

した が って,オ ン ライン化 の 目的 は,多 数 の予約 販売 の た めの 営業所,支 店(ま た これ に結 びつ

い てい る多 くの代 理 店 か ら入 って くる電話 申 込み を含 め て)を 結 ぶ ことに よって,航 空 機の全 座 席

の最 大 効率 を得 る よ う予約 販 売 とそ の管理 を行 な うことに より,生 産性 の向上 をはか る こ とを指 向

してい る。 当然 の こ となが ら,各 予 約係 の人 員 を抑制 で きる,い わ ゆ る省 力効 果 も・この種 の業 務担

当範 囲 で期 待 し得 る。

次 には,サ ー ビス業 の最 高 目的 と して,ペ ス ト・サ ー ビス を提 供せ ねば な らないが・ こ のオ ンラ

イ ン化 に よ り,高 品質 の情 報(最 新適 切に してか つ地域 差 等 の ない均 質 の)を 顧 客 に伝達 で きる こ

と とな る。 予約 に伴 な うさ まざ まの旅 行情 報 は,予 約 そ の ものが 迅速 正 確 に確認 され るの と同 様に

重要 で あるか らにほか な らない。

さ らに上 記二点 か ら,派 生的 に入手 し得 る最 新 の予 約情 況,実 績 等 か らさ まざ まな旅 客情 報 を,
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MANAGEIYENNTINFORM凶TIONと して抽 出す る ことが可 能 とな り,オ ン ライ ン ・サ ー ビスす

なわ ち経営 情報 シス テ ムの一 環 と しての効 果が生 まれ て く る。

② 対象 とな る業務

予 約 業務 の主 な る機能 は 次の とお りで あ る。

O

o

0

o

O

O

o

O

O

o

理

自社及び他社便の運航スケジ ュールと予約可能状況の表示と管理

座席インベントリーの表示と管理

他社及び自社の未機械化支店か らのテレタイプによる予約の自動処理と返事の自動発信

PNR(旅 客名,旅 程,発 着日時,便 名,発 着地,旅 客の連絡先等の詳細データ)の 作成と管

PNRの リ トリーバ ル,変 更,取 消 し等 の処理

空 席待 ち(WAITING)リ ス トにの ってい る旅客 の 自動 処理 と旅 客 宛 の通知

フライ ト ・イ ンフ ォメ ーシ ョンの表 示 と管理

運航 ス ケ ジ ュー ルの 変 更処理 と変 更 に伴 な う予約済 み 旅客 の再 処理 と旅客 へ の変 更 通知

ホ テル ・レンタ カー等 の予 約 ・手 配 に関す る 自動 処理 と 自動 発信

出発 時 前後 の情 報処 理 と旅 客 資料 の作 成

次に出発管理業務の分野の主機能は次のとおりである。・

(3)

上 記の よ うな,対 象 業務 の 多 様性 は,座 席 を売 る機能 と,旅 客 に関す る情 報が フ ァイルさ れ てい

る,PASSENGERNAMERECORD(PNR)と の有 機的 結 合 に よって可 能 とな る。 このIP

ARS(INTERNATIONALPROGRA]YglfEDAIRLINERESERVATIONSYSTEM)と

呼 ばれ るプ ロ グラム に よ って,一 本 の リアル ・タ イム として総 合的 に働 き,4日 数万 件 に及 ぶ予 約

・照会 等 を相 手 に数 百万 席の 座席 が 管理 され てい る。 な お,こ の リアル タ イム ・リザ ベー シ ョン ・

シス テ ムの 中 に 「計 画 ・テ ス ト・導 入 ・運 用」 にい た るす べ ての作 業 過程 の サ ポー トに関す る機 能
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o出 発便別運行情報の表示

o旅 客名によるチェックイン処理(頭 数でなく予約氏名との照合による方式)

o座 席の割当てと旅客の希望による座席指定選択とその変更の処理

。 団体旅客の一括チェックイン

。 超過手荷物料金の計算

o座 席指定チャー トの作成と使用状況の照合とその表示

o搭 乗旅客名簿の作成と到着地ぺのテレタイプによる送信

。 荷物搭載管理のためのデータの収集

。 搭載プランの作成と搭載位置の決定

o搭 載一覧表の作成

o特 別なサービス(菜 食主義者用の食事 とか幼児食,車 椅子の提供等)を 要する旅客情報の伝達

と管理

システムの概要 とその特色



を含ん で い る。 ア プ リケー シ ・ン と しての最 大 の特 徴は,販 売 可能 な空 席 を有 す るフ ライ トの うち,

優 先順 位 をつ け て,表 示 す る こと に よ り,RECOMMENDし たい 便には,特 に印 を付 して表示 し,

また 他 社 便の 予約 区間 でJAL便 の あ る際は,優 先的 に 自社 便 を次 々 と表 示す る事,申 込 項 目の順

位 を プ ログ ラム 内で,国 際航 空標 準 のFOI{MATに 変 換 して,INPUTし 得 る ことや,、多変 区間 のた

とえば世 界 一周 等 で あ って も,一 区間 ご との インプ ッ トを数 回繰 返す とい う繁雑 さ をさ け,多 数 区

間 の乗 継 ぎ旅程 を一 回の イ ンプ ッ トで一 挙 に処 理 す る とい う効率 高 い オ ンライ ン ・プ ログ ラム であ

る。 ちなみ に,こ の部 門 で20万 ス テ ップ近 い修 正 ・新 規開 発 をや りさ らに出発 管理 業務 関係 の追

加 開発 分が 約10万 ステ ップ と,全 部 合 計す る と45万 ステ ップ近い 総 合 オン ライ ン ・プ ログ ラム

とな ってい るo

r2〕 シス テ ムの構 成＼'

川 通信 網 の概 要

従 来 使用 してい カJALCOM-1(昭 和39年7月 開 始)で は,北 海道 地 区は 札幌 市 内 に,東 京地

区は 羽 田,関 西地 区は 大 阪 に,九 州地 区は 福岡vaI!Pの お の集線 装 置 を設 置 し,公 社 回線(50ボ 」)

にて回線 網 を作 った が,今 回 のJALCOM-9で は,目 下展 開 中 で あるが,昨 年t1月 に まず東 京 ・

大阪 間 を2400ボ ー公 社 回線 で 結ん でい る。 さ らに本 年2月 名古屋支 店 と同 様2400ボ ー 回線

で東 京 の セン タ と直 続 してい る。 今後 中小 の 営業所 等 とは,高 速集 配線 装 置(HLC)を 介 して,

t200ボ ー回 線 を介 して,拡 大 してい くヒ と とな って い る。 な ま㍉ 後 述 の デ ィス プ レイ装 置 と し

てのCRTとKEYBOARDを 使 用 しない店 舗 は200ポ ー チvタ イプ で,セ ンタ と結 ぶ こと とな

る。 文字 は英 文 字 のみ で,数 字,特 殊 文字 を含 み,最 大 画 面 は16行,1066文 字 を一度 に表 示

し得 る もので あ る。

② コン ピ ュー タの概要

中央 の コン ピ ュー タ ・シス テムは 東 京 国際空 港 内(羽 田地 区)の 整備 ビル に既設 の オ ン ライ ン及

び 通 信 自動 中継 システ ムが あ る関係 か ら,新 設 の機 械室 を設 け,IBM360モ デル65を

DUPLEXと レ(置 いている。さ らにシ ステ ム ・テス ト期 間 中の マ シン ・タ イムの 必要上,IBM360

モ デル40を 一 式併設 した が,前 述 の 出発 管理 業務 につ い ては,プ ログ ラム開 発途上 の必要 性 か ら,

本 計 算機 をオ ン ライ ン用 に使 用 し,半 年 後 に開 始 した リザベ ー シ.ン ・システ ム に もっぱ らモ デル

65を 使 用 してい る。 ただ しSWITCHINGUNIT,PROCESSORSWITCH,CHANNEL

SWITCH等 を導 入 して,す べ て 切換 え 可能 で あb,相 互 の オン ライ ン ・システ ム をBACKUPし

てい る。ltk－磁 気 デ ィス ク集 団装 置は座 席在 庫 レ コー ド,フ ライ トス ケ ジ ュー ル,PNR等 の ため

3台(24PAC用),磁 気 テー プ装 置12台 等 を備 え てい る。

(3)端 末 機 の種 類

今 回 のJALCOM－ 皿 では,予 約業 務 も空 港 出発管 理業 務 も共 にCRTを 使用 してい る。 両者 に若

干 の性 能 の 差は あるが,予 約用 に新 規 に共 同開 発 した,7×9ド ッ ト方 式 のNEC製CRT約265

台 を国 内地 区 に設 置す る(大 型 店舗 用端 局 交換 装 置 と してのNEAC3200型10台 は設 置完了

内一 台は 教 育訓練 用 と して,20台 のCRTを 制御 してい る)別 に,ハ ー ド・コピー用 に受信 専 用
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プ リンタ ー(200ボ ー)を 計37台 上 記CRT4台 に一 台 の割 合 で併設 してい る。 小 規模事 業 所

用の端 局 交換 装 置は リモ ー ト形 と して計21台 を1200ボ ー 回線 に結ぶ べ く目下導 入 中 であ る。

④ 信 頼 性の 確保

中央 処理 装 置は全 部二 重化 され てい るのは前述 の とお りで あ るが,さ らに電 源 と して の定 周波 定

電 圧装 置 も,1・50KVAク レー マ方 式 発電機 四基(計600KVA)が 常 時並 列運 転 をして お り,

この面 の 容量 も二 重化 され て い る。 さ らに約50分 間 のバ ッテ リー電 源 を装 備 してい る。 ハ ー ドウ

ェア上 の信 頼度 は十 分 考慮 した上 で,さ らに端 末 機の配列等 に工 夫 をこ ら して,オ ン ライ ン実 施部

隊 の業 務 の全 面的 停 止 を防 止 し,一 方 では ダ ィア ゴ ・プ ロ グ ラム を完 備 して,ト ラブル ・チ ェ ック

の迅速 正 確化 を期 してい る。 な瀞 予備 機 や切 替装 置 も十分設 け 回線 ダ ウンの 対策 も考 慮 して ある。

固 業務処理の概要

(1)業 務 フ ロー ・フ ァイ ル等

予約 業務 の 場合 は,座 席 の 申込 み を,便 名,日 時,或 は 目的地希 望 時 間帯等 に よ り,記 憶装 置 よ

り引 き出す 訳 で あ るが,IPARSの 特 徴 と してLARGE(1055バ イ ト)SIM[ALL(381バ イ

ト)の 二 つ に標 準 化 して お り,コ アお よび フ ァイル のダ イ ナ ミック ・アロケ ー シ 。ン,ダ イナ ミ プ

ク ・バ ッフ ァリ ング を容 易 と してい る。 このた め,プ ロセス ・タイ ム を短 くし,か つ コア ・ス トレ

ー ジの使 用効 率 を高 めてい る
。 フ ァイル ・アク セス ・メ ソ ッ ドとして も,150余 に及ぶ こ とか ら

固定 的 なフ ァイル と量 的 に伸 縮 の ある フ ァイル(た とえ ばPNR)と を分 け て扱 い後 者 をRANDCM

POOLと して,フ レキシ ブ ルな アサ イ ンメ ン トとコン トロー ル を行 ない 効率 を上 げ てい る。

② プ ログ ラム

トランザ クシ ・ンが ピー ク時50メ ッセー ジ/秒 の他 社 の実例 もあ り,い ず れ端 末 が1000台

を超 え る こ とか らもまた フ ァイル の膨 大 さ を基本 と して,45万 ス テ ップ に及ぶ アセ ンブ ラー を使

用 して組ん で ある。 前 述 の ごと く,コ ン トロール部 分 の ほか は,大 小 の 改修 追加 開 発 を加え てい 灸

{3)リ アル 。タ イ ム ・システ ム を とった理 由

座席 一 件当 りの価格 が 高価 で あ る こと と,保 存 の きか ない 商 品で あ る こ とや,ま た団体 等 の大 口

予約 の取 消等 々 を終 えた 時,ご く短 時 間 の うち陥 在 庫 管理 を常 にUP-TO-DATEに してお

か ね ば な らない。 しか も予約 申込は全 国全 世 界各 地域 にバ ラまかれ てい る。 そ とで フ ァイ ル を常 に

更新 し,し か も全 国の各 営業 所 の全端 末 機 と即刻MANMACHINETALKINGを や らね ばな ら

な い。JALCOM-1(国 内線 用)以 来 リアル ・タ イム方 式 をと らざ る を得 ない 次第 で あ った。 ちな

み にJALCOM-1の 応 答速 度4～4.5秒,今 回のJALCO]1-llは 何 と約2秒 で ある。 これ に よ

つ て,殺 到す る予約 もNOMORECARD,NOMOREPENCILで 処 理 能 力は倍 加 され,空 港 チ ェ

プク ・イ ン も所要 時 間 を半 減す るこ とが 可能 とな った。

④ システムの推移

(1)開 発プロセス

昭和42年 事務近代化基本方針の中核として予約販売を中心 とするオンラインの開発が考えられ,

43年4月 一応中央装置と端末機器のメーカ選定が決定 した。しか し実施上の体制 組織等プログ
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ラム量 の推定 もユ ーザ部 門のREQIREMENTの 調 整等が あb,45年14月 に始 めて旅 客 シス テ

ム室 を設 置 し,ユ ーザ部 門 よ り業務 経 験者 を相当 数導 入 して,開 発部 隊編 成 に成 功 した。

(2)業 務 面へ の影響

本 来 予約 カ ー ドに手 で書 き込 まれ る業務 が一 変 して,直 接CRTか らINPUTさ れ る こと とな

り,さ らに従 来 机上 狭 し とばか り並ん で いた 時刻 表 や マニ ュ アルの数 も全 部情 報 記憶 に投 げ 入れ た

の で,単 に正確 性 と迅速 性 の向上 のみ で な く,作 業 環境 を含 め ての近 代事 務 体制 が 確立 され た。 も

ちろん 増員 抑制 効果 も大 き く且 つ 応答 処 理 の迅速 化 に よ る販 売 の拡 大は きわ め て評 価 され,投 下 コ

ス トを上 回 るベネ フ ィ ッ トは 数拾 億 円 に及ぶ と計算 され て い る。

{3)開 発 プ ロセス

膨 大 な プ ログ ラム開 発 の ため開 発 発足 時100名 以上 の新 入 プ ログ ラマー を増 強 教育 し,戦 力 と

した。 殊 にこの 中50名 程が 女 性で あ り,後 日有 能 に働 い た事は 画 期的 で あ る とは 思 われ る。 メ ー

カ共 々開 発ス ケ ジ ふ一〃 管理 に意 を用 い,さ ま ざまの技 法 に よ り,開 発 の遅 延 を防 ぎ,よ く当初 目

標 時期 にCUTOVERに 成功 した。 この間,開 発部 隊は 原 則 と して課 制 を廃 止 し,数 人 の 管理 職は,

フ ェーズの 推移 に応 じて,グ ルー プの編 成変 え を数 回行 なつ た。 そ のた め,テ ス ト段階 におけ る組

織 とオ ン ライ ン ・オ ペ レー シ 。ン体 制 ない しメ ンテナ ンメ 体 制へ のCOVERAGEPROGRA]tM-

ER,OPERATORの 配 属教 育等 に十分 配慮 した。 約52,000MAN-DAYの ソ フ トのほか に,

端 末 開発,デ ー タ通信,施 設 関係者 を含 め,合 計170人 の開 発部 隊 の編成 にお よそ2カ 年 を要 し

た こと とな る。

⑤ 将来の方向と問題点

端 末 機器 の数 量 及種 類は2000台 に 及ぶ 日が 予想 され,か つ 記憶 装 置の 追加 も必要 とな るが,と

もか く,予 約以 外 の関連 業 務 た とえ ば 料金 計算 やそれ に基づ く航 空機 券 の発 行 印刷等 も目下 国 際的 に

研 究 さ れ てい る。 当然,海 底 ケ ーブ ル を利 用 して,北 米 大陸等 との間 にオ ン ライ ン も進 め る こ ととな

る。 現 に欧 州諸 国 の うちBOAC,AIRFRANCE,ALITARIA,SWISSAIR,ETCは 大 西洋

を3600ボ ー(BOACの み)2400ボ ー回線 で オン ライ ン を実施 してい る。

さ らに,空 港 シス テム の拡 大 も引続 き行 ない,各 空港 の機 械化夕 国 内線 旅 客 用 のオ ン ライ ンの新 規

構想 の必要 とな りつつ ある。

国際 航 空会社 間 の オ ン ライ ン をい か に連 結す るか,ハ ー ド,ソ フ ト両 面 の研 究か ら,旅 行業着 た と

えば,TRAVELAGENTやHOTELの オン ライ ンとの連 繋 も開発 してい か ねば な らない。 そ の過 程

で 当然 コー ド変換 を含 む 巨大 なMESSAGESWITCHINGSYSTEMの 必要 性 と回線 使用 のさ まざ

まな新 規技 術 を含ん だ回線 網 企 業 も国際 的 に必 要 となろ う。

7・2・2運 輸 省 車 検 登 録 シ ス テ ム

〔1〕オ ン ライン化 の背 景

(1)オ ン ライ ン化 の 目的

日本 経 済 の高度 成 長 に 伴 い,わ が 国の 自動 車 台数 も年 々増 加 の傾 向 をた ど り,昭 和45年3月 末

まで 登録 自動 車 台数 は約1500万 台 とな り,昭 和50年 末 では 約2500万 台 に達す る と予想 され
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る。 このような自動車台数の増加 に伴 い,そ れ を処理する陸運事務所の業務量も大巾に増加し,人

手によって,そ の業務量をカバーするには正確 ・迅速なサービスを維持することは不可能となりっっ

あった。そのため運輸省は窓口要員の増加をおさえるため,42年5月,日 本電信電話公社に機械化

によるシステムの検討依頼をおこなった。

② 対象 となる業務

陸運事務所の業務は道路運送車両法(昭 和26年7月1日 制定)に 基づく法律を施行する業務であ

って,自 動車の所有権の公証をおこな う登録業務 と,安 全基準の確保 をおこなう検査業務,お よび管

理業務に大別される。登録業務には,

① 新しく自動車を登録するときの新規登録。

② 車の廃車特等におこなわれる抹消登録。

③ 中間登録。

④ 抵当権登録。

などがあり,検 査業務には,

① 新規検査。 、

② 継続検査。

③ 検査証の再交付。

などがあり,こ れ らの事務処理についてオンライン化 をはかるわけである。

管理業務としては登録検査業務に関する統計資料を作成する業務であって府県別,市 郡区別に,ま

たは型式や年式 ・車種別に集計する。

③ 窓口業務の概要と特徴

自動車を運行の用に供するものは,ま ずそのまえに各部道府県陸運事務所の窓口に,登 録および検

査の申請がおこなわれる。窓口ではその登録の受付順に従って登録業務がおこなわれる。機械化前は・

登録原簿 を作成し,こ れを原簿保管室に格納し,中 間登録等の時はその原簿 を保管室より抽出し,原

簿内容と照合し,訂 正し,検 査証の書きかえ等をおこなって申請者に交付した。 これ らの登録検査業:

務の現状はその約80%が 原簿の抽出,原 簿への記入,原 簿の格納,検 査証の交付書類の作成である。

これらの単純作業を機械に置きかえたのが本システムである。

回 システムの構成

(1}回 線 につい て

運 輸省 システ ムの 回線 構成 は4線 式の 全二 重 回線 で送 信 と受信 が 同時 にで きる。 セ ンタ とタ ー ミナ

ル 問はす べ て直 通 回線 と し,伝 送速 度は1200ピ ーフ ト/秒 の回線 を使用す る。

第7・2.1Wtま全 国 の陸運 事務 所 の配 置図で洛 陸 運事務 所 とセ ンタが むす ばれ てい る。 図で示 す 通 り1

対1で むす ばれ てい る回線 と,.分 岐回線 に よる方法 とが ある。
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第7・2・1図 全 国 陸 運 事 務 所 配 置 図
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(2)セ ンタ設 備

セ ンタ設 備 は大 容量 ラン ダム アク セス フ ァイル を持 つ 」-3000形 電 子 計算 機(NEAC-22

00モ デ ル500相 当)を 当初2台 構 成 で構成 し1

い る。ag7.2.2図 は セ ンタ設 備 の構 成 図 を示す。

1台 は予備 機 と してバ ック ア ップ に万 全 を期 して

`

●

●
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回

第7・2・2図 セ'ン タ 設 備 の 構 成
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{3}タ ー ミ ナ ル. .!

タ ー ミナル は全 国 の陸 運事 務所 に設 置 しデ ータ宅 内 装 置 と してマ ーク シ ー トリーダ,プ リンタ,伝

送 制御 装 置,お よび変 復調 装 置 によ って構 成 され る。 第 ス2.3図 は ク ー ミナル の構 成 図 を示す。 マ ー

ク シ ー トリーダはrg7.2.4図 に示 す マ ーク シ ー トを毎 分 約12枚 の速 度 で読 み 取 る。 プ リンタは毎 秒

20字 の印字 速 度 で第 ス2.5図 に示す 自動 車検 査証 を1枚 当b約55秒 で 印字 す る。

伝送 制御 装置 は これ らの 装 置 を制御 す るほ か,セ ンタ との間 のデ ータ伝送 に必要 な 制御 や誤 りの検
二'

出訂正 動作 もお こな う。
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第7・2・3図 デ ー タ 宅 内 装 置 の 構 成
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(4)信 頼 度 の確保

セ ンタ設 備は すべ て 予備 機 を持 ってい る。 そ して, .その 切替 には通 信線 切替部 お よび 周辺装 置 切替

部 に よって プ ロ グ ラム また は手 動 に よって 切換が お ヒなわ れ る。 そ のた め周辺 装 置 の障 害は,シ ス テ

ムの 中断 の ない よ う設 計され てい る。 又 中央処 理 装 置お よび大 容 量 のデ ィ スク につ いて は 予備機 に よ

るバ ックア ップ に よ リシス テ ムの 中断 を極 力短 か くす る よ う考 えてい る。

〔3〕業 務 の 概要

運 輸省 シ ステ ム の業務 は,前 述 の とお り自動 車 の登 録検 査 に と もな う原簿 ファイルの更,新 出力 帳票

の編 集,業 務 の妥 当 性 のチ ェ ック,履 歴 情 報 の抽 出,(オ ン ライ ン処 理)と 履 歴情 報 の累 積,証 明書

の 作成,お よび統 計処 理(オ フ ライ ン処 理)の 業務 が お こなわ れ る。 シス テ ム のプ ログ ラムの構成 は

第 ス2.6図,お よび第 ア・2・1表 の とお りで あ る。
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④ 業務 処 理.

オ ン ライ ン業務処 理 プ ログ ラムは,A～1の9個 の タ スク で構成 され て お り,そ れぞ れ のタ ス クの

うち使 用頻 度 の 高い プ ログ ラム は対応 す るメ モ リエ リヤ に常駐 し,そ れ 以外 の プ ロ グ ラムは 管理 プ ロ

グ ラムの 制御 の もとで必要 に応 じコア上 に展 開 され 動 作 をお とな う。

処理 内容は,記 載項 目の妥 当 性の チ ェ プク,コ ー ド変 換,原 簿 フ ァイル の索 引,格 納,申 請 の受 理

の可 否,登 録 番 号の払 出 し,更 新履 歴情 報の書 き込み,各 種 コー ドの索 引,出 力 帳票 の編 集,入 出 力

ジ ャー ナル の記録 をSbヒltう 。

固 フ ・イノ哺 成

本 シス テ ム のフ ァイルは,登 録 届 出事 項 を格 納 した マス タ フ ァ イル(原 簿 フ ァイル)と,住 所 コー

ドとそ の表示,定 め られ た所 有 者 コー ドとそ の 住所 氏 名,形 式 認定 を受 けた 車の 諸 元(長 さ,巾,高

さ,重 量等)等 を格 納す るサ ブ フ ァイルが あ る。

原簿 フ ァイ ルの構 成 は第 ス2.7図 に示 す とisり3段 の インデックスとデー タ部 か ら構 成 され る。 デ ータ

部は,そ の状 態 に よ り12種 類が あるがい ずれ の 場合 も ↑車両 分 の 情報 の 性質 を表 わす ヘ ッダ部 と固

定 長 項 目部 分,な らび に可 変 長項 目か ら成 ってお り,1車 両 分 の平 均 の長 さは 約100キ ャ ラク タで

各 種 コー ド表示 は もちろん の こ と数 字部 は2進 変換 に よb収 容効 率 の向上 を計 ってい る。 フ ァイルは

定 期 的 に不要 デ ー タ の除 去 をお こない,情 報保 護 対策 と して1日 お き,又 は週単位で 磁気 テ ー プ に コピ

ー し
,そ の コ ピー デー タ とそ の間 の トランザ ク シ 冒ンテ ー プ に よって デ ィス クが読 出 し不 能 にな って

も,カ バ ーす る こ とが で きる よ うに な ってい る。

o

食
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匡〕 使 用言語 とプ ログ ラムサ イズ

本 シ ステ ムの ほ とん どの部 分 は ア セン ブラ言 語 で書 かれ てtSb,開 発 した プ ログ ラムは 約20万 ス

テ,プ に お よん でい るaオ ン ライン に拾け る コア占有 状況 を第Z2 .8図 に示 す。

!

常駐モニタ

(入出力制御4t5K)

62.2K

障害処理プログラム 15.4K

入出力処理 246K

診 断 プ ログ ラム 94K

通信用モニタ 25.4K

伝送制御 ・電文制御プログラム 30.6K

通信制御用テーブルバツプア 99K

A 41K

D 40K

E 48K

H 16K

J

～

N

100K

各20K

、、

第7・2・8図 オ ン ラ イ ンva$'け る コ ア 占有 率
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rア〕 開発 した デー タ コー ド

本 シス テム のた め に開 発 した デー タ コー ドは前 述 の と お り日本 全 国の 県・ 市郡 区,町 大 字 まで を8

桁 の数で コ_ド 化 した 住 所 コー ドと大 口所有 者 の住 所氏 名 を4桁 の数 で コー ド化 した所 有 者 コー ドが

あb,住 所 コー ドは 県 を2桁,市 郡 区 を2桁,町 大 字 を5桁 の コー ド,と チ ェ ック ビ ッ ト1桁 を加 え

た8桁 コー ドで構成 され てい る。

〔8〕シス テ ムの 推移

本 シス テ ムは昭 和42年8月 よ リシス テ ム設 計 に入b,昭 和45年5月 習志 野陸 運事 務所 のサ ー ビ

ス 開始以 後順 次 日本全 国 にサー ビス を拡 大 してtsり,昭 和46年4月 全 国 の サー ビス が開 始 され た。

しか し 自動 車 の伸 び に対 処す るた め,さ らに2～5年 周期 で シス テム増 が 必 要 とな る。

本 シス テム の開 発 にあた っては設 計 か らシス テ ム の評価 まで に約5年 かか つ てお り,こ の 間設 計,

プ ログ ラム作成 に要 した人 員 は約200人 年 に のぼ ってい る。

〔～ヅ シ ステム の将 来

本システムは今後自動車台数の伸びに従い順次拡大されて行 くことはもちろんのこと・警察庁にお

ける各種犯罪調査,自 治体における自動車税徴収業務への利活用・自動車ディラー・自動車業界での

情報利用,さ らに道路建設,各 種自動車行政への利用も計画ざれており,シ ステム拡大の一途 をたど

っているo

/
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7'2・5富 士 銀行 に お け るオ ン ライ ン ・アプ リケ ー シ ョン

〔1〕オンライン化の背景,

〔1)オ ン ライ ン化 の 目的

近 時金 融 機関 におけ る オ ン ライン投 資は,大 手 の都市 銀 行 では 百数 十億 円 にも達 してい る
。 この よ

うな 巨額 の投 資 をして まで オ ン ライ ン化 を進 め る 目的は い つ たい どこに あ るので あ ろ うか
。

そ の第1は ・ 省 力化 に と もな う事 務 コス トの 切 り下げ ・ い わ ゆ るコ ス ト・セイ ビン グに ある
。 金

融機 関 の労 働 力の 大半 を占め る 高校 卒就 職者 は,求 人 数502万 人 に対 し55万 人 にす ぎず
,そ の割

合は わ ずか10・6%に と どまつ てい る(昭 和46年1月 現 在)
。 と うした 情勢 を背 景 と して若年 層 を

中心 とす る人件 費 の上 昇が 著 しい ば か りか・年 間 二千 名近 い 自然退 職者 を有 す る大手 の 金融 機 関では
,

そ の補 充 が 精一杯 で,も は や従 来 の よ うに事務 量 の増 加 に応 じて人 を増 や してゆ くとい うこ とは事 実

上 不 可能 になっ てい る。 片 方で 銀行 の 大衆 化 ・新 種サ ー ビス の提 供 に と もな つ て事 務 量は5～6年 で

ほぼ 倍 近 く燵 するイmaを 示 してい る現状 か らすれ ば,繊 化 し うる ものは勧 機 械化 を進 めて
,1

人 当 りの 生 産性 を向上 させ る こ とが 今 や緊 急の 要求 となつ てい るの で あ る。

第2は ・ 経 営管 理の レベル ・ア ップ,い わ ゆ るベ ター ・マネ ジメ ン トで あろ う
。 と くにオ ン ライ

ン化 によ る各種 の 索 引機 能 と事 務 処理 の ス ピー ド ・ア ップ に よ って
,事 務 の堅確 化 と効 率化 に及 ぼ し

た 影 響は きわ めて大 きい ものが あ る。 さ らに,最 近の 給与 振込 や総合 振込 の 増大
,電 気 ・ガス ・水道

・電話 料 金 や各種 ク レジ ット ・カー ドの代 金支 払 い な ど各 種 の新 種 サー ビス は
,も しオ ン ライ ン化 が

進ん でい なか った とす れ ば,膨 大 な人手 を要 し,そ れ こそ最 近 の 雇用事 情 で は と うて い処理 しきれ な

か った 業務 であ る。 一 方 では また オ ン ライ ンは 各種 の 経営管 理 資 料作成 の面 でそ の正 確 性の向上
,ス

ピー ド'ア ップ に も大 き くや くだっ てい るが,他 方では
,従 業 員 を膨 大な利 息 計算や袖 露己帳などの単

純業務 か ら解放 し・よ り人 間 らしい 判 断業務 や顧客 との接待 業 務 に専 念す る こ とを も可能 に してい る
。

第3は ・ 顧 客 サー ビス 面 の改善 で,い わ ゆ るベ ター ・カス トマー ・サー ビスで あ る。 正 確で 迅速 な

事 務 処理 を行 な うこ とは・ 顧 客 サー ビス の 基本 で あるば か りで な く,客 待 ち時 間 の短 縮
,為 替 送金 の

ス ピー ド ・ア ップ,全 店払 預 金 の限度 の引 き上 げ な ど
,オ ン ライ ン化 は この面 で も大 きな役 割 をは た

す の で あ る。

② 対 象 事 務

最近 の 金 融機 関 の オ ンラ インの特 色 は,総 合 オ ン ラインの 名 の示す よ うに,当 座 預金,普 通預 金,

定 期預 金 ・ 通知 預金,積 立 預金,納 税 準備 預金 な どの 預金 の全 科 目 を対象 とす るだけ で な く,内 国 為

替 や外 国 為 替・ 貸付等 を も包含 した 総 合的 なシス テ ム を展 望 してい る と ころ にある。

⑧ シス テ ムの概 要 とそ の特 色

総 合 オ ン ライン ・シ ステ ム の特 色 は 第1に,上 記の よ うな 対象業 務 の多 様性 とい うこ とで ある
。 第

2は,こ れ らの複 数業 務 がす べ て1本 の リア ル ・タイ ム ・プ ロ グ ラム に合成 され て有 機的 に動 い てい

る とい うこ とで あ る。 第5は,対 象 口座数 が数100万 口座,1日 の トラ ンズ アク シ 。ンが数10万

件,端 末 装 置が約 千台,回 線 数 も数100回 線 に及 ぶ とい う規 模 の大 きさ にあ る とい うこ とがで きよ

う。

-164－

x

◆

A



●

■

2.シ ス テ ム の 構 成

{1)通 信 網 の 概 要 と特 色

富士 銀行 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クは,全 国 の207力 店 を結ぶ517回 線 か ら成 ってい る
。 そ

の うち,為 替 につ い てはゾ 札幌 一 束 京 一 大 阪 一 福岡 を結ぶ 主要 幹線 は1200ボ ー,そ の他 の

202力 店 はす べ て200ボ ー回線 で 結 ばれ てい る。 預金 につ い ては,京 浜地 区営業 店114力 店
,

名京 阪神地 区45力 店,地 方 支 店2力 店 が それぞ れ1200ボ ー回線 で東 京 ・大 阪の コ ン ピ ュータ に

直 結 され てい る(昭 和46年2月 現在)。 遠 隔地 方都 市の 預金 が オ ン ライ ン化 され てい ない のは,技

術 的 な理 由 に よる もので は な く,銀 行 の 市 外回線 料 金か らして採 算に あわ な いか らで ある。 札 幌 と福

岡 には,6回 線 につ き、1台の割合 でそ れぞ れ の管 内支店 用 に集信 装 置 がお かれ 主要幹 線 の1200ボ

ー 回線 と接 続 され てい る
。

伝 送形 式 は,為 替が カナ・・英 ・数 字,特 殊文 字 を含 む102字 の 可変 長 メbセLジ をい わ ゆ るイ ン

ク ア ィア リー&ア ンサ ー方式 に よ って処 理 をして い る6預 金 は,数 字,特 殊 記 号 を含 む66字 よb成

る固定 長 メ.セ ー ジ をいわ ゆ る コンテ ン シ 。ン方 式 に よ 二て扱 っ てい る。 各 メ.セ ー ジは
,い ずれ も

ヴ ァーテ イカル・ ホ リゾ ンタル のパ リテ ィ ・ビ ッ トに よって チ ェックされ る(第7・5・1図)
。

で

第7.5.1図 トラ ン ズ ア ク シeン ・メ,セ ー ジ
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② コ ンピ ュー ターの 概 要

中央 の コ ン ビa－ 夕 ・シス テ ムは,東 京 ・大 阪 にそれ ぞ れ2台 つつ 計4台 のUNIVAC1108

型 コ ン ピ ュータ をお き,1200ボ ー 回線 で接 続 され てい る。 そ れぞ れ はマ ル チ ・プ ロセ ッサー ・シ

ス テ ムで あ るが,46年 秋 には東 京分 は メ モ リー と1/0を 追加 してデ ュー プ レ ック ス とす る予定 で

あ る。1108は 日中 リアル ・タ イム ・プ ロ セス を行 ない なが ら2～3本 のバ ッチ ・プ ロセ ス を,夜

間 は6～8本 の 並行処 理 を行 なっ てい る。1108の ほ か には,IBM360(M40)2セ ット,

UNIVAC418・5セ ッ ㌧OUK9500・5セ ッ トな どがバ ッチ業務 用 に使われ てい る。

{3)端 末 装 置 の 種 類

端 末 装 置は,主 として為 替 用の フジ タ イバー(商 品 名オ キ デ一 夕200)を 預金 用の フ ジセ ィパ ー

(商 品 名オ キ セイバ ー)の2種 類か ら成 っ てい る。 前者 は 約720台,後 者 は 約290台 がす で に設

置 され てい るが,と くに 日本 の金 融機 関向 け に種 々の機 能 が付 加 され てい るの が大 きな特色 とい え よ

う。 フジタ イ・〈一一には,ラ イ ン ・コ ン トロー ラー によつ て,送 ・受 信機 各1台 が コ ン トロー ル され る

もの と,ブ ランチ ・コ ン トロー ラー に よ って,最 高5台 迄 が接続 され る もの とが ある。 フ ジセ イバ ー

は,最 高4台 迄が1台 のブ ランチ ・コン トロー ラー によつ て 制御 され,'1200・200ボ ーい ずれ

の 伝送 速 度 も使 用可能 のほ か,17種 以 上 の表示 ランプ によ ってた えず 現在 状況 が表 示 され るの も特

色 で あ る(第7・3・2図,第7・5・3図)。

●

4
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第7・3・3図 預 金 用 端 末 機(フ ジ セ イ バ ー)

一方禰
レ
/

＼
つ
/

ク

/
/
レ/

<
＼へ＼

丁

,

π・加

1toO

∨ ‥、 . '[こ
＼ べ

500m・m-._de、

//

ブ ラ ン チ コ ン トロ ー ル

蓮台4蹴

/
/

,裟

ノ/

、噸
プ
6㍑
1

1

　

、

、

～

n
:

10351

曳

 

、

」

∠タ藁ミ嶽＼
＼ 縛 費/へ ㍉

べ//i/

_・/
7-』+一～ 一_ ._.一!

パ

一/
|

1い/
-Pt1

-一_一 一.一!iミ ニ
'一 二

二二:…....、'ン

/ジ ベ乙織 物
十 一 一一/

}850加 ・加

⊥≒ 凝L
上

上

十.57th・ ・m－1
.

ー

ー

プ

㎜

＼

'

≧

・

～

こ

ー
～

,
,
ー
・
⊥

ー

0
竿
/

ノ

/

/≡ ミ三主

窓 口装 置

一168一

、

4

否



t

●

{4)信 頼 性 の 確 保

万 「 本 シス テム が故 障 した ぱ あい に は,銀 行 の 営業 機能 の大部 分が麻 痺 す る ヒとに なる た め,ハ

ー ドウ ェア面 で は,ほ とん どの装 置 に予 備装 置 を持 た せ て あ る。 中央処 理装 置 は マル チ ・プ ロ セ ッサ

ーの た め相互 にバ ック ・ア ップ 可能 のほ か
,主 記憶 装 置 の1パ ンク は常時 バ ッチ作 業 をしなが ら,故

障 時 に備 え てい る。 磁 気 ドラム装 置,磁 気 テ ープ装 置,通 信 制限装 置,コ ン ソ ール等 の 主要 入 ・出力

装 置 だけ で な く・ 無停 電装 置付 定 周波定 電 圧 装 置等 も予備 装 置 を持 って お り,か つそ れぞ れ が別 系統

で接 続 され てい る(第7.5.4図)。 そ のほか ソフ トウ ェア面で は,各 種 のエ ラ ー ・チ ェック を行 な っ

てい るだけ でな く,例 えば 通 帳未 記入 明 細表 を毎 日還元 す る な ど事 務手 続 面 で もい ろい ろ と不測 の事

態 をカバ ーし うる よ うに設 計 され て いる の も特色 とい うこ とが で きよ う。

端 末 装 置は オ ン ライ ン取 引機 能が 可 能 で あ るだけ で な く,ブ ラン チ ・コ ン トロ ー ラー内部 は極 力 モ

デ ひ一ル化 し,故 障 部 品 のユニ ッ ト交 換 を可能 な よ うに設計 した。

第7・5・4図 バ ック ・ア ップ ・シ ス テ ム
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5.業 務 処 理 の 概 要

{1}業 務 フ ロ ー ・ フ ァ イ ル 等

通 常 の預金 取 引 を例 にと る と,通 帳 へ の入 ・出金額 の 記帳,伝 票へ の 証認 印刷,ジ ャー ナル 印字等

が 同 時 に行 なわれ,そ の あ と磁 気 ドラム上 の フ ァイル や コ ア上 の カウ ンター の 更新が 行 なわ れ る(第

Z5.5図)。 ファイルは,マ ス タ ー・フ ァイ ル(各 取 引者 毎 に共 通 の項 目 を収容)と,ス レー ブ ・フ ァイ

ル(取 引先 に よ り,ま た 日時 に ょ り変 動す る項 目 を収 容)に 分か れ,両 者は リン ク ・ア ドレス に よ っ

て,チ ェ イニ ング され るほか,記 憶 容 量 の節 約の た め にす べ て ピ ッ ト単 位で 記録 され てい る

(ag7.5.6図)。

第7・3・5図 業 務 フ ロ ー(普 通 預 金処 理 の ケ ース)
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第7・3・6図 フ ァイ ル ・レ イ ア ウ ト(普 通 預 金 マ ス タ ー)
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② プ ロ グ ラ ム

1時 間当bの トランズ アク シ 。ンが数10万 件 に達 す る こ と
,リ アル ・タ イ ムにア ク セスの 対象 と

な るフ ァイ ル が10数 億 ピ ッ トに も及ぶ こ とか ら,リ アル ・タイ ム ・プ ログ ラム部 分は す べ てア セ ン

ブ ラー で コーデ ィング し,処 理 効率 の ア ップ をは か つ た。 ステ ップ数は 約5万 で ある
。

㈲ リアル ・タ イム ・シス テ ム を と った理 由

銀行 業 の 性格上,顧 客 のか な りの部 分 が店頭 に来店 し,そ の間 に処 理 を完 結す る ことが要 求 され る
。

か りに店頭で待っていないばあいでも,為 替の振込,当 座小切手の引き落としなどはきわあて短時間

の うち に処 理 を終 え る必要 が あ る。 したが って
,為 替 で遠 隔地 の端 末 装 置か ら振 り込 まれ た送 金は,

た だ ち にコ ン ピ ュータ の 中で カ ナ文字 に よる預金 口座 の索 引 と入 金記 帳 が行 なわれ た の ち
,相 手店 の

端 末 装 置 にそ の 旨ア ウ トプ ッ トされ る よ うにな ってい る。 また全 店 払預 金 の ご と く全国 で この 支店 の

端 末 装 置か らで も,即 刻 遠 隔地 に ある コ ン ピ ュー タの フ ァイル を更 新す るこ とも可 能で ある
。 さ らに

は,従 来 の オ フ ライン方 式 や リモー ト ・パ ッチ方 式 の事務 処 理 では,省 力効果 と迅速 性 の面 で不 十 分

な ことな どが この シ ステ ム を リアル ・タ イム化 した主 力理 由 とい え る
。

自〕 シ ス テ ム の 推 移

{1}開 発 プ ロ セ ス

この シス テ ムは,昭 和37年 か ら研 究 が 開始 され,端 末 装 置の 台数が 多 い ことや輸入 端 末装 置 では

高価 に過 ぎる ことか ら,昭 和58年 には 国産 のオー ダー ・メ イ ドの端 末装 置 の設計 に入
った。 米 国 の

UNIVACの 工 場で418型 コン ビa-一 夕 と結 合テ ス トの結 果 再三 にわ た るモ デル ・チェ ン ジ を行 な

い,昭 和41年 よb,本 シス テ ム を試 行,現 在 に至 ってい る
。 そ の 間富士 銀 行側 で延1.421人/月

計2,745人/月 の マ ンパ ワー を要 してい る。'

② 業 務 ・人事 面へ の影 響

本 システ ム の採 用 に よ り,冒 頭 の省 力効 果,経 営管理 の 改善,顧 客 サー ビスの 向上 な どをは か る こ
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とができたが,今 や本システムの稼働なしには日々の営業活動すら停滞 してしまうほど銀行業務の内

容に深 く根 を下ろしている。またその結果は,熟 練労働を単純労働化 したほか,男 女 ・年令構成 管

理者の管理業務や各営業店の組織にまで変化を及ぼしている。

〔司 将 来 の方 向 と問題 点

(1)将 来 の方 向 と業 界の 問題 点

本 シ ステ ムの 問題 点 は,投 資 が莫 大 で あ る とと,障 害発 生 時 には オフ ライン時 よりか え って不 便 に

な る こと,継 続 記録 や定 性情 報 は経 済 性の 面か らリアル ・タ イム化 で きず,一 覧 性 に欠 け る こ とな ど

で あろ う。 投 資 面 につい ては,主 と して中小 金 融機 関 を中 心 に共同 オ ン ライ ン ・シス テム が進 め られ

てい るが,全 国銀 行 ベ ース で も,昭 和48年4月 を目:どに全 国共 同 デ ータ通 信 シス テ ムの準 備 が着 々

と進 め られ てい る。 主 と して他 行 間 為替 のため に87行 間 を結ん で発足す る この システ ム も
,い ずれ

は 相 互 銀行,信 用金庫等 をも含 めた シス テ ムに発 展す るで あろ うし,為 替以 外の 業務 に も発 展す る こ

とが 予想 され る。 この点は,昭 和47年 か らの デー タ通信 の 開放 とあい ま って,今 後 の発 展 が期 待 さ

れ る点 で もあ る。

(2}海 外 の 動 向

米 国の 金融 機 関 のオ ン ライ ン ・シス テム は貯 蓄銀 行 を中心 と し,普 通 銀 行で はほ とん ど行 なわれ て

い ない た め小 規模 で 単純 な シス テ ムが多 い。 英 国 では最 近 大銀 行 を中心 にオ ン ライ ン ・シス テ ム を採

用す る と ころが 出て きた が・ その他 の諸 国 ではい ずれ もこれ ら徐 々に移 行 して行 くところだ とい う感

じが っ よい。 わが 国金 融機 関 の総 合 オ ン ライ ン ・シス テムは,以 上 の よ うにそ の時 の対象 業務 の 多 様

性,複 雑 な プ ログ ラム ・テ クニ ック,規 模 の大 きさ な どの点 か らみ て 世 界の 最先端 の技術 水 準 に ある

とい つ で も決 して 過 言では ない で あろ う。

、

7・2・4近 畿相 互 銀行 デ ー タ通 信 シス テ ム

〔1〕オンライン化の背景

(1}オ ンライン化の目的

銀行がオンライン化を図る基本的な理由は,銀 行の業務体系がデータ通信システムの機能に非常に

よくマ ッチしているということであるが,銀 行側からみてデータ通信システムを導入しようとする目

的は大きくわけて次の三つであるといえる。

① 経済環境が変化し,個 人の所得が増えっつある現状では,顧 客の大衆化 を図る必要があるが,

これは小口化された個人を主体とした取引層の増加を招 き,事 務量は著しく増大する。一方,人

員採用難は年々深刻となり,人 件費コス トは上昇 している。このような状況で行員t人 当 りの処

理件数を増加させるにはデータ通信システムの導入が必要である。

② どこの営業店からも自由に入出金できる全店サービス,各 種公共料金の自動振替などの取引先

へのサービスを強化 して顧客の増加 をねらう必要があるが,こ れにはデータ通信システムがきわ

めて適している。特に銀行間で激しい預金獲得競争を行なっている現状では,こ のようなサービ

スの実施が強 く要求されるn
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③ 銀行経営の合理化を図るためには,資 金配分,人 員配置の最適化や貸出審査の自動化などを行

なう必要があるが,こ れ らを求めるには必要なデータを迅速に収集し,数 学晦 統計的な手法 を

駆使する必要がある。

このためには,即 時的にデータが更新されるデータ通信システムの存在が前提となる。

② 対象 とな る業務

前項で述べた目的を満足させるには,全 業務をデータ通信システムの対象としなければならない。

しかし,経 済上の制約などから,そ の対象範囲は各システムごとに異なるのが実情である。本シンテ

ムの対象業務は次のとおりである。

① 当座預金,定 期預金などの預金業務(別 段預金を除 く全科目)

② 証 書 貸 付,手 形貸付・手形割引などの貸出業務(代 理貸付など特殊左貸付を除 く全科目)

③ 本支店為替,他 行為替などの為替業務

④ 取引先別に顧客の情報を管理する名寄せ業務

⑤ 営業店で業務を行なう上に必要な業務照会および経営管理上必要な資金量 ・融資量照会

③ 業務 運 営上 の組 織

銀行がデータ通信システムを運転する上で特に重要な部門は,セ ンタ運転,プ ログラム管理などシ

ステムの中枢的な役割を果す事務部,銀 行業務全般を管理する業務部,実 際に顧客に接し,デ ータの

投入を行なう営業店の三者である。この中でも,シ ステムの円滑な運転を図るために 事務部の権利

を強化するととが必要であろ う。

〔勾 シ ス テ ム の 構 成

{1}セ ン タ 設 備

本体 装 置はJ3050形 情 報処 理 装 置(NEAC2200-500電 子計 算 機相 当)を 設 置 しフ ァ

イル を収 容す る ため に磁気 デ ィス クパ ック装 置,磁 気 ドラム装 置,磁 気 テ ープ 装 置 を設 置 してい る
。

このほ か各 種 の入 出 力装 置 と通 信 制御 装 置 を設 置 してい るが,各 装 置の 主 な性能
,台 数 は第7.4.1表

の とお りで あ る。
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第7・4・1表 セ ン タ 設 備 の 各 装 置 の 性 能 と 台 数

装 置 名 機 能 数 量

本体 装置

(う ち記憶 装 置 容 量)
メモリ容量524K字 2台

磁 気 デ ィス ク パ プク装 置 装置あたり容量9204K字 32台

周 磁気 ドラム装置 装置あたり容量528K字 4台

磁気テープ装置 走 行 速 度64K字 ン秒 16台

辺
印 刷 装 置

字数117種 印刷速度960枚/分 5台

(数字のみ)
装

置
紙カー ド読取装置

紙テープ読取装置

読 取 速 度800枚/分

読 取 速 度1,000フ レー4>秒

2台

磁気インク文字読取装置 読 取 速 度1,560枚/分 1ム ロ

通 信 制 御 装 置
収 容 回 線64回 線

ご

2台
A

'

電 源装 置(ク レー マ)
3相4線 式 交 流208V200KVA

ノ

2台

'

② 宅 内 設 備

宅 内設 備 は変復 調装 置,制 御装 置,窓 口装 置 お よび デ ータ入 出力 装 置 よ りな る。

窓 口装 置 は預金 業務 お よび 照会 の一部 に使 用す る。

デ ータ入 出力 装 置は 貸 出業務,為 替業 務 拾 よび 照会 の一 部 に使 用す る。

宅 内 装 置の 構成 につ い ては 第7.4.1図,機 能 の概要 につい ては第 ス4・2表 に示 す とお りで あ る。

今 後 の増 加傾 向 に よ って若干 の 変更が 考 え られ るが,ほ ぼag).4.5表 の よ うに予 定 してい る。

4
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◎ 図7・4・1図 宅 内 装 置 の 構 成
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第7・4・2表 宅 内 装 置 の 機 能 の 概 要

デ ー タ 通 信 速 度

通 信 方 式

適 用 回 線

通 信 制 御 方 式

伝 送 符 写 構 成

使 用 電 源

{窓〔幽 印 字 速 度

印 字 方 式

)印 字行お・よび桁数

σ≒タ入出戊膿置)印字速度

)イ:端 数

)印 字桁数

200ピ ッ ト/秒

半2重 通信 方式

専 用回線 で分岐 回線 に も適 用可能

ポー リング/セ レクテ ィン グ方式

7単 位 符号 にノパ リテ ィ ・ピ ッ トを加 え,さ らに スター ト ・ス トププ

を付 加 した10単 位

調 歩同 期 方式

水平 垂直 パ リテ ィ ・チ ェ ヲク,自 動再 送 に よるク リー シデ一 夕出 力

方 式

制 御装 置 と窓 口装 置の 間,お よび 制御 装 置 とデー タ入 出力装 置間 の 接

続 ケー ブルは 最大50m

応 用交液100V士10V

1桁/秒

斉 式

通 帳,ジ ャー ナル側24行,47桁,伝 票側15行,28桁

20字/秒

英 字,数 字,カ ナ文字,記 号等128文 字

最 大 印字桁 数 は120字/行 以上 で あb,単 表 類 と連 続 根嚢 の同 時操

作 可 能
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第7・4・5表 宅 内 装 置 の 台 数

装 置 名 台 数

変 復 調 装 置

制 御 装 置

窓 口 装 置

デ ー タ 入 出 力 装 置

71

71

270

76

一

(3}回 線 設 備

セ ンタ と各 営業店 の宅 内 設備 との間 には,第7.4.4表 の よ うな 回線 を設 ける。

この 回線 に対応 して,セ ンタには1200ビ ッ ト/移 用 集 合変調 装 置,営 業店 には 単体 の1200

ピ ッ ト/妙 用変調 装 置 を配 備す る。

第7・4・4表 回 線 設 備 の 概 要

■

項 目 記 事

通 信 方 式 半2重4線 式

通 信 速 度 1200ピ,ト/秒

回 線 構 成 専用単独回線および分岐回線
9a

'.

回 線 数 64回 線

◎

〔5〕障 害 対 策 ・

(1}セ ン タ 設 備 の 予 備 機

① 本 体 装 置

銀 行業 務 の取 引件 数は 平常 日 と繁 忙 日とで 数 倍の 差が ある。 した が っ て,経 済 性 を考慮 した結果

平常 日は 現 用1台,予 備1台 とし,繁 忙 日は2台 をいずれ も現 用 と して使 用す る こと と した。 した

が って,万 一,繁 忙 日に1台 が障害 とな りた 場合 は フ ォ ール ・バ ック ・モ ー ドに よる運 転 とな る。

② 周 辺装 置澄 よび空 気調 整 装置

機種 ご とに予備 機 を設置 してい る。
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③ 電 源 装 置

クレーマ装置,蓄 電池および交流発電機を使用した無停電方式を採用している。

② フ ァ イ ル 障 害・

① 貸出元帳,預 金元属 名寄ファイル

必 ず 予備のファイルを用意し,万 一ファイルの内容が破損した場合は,即 座に復元する。

② 為 替 フ ァイル

ポイントダンプを行ない,万 「 ファイルの内容が破損した場合は,即 座に復元する。

③ 宅 内 装 置

センタ設備や回線が障害の場合は,通 常の業務処理を宅内装置が単独で行ない,そ の内容は紙テー

プに記録して,障 害が復旧した後紐テープを送信するととによって,セ ンタ処理を行なうことができ

るように左っているo

〔4〕業 務 処 理 の 概 要

(1)オ ン ライ ン貸 出,預 金 業 務処 理

宅 内装 置か ら入 力され た 内容 に よ り,科 目と取 引種 類 を判定 し,所 定 の貸付 番号,取 引先 番 号,口

座 番 号 に従 って,該 当フ ァイル 内容 の 更 親 照会 を行 な う。 結果 は再 び 同一 宅内装 置 に送信 す る。

② オ ン ラ イ ン 為 替 業 務 処 理

宅 内 装 置か ら入 力され た 内容 に よ り,為 替種 類,宛 先 を判定 し,為 替 フ ァイル の通 数,金 額,通 番

を更 新 して,該 当の 営業店 の 宅 内装 置へ 送信 す る。

{3)オ ン ライン関連 業務処 理

オ ン ライ ン関連 業務 は,オ ンライ ン業 務処理 と密接 な関係 が あ り,オ ン ライン業務 を続 け る上 で不

可欠 の もので あるが,大 き く次 の二 つ にわかれ る。

① 処 理 の能 率 をあげ る ため にセ ンタで一 括処 理 す る もの で,自 動振 替 や小 切手 の 引落 しな どが そ の

代 表 的 な もの で ある。

② オ ン ライ ン業 務処 理 で処 理 され た 各 種 の デー タに基 づ い て統 計資 料 な どを作 成す る もので,銀 行

の業 務 の運 営 に使 用す る。

(41フ ァ イ ル 構 成

フ ァイル と しては,磁 気 テ ープ,磁 気 ドラム,磁 気 デ ィス クパ ック を使 用 してい るが,そ の構成 は,

オ ン ライ ン用は第7.4.2図,オ ン ライ ン関連 用 は第 ス4・5図 に示す とお りであ る。
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第7・4・2図 オ ン ラ イ ン フ ァ イ ル の 構 成
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(5}プ ロ グ ラ ム の 形 態

① 使 用 言 語

オ ン ラインはす べ て アセ ン ブ ラ言語
,オ ン ライ ン関連 は一 部 をコボル と し,他 は アセ ンブ ラ言語

とした。

② 機 能 形 態

オ ン ライ ン業 務処 理 プ ・グ ラム を調 合せ
,収 集,分 配,交 換 の機能 別 に示 す と㌘45表 の と

お'りで あ る。

第7・4・5表 プ ロ グ ラ ム の 機 能 形 態

、 機 能 対 象 プ ロ グ ラ ム

,

問 合 わ せ 貸 出 業 務 処 理 プ ロ グ ラ ム'

預 金 業務 処理 プ ログ ラム

業務照会

資金量融資量照会

収 集 オ ン ラ イ ン ・メ ー ル(営 業 店 → セ ン タ)

'こ 日査 デ ータ送 信

分 配 オ ン ラ イ ン ・メ ー ル(セ ン タ→ 営 業 店)

一 斉 同報

交 換 為 替業 務処 理 プ ログ ラム

P

■

〔め 設 計,工 事 の 経 過

現在 までの設計,工 事の経過は第Z4.6表 に示すとfoりである。現在は,貸 出業務が試験段階にあ

り・為替業務は,全 営業店が預金〆貸出のオンライン化を終了後に実施する予定である。

預金業務については,6力 店で総合試験運転 を行ない,46年4月 より1週 間に1～2店 舗の割合

で移行を行なう予定であb, .貸 出業務にっいては,2力 店で総合試験運転を行なった後,や はりt週

間に1～2店 舗の割合で移行 を行なう予定である。

現在までの預金の試験結果では,営 業店の労働時間がかなり短縮され,当 初の目的はほぼ達してい

るように見受けられる。
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第7・4・6表 設 計 工 事 の 経 過

＼ 年 44 45 46

月 1 2 3 4 5 6 7』 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9

F

10 1112 1 2 3 4 5
1
6

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

基 本 設 計

細 部 設 計

コーゲ㍉ング
ディバック

統 合 試 験

絵合試用運転

運 転

!1

|

} 1

1

`

} ,

一

セ

ン

タ

設

備

基 本 設 計

細 部 設 計

据 付 工 事

試 験

一 ーー一 一 」

|

「

「一 「 {

(付帯工事)

宅

内

設

備

基 本 設 計

細 部 設 計

機 能 試 験

工 事

総合試験運転

運 転

ト ーーーーー一一 」

{一

一

一)

l

l

i

`

(注)ソ フ トウェアには為替業務関係は含まない
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〔6)将 来 の方向と問題点

(1)シ ステ ム の拡 張`

銀行相互の提携,急 激な店舗の増加,大 衆化路線の推進などによって,フ ァイル容量,回 線数,宅

内装置数は次第に増加するが,本 システムでは,当 初からそれらを見込んで設計しており,ま ず問題は

はない。

(2}業 界 と し て の 問 題 点

金融の自由化が叫ばれている昨今,銀 行間の競争はいよいよ激しくなつてきている。このような状

況では,次 のような事項についてデータ通信システムが即応してい く体制が必要となろ う。

① キャッシュ・ディスペンサなど現金の入出金の機械化

② 新種商品の開発

③ カー ド預金やクレジ ット・カー ドの普及などに対する顧客確認の方法

④ 取引先状況の詳細で迅速な把握

⑤MISの 導入

'

◆
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7・2・5野 村証券 に お け る総 合 オ ン ライ ン システ ム

〔1〕オ ン ラ イン化 の背 景

(1)総 合 オ ン ライン システ ム の概要

野村証 券の 総合 オン ライ ンシス テ ムは,本 店 のUNIVAC1108大 型 コン ビ"一 夕 と,全 国95

力店 の 端 末装 置 とを通信 回線 で結 び,得 意先 との取 引 をは じめ,全 ての 証 券業務 を,コ ン ピ ュー タの

デ ータ ・ベー ス と直結 させて 即時 に処 理 す る もので あ る。 株 式注 文 の迅 速正 確 な伝達 をは じめ,本 支

店 間の 業務連 絡 の 自動 交換,証 券 売 買の 諸計 算 と報告 書 の送 馬 預 り証 券の 出 し入れ 処 理,精 算 処理

等 の主 要 業務 を一 元的 に取 扱 ってい る。

デー タ ・ペ ース の 中心 を占め るのは,全 得 意先 の預 り証 券 の 明細 と取 引経 過 を総合 的 に とらえた

「総合 口座 フ ァイル」 で,各 種 の トランザ ク シ 盲ンに もとづ き,常 に最 新 の 内容 に更 新 され てお り,

窓 口か らの イ ンク ワイ ア リー に対 して,直 ちに応 答す る。

また,「 総 合 口座 フ ァイル 」は,野 村 証券 のMIS,と くに マーケ テ ィング ・イ ンフ ォメー シ 冒ン

・シス テ ムの 基盤 と して,各 種情 報 シ ステ ム のた めの デー タ ・ベ ース の役 割 をも果 してい る。

② オ ン ライン化 の 目的 と狙い

1)MIS運 用 のた めの基 盤 の確 立

①MISに 必 要 なデー タ ・ペ ーース の作成

② 得 意先投 資動 向の ダ イナ ミックな 分析

③ 広範 な業務 管理 情 報の 迅速 友フ ィー ドバ ック

2)高 度 な事務 オー トメ ー シ ョンの達 成

① 主要 業務 の総 合シス テ ム化 に よる情 報処理 の 正確 性 と効 率の 向上

② 営 業店 にお け る主要 帳 簿 の記 帳事務 の廃止

③ 証 券の 出 し入れ,名 義書 協 利 払 い等 証券 管 理事務 の合理 化

3)得 意先 サ ー ビス の一一層 の向上

① 注 文 のス ピー ドア ップ と正 確 性の 向上

② 営業店 窓 口 におけ る待 時 間の短 縮

③ 得 意先 レポー ト類 の 内容 充実化 と問 い合 せ に対す る 預 り明細 のス ピー デ ィな提供

{3)対 象 と な る 業 務

総 合 オ ン ライ ンシ ステ ムは,下 記 に示す 七つ のシス テ ムか ら構成 され てk・b(第7.5.1図)証 券 業務

の全 域 をカバ ー してい る。 各 シス テム は,一 元化 され た プ ロ グ ラム体 系 の もとに 「総 合 口座 フ ァイ勿

を中心 に有 機的 に結合 され てい る。

■

●

◆

メ ッセ ージ ・スイッチ ング ・シス テ ム

注 文 処理 システ ム

約定 処理 システ ム

精 算 処理 システ ム

保 護 預 り口座管 理 シス テ ム
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¢

・ 信 用 取 引 口座管 理 シ ステ ム

・ 得 意先 情 報 シ ステ ム

第7・5・1図 野 村 証 券 の トー タ ル シ ス テ ム

〈フ=㍉ 計画情報

Mls、

管理情報

総 合 口座 管 理 シス テ ム

保護預り

証 券

注 文

シ ス テ ム

約 定

シ ス テ ム

信用取引

精 算

シ ス テ ム

メ ッ セ ー ジ ・ ス イ プ チ ン グ ・ シ ス テ ム

営 業 店 舗 数

・ 得 意 先 口 座 数 ・・…

・ 取 引 デー タ件数 ・・…

総 合 オンライン

システム

95

750,000

120,000/日

一185一



,〔2〕 シ ス テ ム の 構 成

(1)ハ ー ドウ ェ ア

総 合 オ ン ライ ン システ ムの 機 器構 成 と しては,ま ず 中央処 理 装 置 と して,本 店(東 京 江戸 橋 ピル 分

室)に,UNIVACllO8(196k語)2台 を設 置 してい る。2台 の うち1台 は,リ アル タ イム

・シ ステ ムの 信頼 性 を高 め るた め のバ ックア ップ 用 であ るが,通 常 は,総 合 シス テム の一 環 として,

バ ッチ処理 を担 当す る。 フ ァイル として は,高 速,中 速,大 容 量 の磁気 ドラム計21台 を使用 してい

るが,と くに,FASTRAND9大 容 量 ドラムは,「総 合 口座 フ ァイル 」 と して活躍 してい る。 これ ら

周辺装 置 も,信 頼 性 を高め る た め,す べ て二 重化 され,そ れぞ れ の機 器が 相互 にス イ プチ ングで きる

よ う配 慮 され て い る(第 ス5.2図)

通 信 回線 は,主 として200ボ ー 回線 を採用 してい るが,ネ ッ トワー クの効 率 を高 め るた め,大 阪

(2カ 所),名 古屋,福 岡,仙 台 の5カ 所 に,中 継装 置 を設 置 し,コ ン ピ ュータ と中継装 置 の間 は,

2,400ボ ーで 結ん でい る。1支 店 当bの 回線 を原則 と し,デ ー タ量 の多 い支 店 につい ては,2～5

回線 を割 当て てい る。 現 在 の 回線数 は,200ボ ー124回 線,2,400ボ ー10回 線 と左 ってい る。

全 国 の支店 には,OMR(オ ン ライ ン ・マ ー ク ・リ・-S')と テ レタ イ プが,通 常 各2台 づっ 配 置さ

れ,タ ー ミナ ル ・コ ン トロー ラを介 して,1本 の 通信 回線 に接 続 され て い る。OMRは,富 士 通株 式

会 社の 協 力 を得て,こ の シス テ ム のた め に新 し く開 発 し在 もので,マ ー ク 〔'カー ドの読 取送 信機 能 と,

コ ン ピ ュータ よ りの ア ウ トプ ッ トを受信 す る機 能 をか ね備 え てい る。 こ の装 置 に より,セ ール ス マン

をは じめ全 ての社 員 が,、コン ピ ュータ と対話 で きる 。 ●

全 国か らの株式 注 文 の うち75%は 東京証 券取 引所 に,20%は 大阪 証券 取 引所 に集 中す るた め,

注 文 の迅 速 な伝達 を目的 として,2.400ボ ーの高速 注 文受信専 用 機 を両取 引所 に設 置 した。 このプ

リンタ には,OCRフ ォン トが使 用され てい るた め,約 定 成立 後 の伝票 は,そ の まs,UNIVAC

1108へ の イン プ ッ ト・ゲ 一夕 とな るe

●

亀
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第7r5・2図 ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成
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2}ソ フ}ウ ェ ア

リアル タ イム の ソフ トウ ェアは,EXEC-8を 中心 に,六 つ の コ ンポー ネ ン トか ら成 ってい る

(第 ス5.5図)。 す 左わ ち,

①EXEC-8・ ・… エ グゼ クテ ィブ ・ル ー チ ン

② リアル タ イム ・ス ーパ ーバ イ ザー ・… ・リ ア ル タ イ ム ・プ ロ グ ラ ム の 効 率 的 左 実 行

を 図 る 。

③ 通 信 制 御 ル ー チ ン ・・… 通信 回線 か らの入 出力 デー タ の コン トロー ル を図 る。

④ トランザ ク シ コン ・ア ナ ライザ ー ・… ・入 力デー タ の種類 の 判別 と必 要 なユ ーザ ●プ ログ ラム

の ローデ ィン グ を行 な う。

⑤ ユー テ ィ リテ ィ ・ルー チ ン … ・・ユーザ ・プ ログ ラム の うち共 通化 し うる部分 を全 て この ル ーチ

ンに ま とめた。

⑥ アプ リケー シ ・ン ・プ ログ ラム ・… ・業務 処理 プ ログ ラム

この うち,EXEC〒8以 外 の5要 素 は,野 村 オ ン ライ ンのた め に,新 規 に開 発 した もの であ るが,

② と③ はNOMURA-TOPS(NOMURAT】EtANSACTIONORIENTEDPROGR、AMSYS-

TEM)の 名称 で,UNIVAC1110シ リー ズの標 準パ'ケ ー ジ として登録 した(第7・5・4図)。

■

`

◆
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第7・5・3図 りアル タ イム ソフ トウ ェアの構 成
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・有 フ ・5・4図NOMURA-TOPSの 構 成
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■

`

{3)信 頼 度 の 確 保

オ ン ライ ンシス テム の生 命線 と もい うべ き信 頼度 を確保 す るた め に,ハ ー ド,ソ フ ㌧ オ ベ レー シ

.ン の三つ の側 面 か ら,最 大 限 の考慮 をは らってい る。 な おシ ステ ム設 計上,

① 注 文 関係 のデ ー タにつ い ては1件 の ロス も許 さ ない こ と,

② ダ ウン後1D分 以 内に シス テム を復 旧 させ る,

こ との二 点 を 目標 とした。

t)ハ ー ド ウ エ ア

CPUを 始 め必要 な周辺 装 置 は全 て二 重化 し,手 動 に よる切替 を可能 と した(第7・5・5図)

2)ソ フ ト ウ ェ ア

シス テ ム ・ダ ウ ン ・リカバ リー プ ロ グラム を特別 に開発 した 主 な機 能

① マス ター ・フ ァイル の復 旧

② リアル タイ ム ・プ ロ グ ラムの ステ イ タス ・テ ー ブル の復 元

③ 最終 有 効デ ー タの各 端 末装 置 に対す る通 知

5)オ ペ レ ー シHン

コ ン ビ ュ_タ.オ ペ レ_タ とは別 に,シ ステ ム の 運用管 理 面 を専 門的 に担 当す る組織 として,ハ

ー ド,ソ フ ト,通 信 等 各専 門分 野 の スペ シ ャ リス トを集 め た チーム を設 置 し

① オ ン ライ ンシス テ ム の正 常 かつ 効 率的 運 用の 維持

② 異常 事 態 発生 に際 して必要 な諸 対 策 の実 行

な どの基本 機能 の遂 行 にあ た らせ てい る。

■

◆
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●

●

〔5〕業務 処 理 の概 要

(1}業 務 フ ロ ー

証 券 会社 の全業 務領 域 をカバ ーす るだ け に業務 のフ ロー も多種 類 にわ た るが,そ の一 例 として,

株 式売 買処 理 の流 れ を第 ス5.6図 に示 す。

また,リ アル タイ ム;デ ータ の一 般 的ft流 れ を示 した ものが 第 ス5.7図 で あ る。

■

◆
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第7・5・6図 株 式 売 買 処 理 の 流 れ
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(2)フ ァイノレ・マ ネジ メ ン ト

総 合 口座 マス ター フ ァイル の設 計 にあ た っては,

① 大 量(75万 口座)の マス ター ・フ ァイル に対 し,高 速(1秒)の レス ポ ンス ・タイ ム を保 証

す る。

② システ ム の変 更 に よって発 生す るフ ァイル 構成 アイテ ム の変動 に対 し,十 分 なフ レキシ ビ リテ

ィをもつ こ と。

この二 点 に最 重点 をお き,具 体的 には,次 の よ うな方 法 を採 用 した 。

① 処理 時 間 の ス ピー ドア ップ と,ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・メモ リー の効 率的 な使 用の た め,オ ン ラ

イン中 は,マ スタ ー フ ァイ ル(FASTRAND-ll)を り一 ド ・オン リー ・メ モ リと.した。

② そ の た め,オ ン ライ ンに よる フ ァイル更 新 を最小 限 に とどめ,更 新 結果 は,テ ン ポ ラ リー ・マ

ス ター ・フ ァイ ル(FH-880)に 記録 した。 な お全 マス タ ー ・フ ァイル の更 新は,夜 間 のパ

ッチ作 業 で行 な う。

③ マス タ ー ・フ ァイルは イ ンデ ック ス ・シー ケ ン シ ャル ・フ ァイル とし,テ ンポ ラ リー ・マス タ

ー ・フ ァイル は,ラ ンダ マ イズ法 を採 用 した。

④ 処 理 時 間 を速 める ため,マ ス ター ・フ ァイル を前 後半 に分け,CPUの チ ャンネ ル にそ れぞ れ

接 続 した。

(3)使 用 言 語 と プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ

総 合 オン ライン システ ム の中 核 とな る部 分 は,も ちろん リアル タイム 処理 を前提 と してい るが,コ

ス トの低 減 を図 るた め,許 す 限 りバ プチ処 理 に落す よ う心 がけ た。 その 結果,プ ロ グラム の規模 は

リアル タ イム

パ ヅ チ

・ζ貿こ籔>

200モ ジ ェー ル

600個

〈 ス テ ップ数 〉

10万

40万

●

とな った。

使 用言 語 は,開 発効 率,オ ペ レー シ.ン 効率,メ ンテ ナ ンス効率 の三 点 を考 慮 して決 定 した。

リアル タ イム ・プ ログ ラム では,ア セ ン ブ ラー を採 用 したが,プ ログ ラ ミングの容 易 性 を図 るた

め,リ アル タ イム ・スー パー バ イザー やユ ーテ ィリテ ィ ・ルー チ ン を開発 して成 果 を挙げ た。

バ ッチ ・プ ログ ラムでは,COBOL,ronVRANを 採用 したが,そ の他 に,米 国CSC社 の プ ロ

グ ラム ・ジ ェネ レー タCOGENT/8を 購 入 して,効 果 をおさめ た 。

〔4〕シ ス テ ム の 推 移

総 合 オ ン ライン システ ムの 建設 は,41・ 年4月 に決定 し,7月 か ら開 発 に着手 した。 爾 来4年6カ

月,延3,000人 月 のメ ンバ ー を投入 して,45年 末 にそ のす べ てが完 成 し,46年2月 の 最終 切 替

え に よ って一 切の作 業 を終了 した(第 ス5.8図)。ftis並 行 して進 め てい る経 営情 報 システ ム(MIS)

の開 発は 第1期 を46年 末 に終 え る見込 み で ある。
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シ ステ ム開 発の プ ロセス と開 発要 員 数 の推移 を第 ス5.9図 に示 す。

43年 末 まで の2年 半 の間 は,電 子計 算部 門 を中 心 鴎 各 関連 部 門が 作 業 を分担 す る 形式 で進 め た

が,開 発 の ス ピー ドを上 げ るた め,43年12月 に,必 要 なす べ ての機 能 を一 元化 した プ ロジ ・ク ト

チー ム(オ ン ライン システ ム推 進室)を 編 成 した。 チー ムは,野 村 証 券,野 村電 子 計算 セン タ,日 本

aニ バ ックの3社 によ って構成 され,単 一 の 指揮 系統 の もと に活動 した。 メ ンバ ーは,ピ ー ク時105

名,平 均8・ 名 の大世 帯 で あ 。たが,45年 末 を も・て任務 を完了 して離 し・"テ ナ ンス ●チ ー

ム に引継 い だ。

●
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第7・5・8図 シ ス テ ム 開 発 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル
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第7・5・9図 開 発 の 経 緯 と 要 員 数 の 推 移
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5.お わ り に

50億 円 のバ ーntドウ ェア投 資 と,10億 円の ソ フ トウ ェア開発 費 をかけて 建設 を急い だ総 合 オ ン ラ

イ ンシ ステ ム も,よ うや くここ に完成 しち 証券 会 社の 総合 オ ン ライ ンシステ ム としては世 界 で初 め㌻

て の もの で あ る。 オベ レー シ ョナル ・シス テ ム と しては,全 業務 領域 に及ぶ もので あるだ け に・ シス

テ ムの大 巾な追 加や修 正 が 今後 早い 時期 に生 じる ことは考え られ ない 。 野村証 券 の シス テム化 構想 は・

この シ ステ ム をペ ース に,MISぺ の道 に大 き く前 進 してい くもの と思 われ る。 前述 の ご と く,MI

Sも 今年 度 中 に第1期 開発 計画 を終 え るが,引 続 き第2期,第5期 と歩 を進 め,よb高 次 の情報 シス

テ ム を.目指 してい くこ と となろ う。

■
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7・2・6日 産 自動車 に おけ るオ ン ライン ・シス テム

〔1〕オンライン化の背景と対象業務

自動 車の 市場 におけ る競争 条 件は,ユ ー ザの好 み の 多 様化 と相 ま って,近 来 とみ に激 烈 さ を加 え て

い る。 さ らに製 品 の優秀 さや,ユ ーザの 色 や スタ イル に対す る好 み と,同 じ程度 に 「信 用」 が 重視 さ

れ る よ うにな って きてい るo

「信 用 」 とは,長 い 間の製 品 の性能 品質,サ ー ビス,価 格,安 全 性等 へ の企 業 の努 力 に よ って培

わ れ る もので あ り,し た が って競 争が たん に 自社 製 品 の一時 的 売れ ゆ きのみ に留 ま らず,納 期 の短

縮 化 及び 厳 守,ア フタ ー ・サ ー ビス等,製 品の優 秀 さ をバ,ク ・ア ップす る態 勢 の 強化 が,必 要 とな

ってい るので ある。 さ らに,変 化 す る市 場 の動 向 を的 確 に と らえ,社 会全 体 の動 きの 中 で,ユ ーザ の

期待 す る製 品 を作b出 す こ とが 必要 とな る。 この 様 な多 くの要 望 に対 応 して,い くっか の サiブ・シス

テ ムの連 け い の上 に,日 産 自動 車 の情 報 シス テ ムは 構 成 され てい る。 この うち,と くにオ ン ライ ン ・

シ ス テム と して は,

1)車 両 管理 システ ム,

2)部 品管 理 シス テ ム,

5)購 買管 理 シ ステ ム,

4)販 売 情 報 管理 シ ステ ム,

の4つ が あげ られ る。 後 二者 は,ビ デ オ に よるイ ンク ワd
.ア リが主 体 で あ る。 一方,前 二 者 は,ロ ジ

ステ,t－クス を担 当 し)リ アル タ イム で の現場作 業の 指 示 ・進 行 を行 な ってい る。 こ こでは,主 に車 両

管 理 シス テ ム を中心 に述 べ てい きた い。'

ユ ー ザが,ど こで も容 易 に同 様の製 品 を買 うことが で きる場 合 には,各 販 売 店は 常 に適 当 な量 の製

品 を確保 してお く必要 が あ る。 ユ ー ザか らの 注文 が 常 に販 売 店 の在 庫車 両 で 引充 て るこ とが可 能 で あ

れ ば,多 くの問題 は解 決 され る。 しか し,現 在 ユ ー ザの 好み に対 応す るた め,セ ドリPtク でS2,000

種 類,ブ ル ーバ ー ドで5,000種 類 の 多 くを数 え る に至 ってい る。 従 って多 くの場 合,ユ ーザの希 望

納期 に間 に合 わせ るた め には,販 売 店 の仕 入計画 の み な らず,発 注 か ら納 車 まで の期 間 を短 縮す る こ'

とに迫 られ てい る。 一方,当 社 では 工場 がそ の設 備 や人 的 工数 の関 係 で規 制 され,毎 月容 易 に変 更 さ

れ る もの では ない 。 この よ うに,市 場 の弾 力性 と生 産 の硬直 性 との 間 に あ って月間10万 台以 上 もの

生 産 一販 売 を行 な うと き,ま たそ れが 表 面上 自動 車 とい う単一 製品 で あ りなが ら実 際 は何 万種 類 とい

うお よそ 互 換性 の ない製 品 を扱 わね ば な らない と き,在 庫管 理 の重 要 性が クロー ズア ップ され て くる。

ここでい う在 庫管 理 とは,ど うい う種 類 の車 両が どこに,何 台 あ り,そ の う ち何 台 が 引充 済 で あるか,

また いっ何 台在 庫 とな る予定 か を把握 す る ことであ る。 この こ とは 現在 オフ ライ ン工 場だ けで も90

以 上 あ り,さ らに南 は九州 か ら北 は北 海道 に至 る輸 送拠点 を持 ってい る場 合,即 時 的 にそ の台 数 を把 ・

撮す る と とは,オ ン ライン ・シス テ ム以 外で は考 え られ ない。

従 来,生 産 され た車 両は,工 場 か ら営業 渡 しとな り一端 在 庫 され,月 間 の 出荷計画 に従 い,ま たは

緊 急 の オー ダに応 じて遂次 現 場担 当者 が該 当車 両 をさが し,引 充先 を決定 し,販 売店 に輸 送 して来 た

が,こ の方 法 に よ る と,生 産 一販 売台 数 の増加,車 種 の増加 に伴 な い在 庫場 所 と人 とが ほS'比 例 的 に
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増 加せ ざ る を得 なか った。 そ こで人 に よる 引充作 業 を軽減 し,生 産側 か ら引渡 しの あ った 時点 で直 接

販 売店 に 出荷 す る方法 を検 討 した。

ヒれは,当 然 出 荷さ れ るべ き車両 が 中間 工 程 と して 在庫 され る こと を防 ぎ,流 通 在 庫 を削減 す る と

同 時 に車 両 の搬 出作 業 を軽 減す る ことが 目的 であ った。 しか し,こ の ヒ とに よ り,在 庫 車両 が 長期化

し車両 の 「先 入れ ・先 出 し」 の原則 が あ る程度 無視 され て しま うし,出 荷 の タ イ ミン グ と生 産 のそ れ

とが一 致 せず,在 庫 か らの 引充 をす る 必要 もあ り,あ る一定 期 間以 上在 庫 され た車両 の搬 出 を可 能 に

す る様 に在庫 出荷 指 示 も考慮 しち それ に伴 ない,在 庫搬 出 を容 易 にす る こ とと,在 庫 エ リアの有効

利 用 のた め在 庫搬 入 の際 搬入 場所 の指 示 をす るこ とと した。

また,一 方 で は販売 者 か らの オー ダの 追加 変 更は,本 社 営業 部門 か らオ ンライ ン ・ギ ャザー され,

バ クチで マス タ ー ・フ ァイ ルが 更新 され る
。 従 って,従 来以上 に正 確 で迅速 な処 理 を可 能 に し,計 画

の頻 度 な変 更 に よ る現 場部 門の混 乱 を防 ぐ ことが 目的 で あ る。

との よ うに車 輌 に関す る情 報 が必ず コ ン ピ ュータ に仲 介 され る ことにな り,情 報が 集 中化 され本 社

営 業部 門 の計 画 ・指示 機 能 と現場 の作 業 進行 管理 との一 元化 が可 能 とな った。 情 報 の集 中化 に伴 ない,

関連 書 類 の作成 が 必要 に応 じた時 間 タ ク トで作成 され る。

この車両 管理 シス テ ムは,次 の よ うに要約 す る こ とが で きる。

イ.ユ ーザ 及び 販売 店 に対 す る サー ビス を改善 す る ヒと。

ロ.現 場作 業の 人員 を削減 す る とと。

ハ.流 通 在 庫 量 を削減 す る こ と。 一

〔2〕シス テ ム の構成

この オ ン ラ イン ・シス テ ムで は 原則 として イ ンプ ッ トされ た 内容 をセ ンタ ー ・コン ピ ェー タ で チ ェ

ック し,編 集 後必 ず 返信 しプ リン トす る応答 モー ドを使用 してい る。 従 って,入 力側 端 末 の誤動 作

(読み と り ミス等)や 回線 上 の 「化 げ」 につ い ては セ ンタ側 のみ 左 らず入 力側 で もプ リン ト内容 で チ

ェ ックされ る。 端 末 は半 二 重 の200ボ ー 回線 に接 続 され,多 くは カー ド ・リー ダ とキイ ボー ド・プ

リンタの 複合 端末 で あ る。1端 末か ら複 数端 末 へ のス イ ッチ ング は行 なわ ず,セ ンタ側 か らのみ 複 数

端 末へ 「一 斉 送信 」 とい う形 で ロ ッ ト情 報 の 同時送 信 を可 能 に した。 この 場 合1200ボ ーの紙 テ ー

プ受 信 機 を設 置 し,オ ン ライ ンで紙 テ ープ ・り一 ダ付 きのタ イプ ライタ に接 続 し,拠 点 の 出荷指 示,

出荷明 細 書 ・完検 証 の作 成 を行 な って い る。

セン タ側 の コ ン ピ ュータ は,部 品管理 をHITAC5010に て昭 和40年2月 か らそ の後,III

TAC8400に て昭和45年10月 か ら拡大 展 開 を行なった。一 方,車 両 管理 システ ムは,昭 和44

年4月 にHITAC8400に てスタ ー トしたが,そ の後購 買管理 及 び販 売 情報 管理 の各 問合せ シス

テムが,車 両 管理 シス テム の一 部 に付 随す る形 で 追加 され,さ らに輸 出車 両 管理 シス テ ムが,開 発さ

れ る予定 にな 抄,HITAC8500が 導 入 された。 この様 に一 つ の コ ンビ=・一夕で複 数 の システ ム

を同時 運 用す る こ とは,そ の管 理 維持 は非常 な困難 を伴 な う。 従 って,セ ンタ側 の信頼 度 の確保 の為

に別 図 の如 くデ ュプ レ ックス と し,常 に切換 えの 準備 を行 な い,通 常 は 予備 機 にて他 のパ ッチ ・シス

テ ム を運 用 してい る。 また ダ ウ ン時の リラ ンは,当 初 い くつ か の場 合 を想 定 しプ7種 類 もの リラン ・
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プ ログ ラム を作 成 した が,そ の後 運用 如何 では 現 場作 業 を一 時的 にス トププさ せ る方 が,複 雑 な リラ

ン処 理 を行 な うよ り もメ リ ヲ トが あ る と判 断 され た。 そ こで,リ ラ ン対象 を限定 しデ ー タ ・ギ ャザ ー∫

一 斉 送信
,問 合 わせ等 は,リ ラン対象 か らはず し,再 度 イ ンプ ヅ トす る こ とで 解決 した。 これ は ダ ウ

ンの頻度 とタ イ ミン グ を考 慮す る時,リ アル タ イム に フ ァイル更 新 を行 な って い る もの のみ を リラン

対 象 に し,リ ラン時 間 を短 縮 す る こ とが得 策 で あ ると判断 され た か らで あ る。

つ

〔3〕業 務 処 理 の 概 要

オ ン ライ ン ・プ ロ グラム と してEXEC,MCR(コ ミュニ ケー シ ョン関係 をコ ン トロー ルす る),

TCP(タ ス クの 管理 を行 な う)の 下 に八 つ の セグ メ ン ト構 造 を持つ 業務 処 理 プ ログ ラムが継 が る。

入 力 デー タは,そ の種 類 をLINIKERに て分析 し,チ ェ ック し,各 シ ステ ムの 業務 処 理 プ ログ ラム に

連 結す る。 購買 管理 ・販売 情 報管 理 の問 合せ シス テ ムは,車 両管 理 の 問合せ シス テム と同 様,八 つ の

セグ メ ン トとは 別 の サ ブシス テ ム と して構成 され て い る。

入 力は主 に カー ドで,車 両 の スペ ック情 報が記 載 され,各 車 両毎 に工場 オ フ ライ ン時点 で搭 載 され

る。 スル ー プ ッ トは,約20秒 で各 種指 示が 出 され る。 フ ァイル構 成 は次 の とお りで ある。

1)ス テ イタ ス ・フ ァイルISAM

－ 車 ご とに
,受 入 ・出荷 ・出門 の各 ス テ イタス と出荷 先 ・移 動先 ・在 庫 ロケー シ ョン等 各状 態 を

記録 す る。

2)在 庫 フ ァ イ ルISAM

車 種 ・塗 色 ・仕 様別 に各在 庫 場所 の実 在庫 台数 と引 充済t朱 引 充台 数 を管理 す る。

5)ロ ケ 一-oreン ・フ ァイ ルDAM

車 両 の優 先搬 入 ロケ ー シ ョン と各 ロケー シ ョンの収 容能 力及 び 現在 台数 を記録 す る。

4)受 入 ア ク チ ュアルDAM

工 場か らの受 入車 両 の 出荷先 もし くは搬 入 ロケ ー シ 。ン を指示 す る。

5)出 荷 ア ク チ ュ ア ルDAM

本 拠地 の在庫 で,す で に 出荷準 備指 示済 の車 両 の具 体 的 出荷先 を指示 す る。

6)出 荷 明 細 フ ァ イ ルDAM

出荷 実 績 を記録 し,関 連書 類 を作成 す る為 の マ スタ ー とす る。 また,オ ン ライ ン終 了後 に この フ

ァイル とス テ イタス ・フ ァイル で,実 績 の照 合 を行 な う。

7)出 荷 計 画 フ ァ イ ルISAM

オーダNo単 位 に出荷 計 画 を管理 す る。本 社 よbの 緊急 オー ダ又は 変 更 は,こ の フ ァイル に行 な

われ る。

〔4〕将 来 の方 向 と問題 点

現在の市場の動向から考えても,い ま以上の販売へのバ プクアップが必要 となろう。車両管理のシ

ステムがスター トしてか ら2年 を経過し,日 産自動車社内の情報サービスから販売店,ユ ーザに対し

て直接サービスをする必要があると思う。直接販売店が当社の在庫を問合せ,緊 急のものについては
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即座 に予 約 をし,納 期の 回答 を受 け る。 そ の よ うなシス テ ム を目 ざ し,情 報 シ ステ ムの 整備 を急い で

い る。 また コ ン ピ ュー タ利 用か ら考 え て,拡 大 の余地 の あるプ ログ ラム構 造 を常 に考 慮 して お くこと

が,オ ン ライ ン ・シ ステ ムの硬 直 性 を避 け る道 となろ う。 とか くオ ン ライ ン ・システ ムは 硬直 的 にな

りが ちで ある。 しか し外 界の 変化 に対応 しえ ないシ ステ ムは,ど ん な に華 麗 に作 られ てい て も一時 的

な もの にす ぎない。 古 き皮袋 に新 し き酒 を注 ぐ楽 しみ を味 わい たい もの で ある。
●

9
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7・2・7新 日鉄 君津 製 鉄 所 にお け る オ ン ライ ン ・シ ス テム

〔1〕オ ン ライ ン化 の 背 景

(1)オ ン ライン化 の 目的 とね らい

新日本製鉄君津製鉄所は,ま ず昭和40年 にその一部 をなす冷延工場が建設された。続いて45年

4月 に厚板工場,同 年11月 には,第1高 炉が火入れされ,同時に製鋼 ・分塊 ・熱延の各工場が稼働を

開始して鉄鋼一貫の生産体制が整った。また44年 秋には第2高 炉とその関連設備が動き始め,現 在

は第5高 炉関連の増強が進められている。その建設に当っては,同 社の戸畑製造所(昭 和53年),

堺製鉄所の建設以丸 各所に蓄積されてきた,全 社の管理および製造に関する技術を結集し,新 しい

設備 を一体化 したものとするため陥 本社に君津推進本部をもうけ,十 分な企画検討が進められた。

新製鉄所の基本構想としては,

① 関東地区への鉄鋼供給体制の確立

② 需要家本位の供給体制の確立

③ 最新鋭の設備と効果的管理方法の実現'

④ そのための一つの手段としてのコンピュータ利用の極限追及

が決定され,全 社各分野をあげての最優先の大型プロジ ェク トとして発足した。

なかでも,④ のコンピュータ利用については,無 人製鉄所への第一歩として,省 力化 を重点とし・

納期管理の精度向上をねらって世界でも初めての試みである,製 鋼以降全工程のオンライン化の方針

が打ちだされ,同 プロジェクトの重要な部分をしめることとなった。

② 対 象 と な る 業 務

コンピュータシステム設計に際しては,上 記の方針をうけ,

① 設計開始か ら,シ ステム全体の稼動まで2年 しかないこと。

② 省力化,納 期管理の面か らは,工 程管理,な かでも,生 産の指示,実 績収集をオンライン化す

ることが最も効果的であること。

③ オンラインコンピュータの効果 をあげるには,設 備 ・要員,運 営などにコンピュータが完全に

組みこまれ,最 初か ら,コ ンピュータが生産ジステムの主要部分として確立されている必要があ

ることo

④ 設備レイアウトと直接関係のないデ般事務のコンピュータ化は設備稼働後でも可能なこと。

な どの理 由か ら,コ ン ピュー タ化 の対 象範 囲 を工 程管理 シス テ ム最優 先 とし,そ の余 力で一 般 事務 を

進 め る と ととな った。

{3)組 織 等 の 概 要 と 特 徴

従 来 の製 鉄所 で は,工 程 管理 を行宏 う組 織 とコン ピ ュー タ部 門 とは 課の レベ ル で別 の組織 を とって

い た。 しか し,同 所 で は,

① 後述 の よ うに,工 程管理 部 門 にと って コ ンピ ェ一夕 が,「 部 分 的な デ ータ を提 供す る・ あれ は

便利 な もの」 で は 左 く,「 そ れ な しでは 同部 門 の業 務遂 行 が不 可能 な もの」 とな る。

② そ のた め の シス テム は販 売環 境 の変化,生 産設 備 の 増強,変 化 に 伴 って,ひ ん ぱ ん に変 更の
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必要 が 生 じる。

③ その プ ロ グ ラムが何 千 ラン とい う多 数 にお よぶ。

な どか ら,コ ン ピュー タ部 門 を生 産課 の 中 に位 置 づけ,プ ログ ラム を組ん だ 人が,そ れ を使 って工 程

管 理の 実務 も行 ない,ま た そ の分 担す るプ ログ ラム をメ ンテ ナ ンスす る,「 実務 プ ロ グ ラマ」 と称 す

る制度 が とられ た。 また設 備増 設 な ど に 伴 う大が か りな システ ム変 更 や,コ ン ピュー タ 運営 に備 え

て の グル ープ も,か か りの 単 位 として 生産 課 の中 に設 置 し,実 務 に密着 した シ ステ ム を設 け,運 用 効

率 よ くお こなわれ る組 織 とした ことは 大 きな特 徴 とい え よ う。

〔2〕 シ ス テ ム の 購 成

(1}シ ステ ムの 全体 構成

コ ンピ ュー タ シス テム と しては,図Z7..tVC示 す よ うに,四つ のハ イ アラー キーか らな ってい る。 そ の

うちの上 位三つ の レベル の コ ン ピ ュー タ,す なわ ち,総 合管 理 用,工 場 日別 管理 用,各 工場 オ ン ラ イ

ン用 は,全 部IBM560/40の 同一 構成 機 に統一 し,当 初 の6台 全 て を中央 の管 理 セ ンタ に設 置

した。 そ して,Cレ ベル の オ ン ライ ン コ ン ビz.一 夕は,セ ンタ か ら数 キ ロは なれ た 各工 場 内 の,CR

T,ニ クシ一 管,電 光表示,特 殊 イ ンプ ジ ト端 末 に1200ボ ーt200ボ ー な どの 回線 を通 じて接

続 され てい る。 またCレ ベ ルの オ ン ライン コ ン ビ"・:一夕は,工 場操 業 に合 わせ て,昼 夜 フル年稼 働 し,
ぎ

そ の ダ ウ ンは 工 場休 止 につ なが る こ とか ら,メ ンテ ナ ンス,お よびグ ウ ン対策 と して,同 じセジ タ に

設 置され てい る,A.B.レ ベ ルの バ,チ コ ン ビ"一 夕 と容 易 に切換 えが 可能 な よ うに して ある。そ

の後,Aレ ベル コン ピ ュー タはIBM560/65に 替え たが この 考え 方 は同 じ く貫か れ てい る。 ま

たDレ ベル のプ ロセス コ ン ビs－ 夕は,回 線 速度 の問題 もあb,プ ロセス 制御,自 動運 転 の機 能 を果

すた め,各 工 場 に分 散設 置され てい る。 費 用の 面か ら特 にバ プク ア プブ用 の コン ビ 晶一 タは も〔てい

ない が,そ のダ ウンが全 体 につ なが らない よ うに,上 位工 程管理 コン ピ ュー タへ は,プ ロ コン を通 ら

ず に情報 が各 端 末か ら直 接 に戻 る よ うに設 計 して あ る。

ぶ
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国 業 務 処 理 の 概 要

{1)業 務 フ ロ ー

鉄鋼業vaSts`ける生産工程管理システムの特徴の第1は 自動車などの組立作業のそれが
,個 々の部品

を幾つかずつ組合わせ最終的に1台 の成品として完成させ るのに比し,次 のような違いがある
。すな

わち,製 鉄工程をへて・製鋼工場で精錬された一杯の鋼湯が数個の銀塊とウリ
,そ れがさらに分魁工

場で数枚の鋼片となる。その鋼片が圧延工場を通って成品となる時には数多 くのロットに分けられ出

荷される。 しか も各工程での歩留りはかなりの巾で変動し,造 ってしまわねば成品の量が厳密にはわ

か らないとい うことである。また第2の 特徴は石油 ・化学などのプロセス産業が連続プロセスの管理

であるのに比し,加 工が工程ごとにバタチ的に運搬 ・加熱,圧 延などの作業が加えられ
,そ の能力は

バ タチを構成する材料,品 種,サ イズなどで大巾に変わること
。またこれら工程間の能力を計算しそ

の同期化 をはかることがむずかしいことにある。 このような困難を克服して,工 程管理を少人数で定

め られた納期 どおり,無 駄な く行なうには,

① 各工程の所要工期,作 業チャンスをうtく 同期させる巧妙なロジ,ク の開i島

② そのロジ・クぬ る工程緬 櫨 味あらしめ軽 めの,そ の初期概 しての実績のり万 タイ

ム的収集,

⑤ 歩留りその他の差による変更も含めた作業指示の即時化。

が必要となる・当システム⇔ いては第スz咽ABC各 レベルのコンビ。一夕がヒの業務 を分担す

る。すなわち・A硲 〃の総合管理コンビ・一夕は旬単位va本社から送付される注文フ。d,,の 中の

受注製品を要望の品質,納 期に合わせて顧客に届けるため,鋳 鋼一貫の各工場が
,い つどのように製

造するかを上記の麟 加 ジ ・クで計画し,あ わせて必要情 理レポー ト雄 供する
。Bバ,t,@工

場日別管理コンe・ ・一夕は・敏1回 ～数回,cレ ペ・・よ肛 程髄 の情報 履 けとb,Aレ ベルの

予定と合わせてその 口 あるい鮫 代番ごとの厚板,ス トリ。ブなど各工場,工 程別の生産,出 荷の

実行スケ"'u-一・レを作成すると共vaエa品 質,能 率reeeす る管理速報を作成する
。cレ ベルのオン

ライン'ン ピs－ 夕はBレ 初 からの実行スケi7-一 ・・を
,そ れぞれ分担の厚ec熱 延,冷 挺 ど各

工場の工程に設置されたCRT,電 光表示盤
,等 の端末を通じ,工 程,品 質,能 率の管理用データを

刻々収集すると共に・適切友製造指示をリアルタイムに各工程に伝達する
。 これら各レベル間のデ_

タ授受はコンピュータの間で前記のサイクルで行なわれる
。プログラム言語としては,オ ンライン関

連はアセンブラーが・パ ・撲 務(A・B・ レベ・・)は,」esを 齢 てC・B・Lが 採用されている
。

またDVペ ルのプロセスコンビa'一夕は,転 炉,分 塊,厚 板,熱 延などの各工場で,Cレ ベルよb必

要な情報を受け,操 業をコントロールする。

一2i1一



L4」 シ ス テ ム の 推 移

前述 の よ うに,シ ステ ム検 討 が,昭 和42年 秋 か ら開始 され,45年 初春 か ら設 計 に入 った
。1高

炉 関連 設 備 まで のシ ス テム完成 には,コ ン ビ 」一夕,工 程 管理,計 装 ,組 織要 員,IEな ど各部門から激

された 要 員 を,い くつ もの サブ グル ー プに分 散 し,イ ンタデ ィス シプ リナ リ的 に配置 し推進 した
。 そ

の 間・ 約100名 で二 年 の労 力 を必要 とし,現 在 ひぎつづき
,第 スス1図 の点線 部 分 に相 当す る,5高 炉

関連 シス テムへ の 拡張 に と カ くん でい る。 この システ ムの 採用 によ り,省 力 化 効果 が コ ン ピュー タ レ

ンタル お よび一 時 経費 に見合 う以 上 の もの とな り,そ れ に加 うるに
,需 要 地 立地 の製 鉄所 に要 求 され

る工程 管理 上 の精 度 を,人 手 では 到底 実現 しえ左い レベル で行 な ってい る
。

＼

'
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7・2・8海 運 企 業 のオ ン ライン シ ステ ム(川 崎 汽船)

〔1〕オ ン ライ ン化 の背 景

コンテナが輸送機器として登場したのは古 くは陸上における,い わゆる国鉄コンテナがあるが,最

近では産業経済界の常識として海上コンテナが一般化し,運 送用の容器としてのコンテナはむしろ固

有名詞化した海上コンテナと同義語と解釈されつつある。例えばコンテナ船,コ ンテナ航路,コ ンテ

ナ・サービス等々。 これらはすべて国際的に規格化されたサイズの容器を用いた海陸一貫輸送システ

ムの強力なツールすなわちコンテナを中心にした輸送手段を意味する。

1968年 秋わが国主要海運5社 が米国に次いでフルコンテナ船(コ ンテナのみを積載ナる高速船)

を太平洋航路に就航させたわけであるが,そ れによって発生する問題点すなわち世界中の内陸地に散

在することになるコンテナの管理 と高速輸送に耐え うる集荷活動のコン}ロ ールは従来にも増して重

大な課題としてクローズア,プ して来たヒとはむしろ当然のヒとであった。ちなみに当社が保有する

コンテナ個数は現在約t万 個に達している。

(1}オ ン ライン化 の 目的

以上簡単に背景を述べたが,i万 個ものコンテナ機器を保有管理 し常に最適配置を考慮する場合,ヒ

れらトランザクシ冒ンが常に動き廻っている状態では,マ ニ晶アルによる在庫情報管理は不可能に近

いと判断し,t968年 秋コンテナ ・ナーピス開始と同時にバvチ 形によ9コ ンテナ機器のコンビs

－夕管理業務を開始した。

しかしながらパッチ形の処理では当然レポー トのタイミングに限界があり,毎 日毎時アトランダム

に生ずるコンテナ移動情報の管理にもおのずから限界がある。従って当社オンラインシステム開発の

第一の目的は増加し続けるコンテナの管理運営を中心におくことにあった。 もちろん全社的な トータ

ル ・システムへの布石,グ ローバルなインフォーメーシ.ン 網完成への布石も当然考慮に入れた。

(2}オ ン ライ ン対象 業務

当社第一次オンラインシステムの主たる内容を第7.8.1図 に示す。

当初各システム間は相互に独立のシステムとして稼動したが徐々に改良を加え最近では相互に関連

し合いながら運転されているものもある。

船舶動静:船 会社の商品であり数千人の船員が乗務している生産工場群でもある船舶の運航実態と

予定 を毎時アップデイトし,社 内外に対する情報提供並びに関連するシステムの基本データ ・ベースと

して管理する。

コンテナ機器在庫管理:海 上においてはイコール船舶動静として捉えられるので,内陸における管理

が主体 となり次の集貨情報とのコンピネーシ。ンにより対荷主ナーピスの向上にも役立っている。

集貨情報管理:日 常のSALES活 動の結果はデイリーにファイルされ集貨店にフィー ドパ,ク さ

れると同時に,コンテナ貨物の集配センターであるコンテナターミナルに毎朝通信回線を通じて連絡さ

れ荷受の準備に備える。

コンテナ船積付プランニング:コ ンテナ船に積み込まれたコンテナは,各 揚地ごと馬 またコンテ

ナ船はそれ自体にアドレスをもっているが,ヒ のアドレス毎に横付内容を分類作表しワ行く先々の港

一215-' ..



における荷役の便に供する必要がある。また一方太平洋を航海ナる船舶故
,積 付上のパ=ン ス(安 定

度)計 恥 汲 である・ヒれ等の計数作表をター ミナ咋 らのコンテナ積込報告(イ ンf,")を も

って セ ンタ の コ ン ピ ュー タで処 理 して い る。

L

第7・8・1図
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'一亀

{3)組 織 の 概 要

海 運会 社 の組織 は 概略 第7.8.2図 によるが,特 徴 と し強調 され るのは,大 手 商 社 と並 ん で グ ローバ ル な

支 店,代 理 店 網 を持 っ てい る事 で ある。 そ の一例 と して当社 通信 網 を第 ス8.5図IC示 す。

◆

第7・8・2図
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〔2〕シ ス テ ム の 構 成

(1)オ ン ラ イ ン 回 線 網 第7・8・4図

(普5第1種 ・IBM2780・1200bp8)

↓1
o

大阪分室(新 設場所増設)東 京 分 室

ぐ普5第1種 ・1】EM2848/2260・1200bps)

セ ン タ

」
東 泉 分 室

本 社

(神 戸)
(普2・IBM1050・1545bp8)

よ ↓
東京コンテナ ・横浜本牧分室

ター ミナ ル分室(普
2・IBM1050●1545bp8)"

IBMシ ステ ム

/560
↓

・.東 京 分 室

モデ ルG40 (普2・IBM1050・1545bps)

2シ ス テ ム

よ
横 浜 分 室

(普2・1正M1050・1545bp8)
コ ン ト ロ ール

ユ ニ ッ ト ]
名古 屋 分 室

2701
(普2・IBM1050●1545bp8)

(1200b)
↓ よ

2702
大阪分室 大 阪南港分室

(200b)
(市 内 ・IBM1050・134.5bps)

'

よ
神 戸 コンテ ナ ・

ター ミナル分 室(市内
・IBM1050・1545bp8)

よ
神戸 コ ンテ ナ ・

(IBMラ インアダプ ター回 線)タ ー ミナル/κ2
一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 「

1

本6社

来 実線 部 分が 開通 テス トの対象 に在 ります。
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② 端末の種類と数

'T「

大阪コンテナ ・

ター ミナル

OCT
1050

店

ー

N

↓
。。
1

「一二 ラタ_構 内(本社)

ー

l

l

」

2848

CTR米
1050

神
戸

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

L___

(99・
n。2,

(025)
～ ～ _

MA

1050

KCT

1050

(025)

(026)

霊

㌻

O
N

R

(027)

AG

1050

__一

一一]

TOK

※1050

_.___.____」

計

1050

2780

2260

21)(o

0

2

8

f

口5

(029)

(028

TCT
1050

YCT

loo

K

50

0

0

Y

1

東京コンテナ ・

ター ミナル

横浜コンテナ ・
ター ミナル

横浜支店

名古屋支店

凡 例

○
物
<一 一ーー一

電 公々社MODEM

〃 伝送回線

構内(ビ ル内)回 線

1050SYSTEM

1051:CONTROLUNIT

1052':KEYBOARDPRINTER

1054:PAPERTAPEREADER

米1055:PAPERTAPEPUNCHCI()K・CTPのib{)

10561CARDREADER

2260DSSYSTEM2ア80SY8TEM

2848:DSCONTROL'UNIT1442:CARDREADER

2260:CRTDISPLAY1443:PRINTER

1053:PRINTER
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◆

・{3}:使 用 機 種

①IBMシ ステ ム/560モ デルG40

オ ンラ イン専 用 システ ム

名 称

第7・8・t表

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

　

ぐ
　

G

7

B

2

2

2

4

A

1

3

1

4

i

－

一

「

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

〇

2

1

↑

5

5

1

4

1

8

0

5

0

4

5

0

2

0

0

0

f

1

4

6

5

8

0

0

5

8

4

8

4

5

9

8

2

0

7

2

1

2

2

1

2

2

2

2

2

2

1

2

中央 演算 処 理 装 置(CPU)

印 刷 鍵 盤 装 置(TYP)

カ ー ド読 取 装 置(CR)

入 出 力 制 御 装 置(10C)

印 刷 装 置(LP)

磁気テープ 制 御 装 置(MTC)

磁 気 テ ー プ 装 置(MT①

磁気ディスク集団装置(GDPU)

手 動 切 替 装 置(MSW)

遠 隔 表 示 制御 装 置(VDC)

遠 隔 表 示 装 置(VDID

印 刷 装 置(SP)

データ伝送 端 末 装置(RTM)

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ー

1

1

1

1

1

5

1

1

2

8

2

2セ ッ ト

IBM2701--1型 デ ータ ・アダプター装 置(CCU)

IBM2702-t型 伝 送 制 御 装 置(CCU)

1台

1台

IBM1050 デー タ 通 信 シ ステ ム

ら

'名 称

●
型

型

型

型

型

り

　

　

の　

　

一

一

ー

一

一

1

2

4

5

6

5

5

'b

5

'0

0

0

0

0

0

り

べ

　
オ

　

り

来

制 御 装 置(CCU)

印 刷 鍵 盤 装 置(TYP)

紙 テ ー プ読取 装 置(PTR)

紙 テ ー プ穿孔 装 置(PTP)

カ ー ド読 取 装 置(CR)

米1055は 東 京 支社 のtO50,お よび 本 社 内の 構 内回線 に接続 され る

1050の み に接続 され るo
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第7・8・6図

'

◆

2501-BO1

2504-001

㈱

2501-BOI

1403「%1

1403嚇1

2821イeo5

/
/.

/
!

/

/
/

2911-001

2671-00
2822-001

1『403-002 2821-002

1

、

く

/
!

!!

!
!

!
/

!
!/

/
!

mKYO

/
/

/
/

/
/

/
/

/
/

/
/

、
＼
＼

VOttDl

2260-001

センター

2260-001

海 商 部

22di

神 戸支店

1050

CTR米

2848rOO5

CENTER

TOKYO

2780-001

2780-001

噸

〉

㎜

　一一

寸

ー

1

一一

「

ー

1

一
一

!

1

-

1

-

」

226〔H圓]1

営 業 部

226D-eOl

コンペジロブソレ

チー ム

2260-{〕01

コンテナ ・

チーム

1050TCT

2702一

1[)55-004

セ ン タ ー

「 一 一 一 一 ー 一

1050NAY

1050KCT

1e50YGK

1050YOK

1050NAG

105DOSA

(リ モ ー ト) 10500CT

●

一220一



で亀

◆

{5)信 頼 度 に つ い て

海 運 の場 合は銀 行,国 鉄等 の オ ン ライ ン と比較 して シス テム の信頼 度 確保 ばは さほ ど重点 を拾い て

い ない。 従 って セ ンタ構成 図 の とお り2911形 マニ ュア ル ・ス イ'チ ング機 構 に よるシ ステ ム'ダ

ウン対策 と した が,実 質 的 にはCPU及 び フ ァイル の ダ ウン ・リカバ ー以上 の ヒ とは期待 出来 ない。

む しろ二 重化 シス テムと して よ り も,バ プチ専 用,オ ン ライ ン専 用お のお の の システ ム と して利 用 し

てい るのが 実情 で あ る。

●

●

一221一
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5業 務 処 理 の 概 要

{1)業 務 フ ロ ー

STOREDINFORMATION

,顕顛動静 要港在港船

マ ス タ ー マ ス タ ー

＼/・

〈 船舶動静情報〉<

コ

lR・ ・1B・t・h

)

ご 鞭 動⇒
@繊 情葵 繊 ・ヲ

ll

6要 港在遍(バ ・カーレポー・

コンテナ機 器

静 マスター (蕪 巖
蒐 貨情 報 蒐 賀 状 況 各 業 務

マ ス ター 照会マスター バ7チ処理用

け

画
・タ

付

一

積

計

デ

万
劫

コ ンテ ナ 機 器管 理 情報

Rea1 Batch

コ ンア%

別 ス テ ィタ

酬惣

ヲ㌘ リメ τ

コ万 ナ在庫警告

コンテナ明 細 情 ンテ ナ

BYINFOR.

/

コンテナ コシテナ

明 細 情 報ASCEDSRQ

蒐 貨 情 報

Batch

バ ッチ シス テ ム蒐 集 デー タ

Rea1

輌 ・遍 ⑬繁理り
ll

@新 ㌘キン《)⑫ 勢 ⑳
1

③ で⑳
1

唾貨情報魎)

CALC

Bateh

空コンテナ情報

%集 計結果報告

その他データ集信

」

電 子 計 算 機 IBMシ ステ ム360モ デル40型'

λ⇔
ρ

O
へ

o

'一%

IBM2780

入 力 伝 送
制御装置

z
Z

/

曙

出

IBMIO50

力

蜘
一

2260

IBM2260

〆
/

、

レ

し

・
ゾレ

∴

W
乙

・
?

/

レ

/

乙 一 一 こ一/

R)IBM2780

IIMIO52/

》

第7・8・7図

/

●

//

mbmm。,o
…

IBM2260

"
ρ

η

乙已

●

b

疹



(`

◆

●

●

一二

.ぐ.・'

`

ノ

・F第7・8・2表

＼.

'{2}オ
ンラ イン シ ス テ ムFILE-一 ・覧 表_

適用業務名

FILEDEFINITION

注 記

FILE名 称 編成
ACCESS

TrPE
RFC
LENGTH

KEY－
皿 ボ リ ュー ム トラプク所要数

VSL
船 舶
動 静

VSI、OIM

オ ンライン船舶動静マスター IS nWA 1,000 11
'

500×5 200

VSL]虹PT

オンライン主要潜在港給?ス ター DA 酬 1,000 5 1

CON
コンテナ

機 器

CONIMS

コンテ ナ機 器動 静 マスタ ー Is 斑VA 600 11 15,000 1960

CONLOC

コンテ ナ場所別配 置マスター IS 酬 1,000 5 50 20

CONPAT

コンテナ機 器 明 細マスタ ー Is R 620 11 15,000 1960

BKG

貨物情報

BKGE4ST

蒐 荷 情 報 マ ス タ ー
IS RWA 700 で1 10,000 140

EKGINQ

蒐 荷 状 況 照 会 マスタ ー
IS 酬 260 11 15 20

MAS b鵬COD

コ ー ド マ ズ タ ー
IS R 100×10 9 15,000 280

STW

づンテナ船

貨 物 横
付 プ ジ ン
ニ ン グ

S∬VMST

ストウェジ&ア ドレスマスター
18 ＼ 550 11 4β00 540

S¶V「rNK

タ ン ク コ ン デ ィシ ョ ン
1S で50 11 150 20

STWTBL

ス トウ ェジキャパシテ ィ&

横付係数テーブル
IS ＼

＼

550 11 5 20

KOL

シ

ス コ

テ ン

ム ト

ロ

|

ル

関

係
「

.

KOLDSP
,

2260パ ター ンテーブル
DA R

'

寓000 100 18

KOI、BIQ

BTAHエ ラーディスク.BTAM
toQTAMMSGフ ァ イル

DA 酬 MAX2,
tOOO

KOLDSS

2260デ ータエントリーパプファー
DA 蜘 1,000 10

'

KOLDLG

APPロ グ フ ァ イ ル
DA 冊 ぱ

500

INV5.000
BKGtoOO
USLtoOO

ち

KOLINQ

2260照 会 フ ァ イ ル
IS R toO.0 11

KOLSTA

ステイタステーブルエントリー SD 酬 t650 1 1

KOLDSQ

QTAMデ ィス ク キ ュ ー＼ ぽ 92

KOLGHK

QTAMチ ェ,ク ポイン ト＼ 即 578 1 1

kOLTLG

汎用DATAGATHERING
ファイル

MT W
ぱ

1,050

KOI.QTR

QTAM伝 送 テ ー プ
]虹T R 420

KOL蜘

BTAM伝 送 テ ー プ MT R 415

KOLSTW

STOWAGEロ グ テ ー プ
MT W

蹴
to50

1,000

.

、▼

!
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第7・8・8図

{3}FileUpdate入 出 力 様 式

2780

(カー}℃み)

26ア1

2260

表示装 置のみ

2540 2780よ

メ 七 一ジ

バッヲ糎 皇データ

ONLINE

鰍

伝送回線上の

エラづ 『エプク

端末 よりの

INPUTDATE

c1ffエvク(Hカ ード)

22

セ ージ

伝送回線上の

エラーチェプク

1050

1050

050よbの1

tセ ーソスイッチング

伝送回線上 の

エラーチェプク

バプチ

デ一夕ー

INPUT

TAPE

問Aせ

コンテナ動静

BOOKING

端末 よりの

INPUTDATA

チェックCフ ォーマット)

入力メジセージの

待行列 を作る

メプセージの

フォーマプ ト

を統一化する

メ,セ ージの

種 類 の 識 別

デ ータ収集

横付%デ ーター

該当 ファイルヘ

プ タ

OUTPUT

ファイル更新

'ンコ醐

BOOKING

フ^一 夕

エラーチ ェクク

端紅 りのINPUT

DATAの チ=Ptク

ク ォーマプト賊

出力メプセージの

待行列を作る

1050へ の

メ 七一 ジ

各 種フ ァイル

更 新

1050

伝 送 用

テ ープ

r三26・ へ.

出口端末 の機

に合 うよ うにフ

ォーマット誕 る

1050ヘ

セ」一'

0502260よ

の デ 一夕 ーエ ラ

ア80よbの

デ ーターエラー

2ア80

エ ラーディスク

2ア80

伝 送 用

テ ー プ

2780へ の

セ ー ジ
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(4}CPULAYOUT

－1-×,20000,・ …

十 ×,15800….

第7・8・9図

QTAM

MESSAGECONTROLPROGRAM

reserve

WTC1052CONSOLE

ABENDEXITMODULE

ISハ⑩D(IJH)

DAMOD(IJI)

㎜OD(IJF)

FILEOPERATIONINPUTソOUTPUTAREA

FIIＬEDTFTABLEMODULE

FILEOPERATIONEXECUrOR

BTAMLINECONTROLM疋)DULE(BTMOI)

BTAMMESSAGEPROCESSOR(READWRIT】D

QTAMMESSAGEPROCESSOR(GET・PUT)

MESSAGEANDPROGRAMTABLE

ONLINESYSTENSTATUSINDEX

MESSAGEERRORANALYEER

MES8AGETRANSMITTOR

MESSAGERECEIVEANALYZER

MONI邪DRMAINCONT盈OLAM)SCHEDULER

APPLICATIONMODULE(MAX8K)

DOSREL22/乏3SUPERVISOR

＼

FI(42K)

之

BG(66ゆ

－F×,07100,・ ・"
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第7・8...1.0」 図

倒 システム関連図(業 務ソフトA－ ド)

事搭処理に於けるオンラインの役割
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(6)デ ー タ ・ コ ー ド に つ い て

デ ータ ・コー ドにつ い ては海 運統 一 コー ド委員 会 を共 同 で運 営 し業務 コー ドを開 発 し,他 の関連 業

界 の共 同利 用 を進 めてい るの で,別 の機 会 に紹 介 した い。

(7)業 務 処 理 の概要 をほ とん ど図解 に よb紹 介 したが,す で に述 べ た とbb海 運 の システ ム は常 に

動 的 な物体 の 管理 を中心 と して コ ン ピ ュー タ化 を図る ところ とな り,オ ン ライ ン ・リアル タイ ム処理

を採 用す る こ と とな った○ もつ と も横 付 プ ランニ ング シス テム の如 く船 舶 の入 出港 ご とに処理 す る リ

モー トバ ッチ シス テム も採 用 す る こ と とな り全体 的 にみ て非 常 に複 雑 なシ ステ ム とな った
。

〔4〕シス テ ムの推 移

に)プ ロ グ ラ ム 数

1970年10月 稼働 開 始時点 よりみて 適 用業務 プpグ ラムが徐 々 に増加 してい る
。

(第z8.5表 参 照)

Batcl1 Rea1 Total,

APPlication

Program

70年10月 85本 21本 106本

71年3月 108〃 25〃 151〃

System、Control

Prograln

70年10月 13〃 33〃 46〃

71年3月 15〃 33〃 46〃

TotaI

　　

70年10月

　　

98〃

　

54〃 152〃

71年5月 121〃 56〃 177〃

第7・8・5表

'

w

{2)業 務 上 の 質 量 の 変 化,

稼 働開 始時 点 と比 較 し トラフ ィ ック 量 には全 く変 化 がみ られ な い。 これ は あ らか じめ 業務 の 内容 を

コンテ ナ航 路 の管 理 とい う新 規 の業 務 にしぼ った こ とに よ 力業務 内容 が フ ィプク ス され てい た こ とに

よる。 しか しなが ら質的 には,コ ン ピ ュー タ システ ム運 営面 におい て,従 来個 々別 々 に独 立 した シス

テ ム として処 理 して きた パッチ業務 が,次 第 に オ ンライ ンの 影響 を受 け シス テ ム間 の総 合 へ と向い つつ

あ る。
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③ 開 発 プ ロ セ ス(そ の1)

開 発 タ イ ム テ ー ブ ル
第7・8・11図

,θ1
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

11111 lll lll 11

l

CONTAINER
1
0NLINE用

1
0NLINE

1

東京一神戸間

I

N
N

Φ
1

COINEPU'TEER化

SYSTEM

完 成 の為 の プ ロ

ジ ェク トチーム

編 成

(SYSTEM分 析

と新 提案)

CONTAINER

COMPUTER化

SYSTEM

の提案

(ONLINE

SYSTEM)

M-40.2号 機

導 入ORDER

(含端 末設 備)

SYSTEM

ONLINEPROJECT

PROGRAMMERTEAM

教 育 開 始 編 成

27800NLINE

稼 動 開始

(リモ ー ト ・バ ッチ)

701 2 5 4 5 6 7 8 9 10 11 12

PROGRAM開 始

ONLIMESYSTEM

PROGRAMER

指 名

端末操作員

教育 開始

M40電 々公社

2号 機開通試験

系導入並びに

ONSI「r冗

TEST開 始

"K"LINEONLINE1

稼 動 開 始
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開 発 プ ロ セ ス(そ の2)

開発 プ ログ ラム 総ス テ ップ 数

第7・8・4表

1970年t月 よb1970年9月 迄 に開発 さ れた オ ン ライ ンシス テ ム関係 プ ロ グ ラム

項 目サ ブ シ
ス テム 総 ステ 〉プ数 繍 一 日当 リ

スチップ数
備 考

オンライン以ス

テムバッチ処理

適 用 業 務

船 舶 動 静 11,300 ・180

コ ン テ ナ イ ン ベ ン トリー 11,000 50
現行じステムより《鍍 換に
て80%撒)も の使用

蒐 貨 管 理 6,000 100

積 付 計 画 10,000 180

マ ス タ ー コ ー ド 5,000

112・'コ ン テ ナ 明 細 ス000

そ の 他

L・

オンラインシス

テムリアル処理

適 用 業 務

船 舶動 静ファイル更新 5,500 90

コ ン テ ナ イ ン ベ ン トリ 〃 2,800 60

蒐 貨 管 理 〃 2,900 60

照 会応 答 プ ログ ラム 5,500 90

そ の 他

オンラインシス

テムリアル処理

適 用 制 御

回 線 制 御 関 係 4,000 150 QTAMMcpabt
1,000

モ ニ タ ー プ ロ グ ラ ム ス500 200

フ ァ イ ル プ ロ グ ラ ム 6,000 150
リアルAPP用 マク ロ

開発 含む

オ ペ レー タ コ ン トロ ール 6,500 120

そ の 他 5,000 30
EXTR瑠 のSUPP-
c冊 蜘 嚥CEな ど

一 　

計 92,000 1,580

(注1)

(注2)

(注3)

主 た る言語 は,ア セ ンブ ラー で あるがPL/1使 用 もある。

比 率は75%ア セ ンブ ラー25%PL/1

コ形 ナインベントリー の11,000の 開発 はほ とん ど現行 のCONVERSION

故,総 ス テ ップ数へ の 加算 は 考慮 され な くて は な らない。

開 発所要 日数は,プ ログ ラム ロジ ックダ イ アグ ラム よ リテス ト完 了,

ドキ ュメ ンテ ー シ 。ン完了 迄 の こ とで ある。
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{41シ ス テ ム 開 発 要 員

1)部 内 要 員

シス テ ム ・ア ナ リス ト

シス テ ム ・デザ イ ナー

プ ログ ラマ ー

皿)端 末操 作員 教育 期 間

皿)外 部 か らの参加 者

V

、〆
」

154人 月

28人 月

t8人 月

～

/-ー

ー

計200人 月

4

ほかにMAKER側SEが 開発中常時約0.8人 程度参加した。

〔5〕将 来 の方 向 と問題 点

(1}通 信 網 の 拡 張

すでに一般に公表されているよう鴎 電々公社の回線自由化には国内ネットワーク充実のために最

大の関心をはらっているわけであるが,さ らに海外ネクトワークとの結合にも国際輸送業として無関

心ではあり得ない。すでに当社では全米10ポ イント聞及び東京を結ぶ国際専用電信網を保有してい

るが,コ ス ト的に見合えば国際専用線化率はさらに拡大されるであろうし,オ ンライン・システムと

の結合もそう遠い将来ではないと見込んでいる。

② 業 界 と しての 問題 点

帆船時代より続いてきた海上貨物輸送の理論と方式がコンテナリゼーシ冒ンの波に洗われ,急 速に

革新の道を歩き出したが,運 輸業界の保安性が完全に除去されたわけでは左い。

また国際海運の問題点の一つ として国情の差異,先 進性と後進性のギャップがある。積荷受渡のた

めの ドキ治メント作成一つをとりあげてみても,な かなか標準化,協 調化が計れないのはコンピェ一

夕担当者 としても悩みの種である。

●

'
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7・2・9西 友 ス トアーEDPSの 現 状

〔1〕西友ス トアーEDPSの 現状

{1}シ ステ ム の基本 的 な考 え方

小売業のシステムの基本は,

① 必要な商品を

② 必要左時に

③ 必要左場所に

⑤ 必要な量だけ

供給することにある。

従って銀行に於ける預金と貸付,メ ーカーに於ける生産と販売のように,小 売業に於いては,仕 入

と販売が二大業務である。そ してこの二大業務を通じての商品の流れがシステムの中心と在り,小 売

業の全業務量の約9割 を占めている。

EDPSの 利用方向としては,

① 売れ筋,死 に筋商品動向の把握

② それに伴 う適正な在庫管理

③ 物流に於ける省力化及び事務の合理化

の以上5点 に絞ってシステム化を進めている。'

(2)単 品 管理 シス テ ム にっhて

1)当 社の扱い品種は約4万 アイテムといわれており,そ の内の約tO%がEDPS化 されている。

残 り商品も殆んどコー ド化されており,取b扱 い量の増加 とともに,EDPS化 の方向で検討を

進めてい く予定である。

2)一 方,百 貨店の扱い品種はス トアーの約10倍 といわれてtOb,単 品管理による物流省力化の

メリプトより,顧 客動向把握のためのシステム化が優先する。当社は少種大量販売の量販店故,単

品管理化による省力化のメリジトは店舗数の増 加 に伴い扱い量が増加するため大きくなる。

5)物 流業務の省力化とは,

① 店島 本瓠 配送センタからの商品発注

② 配送センタの集品作業

③ 配送センタの検収作業

④ 商品の店別仕訳け作業

⑤ 店舗の値付け作業

についてEDPSを 利用していることをいう。

4)店 舗在庫を必要量以上置かないようにするため,EDPS化 の4,000ア イテムについては発

注点不定期定量補充方式を採用している。

③ 販売動向,在 庫管理システムについて

売上時点か らの単品管理化は,デ ータの把握の上で正確臨 コス ト等に多 くの問題点がある。当社

一231←



では 全 商 品 を"230u分 類1,売 上 デ ー タはNCR21号OCRレ ジス ター に て把 握 し,仕 入 デー

タは イン プ プ ト媒体 と して従 来の カ ー ド入力 方式 をマ ーク シー ト方 式 に切 り替え る こ とに ょ り,コ ス

トを約半 分 にす る こと に成 功 した。

〔2〕 西友 ス トアー-EDPS化 の将 来

(1}店 舗← →配送 センタ← →取 引先 間 を有 機的 に連 動 した 物流 システ ム の創造 。

(2}単 品 管理 品 目数 の拡 大。

(3)非 単 品管 理商 品の仕 入伝 票 をコ ン ピ ュータ に直 接 インプ ッ トす るた めの手 書 きOCR伝 票 の開

発。

④ 扱 い商 品 の多 様化 に伴 ない,フ ァ ッシ 。ン,ア イテ ム動 向把 握 のた め の売 上 時点 か らのデ ータ

ギ ャザ リング手法 の 開発 。

⑤ ナシ 。ナル チ ェー ン化 実現 の際 の全 国的 デ 一夕 センタ ネ ジ トワー クの 開発。

(5〕 ・j・売 業 に鮒 るオ ン ライ ンシス テ ム につ い て

一 般 にオ ン ライ ン ・リアル タイ ムシス テ ム の 目的は 次 の2つ で あ る
。

① デ ー タ収集 の一 元化 迅 速化

② コ ン ピ ュー タ ・フ ァイル の 即時処 理 に よる応答 時間 の短 縮

現在 オ ン ライン ・リアル タ イム シス テ ム を採 用 してい る企 業は金 融 機 関の預 金 ・為 替 業務 ・国 鉄 ・

航 空会 社等 の座席 予 約業務,メ ー カー の在 庫 管理 業務等 が あげ られ る。 これ はい ずれ も顧 客 サー ビス

の 向上 を第1の 目的 と し,コ ス ト採 算 に 関 しては,そ れ程 厳 密 に考慮 され てい ない と思 われ る。 オ ン

ラ イン ・リアル タ イム シス テ ムは一 括処 理 方 式 に比べ そ の機 器の コス ト及び ソ フ トウ ェア開 発 コス ト

が 相 当高 くつ くこ とも事 実 で あ る。

小売 業 の 場合 には,オ ン ライ ンの必要 性が 考え られ るのは 次の2つ で あ る。

① ク レジ プ,ト業 務

② 遠 距 離間 の デー タの 授受

ク レジ ッ トにつ い て は,今 後 の 販売 方 式の 変化 に伴 い 順 次 検 討 を進 め ていか なけ れ ば な らない が,

必 らず し もオ ン ライ ンで なけれ ば な らな い とい うこ とでは ない。

遠 距離 間 の デー タ伝送 につ いて は,ナ シ 日ナル チエ ン化 の際,当 然 でて くる問題 では あ るが,オ ン

ライ ン化 して必 要 とさ れ るデ ー タはそ れ 程多 くない。 コス ト面か らは,地 域 別 デ ータ セ ンタの設 置 に

よ る方 が 安 くつ くと思 わ れ る。

オ ン ライ ン を実 施 す るか 否 かは,小 売 業 のシ ステ ム の特色 であ る。

① デー タ 量が 非常 に多 い こ と

② 一 件 当 リデ 一 夕の金 額 が比 較 的安 い こと

を考慮 した上 で,費 用 対 効果 で 検討す る必要 が ある。

7・2・ 何 気 象 業 務 に お け る オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

〔1〕 オ ン ラ イ ン 化 の 背 景

気象業務の重要な体系の一つに,必 要左観測情報をすみやかに収集し,こ れを解析し,予 報や警報
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を発表するという流れがある。最近の会社の要求はこの体系の情報の流れに対じて,よ り早く,よ り

正確鴎 そしてより多 くのものを要求している。会社の事業が基本的な計画と調査にもとついて実施

されるためには,長 い期間の天気の変化の予想を気象業務に要求される。2週 間ぐらいさきまでの,

天気変化の予想の概要が必要なわけである。 このためには半球的スケールで必要な気象情報を集め,

これを解析する必要がある。その反面 きわめて地域的な現象である集中豪雨の注意報や警報のために

は,国 内の観測点網を密にした迅速な情報収集が必要である。'

気象事業の中核をなすこのような仕事は最近始まったものでな く,明治の中頃から行なわれているの

である。 これには当然通信のサービスが関係してくるので,気 象の仕事の発展の過程は通信技術の発

展に負 うものが非常に大きかった。第2次 大戦を契機として,気 象通信専用回線が生まれ,戦 後これ

がテレタイプ回線網に発達し,そ の能率をあげてきたが,情 報の整理,編 集の作業は人手によってい

たわけである。情報を解析する流体力学の数値計算はコンピュータを用いることが最 も能率的である

ことは当然である。それに用いる情報データの収集,配 布も処理機構としてシステム化すれば効率が

よくなる。またこれらの手足となる通信機構 と結びつけて,こ の三つの組織をオンライン,リ アル ・

タイムのシステムにすれば最も経済的になる。 との考え方で整備されたものが気象のオンライン ・シ

ステムであb,こ の概要を図示すると,第ス10.1図のようになる。こXでは回線か らの情報データをオ

ンラインで処理する気象資料自動編集中継装置(ADESS)に ついて述べる。
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国 内気象 専 用回線
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国 際気 象専 用 回線
<

1第7 ・10・1図 気象 業 務 の オン ライ ン ・リアル ・タイ ム ・シス テ ムの 概要

〔2〕シス テ ム の構 成

気象の場合通信網構成はすでに長い歴史を経過して実施されているものであって,中 央制御システ

ムを考慮して作られた ものではない。 したがって中央システムは現存の通信機能に合うようにシステ
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ム化されなければならない。ぼ う大に展開されている通信網機構を新しい中央システムの概念の

新しくやりなおすことが経済的に不可能ならば,と れの"シ ワ袖よせは中央システムでカバーするこ

とになる。システムの機能を全面的に発揮する上には若干の障害となることは事実である。

(1)通 信網の構成,形 態,機 能

国内的には札幌から鹿児島までの重要10地 点にtO個 所の地方通信中枢を設定し,そ こか らさら

に端末の数は約150官 署である。これ らはすべて有線テレタイプである。

国際的には国際幹線と国際地域回線に閉 て構成されており・国際幹線は東京一ワシントン及び東京一

メルボルン間で,高 速通信2400BPSで 結ばれる。前者は昭和45年11月 から運用されており,

後者は現在準備中である。国際地域回線は,東 京一ホノルル来,香 港*,バ ンコク*,ニ ューデリー

米,ソ ウル,台 北,バ バロスクで,米 印はすでに完成,あ とは昭和46年 度内に完成予定である。他

は無線放送回線の受信 を直接入力しているもので,そ の形態は非常に複雑である。回線数とその種類

を第スtO.1表 に示す。

'

▲

7・tO・ †表 回 線 数 と そ の 種 類

き 50BPS 75BPS 1200BPS 2400BPS

5単 位

(欧文 コー ド)

通 信2

放送受信10
通 信4

6単 位

(和文 コー ド)
41

7単 位

(十1パ リティ)

ワシン トン1

@ラ コン)

米軍府中1 ワ シ ン ト ン1

メル ボル ン 来1

計
53 5 1 2

総 計
61回 線

`

同 じ6単 位 の 中に も2種 類 あ る。 それ は気 象 回線 と電 々公社 の一 般の テ レ プクス回線 の6単 位が コー

ドを異 に してい るた め で あ る。 同 様に ソ連 は5単 位 で あ るが,一 般 の 国際 形式(CCITT侮2コ ー

ド)と は気 象 の場 合 若干 違 っ てい る。 入 力 したデ ー タは編 集 と中継 の機 能 をは たす た め には,シ ステ

ム の 中 にお い て,こ れ らが 入 りま じるわ け であ る。 した が っ てコー ド転 換 の最 も能率 よい方 法 を考 え

る必要 が あ る。 第 ス10.2図 に コー ド変 換 の順 序 を図示 す る。
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第7・10・2図 コ ー ド変 換 の 順 序

φ

ぷ

(2)デ ー タ 伝送 の形式

気象データの交信を行なう場合に,一 定のフォーマットが必要である。これは電 気 通信により交

信を開始した当初より国際的に協議され決定されていた国際気象通報式であり,す べての情報を数字

化して組み立てられているものである。年々改訂され最 も都合よいものとして現在用いられている。

このフォーマ.ト は手作業でも必要であって,気 象の世界では非常に古い歴史 をもっている。このこ

とはデータ伝送を近代的なシステムによって実行する場合においても,非 常に有効な武器であった。

各国の気象データ伝送システムが着々成功しつ〉あるのは,こ の国際気象通報式がすでに完備してい

たとい うことが非常に太き主力であったと思 う,し かしシステムにとって大きな問題点はその種類が

相当多いとい うことである。地上の観測,ゾ ンデによる高層の観測,船 舶による洋上の観測,飛 行機

による観測のための形式など約tOO種 類におよんでいる。

データ伝送の形式の次の問題点は誤り制御の方法である。 これにっいては次のように計画 した。

←f)有 線回線にょる低速伝送(50Bと75B)に は考慮 しない。

回 短波回線による低速伝送にはARQ方 式を用いる。

内 高速回線(1200BPSと2400BPS)に は誤b制 御を実行させる。その方法は,プ ログ

ラムにょって,垂 直及び水平のパ リティをチェックする方式を採用した。

(3)信 頼 度 の 確保

以上述べてきた気象の仕事は1日24時 間,1年365日 一瞬の停止も許されない。特に日本 にts

いては気象の仕事の中に地震と津浪の情報処理が入っている。との条件でシステムを確保するために

は二重化(デ ュアル・システム)以 外にない。 もちろん計算機システムのほかに,電 源及び空調の施

設の二重化 を計ることも当然である。24時 間終日連続運転を行なうシステムを確保するための,ハ

_ド ウェア及びソフ トウユアの慎重な準備には相当な時間が費いやされち これらの条件を背景とし

て,TOSBACシ ス テム を採 用 して'気 象 庁 にお け るADESSが 誕 生 した わけ で ある。

ADESSの システ ムの 原則 を示す 概要 図 を997.10.3図 に示す。 こeWxテ ムで最 も重要 な ことは,こ

のデ ュアル ・シス テ ム を運 用す る管 理 プ ログ ラム を完全 に作 る ことで あ る。 ハ ー ドの障 害 は二 重化 に
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よ9て 救 われ る。 しか しソフ トの ミス は二 重で あ って も,三 重 であ って も障害 とな ってス トップす る。

二 重化 管 理 プ ログ ラム はプ ログ ラム によ って動 く,ペ リフ ェラル ・ス イ ッチの 機能 によ って決定 され

るo

DISK-460

TOSBAC

DN-340

TOSBAC

DN--540

TOSBAC

5400/30

TOSBAC

5400/30

×5

頃 ペリフェラル
スウィッチ

×3

'

32KU

(1VVF-18ピ ット)

1.4μ8

760M×2

1字 …=6ビ ット

80ms

32K胃

1「帷=24ビ ット

2.7μs

前に同じ

第7・10・3図ADESSの シス テ ムの概 要

オ ン ライ ン ・リアル ・タ イム の場 合の 次の 問 題点 は デ ィス クの機 能で あ る。 容量が 大 き く,1/0

時 間 の 早い ものが よい の は原 則 で ある。

このシ ステ ム で前 述の総 計61回 線 の仕事 が ほぼ 完全 に実 行 され てい る。

〔5〕業 務 処 理 の 概 要

(1}業 務 フ ロ ー

第7.10.4図 に業 務 ローの概 要 を示 方詳細 力点 ほ 図 を参 照さ れた い。 重要 な点 を述べ る と,フ ァイ ル

として前 側 デ ィス ク と後側 デ ィス ク にわけ て お り,前 側 にお い ては 入 出力処理 を容 易 にす るため に・

入 力 で1時 間,出 力 で1時 間 の情 報 デー タ を蓄積 す る こ とが で きる よ うにな ってい る。 また 前側 の段

階 にお い て,最 も優 先 度 の高い 非常 報 入 出力 処理 を行 な うよ うに 左 って い る。 この非 常 報は地 震 と津

浪 の情 報 デー タで あ って,レ ス ポ ンス ・タ イム を極 力早 くす るた め の工 夫 で ある。

② フ ァイル構成

後 側 デ ィス クを セ ンタ ・フ ァイル と してい るが,こ の デ ィスク3台 の容 量で 約18時 間 分 のデ ータ

を保 持 す る ことが で きる。 した がっ て この時 間 内 に再 送要求 が あれ ば,リ アル ・タイ ム で答 える こと

が で きる。 これ をつ な いだデータを6時 間 分 ま とめ て,ジ ャー ナル ・デー タ と してMTに 移 すが,1日
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分 と して2400フ ィー ト1本 を必要 とす るe

(3)使 用 言 語

オ ン ライ ン ・リアル ・タイ ム ・シス テ ムの現 状 にお い ては,ア セ ンブ ラ を用い る以 外 にな い。 これ

が こ の システ ム の 弱 点 で あ る。 人 のプ ログ ラマ が作 成 した ア セン ブ ラに よるプ ログ ラム を他 のプ ロ

グ ラマが 追 う場 合,理 解す るのは なか なか 困難で あ る。 将 来 オ ン ライ ンにおい て も基 本的 な コンパ イ

ラ を もつ よ うに推 進す べ きだ と思 う。

〔4〕 シ ス テ ム の 推 移

この シス テ ム を開発 す るた めの作 業 期間 と しては約2年 間 を必要 と した。 これ に携 った 人員 は ユ ー

ザ側 か ら約10名,メ ー カ側か ら約20名 の大人 数 を必要 と した。tた 後 半 におい ては オペ レータ の

要員 教 育 を別 に行 な った。 この システ ム の完 成 に よ って人 員 の省 力化 は勿 論で あるが,省 力 され た体

勢 におい て作 業 量がeas'2倍 に増加 した もの を実 行 で きた こ とが大 きな 成 果 で ある。75Bの 回線

や1200Bあ るい は2400Bの 回線 は この シ,ステ ムに よ って初 め て使 われ たが,と れ だけ で も相

当の 量 で ある。 また質 的 には情 報 あ ピーク の解 消 に大 きな役割 を演 じた わけ で ある。

〔5〕将 来 の方 向 と問題点

情 報化 社 会 の要求 は ます ま す増 大 しつ 」ある。 これ らか ら くる ものは回線 の 増 とそ のス ピー ド・ア

ププ に ある と思 う。 また別 な情 報 伝送 系体 で あるア ナ ログ通信(フ ァク シ ミリ通信)の 制御 も この デ

ジタ ル通 信 制御 と同 じシス テ ムで実 行す る のが 便 利で あ る。 この可 能 性は十 分 あ るこ とで,い まこの

問題 と と りくん でい る。 いず れ にせ よ この よ うな シス テム に と り組 む技 術者 の不 足は・ どこの機 関 に

おい て も一番 の な やみ の種 で あ る と思 う。 ζの養成 が最 も重要 な点 では なか ろ うか。

7・2・11京 都 大 学TSS

@オ ン ラ イ ン 化 の 背 景

全 国 大学 間 の共 同 利用 施設 と して,44年t月 にサー ビス を開 始 した 京都大 学 大型計 算機 セ ンタで

は,従 来のパ プチ処 理 に加 え て,TSSに よるオ ン ライ ン利 用 や大 容量 フ ァイ ルの利 用 を行 な うこと

を特 徴 と してい る。 当 初計画 され た頃 は,大 学 におけ る オン ライ ンの共 同利 用 は,我 が 国で は まだ新

しい もの で あ った が,遠 隔地 か らの計 算機 の 使用 とター ン ・ア ラ ウン ド・タ イム の短 縮・ デバ プ グや

計算 に 拾け る試行 錯誤 的 な,人 間 側 の効 率良 い計 算機 利 用,マ ン ・マシ ン ・コ ミュニ ケー シ 冒ンの研

究 な どの観 点 か ら,オ ン ライ ン利用 を可 能 にす る必要 性が大 で あ った といえ る。 当セ ン タで計 画 され

た システ ム は,汎 用TSSと いわ れ る もの で,中 央 の計 算機 の諸 機 能 を十分 利 用で き,か つ 独立 左計

算 処 理 を各端 末 か ら同 時 に行 なえ る よ うに し,っ ぎの よ う利 用形 態が考 え られ る。

(nリ モ ー ト・バ プチ処理

ジ 。ブ処 理 に関 して,ジ.ブ 制御 文,プ ログ ラムお よび デー タ の入力 と計算結 果 の出 力 に端 末 を

使 用す る。 入 出 力以外 の モニ ター に よる ジ.ブ 制御 は,バ,チ 処理 と同 じで ある。

(ii)デ マ ン ド処理(会 話型処 理)

リモ_ト ・バ ジチ処 理 では,バ タチ処理 と同 様 に,入 出力 がす べ ての セ ンタ 内の フ ァイル にス タ

.ク され,ジ.ブ の実行 中 に端 末 とプ ロ グ ラム の会 話は 不可 能 で あるが,デ マ ン ド処理 では,端 末
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か らの要 求 によ り即時 にジ ・プ が 開始 され,そ の実行 中 に端 末 とプ ロ グ ラム間 で平均 数秒 以 内 程度

の応 答時 間 によ る会 話 を可能 にす る。 ・

伽 リアル タ イム処 理

種 々 の実験 装 置 な ど を端 末 と してオ ン ラ イン に接 続 し,応 答 時間 をさ らに短 くかつ きび し く制限

して計 算処 理 を行 な う。

ev)計 算 機複 合体

リモー ト ・ス テー シ ョンと しての衛 星計 算機 では な くて,独 立 した オペ レー テ ィング ・シス テ ム

(OS)の もとに動作 す る二つ 以 上 の計算 機 を通 信 回線 な どに よb結 合 し,OS間 の会話 に よ り,

装 置,機 能,情 報 な どの共 用 を可 能 にす る。

現 在,リ モー ト ・パ ッチ処 理 とデ マ ン ド処理 はす で に一般 利用 に供せ られ てい るが,リ アル タ イム処

理 や 計算機 複 合体 につ い ては ま だ研 究開 発 中で あ り,実 用化 してい な い。

当セ ンタ に坑 三つ の独 立 した シス テ ム(そ れ ぞ れ シス テ ム1,皿,mと よぶ)が あ り,現 在 つ ぎ

の よ うに使 用 され てい る。

システ ム1(FACOM250-60×2,コ ア192K語)バ プチ処理 専 用。

システ ムll(FACOM230-60×2,コ ア192K語,大 容 量低 速 コ ア(LCM)128語,

大 容 量 フ ァイル(IBM2314)TSS処 理 とパyチ 処理,特 にバ,チ 処 理 は,TSSの バ,ク ・

グラウンドと して行 なわ れ,主 と してフ ァイル使 用 ジ.ブ や 長期 間 ジ ・ブ。

システ ム 皿(FACOM270-50,コ ア52K語,グ ラフ ィ タク ・デ ィス プ レイ,X-Yプ ロ

プタ)図 形 処 理専 用。'

なお,シ ステ ム 皿と皿は,計 算 機複 合体 な どの実 験 のた め に,チ ャ ンネル間 結 合装 置 に よ り接 続 さ

れ てい る。 以 下 では,現 在 シス テ ム 皿で行 な って い るTSS(リ モー トバ ッチ,デ マ ン ド処 理)に つ

い て述べ る。

② シ ステ ムの構 成

シス テム 皿の構成 を図7.11.1に 示 す 。TSS通 信 回線 は,通 信 制 御装 置(CCU)に よ り端 末へ 接続

され る。 通信 回線 としては,50B,200B,12QOBの 三 種類 を使 用 し(50 .B以 外 はMOD

EMを 使用),現 在 あるCCUVaは,60回 線(50B×56,200B×2,,1200B×2)ま

で接続 可能 で あ る。 オ ン ライ ン化 に際 して,セ ン タ と大学 構 内電話 交換 局(PBX)の 間 に,デ ー

タ 通信 の100回 線 を新設 し,大 学 構 内の端 末 に対 しては,PBXか ら端 末 ま で を概 設 の 構 内電 話 回

線 にょb,ま た 構 外 の場合 は,電 電 公 社専 用 回線 によ り接 続 してい る(PBXで は回線 の交換 は行 な

わ な い。)現 在設 置 され てい る端 末 は,28台 あb,表7・11・1に 示 す。200B,1200B回 線 は,

CCUに 接 続 で きる線 数が 少 ない のセ,利 用時 間 を定 めて手 動式 に切換 え るTSS回 線 切換装 置(C

CU側2回 線 ×端 末側20回 線)が 用 意 され てい る。 使 用 され てい る端 末 は,現 在 の ところつ ぎの三

機 種 であ る。

F1592Aオ ン ライ ンタイ プ ラ イタ ・',

50B用,紙 テー プISO6単 位,全 二 重通 信 方式
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Ft591A汎 用 端末 装 置

200B用,紙 テ ープISO8単 位,半 二 重通 信 方式

FACOM-R小 形計 算機

1200B用,全 二 重 通信 方 …鵡 紙 テ ー プ(ISO8単 位),カ ー ド,ラ インプ リン タな ど使用

で きる。

現在 のOS(FACOM250-60MONITOR-V,特 にTSS管 理 に より制 御 され る)で

は,い ず れ の端 末 か ら も,リ モー トバ プチ処 理,デ マ ン ド処 理 の両 方 が可 能で あ る。

第7・ ↑1・1表 端 末 の 設 置 状 況

50B

京 大 セ ンタ 内 ×9

工 学 部 ×6

理 学 部X2

医 学 部 ×t

農 学 部 ×1

数理解析研究所 ×1

原子 炉 実 験所 ×1来(大 阪府熊取)

京 都 工 芸 繊 維 大学 ×2米(京 都市松ケ崎)

200B

京 大

2台

セ ン タ 内 ×1

附 属 病 院 ×1

1200B:3台

京大 セン タ 内 ×1

工 学 部 ×1

電離層研究施設 × り来(京 都府宇治)

米:電 電公 社 専 用線 使 用

セ ン タ内端 末 は,CCUと 直 結

一240一
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〔3〕オ ン ライ ン処 理 の概 要

(1}リ モ ー ト・バ ッチ処理

端 末 か ら,TSSコ マン ドに よb,リ モ ー}・ バ ッチ の入 力 を指定 して
,ジ 盲ブ ・デ ック を入 力す

る・ 端 末か らの劫 情 報 は・ ジ ・7・ パ ・フ ・ ・フ ・イ・レ(デ ・力 …
。クIBM2511) .va貯

え られ・1ジ ・ブ分の 入力 が終 ・鍛 階 で・ バ ・チ ・ジ ・ブ・と共 通 の シス テ ム入 力 フ 。イ・レ(磁 気 ド

ラム)に ス タ ックされ る。 ジ ョブの実 行が 終 了すれ ば,シ ス テ ム出力 フ ァイ ル(磁 気 ドラム)に スタ

ックされ た結 果 が端 末 また は セ ンタ 内 の出力 装置(入 力時 に出力先 を指定 で きる)に 出力 され る
。 ま

た 入 出力 時 には・ 勧 の ・マ ン ドに よ り・ 端 末側 で入 出力 を制紛 る こ とが でき る
.リ モ ー ト・ノ・.

チ ・ジ 。ブの 制御 は,第7.11.2表に示 す。使用 言語 は,バyチ 処 理 と同様 で あb
,FORTRAN,AL

GOL,FASP(ア セ ンブ ラ)な ど各 種使 用 で きるが
,ほ とん どFORTRANが 用 い られ てい る。

モニ タ側 か ら見れ ば,入 出力の 所 を除 い ては,パ
,ック ・グ ラ ウン ドの バ ッチ処 理 と同 様 であ り,多 重

プ ログ ラ ミン グ処 理(バPtチ 処理 に関 して通常 は 多重度5～5)に よ
って,端 末か らの タニ ン.ア ラ

ウ ン ド ・タ イム は,数 分 ～十 数分 とな ってい る
。(ジ.ブ 実 行 の優 先度 は;バ.チ よ リ リモ ー ト ・バ'

ッチ を高 く設定 して い る。)

② デ マ ン ド処 理(会 話型 処理)

端 末 か ら・Tssコ マ ン ドva・b・ デ マ ン ド・ジ ・ブの開設 を齢 す鳩 即地
・ブカ・開 始 され

る・(ジ ・ブの イ ニ シ ・一 硝 バ ・チ ・ジ ・ブのそ れ と期 して賜 ため
,・ ・。チ ・ジ.ブ の状 況

に よ っては,20～30秒 の待 が生 じる こと もある
。)デ マン ド処 理 プ ログ ラム では,端 末 の入 出力

は,フ ァイル にス タ プクせ ず,TSS管 理 を通 じて直接 行 ない
,実 行 中の端 末 とプ ログ ラム間 の会 話

(現在 の端 末 数 では,応 答時 間 はほ とん ど2,3秒 以 内)を 可 能 に してい る
。 現在 使用 され てい る言

語 は,BAccus(Basiccalculus,数 値 計 算 向会 話形 言語
,イ ンタプ リタ 方式)とLI

NED(LinedEditor,会 話型 フ ァイル編 集 プ ログ ラム)で あb
,ま もな く会 話型LISPも

使用 で きる よ うにな る。 デ マン ド処 理 は,モ 三 夕か ら見れ ば,デ マ ン ド・ジ
冒ブ を行 な って い る端 末

数 を多 重度 とす る多 重 プ ログ ラ ミン グ処 理 で あ り
,コ ア容 量 の制 限か ら,端 末 入 出力毎 に磁気 ドラム

上ヘ ロール ・ア ウ トされ る。 カ ンタム ・サ ー ビス に よ り応答 時 間 の平 均値 を小 さ くす る よ うに してい

るが,そ の タイ ム ・カ ンタ ムは 現在100msで ある
。 ま た,BACCUSで は,端 末 か らの指定 に

よb,LCM上 に大 きなユー ザ ・エ リア を とれ る よ うに し
,イ ンタ プ リタ本 体 は高速 コア上 で処理 さ

れ る ので,人 間 が感 じる程 には応 答時 間 を遅 らさず に
,コ アの有 効利 用 とロー ル イン/ア ウ トの回数

を少
、な くす る こ と を試 み てい る。 デ マ ン ド・ジ ョブ の 制限 を第7.11.2表 に 示 す。

(3}フ ァイル の利 用 につ い て

シス テムllで は,大 型 デ ィスク ・パ,ク(IBM2514)4台 をn－ ザ ・フ ァイル に使 用 してい

る が,特 に,TSSで は フ ァイル の更 新の 頻度 が 高い の で,・そ の内 の1台 をTSS専 用 と し,二 日に

一 度 磁 気 テー プへ のダ ンプ を行 な
って い る9イ ンク リメ ン タル ・ダ ンプ は行 な ってい 左い の で,フ ァ

イル の障害 時 には二 日前 ま で もどる と とが あ る。)こ の フ ァイル を使 用 して,リ モー ト ・バ プチの入

出力,BACCUSの プ ログ ラム が実行途 中状 態 の保存,LINEDに よ る編 集作 業が 可 能で あ9,
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,に同 じフ ァイル をパ.チ ・ジ 冒ブ に よ って も使 用 で きる。 特 に,当 セ ンタ のTSSで は,50B

の低速 端 末が多 く使 用され てい るた め,フ ァイル をで きるだ け使 用 して,端 末 との 入 出量 を少 な くす

る こ とに よ り,オ ン ライ ン利 用 の効 率 を上 げ る よ うに してい る。 な おTSSに よる磁 気 テ ー プ ・フ ァ

イノレの使 用は オ ペ レー タの人 手不 足 な どに よ り現 在 禁 止 してい る。

〔4〕 システ ムの推 移 ・ 問題点 な ど

リモ ー ト ・パPtチ 処 理 は,44年10月 よb,デ マ ン ド処 理は,45年10月 よb開 始 され,現 在

は,毎 日午後 の5時 間 をTSS利 用 時間 帯 と してオ ン ラ イン'サ'ビ ス を行な ってい るが,シ ステ ム

の安定 性 も徐 々 によ くなbつNあ るの で,パ.,チ 処 理 の減 少 す る46年4月 よb,全 日のオ ン ラ イン

・サー ビス を予定 し てい る。

当 セン タのTSSで は,利 用者側 の 負担(公 社 線 の場 合 回線 使用 料 も含 め て)に よb端 末 を設 置す

るこ と にな ってい るが,今 後 さ らに50Bと1200Bの 端 末 が増 え る傾 向 に あb,特 に1200B

端 末は,46年 度 中 に6カ 所 以上 にな る 見込 みで あ るので,46年6月 には,CCUが さ ら に1台

(1200B×4),50B×24)増 設 され る。

現在 の シス テ ム には,ま だ 多 くの 問題点 が あ るが,そ の ほ とん どは,現 シ ステ ム が,ハ ー ドウ ェア

的 に も,ソ フ トウ ェア的 に も,オ ン ライ ン専 用 に構 成,設 計 お よび 運 用 され てい ない こ とに原 因 して

い る と考 え られ る。 例 え ば,ハ ー ドウ ェア上 の障害 に対 して 対策 が十 分 な され てい 左い と し(予 備 機,

二 重化 な どは考 えてい ない),モ ニ タ を主 とす るOSの 構 造 や機 能は,基 本 的 に はバ,チ 処 理 のた め

に設 計 され た もの を利用 してい るた め に,オ ン ライ ン処 理 に必 要 とされ る フ ァイル の 完全 なバ ック ・

ア ジプや リソー ス の よ り動 的 な割付 け 左 どの点 が十 分 で は ない。 また,現 在 当セ ンタ の利 用 の大部 分

を占 めるバ クチ処 理 のた め に,バ ジク ・グ ラウ ン ド・ジ ・ブ に よる負荷 が大 き く,オ ン ライ ン処理 の

向上 を阻ん でい る とい うよ うな 見方 もで きる。 ソフ トウ ェア上 で解 決 で きる問題 につい ては,今 後モ

ニ タ な どの 改良 がい ろい ろ と計 画 され てい る。 しか し,い ず れ に して も,近 い 将来,大 学 に本 格 的 な

オ ン ライ ン ・シス テ ム を設 置 しなけれ ば な らない 時,現 在 のTSSは ・ そ の実 験的 シス テム として・

多 くの貴 重な デー タや 経験 を残 して くれ る もの と期待 してい る。
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第7・11・2図 TSSジ.ブ
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7・2・12DRESS(販 売 ・在 庫 管 理 シ ス テ ム)

〔1〕 オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス の 背 景

{1)オ ンラインサービスの目的とね らい

昭和42年 を基礎とした昭和60年 の情報量は70倍,ま た電子計算機は,超 小型を除いて20倍

余りに達すると見込まれている(新 全国総合開発計画)。 このような情報革新時代に白ける新しい電

気通信の確立は,公 社に与えられた重大な責務であり,公 社は国益におよび国民の要望に応じ,わ が

国情報化社会の急速かつ健全な発展に寄与することを目的として,長 年にわたって蓄積 した電気通信

技術から得た電子技術力を十二分に活用し,電 気通信網の効率的使用等によってわが国の情報産業

コンピュータ産業の振興に寄与すべく,デ ータ通信サービスを推進している。

(2}対 象 とな る業 務

販売在庫管理サービスの対象 となる業務は,一 般的な販売管理業務,在 庫管理業務である。すなわ

ち,売 上業務,仕 入業務,入 出金業務,移 動業務およびこれに付随する統計業務などである。

㈲ 組 織 の概 要

データ通信を扱 う組織 として,本 社にデータ通信本部があり,各 地方の管理機関の電気通信局にデ

ータ部,現 場機関にデータ通信局がある。センタ設備(ハ ー ド)の建設およびシステムプログラムの

作成は本部に拾いて担当するが,個 々のユーザごとに作成する利用者プログラムは,原 則としてデー

タ部で作成する。センタ設備の保守はデータ通信局で担当するが,端 末機器の設置および保守は,電

信設備の保守を受持っ電信施設所が担当している。

〔2〕シ ス テ ムの構 成

{1)通 信 網の 形態,構 成,機 能

販 売在 庫管 理 サー ビスは,一 部 既在 の電話 網 を利 用 して お り,番 号 計画等 に従 っ て網構 成が 作 られ

てい る。 通信 網 の構成 は,図7.12.1,図 ス12.2の 通bで あ り,データ着信 交 換 機(DIS)に より,定 形

計算,科 学 技術 計 算等 と振 り分 け られ,販 売在 庫 管理 システ ム のセ ン タ に接 続 され る。 デ ータ呼 び は,

電 話呼 び に重 畳 され て疎通 され るが,市 内接続 におい て も課金 上 の理 由 に よ り,TOS階 梯(市 外交

換 系)を 経 由す る こ とが電 話呼 び と異 な ってい る。

、
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第7・12・1図 市 内接 続ル ー ト

TOS

C400

C460

C45

SMS

第7・12・2図 市 外接 続 ル ー ト

■

② デ ータ 伝 送 の形式 伝 送速 度,端 末 の種 類等

'端 末 機器 と しては5種 類 あ り
,そ れ ぞれ 表 ス12.1の とtsbで ある。
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第7・t2・1表 各 端 末 機 器 の 機 能 等

機 種 伝送速度. 通式方式 使 用 コー ド 誤 り訂正
ク リー ン

アウ トプ ット

不在

通信機構

Endto

End

端 末 数

(酷t末 東京)

i
l
l

200C型 200ビ プト/秒

全二重

半二重

IS(レ ℃CITT

7ビ ジ トコ ー ド

十 パ リテ ィピ,ト

自 動 可 あ り 可 5

200B型 200ピ ット/秒 半二重 同 上
センタからは自

動 端末か らの
再送は手動

不 可 あ り
」

可 21

100A型 100ビ ット/秒 半二重 同 上 同 上 不 可 な し 可 4



㈲ コンピュータの機務 台数および信頼度の確保

販売在庫管理Vス テムは,J2060型 情報処理装置を2台 設置しデs-"プVvク ス構成をとb,

↑台を即時処理用に,他 の1台 は一括処理用11・よび即時処理の予備としている。

各周辺装置の障害対策としては,

① ジャーナル情報を書 き込む磁気テープ装置は,別 系統のチ ャネ ノレに各i台 接続し二重書きす

るとともに,予 備装置を設置した。

② 利用者ファイルとして用いる磁気デ ィスク装置は,各 々2つ のチ ャネルに接続してチャネル

待ちを緩和し,チ ャネル 障害に備えた。また,予 備機も設置した。

③ 即時処理のシステムファイル用の磁気 ドラム装置の二重化をした。

④ 即時システムとの会話用のタイプライタ装置は,別 系統のチャネルに予備機を設置した。

⑤ 即時処理の障害情報を打ちだすための印刷装置は,別 系統のチャネルに予備機を設置した。

等の措置により信頼度の向上を図った。

なむ,セ ンタに収容する回線数に,終 局時200:ピ ヲト/妙 用およびtOOビ ッF/妙 用回線あわ

せて約500回 線となる。

〔5〕 業 務 処 理 の 概 要1'

{1)フ ァイル構成および処理方法

センタの磁気ディスク装置の一定領域に,対 象業務の基本 となる台帳類利用者専用のプログラムを

登録する次のようなオンラインファイルを準備している。

① データファイル

商品の在庫状況,荒 利益等を記録する商品ファイル,得 意先への売上状況多売掛金残高を記録す

る得意先ファイル,仕 入先からの仕入状況,買 掛金残高等 を記録する仕入先ファイル,担 当別の管

理資料作成等に用いる担当ファイル等がある。

② メールボ ックスファイル

出荷指示書,仕 入伝寿 よぴ醐 等を一時格納し合 くもので,宅 内装置からの諮 だし要求に

ょって出力される。

③ プログラムファイル

対象業務の処理に必要なプログラムを格納しておくためのファイルである。

上記の利用者ファイルを中心として,次 のようなサービスが提供される。

ス 伝票の作成

伝票は業種によって若干相違があるが,一 般に売上伝票,納 品書,受 領書,出 庫指示等・請求書・

入金伝票,支 払伝票,入 庫伝票等 を作成する。

イ.問 合 せ

伝票作成と同時にセンタの利用者フ.イ ・レ瀬 新されるので,利 用者は手元に売上抽 船 幅を

抽 て記録する必要斑 い.従 。て在駒 ・いくらであるかを知城 賜 合は・宅内装置から問合せ

コマ ン ドを入れ て やれ ば即 座 に セ ンタか ら回 答が 得 られ る。
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◆

◆

ウ.フ ァイル の 更新

台 帳 に記載 された 内容 の追 加,削 除 は,レ コー ド,ま たは アイ テム単 位 に行 な うこ とが で きる。

エ】 メー ルボ ック ス サー ビス

セ.タ 随 い て,特 定 の 利用 者 フ 。イ・噸 域 を擬 してメー ・・ボ ・タ ス として・ こ ζに書 き込

まれた 情 報 を,出 力 を必要 とす る側 が 随 時 問合せ と同 じ手順 で取 り出す。

尤 日報,月 報等 の作成

鴫 月 癖 の管 麟 料 は,セ ンタ の利 用者 フ ・イル とジ ・一 ナ・け 一 プ を齢 てセ ンタ で作 成

され る.こ の作 成 は,あ らか じめ セ ンタ に臆 した利 賭 プ ・グ ラム は ・て行 ない・ 結 果 は メー

,レポ 。クス 方 式 に 、。て宅 内 鑓 へ 馳 だ す ・ とも,セ ン タで ラ イガ リンタ に 出力 させ る こ と も

で きる。

(2)利 用 者 プ ロ グ ラ ム

利 用者 プ 。グ ラムは,公 社 が個 々の 禾・]用都 対 して アセ ンブ ラ言語 を用い て作 成 してい る・ これ は

アセ。ブラ言語糠 行解 の高いプ・グラムが徹 ること融 通性癌 いこと・システムプログラム

とのインタフ。一スがとりやすいこと等の理由による。利賭 プ・グラムは対象業務ごと酢 成され・

即時処既 要求される哺 業務を処理する昼時 処理プ・グラムと定期的囎 蛤 料を作成する弔 処

理プ。グラム嫁 けられる.購 処理プ・グラムの中でフ・イ・・内容醐 合せや・変酷 の定形的な

機能を果すプ。グラムは,全 利用都 嫡 に使用さ品 ものであり 供 通コマンド」としてあらかじ

め輔 されてい。.現 在利賭 プ・グ・ムは,,1利 賭 当bl・ 数本のプ・グ・ムカ端 成されt・'

b,合 計でio～20Kス テ ップ で ある。

(3}と の形 態(リ アル タ イム方 式)を とった理 由

繍 化の進展に伴な。て,時 ・刻・変化す・経営儲 や市場の動向をいかに繊 的確に把握して

日常業務願 映させるかが企業の齢 硅 右するポイント時 るので・鵬 処理晒 在 企 業 にと・

て必要不可欠のものである。また,一 括処理によって日報,旬 報,月 報等が自動的に作成できるよう

にな。ているので,こ れらの管理資料により企業の動向を的蘇 把握することが可能である・

従って上記のような社会的要求に答え,オ ンラインリアルタイムサービスを実施できるシステムを

開発した。

〔迫 シ ステ ム の推 移

(1)開 発プロセスkよ び開発時期

公社が外部情勢に対応して,今 後データ通信サービスを積極的に提供してい く基本的方針を決定し

たのは41年2月 であb,販 売在囎 理システム旅 用化すると発表したのは42年7月 である・同

年1。nvaは デ_樋 信本髄 発足さ痕 蹴 告纏 厳 然 り鹸 討を動 て45年 秋には方式検

討を終了し,仕 様の決定,工 事設計等搬 ・に行なわれた・霞ケ関局へ繊 搬 入は44年snで あ

り,44年6At/cは 工諒 験も終了し,シ ステムブ・グラムのデ… グが完了したのは45年3月 で

あ。.サ ービス開始は,45年 ・月16日 … ユーザ・略 してスター トし・46年f月 末には15

ユーザに増加している。
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② シス テ ム作 成 に携 わ った人 員構 成

販 売在 庫 管理 システ ム作 成 に要 した 人員 は,お よそ1000人 月 で あ 蛎 そ の 内訳 は,基 本設 計

150人 月,プ ログ ラム作 成700人 月,総 合試 験150人 月で あ る。

〔司 将 来 の方 向 と問題点

販 売在 庫管 理 シ ステ ムは,東 京 のほか に大 阪で46年1月t1日 にサー ビス開始 してis・b,名 古屋

では46年 度 下期 にサ ー ビス開 始す る 予定 で あ る。 中小 都市 へ の拡 大 にあた っては 経済 性 を確保 す る

た め,必 ず しも個 々 にセ ンタ を設 置せ ず,マ ルチ プ レクサ等 の技 術 に よる市 外 回線 を介 しての大 都市

セン タ能 力 の活 用 も考 慮 す る。

通信 網 として は,現 在 それ ぞれ 単独 に存在 す る電 話 網,加 入電 信 網,公 衆 電 報網等 さ らに新サ ー ビ

ス も含 めて総 合的 に勘案 し,経 済的 かっ 能 率的 な網 構成 の総 合 通信 網 の構想 が あ り,将 来の 多彩 なサ

ー ビス に対処 で きる よ う検討 中で ある
。

注)DRESS(DendenkoshaRealtimeSa.1esmanagementSystem)

7・2・15電 話 計 算 シ ス テ ム(DIALS)

〔1〕DIALSの 目的 と内容

(1}DIALSの 目的

日本電 信 電 話公 社 で は情 報処 理 装置 の共 同利 用方 式 としてい くつ か のシ ステ ム の開発 を進 め て来た

が,こ の一 つ に電 話 計算 システ ム ΦendenkδsshaImmediateArithmetic&Li-
～ ～ ～ ～

brarySy8tem)が あ るo
　

サ ー ビスの 目的 は,電 話加 入 者が 特別 の 契 約な しに情 報処 理 装 置 に 自由に接 続 し,広 範な 数値 計算

を可能 な ら しめ る こ とで ある。

(2)DIALSの 内 容

電話 計算 は プ ッシ ュホ ン(押 し ボタ ンダ イヤル電 話 機)を 持 つ加 入者 が あ らか じめDIALS用 マ

ス ク を置 き電 話計 算 セ ンタ番 号 をダ イヤル し,セ ンタ に接続 す る。接 続 後 指定 された ボタ ン操 作 に よ

り計算 式 を入 力 し,回 答 を即時 に音 声 で得 る もの で ある。

計算 の種類 は直 接 計 算,定 義 計算,お よび ライブ ラ リ計 算 の5種 類 でそ の 内容 を表7.15.'1に 示 す。

4

◆

第7・13・1表 電 話 計 算 の 種 類 "

計算の種類 計 算 の 内 容

直 接 計 算 数値等からなる計算式を入力することにより,回 答

を求 め る もの で ある。

加減 乗 除算,2乗 ・平 方根 ・べ き算 のほか 三角 関数

対数などの基本関数および,円 周率の値などの基本

定 数 を用いた 計算 を行 な うことが で きる。
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■

定 義 計 算 あらかじめ変数を含む計算式を入力し情報処理装置

に記憶させておいて,あ とから変数の値 を入力する

こと によ り,計 算式 の値 を求 める 計算 で あ る。 同 一

計算式にっいて変数の値 を種々指定し,操 り返し,

計算 を行 な うこ とが で きる。

ライ ブ ラ リ計算 複利計算,統 計計算,数 値積分等の計算実行のプロ

グ ラム(ラ イ ブ ラ リプ ログ ラム)を あ らか じめセ ン

タで用意しておき加入者が使用するプログラム名と

そ の計算 に必 要 なパ ラメ ー タ を入 力 す る こ とに よ っ

て解答を求める計算である。

プ ッシ=ホ ン の ボタ ン とDIAL8用 マス ク の対応 は図Z15.1の と☆ りで ある。

第7・15・1図 ボ タ ン と 文 字,記 号 の 対 応

●

つ

(A口

・[口

⑬

⑬

旦

口 ・F

卵
唖

[]墨 画

代表的 な計 算例 を表 ス15.2に 示す 。
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第7・15・ ・2表 計 算 式 例

l

N

頓

N
ー

計種の種類 求 め る計 算 入 力 計算 式 と指示
1

回 答

直 接 計 算

定 義 計 算

32十42

-X
y=1-4e

の 式 に おい て

x=2お よびx=3

の と きのyの 値

(32+42)● ●◎

y:1-4×F1←x1)③ ■◎

D(2)●O◎

D(3)● ●◎

お答 えは5で す

定 義 を終 りま した

お 答 えは0.4586589で す

お答 えは0.8008517で す

ライ ブ ラ リ計算 x4-2x3十5x2-3x-1=0 L21(4/1,-2,5,-3,-1)OO㊥ お 答 え は1

次 は 一〇.2552295

次 は 〔16166147十H,976717

次 はe.6166147-i1,976717で す

吟 ■ 方



ら

声

センタと端末との対応は半二重方式で,セ ンタからセンタ音が送出されているときに端末は入力を

,開始することができる。

端末がププシュホンの機能ボタン◎ を入力することにより端末入力は終了するが,種 々の処理命令

(指示)は 口口◎の3タ ッチで行なわれる。代表的左指示を表5に 示す。センタは◎の入力によb処

理を開始し,回 答を音声で出力する。出力が済むとふたたびセンタ音を送出する

第7・t5・5表 指 示 の 例

名 称 指 示 内 容

計 算 指 示 ○ ● ◎ 入れた計算式 を計算させる指示

14桁 指 示 14◎ 14桁 計算 を行なうときに使用する指示

全文復唱指示 go◎ 入力した計算式全文を復唱させる指示

全文消去指示 oo◎ 入力した計算式全文を消去する指示

再 送 指 示
A◎'

(01◎)
計算結果をもう一度聞きたいとき使 う指示

・

② システム機成の概 要

(1)網 構 成 と 課 金 方 式

DIALSは 電 話 交換 網 を一 部使 用 し,そ の構成 は図7.'13.2に 示す とSs・りで あ る。

φ

1
プ ッシ 凸ホ ン

(繋)

データ通信用 電話計算
センタ

交換機

電話交換機

データ通信用回線

第7・15・2図 網 構 成
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センタの前位スイッチであるDISは データ通信専用のものであるTS(TIS)階 梯に位置して

いる。センタの番号は・1・ ・111で ある・な練 習サービスとして0・100911の 番号も用意

してある。

電話計算サービスの課金方式はセンタ処理料と回線使用料を合せ一括して度数計に登算するKシ フ

ト方式をと。て劫,ナ ーピスエリア内均一で回線保留時間2梛 あftb-7円 である・また練習サー

ビスは1回7円 の度数料のみで,時 間による課金はしない。

(2)シ ステ ム構 成

センタ装置は儲 処醗 置,通 信制繊 置,回 線対応装置濫 雛 齢 よび試験鮒 鑓 から構成

される。システム構成 を図715.3に 示す。

欄 処鞍 置部分では現用と待機の2台 のJ3・5・ 桝 央鑓(CPU)を 中心購 成される・

使用の方は。れに撒 される周辺装置とともに鵬 系 として臨 計算サービ・を行ない・撒 のCP

Uは それに接続される周辺装置とともにセンターバ ジチ系としてセンタ業務を処理する。

2台 のCPU間 には本欄 結合装置が置かれ,CPUの 糎 へ・・スチ・・クに利用される融 鵬

系障害時の強制自動切換え,自 動平衡切換え等に重要な役割をはたしている。

回線対応装置部分ではプ。シ。ホ・からの接敵 対し着信 トラ・クでの課鐙 算哩 センタ音送

出,多 周波受信器による入力の変蛙 よび音声応答羅 は る音声の出力を行なう・

通信編 鐘 紛 では多周波受信器からの入力信号をCPUに 転送し・CPUか らの出力儲 鯖

声応答装置に転送する装置である。

監視装置はセン烙 装置の動作状態を集艦 祝し,泣 回線閉塞・切断・ トーキー送出・センタ音

送出の制御を行な う。

試験鮒 鑓 は利蹄 からの問合せに対する案内と回線対応装置の接硫 酸を徹 う・

'

角

◎

'
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(3)シ ス テム の能 力

オンラインリアルタイム処理の電話計算ジ'一ビスは計算内容と音声出力と言 う面からも考えてきわ

めて早いレスポンスを求められるとともに,シ ステムの共同利用の効果を発揮するために多数回線の

同時接続 を可能とさせる必要がある。 このために諸装置の開発,専 用モニタの開発等を行ない同時接

続回線数おむむね500回 線のもとで,平 均レスポンスタイ'ム約1.2秒 を得ることができる。 この

ときのCPU使 用率は約70%と 見込まれる。

(4、システムの信頼性S1・よび障害対策

信頼性は応答時間と同様にシステムの中核となるものであb,CPUを はじめ主要装置の2重 化を

行ない,シ ステムのMTBFが 数万時間となるように設計されている。

この他オペレーシ冒ンミスの防止障害発見および対策の遅延を防止するためにほぼ完全な自動運転

方式を採用し障害による影響を最小限にかさえるように設計されている。

一方障害時の保守に当っても電話計算サービスを提供し,セ ンタバ,チ 業務を処理しながら障害装

置の保守を行なえるように設計されている。運転方式のなかで特筆されるものは次のとおりである。

① 即時系CPU障 害時の自動切換え

② コミ邑ニケーシ.ン バgフ ァ(磁 気 ドラム装置)障 害時の自動平衡切換え

③ 即時系操作装置障害時のシステムの平衡切換え

④ 過負荷時の自動閉塞措置

〔司 処 理 の 概 要

{1)処 理 の 条 件

即時 系 では電 話 計算 ナ ー ビス を提供 す る とと もに障害 の検 出,障 害 の 自動 的 リカバ リー を行 な う。

待 機 系で は 即時 系 との相 互 ヘ ル スチ ェ ックの実 施,即 時系 障 害時 の 自動 的 リカバ リー を行 な うほか

にセ ンタバ ッチ業 務 の処理 お よび 障 害装 置 に対 し保守 用プ ログ ラム に よるオ ン ライン保守 を行 力 う。

この た め に即時 系で は電 話 計算 用モニ タ を開 発 し,セ ンタバ ッチ系 では汎 用 モニ タの 改造,追 加 を

行 な った。

(2)電 話 計算 用 プ ログ ラム の構 成

電 話 計算 用 プ ログ ラムは 即 時系 プ ログ ラム とセ ンタバ プチ系 プ ログ ラムか らで きてい る。 即時 系プ

ログ ラムは 約6万 ステ ップで テ ーブ ルお よび バ ッフ ァ類 を含 め て必要 なプ ロ グ ラムエ リヤは524K

字 とな ってい る。

即時 系 プ ログ ラム の構成 を図 ス13.4に 示す。
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第7・13・4図 即 時 系 プ ロ グ ラ ム の 構 成

③ 処 理 の 流 れ

電 話 計算 サ ー ビス に対す る処 理 の うち,最 も単 純 な処 理 で ある直 接 計算 に三)いてそ の処 理 の流 れ を

図7.155に 示 す 。

着 信 トラン ク を通 し計 算 式が 入 力 され る と,多 周波 受信 器,通 信 制御 を経てCPU内 の ライ ンバ プ

フ ァに転 送 され る。 ライ ンパ.フ ァ内で はMFRコ ー ドをCPU内 部 コー ドに変 換 し,コ ミュニ ケ ー

シuン バ タフ ァに順 次保 持 す る。 計算 指示 の入力 によb計 算 式 はCPU内 の メ ジセー ジ バ ッフ ァに書

き移 され,処 理 の 順 を待 って計算 領域(コ ンパ イ ラ)に て計 算 し,回 答がARUコ ー ドとな って編 集

され,メ ッセ ー ジバ ッフ ァに書 き込 まれ る。

次 に回答 は コ ミ ュニ ケ ー シ.ン バ ッフ ァに保持 され,コ ミュニ ケー シ.ン バ ッフ ァの 出力情 報 は ラ

イ ンバ ッフ ァに転 送す る こと に より音 声 出 力が着 信 トラン ク を経 て送 出され る。

■

■
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㈲DIALSの 推移

昭和42年 に開発を開始し,東 京都内加入区域に対し昭和45年9月26日 サービスを開始した。

引続いて大阪市内加入区域に対して昭和.46年3月 サービスを開始する。

第2期 として昭和47年 に名古屋市内加入区域にサービスを開始する予定であ九 他区域に対して

も逐次サービスを拡大してゆく予定である。

端末種別についても現在はプ プシュホンのみであるが,印 字出力の可能なもの等も開発を予定 して

hる0

7・2・14国 際 デ ー タ 通 信

国際間のデータ通信については目ぼしいものはほとん ど見当らず,ま だ揺らん期にあるといえよう

大企業の自営システムを除いては,業 として情報サービスを提供しているものは二,三 の例にすぎな

レ㌔

すなわち航空,観 光,証 券,金 融等の業者が本社の中央電算機システムと海外の支店,営 業所等の

端末機器とを国際通信回線で結んで,自 社の営業活動の武器として利用している例はあっても,外 国

の顧客を対象として情報の処理,案 内,検 索その他のナーピスを提供しているものはきわめてまれで

あるo

〔め 通信事業体 とデータ通信サービス

{1)米'国

米 国 の電 気通 信事 業 者 はFCCの 中間裁 決 によb,デ ■ タ通信 サ ー ビス を直 営 す る こ とが で きな い。

しか しATTを 除 き第 二会 社 に ょる提 供 が可 能で ある。

例 えばITTの 子 会 社ITTDataSelviceCo.(ParamusN・ 」)は 政 府,民 間 企業

を顧 客 とす る 国内 向け オ ン ライ ン計算 サー ビス を提供 して お り,ま たWUTはWU℃orp・ 傘 「 に

WUComputerUtilitiesCo.(ソ フ トウ ェア及び バ ッジ処 理),International

DataTerminalCo.(端 末機 の 開発 と リー ス),SecurityInfotmatio.n

CommCo.(株 式情 報)業 の子会 社 を設 立 して,デ ー タ通 信 サー ビス の 開発 と提 供 に社 運 をか け て

い る。WUTは またISCS(注1),INFORCOM(注2),SICOM(注3),BANK

WIRE(注4),AUTODIN(注5),ADS(注6),NASCOM(注7)等 の ナー ビス

を開 設 してい るo

しか しこれ らはい ずれ も国 内サー ビスの範 囲 を出ず,国 際 間 のサ ー ビス を提供 してい る通 信 会 社 は

,ない。 わず か に これ に準 じる もあ として 国際 ス ㌧ ク チ ・カー サー ビろ 培 び醜 マー ケ ・ ト・ク

ォー テー シ 。ン ・サー ビスが あ る。RCA(globcom)は これ を1964年 に米 ・欧 間 で創設 し

たが,ITT(Worldcom),WUI(ウ ェス タ ー ンユニ オ ン イン ター ナ シ ・ナル社)も 続 い て同

様業務 を開設 した。 これ ら各 社 の外 国側 端 末 もロン ドンのほ かベ ル ン,パ 九 ブ ラ ッセル,フ ラン ク

フル ト,ア ム ス テル ダ ム,.サ ンフ ァン(プ エル トリコ)等 に拡張 され て い る。

(注1)電 報,TLX,TWX,INFORCOMの 総 合 通信

(注2)専 用通 信 交換
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(注3)

(注4)

(注5)

(注6)

(注7)

株式情報

銀行通信

国防通信

米調達局通信

NASA通 信の各システム

国 際 ス トプクチ タカー サー ビス は,ニ ュ ー ヨー ク証 券取 引所 お よび アメ リカン証券 取 引所 の株 価 と

取 引状 況 を海 外 の証 券業 者 に6単 位900字/分 の速 度 で定 期的 に通 報す る。 国 際 マー ケ プ トク ォー

テ ー シ.ン サー ピスは上 記 両取 引所 の特 定 銘柄 の株 価,取 引 関係等 にっい て,海 外特 約者 か らの 照会

検 索 に応 じる もの で ある。 しか しいずれ に して も電 気通 信 事 業者 は伝 送路 を提供 する だけ で株 価情 報

を自 ら収 集貯 蔵 してい るわ けで は ない。

(注)最 新 の情 報 に よれ ばRCAは ニ ュヨーク の証券 情 報 サー ビス をADP社 に売b渡 し,今 後 は

証 券会 社 にハ ー ドウ ェア を売 り込 む こ とに専 念す る模 様。

② 欧 州

欧 州 で は電 気通 信主 官 庁が 情報 サ ー ビス に進 出す る こと を抑 制す る よ うな政府 規定 は な い。 英 郵政

公社 はNDPS(NationaIDataPlocessingSelvice)と 称 す る情報 処理 部 問 を も

ち,公 社部 内 の給 与計 算,物 品需 給,電 話番 号 簿 の管理等 の デー タ処 理 を行 な う一 方,ヒ ース ロウ空

港 の荷 物,税 関 システ ム(LACES),tsよ び一 部民 間へ 計 算 サー ビス を提 供 してい る。 また西独

で は1969年9月 郵政 省40%,民 間(ジ ー メ ンス,テ レフ ンケ ン,AIG等)60%出 資 による

資 本 金300万 マル クのDDG社(DeutscheDatelGesellschaft)を 発 足 させ,民 間

中小 企業 へ の オ ン ライ ン情 報処 理 サ ー ビス を提 供 しよ うと してい る。

そ の他 の主官 庁 は こ の分野へ 進 出す る計画 は もってい な い。

いずれ にせ よNDPS・DDGと もまず 国 内サー ビスの 開設 を目標 としてお・り,国 際 間 に まで これ

を拡 張 しよ うとす る意途 は現 時 点で は もってい ない。

〔2〕民間企業の国際データ通信サービス

(1)GEの 国 際TSS

GEはMARKIと 呼ぶGE235を 中 心機 とす る小 形TSSシ ス テム,MARKHと 呼 ぶGE

655を 中心 とす る システ ム,Sii`よ びTSSユ ーザ と リモ ー トバ ッチユ ー ザの両 者 を通信 回線 を通 じ

て 接 続す るGEResourceと い う三種 のTSSを 提供 して い る。

このほ か米,英,カ ナ ダ3カ 国 にまたが るTSSサ ー ビスMARKll--AXを 運 営 してい る。 これ

は ク リー ブ ラン ドにGE655と プ ロ セス 制 御 用 コン ビn}一 夕GEPAC4020を 結合 した スーバ

セ ンタ ー を置 き,2400BPS回 線 を通 じて遠 隔 集 配信 装 置.(米 国 内 に7台,ロ ン ドン に1台)と

接 続 してい る。 近 くパ リに もt台 設 置 を検 討 中 で あ る。

1971年 中 には スー バ センタ ー をロス ア ンゼル ス,テ ィネ ック(N・ 」)に も増設 し,ま た19

74年 までの 間 に太平 洋,太 西洋,イ ン ド洋上D通 信 衛星 を仲介 して グ ローバ7tzttネ.ト ワーク の形成

を計画 してい る。
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太平洋地域に対してはサンフランシスコから次の図のような回線構成を企画している。
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第7・14・t図GEの 太 平 洋 地 域TSSネ 、、 ト ワ ー ク 計 画

(1970～1974)
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こ のシ ステ ム を通 じて 利用 で きるTSSサ ー ビス としては,

① 工学 的 利 用

② 統 系資 料解 析

③ シ ステ ム計 画 とマ ネー ジメ ン ト

④ 企 業予測 と計画

⑤ 生 産 計画,生 産 管理,品 質管 理

⑥ 財政 分 析

⑦ そ の 他

が あ るo

(2}株 式,財 務 分 析 情 報

ロイ ター はニ ュース提 供 を本 業 とす る会 社 であ るが
,モ ン トリオー ル,ロ ン ドン,二 昌一 ヨー ク に

コン ピ ュー タ センタ を置 き,こ れ に世 界 の主 要証 券
,商 品取 引所 の株 価情 報,商 品市況 をス トア し,

米,英,仏,西 独,そ の他 の ヨ一 口Ptパ 諸 国,香 港,メ キシ コ,ベ ネ ズ エ ラ等27カ 国 の特 定顧 客 に
再 ・

これ を提供 してい る。

これ に類 似す るの は英 国の イ ンター ナシ ・ナル ・デ ー タ ・ハ イ ウ ェイ社 のSCANサ ー ビス が ある
。

SS.ANは(StockMarketComputerAnsweringNetwork)の 略 で,欧 米 各国

の主 要 会社 の財務 分析,企 業情 報 をロ ン ドンの同 社 コ ンピ ュータ に蓄 積 し,特 定 顧客 か らの照会 に応

じて,そ の会 社 の株 価診 断,投 資相 談 をオ ンラ イ ンでサー ビスす る もの であ る。(な お この 種 サー ビ

スは米 国内 では バ ンカ ーvモ,ス キャ ン トロン,ウ ル ト四二 プク の5社 が提 供 してい る
。

{3)旅 行 情 報

初 ア メ ヅク ス社(ア ノ リカン ・エク ス プ レス社 の子会 社)は 米 国 に本 拠 を置 く世界 的 な旅 行業 者 で,

航空 座 席,ホ テル,乗 車 券,レ ンタ カー 業 の予約,手 配等 のオ ン ライ ンシス テム を開設 してお り,

そ の 営業範 囲 は北 米,欧 州 のほか アジ ア にも及ん でい る。

日本 で は東 京有 楽 町 の同社 支店 お よび 交通 公社本 社 内 の 出算 所 に窓 口が あb,下 図 の よ うな75

BPS専 用線 で メ ンフ ィス(オ ハ イオ州)の 同社 の 中央 コン ビ 。.一一タ システ ム にアク セス し,予 約

サ ー ビス を営ん でい るo

■
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㈲ テ レマ ヅク社 は旅行 業 社,ホ テ ル,モ テ ル,レ ンタ カー 業者 のた めに共 用 コ ン ピ ュー タ を提 供 し

てい るい わゆ る旅 行情 報,予 約情 報提 供 業者 で,米 風 ハ ワイ,カ ナ ダ卦 よび カ リブ 海地域 に専 用

通 信網 を通 信 業者 か ら賃 借 し,オ ン ラインで 予約 サ ー ビス を行 左 ってい る。

〔3〕民間企業の自営国際データ通信システム ー』

国際間 に 自営 データ通 信 シス テ ム を運 営 してい る ものは,航 空,観 光　 海 運/石 油,証 券,電 算 機

メー カ等 の世 界 企業 であ る。

{1}国 際 航 空 業 界"

この業 界 は 自営路 線 の積取 り率 を上げ る必要 か ら,い ち早 くオン ライ ン座席 予 約 シス テ ム の整備 拡

充 に力 を注 い で きた。

この面 で のパ イ オニ ア的 存在 は アメ リカy航 空 のSABRESiqtテ ム で あoて,今 日世界 各 国の 航

空 会社 で採 用 され て い るPNR(PassengerName&ReCOrd)に よる旅程 管理 シス テム

の手 本 とな った。

SABREの 開発 を担 当 したIBMは,そ の後 パ ンアメ リカン航 空 のPANAMAC,デ ルタ航 空

のDELTAMATIC等 のプ ロ ジ ェク トを手 がけ,そ の経験 と航 空業 界 の強 い需 要 に支 え られ て,

各 エ アー ライ ンが共 通 に使え る汎 用 シ ステ ムPARS(注)/IPARSシ ス テ ム を開発 した。

(注)ProgrammedAirlineRe8ervationSystem'

IPARSは そ の国際 版.

今 日世 界 の オ ン ライ ン航 空座 席 予約 シス テ ムの過 半 数 はIBMのPARS/IPARSy.xテ ム を

採 用 してtsb,残bはUNIVACの シ ステ ム に牛 耳 られ てい る。(別 表参 照)

これ らの システ ム は本 国の 中央 電算 機 と世 界主 要 都市 の支 店,営 業所 の端 末機 と を国 際専 用線(2,

400ビ ッ ト/秒 以 下,時 には5,600ピ ット/秒 もあ る)で 結 び,5秒 ない しは6秒 以 内の レス ポ

ンス タ イム で窓 口の 顧客 に座 席 の有無 そ の他 の情 報 を返 答 で きる こ と を目標 と してい る。

◆

夕
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,:喜7・14・1表 国際航空会社のオンライン座席予約システム

AIRL、INES シ ス テ ム 名 中央 電 算 機. 端 末設 置国 開 設 年

AMERCAN SABRE

'

CDC3100×5台i
,64

くIBM7074×1 {

IBM7090×2 ミ

IBM36〔 レ細 く2
ト

PAA

:
PANAMAC

PANACHECK )器 腸灘
世 界161都 市 ,64

SAS SASCO皿 UNIVAC
,66

MESCO 494×3 =,

DASCO ) 418×7

AF ALP㎜

L

ノu・wぷ
1108×3

＼IBM360ろ0×2

:

欧18都 市

北米4都 市

v

,67

BOAC BOADECIA IBMi弘 〔ン都 ×5 世界50都 市 ,68
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(2)コ プピs-一 タ ・メ ー カ

e}IBM

IBMは 世 界各 地 に散在 す る同社 の 各事 業 所 を結ん で一元 的 な 自社 内デ ー タの収 集処 理 を行 うた

め,子 会 社IBNInformationServiceLtd.を 設 立 し,英 国ハ パ ン トに セ ンタ を置 く

専 用通 信 網 を建 設 した。 それ は 主 として4800BPSま た は2400BPS回 線 か ら成b,近 く

太 平洋地 域 に も拡 張す る計画 で あ る

IBMの デ ー タ 通 信 網

◆

オ ス ロ ー

グ リー ノ びク

ヘ ル シ ン キ

八 一 ズ1ノ ー ロ ン ドン ス トPtク ホ ル ム

＼
、ン,一 　 ンハーゲン

:彩
シ蒜 べ之 二

二.一 ス

P

第7・14・5図

同UNIVAC

ス ペ リー・ラ ン ド ・ユニパ ック社 は ミシガ ン州 トロ ン トに コ ンビn-一 夕 を置 き,世 界96カ 所(米

17,欧76,日 本5)の 同 社事 業 所間 を低 速 度専 用網 で 結 び経 営管 理 の手段 に利 用 して い る。

また この網 で 交換 され るメ ッセ ージ はす べ て48時 間 トロ ン トの コ ン ピ ュー タ に蓄 積 され ・ 同社

の どこの事業 所 か らも とれ を 自動的 に検 索 で きる よ うに な ってい る。
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ユ ニ バ ガ ク の デ ー タ 通 信 網

ペ ンシ ルミネ ソ タ
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策7・14一 ・6図

フ ィ ン ラ ン ド

ス エ ー ア ン

ノ ー ル ウ エ ー

デ ンマ ーク

オ ランダ

伊

オー ス ト リア

A

7・5オ ン ラ イ ン ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 今 後 の 動 向

7・5・1オ ン ラ イ ン ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 実 例 に つ い て

第2節 に あげ られた 実 例 は,日 本航 空 の座 席 予約 シス テ ム,運 輸省 の 車 検登 録 シス テム,富 士 銀行,

近畿 相 互銀 行,野 村証 券 な どの金 融 シ ステ ム,日 産 自動 車 新 日鉄君 津 製 鉄所 な どの販 売 あ るい は生

産管 理 シス テ ム,あ るい は川 崎汽 品 西友 ス トア な どの輸送 物流 管理 シス テ ムな ど,オ γ ライ ン ・シ

ステ ム の代表 的 な もの で ある。 このほか,特 殊 なケ ース として
,気 象 庁 の 気象情 報 の メ プセー ジ ・久

イ ッチ ング,さ らに今 後 の普 及 が予想 され る ユー テ ィリテ ィ ・システ ムの例 と して,電 々公 社 のDR

ESS,DIALSな ど もあげ られ てい る。'面

これ らの実 例 を通 じて,共 通的 な こ とは,前 に も述 べ たが,シ ス テ ムの 開発 に多大 の 時間 と人手 が

か か ってい る こ とが あ る。 また,シ ス テ ム相 互間 に類 似 性が 少 ない こ とも,現 在 の オ ン ライン ・シス

テ ムの特 徴 とで もい え るの では なか ろ うか。 これ は,オ ン ライ ンが依 然 と して開 発 発展 の段 階で あ り,

.いろい ろ・な試 行 錯誤 が行 なわれ てい る と との証 拠 とみ るこ と もで きよ う。 この よ うな試行 錯誤的 開 発

は,特 定 のメー カの機種 につ い て,そ の アプ リ.ケー シ.ン を追 跡 すう と,さ らに明確 にな って くる も

の と思 わ れ る。

一 方
,シ ス テム の規模 につ い てみ る と,官 公 庁,金 融 シス テム が比較 的 大 規模 で ある のに反 して,

●
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製造 業や 流通 業 のそ れが 中規 模 で あ るのは,や は り採 算 性 を重視 してい るた め と考え られ る。 す なわ

ち,金 融 シス テ ムな どで は,企 業 自体 の 立地 条件 か ら,省 力化 に よる コス トの節 約 が大 きい ば か りで

な く,オ ン ライン が直 接 サー ビス につ な が る こ とな どが,大 規 模 で も採 算 が とれ る一 つ の理 由 で あろ

う。

また,全 体的 にみ て 非常 に興 味 を もたれ る こ とは,す ぺ て の システ ムがMISへ の アプ ロー チ を目

標 と してい る ことで あ カ,さ らに情報 交 流 のた め の企 業間 あるい は業 界間 の ネ ッ トワー ク 形成 を指 向

してい る こ とで あ ろ う。 銀 行 シス テム では,地 銀 協 シス テ ム の例 にみ られ る よ うに,す で にそ の傾 向

が実 現 してい るが,日 産 自動 車,川 崎 汽船,あ るい は西友 ス トアな どに も,そ の傾 向 がみ られ る6ヒ

うした意 図か ら,業 界 が積 極的 に コー ドの標 準化 を進 めてい る例 な どが,海 運 統一 コー ドの開発 な ど

にみ られ る。

このほ か,注 目す べ き事項 と しては;富 士銀 行 の例 にみ られ る よ うな,障 害処 理 が オ ン ライ ンで は

著 し く不 便で ある とと,あ るい は 日産 自動 車 にみ られ る よ うな,一 つ の コ ンピ ュータ で複 数 業務 の管

理 が 困難 で あ る ζとな どは,新 日鉄 君津 製 鉄 の複 数 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムあ るい は野 村証 券 そ の他

にみ られ るデ ュプ レ ックス ・システ ム な どと考 え あわ せ て,今 後 の オ ン ライ ン ・シス テム の開発 方向

の一 指標 とな るの では なか ろ うか。

さ らに,日 本航 空 におけ るNEAC5200の よ うな ミニ コン ピ ェー一夕 を端 末 制 御装 置 に使 用 して

い る例 も'あり,あ るいは野 村 証券 におけ るデー タ ・ベ ー スの 管理 技法 な ど も注 目すべ きで あ ろ う。

寛 々公 社 のDRESS,DIALSは,3年 にわた る開発 の後 にナー ピス が開 始 され た,わ が 国初

のユ ーテ ィ リテ ィ ・シス テ ムで あ り,今 後通 信 回線 の開放 に と もな っ て,普 及す るで あろ う民 営 シス

テ ムの手 本 とも在 る もの で あ るが,わ が国 の現状 のな か で,ど の 程度 の規 模 で,ど の程度 のサ ー ビス

で,ど の 位の ユ ーザ があれ ば 採算 が とれ るか とい う実験 台 と して も興 味が もたれ る。

7・3・2ユ ー テ ィ リ テ ィ ・シ ス テ ム の 発 展

オン ライ ン ・システ ム を区 分す る と,特 定 の企 業 な り企 業 グル ープ を対象 とす る専 用 シ ステ ム

q)edicatedSystem)と,不 特 定 多数 のユー ザ を対象 とす る共 用 シス テ ム(Utility

Sy8te司)に わけ る ヒとがで きる。 このa－ テtリ テ ィ ・シス テム は さ らに,.コ ン ビss－ 夕の パ ワー一

を共用す る コ ンピ ュー タ ・ユ ー テ ィリテ ィ.と,情 報 を共 同 利用 す る イ ンフ ォーメ ー シ 冒ン ・ユー テ ィ

リテ ィとにわけ る ヒ とが で きる。

わ が国 では,前 述 の 制度上 の 問題 か ら,ほ とん どの シス テ ムが専 用 で ある が,制 度 の 改正 に と もな

って,近 くユ ーテ ィリテ ィ ・シ ステ ム の発 展 が期 待 され て い る。 しか し1.ア メ リカ な ど に比 べ て,T

SSな どの研究 開発 が遅 れ てい る こ とは 否 め ない 。わ が 国 のユ ー テ ィリテ ィ ・シ ステ ムが 今 後 どの よ

うに発展 す るか は,先 駆 的 な電 々公社 のシス テム の状 況 をみ なけれ ば判 らない が,ア メ リカ の例 安 ど

を参 考 にす る と,ど の程 度 の 費用 な らば 普及 す るか,そ の限 界 と,事 務 用 にユ ー テ ィヲテ ィ'・シス テ

ム が どの 程度 利 用 で きるか,ミ ニ コ ンビ 捧一 夕 との競 合 におい て,中 小 企 業 や個人 の利 用 が どの程度

にな るか とい うこ とが,技 術 の開 発 とあわせ て,発 展 が 急速 で あ るか 否 か の 問題 点 とな るだ ろ う。

一一方i
,イ ン フ ォー!一 シvン の ユー テ ィリテ ィでは?官 庁 ・民 間 を問わず,

.デー タ ・パ ンクの構 想
・・-267一



が 多 く・出され てい るが,こ の研 究 開発 も,今 後 の 問題 が多 く残 され て お り,利 用技 術面,大 容 量 ラン

ダ ム装 置の開 発 な ど,現 状 では 不十分 な点 が 多い。 しか し,す で に特 許 情報,科 学 技 術情 報,交 通 ・'

旅 館 な どの レジ ャー情 報,不 動 産 情報 な ど,イ ンフ ォーメ ー シ ョン ・ユ ーテ ィリテ ィの実 用 シス テム

も開発 され てはい るが,従 来か ら情 報 に対す る価値 感の 低い わ が 国で,と れ らの シス テムが どの程度

発展 す るか は,今 後 の研 究開 発 に待 た なけれ ば な らない。

い ずれ に して も,TSSや リモー ト ・バ,チ の技術 は,利 用面で もハ ー ドウ ェア,ソ フ トウxア の

面 で も,発 展途上 の もの で あ り,ア メ リカ に蟄け る と同 じよ うに,技 術 の進 展 に ともな って,盛 衰 を

くbか え しなが ら定 着 してい くべ きもの と考 え られ る6こ の 意味 か ら も早い 機会 嶋 公 社の シ ステ ム

ばか りで な く,小 廻 りの き く民 営 システ ムが 多数 出現 して,競 争 をす る こ とが,技 術の 発展 に役 立 っ

で あろ うc

7・5・3ネ ッ ト ワ ー ク 構 想 の 展 開

専 用 システ ムの 多 く.がネ,ト ワー グ ・システ ムへ の参 加 を指 向 して い る ととは前 に も述べ たが,M

ISへ のアプ ロー チのた め には,内 部情 報 は もちろん,外 部情 報 の利 用条件 を満す 機能 を欠 ぐと とが

で きない 。 この た め,企 業 間 の情報 交 流の ニ ーズが 高 ま って い る。 これ らのニー ズ を満 足す るシ ステ

ム として,い わ ゆ るNIS(NationalInformationSystem)の 発達 が 予想 され てい

るo

こ うしたNISに よ るネ ットワーク構 想は,個 別 シス テ ムか ら自然発生 的 に発展 結合 してい くもの

と考 え られ る。 この構 成 体 とな る個 別 シス テム は,分 化,専 業 化 に よ る高 密度 な シス テム であ り,と

れ らの個 別 シス テ ムが 相 互 に補 充 しあ うよ うな 働 きをす る こ とにな るで あ ろ う。 この よ うな最 適化 さ

れ た個 別 シ ステ ムが,ネ'ト ワー ク を構成 した と きに,最 適化 され た ネ'ト ワ⊥ ク にな るか ど うか は,

試 行錯 誤 的 な離 合 集散 を くカか え し た後 に なるで あ ろ う。 とのた め に も,各 シス テム は柔軟 性 を持 ち;

将 来 の た めの コ ンパテ ィピ リテ ィを持 った,開 かれ た もので なけ れば な らない だろ う。

また,個 別企 業 にお け る システ ム が,巨 大化 集 中化 の傾 向が あ る ことは,前 に も述 べ たが,こ の こ

と が 必 ず し も効 果的 か ど うか は問 題が あ り,君 津 の例 の よ うな複 数 シス テ ム もある が,ネ ワ トワー

ク ・シス テ ム も,こ の よ うな 巨大化 集 中化 をた どるか は疑 問で ある。 む しろ・ 現在 の 技術 か らみて,

情 報 の蓄 積 で きる限 界 はお のず か らあ り,多 数 の情 報 プー ル がたが い に助け あ う方式 の方 が現実 的 と

考 え られ る。

い ず れ に して も,ネ ガ トワー ク ・シス テ ムは アメ リカ におい て も ご く少 数 しか な く,そ の効 率 につ

い て も論議 が残 され てい るの で,ネ"ト ワー クの発 達 には未 だ 多 くの実 験 が くりか え され る必要 が あ

るo・
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7・5・4オ ン ラ イ ン 技 術 に 対 す る 需 要 側 か ら の 要 求

現在 の オ ン ライ ン技 術 は・い ず れ に して も未 だ発 展途上 に あ る こ とは間 違 い ない とい え よ う
。 個 別

シス テム に しろ,ネ が トワー ク ・シ ステ ム に しろ,ユ ーテ ィ リテ ィ ・シ ステ ム でさえ も
,今 後 数多 く

の試 行 錯誤 を くりか え して発展 す る こ とが必要 で あ ろ う
。 こ うした時期 にあ っては,完 全 設 計形 で シ

ステ ム開 発 をす す め るよ りは,フ ィー ド・バ ヅクに よる 追加 修正 方 式 の よ うな経験 主義 に も とつ い て

い く方がノ シス テ ムの 発達 を促 す上 で も普 及 を促進 す る上 で も有効 と考 え られ る。

一 方,、需 要者 側 に とっ て㍉ こ の よ うな段 階 に鉛 け る オン ライン ・シス テ ム の導入 は
,相 当 の リス

ク を覚悟 し なけれ ば な らない。 アメリーカの大手 航 空 会社が,コ ン ビz-一 夕 ・メー カ との 間で 契約 の取

消 しや,訴 訟 問題 を起 した 話は まだ耳 新 しい もので あ り,こ のほか,メ ー カや ソフ トウ ェア会 社 との

間で い ざ こざ の あ った 例は 枚挙 にい とまが ない 程 で あ る。 こ うした事 情 の も とでは,需 要 者側 と して

も,オ ン ライ ン技 術 に 対す る明 確 な 見通 し と,要 求 を持つ こ とが非常 に重要 にな って くる。 この こ と

は も ちろん,需 要 者 側 がメ ー カ に対 して過 大 な要求 をす る とい うこ とでは ない。 む しろ現 実 をふ まえ

て最適 の もの を作 る とい うことで あ る。 『

この よ うな場合,技 術 発達 の 可能 性や,適 用 業務 の拡大 性 は,ク ロー ズ され た もの よ り,開 放 的 な
,

競 争 の原理 に基 づ い た選択'と参 加 の 自由の可能 性が 高い 程 大 きい と考 え られ る。 した が って,需 要 者

側 か らのオ ン ライン技 術 に対す る要求 は,最 少 限,拡 大 性,コ ンパ テ ィ ピリテ ィに対 す る柔軟 性 とい

うこ とが で きるだ ろ う。

このほか,技 術 面 に対す る具 体 的 な要求 と しては,こ れ まで に述 べ られ て きた よ うな問 題点 の 解消

す なわ ち,高 信頼 性の確 保,プ ログ ラム作成 の 容 易 さ,ス ル ープ ぽ トの増 大な どが 要求 され,ハ ー ド

ウ ェア面 では 通信 制御 装 置 の多 様化,高 速 ア クセ スで 安価 かっ 大 容 量 の記憶 装 置 の 出現1/0イ ン

タ フ ェ ー ス の標 準化 に よる入 力装 置等 の選 択 拡大 性 などが 望 まれ てい る。

なお,ソ フ トウ ェア ・シ ステ ム と して,デ ー タ ・ベ ース 管理 技 法 の確 立,高 能 率 で汎 用 性 の高い オ

ペ レーテ ィング ・シス テムの 開 発 に も多 くの努 力 がは らわれ なけ れば な らない
。

◆
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8.海 外 調 査 報 告

(ア メ リカ に お け るオ ンラ イ ン ・シ ス テ ム のソ フ トウェ ア お よび オ ンラ イ ン ・サ ー ビ ス)
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&海 外 調 査 報 告

(ア メ リカ にお け るオ ン ライ ン シス テ ムの

ソ フ トウ ェアお よびオ ン ライン サ ービス)

以 下 の報 告 は 当財団 オ ン ライ ン ・シス テム技 術動 向調査 委 員会 が派 遣 した 調査 団 の報 告 で あ る。

調査 団の 概要 はつ ぎの とお りであ る。

1.調査 団 の名 称

海 外 オ ン ライン ・シス テ ム技術 動 向調 査団

2調 査 団 の 目的 』'

アメ リカ にお け るオ ン ライ ン ・システ ムの実 態 お よび 動 向 を把 握 し,わ が 国 におけ る情 報処理 技

術の発展に資する。

5.調査団の構成

(団員の氏名 ・所属)一

(敬称略50音 順)

㌘ 団 長 林 一 郎 エレク トロニクス協議会

'団 員 荒 津 謙 二 三菱電機株式会社

伊 藤 栄 康 東京芝浦電気株式会社

桜 井 正 夫 富士通株式会社

野 上 .邦 茂 株式会社日立製作所

細 川 孝 行 日本電気株式会社

境 良 夫 肋 日本情報処理開発センター
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4調 査 期 間

昭 和46年2月21日 ～5月9日

5調 査

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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9.

10.

11.

12.

(18日 間)

先

ComputerSciencesCorp.

XerOxData-SystemsInc.

WisconsinstateEmployment.

Univer8ityComputingCo.

Csrnegie-MellonUniversity

InteractiveDataCorp.

WesternUnion

MckinSey&CompanyInc.

QuantumScienceCorp.

IBMWorldTradeCorp.

U・S・.DepartmentofLabor

SmithoniallIn8t・itutio11

ServiceDi・vision

声

.
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●
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8・1総 論

8・1・1オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 技 術 動 向

Mckinsey&eompanyInc.の 見解 に よれ ば,最 近IBM/570シ リ ーズが 発 表 され た

が,ア メ リカの業界 では.こ れ は決 して期 待 され た よ うな革 命 的 な シス テ ム では な く,従 来 の シス テ

ムよ り もか な り進 歩 した シス テ ムで あ る とい う ように 受取 られ てい る とい う。第 四 世代 の コ ンピ ュ ー

タの現 わ れ るの は まだ数 年 先 の こと と考 え られ る。

この よ うに革 命 的 な感 じを与 える よ うな機 種 が現 われ ない の は.必 ず しも現 在 革命 的 な新 技 術 が存

在 しない とい う ことでは な い。 そ の一 つ の原 因 と しては,従 来 の機 種 の ために 作 られ た プ ログ ラムが

新機 種 に も使 え る よ うに しなが ら前 進 しなけ れ ば な らな い とい う制約が 考 え られ る。 また,IBM/

570シ リーズ のみ な らず.最 近 の新 機種 はい ずれ もハ ー ドウェ アに おい て もソ フ トウェアに お い て

も,新 技術 が 導入 さ れ てお り,コ ス ト・パ フ ォ ーマ ンス も著 し くよ くな って いる。 特 に オ ン ライ ン 情

報 処 理技 術 の進 歩 が見 られ る。 しか しこれ らの技 術 はす でに8～10年 前 か ら導入 可 能 の技 術 と して

とりあげ られ てい た もの で あ り.今 日漸 くこれ らの技 術 が経 済 的 に実 用 に供 し得 る もの とな っ たの だ'

とい うこ とが で き よ う。 同様 に今 日す でに 発表 され て い る よ うな新 技 術 が数年 後 には実 用 に供 され,

そ の時 に こそオ ン ライ ン情報 処理 技術 が 革命的 な進 歩 を示す もの となる で あろ う と考え られ てい る。

8・1・2オ ン ラ イ ン シ ス テ ム サ ー ビ ス の 動 向じ
QuantumScienceCorp.や,DatranてDataTransmissionCo.)な

どが オ ン ライ ン情報 処理 サ ー ビス の マ ーケ プ トの将来 予測 を行 な って い るが,何 れ もこれ が急 速 に大

きな発展 を見 る もの と して い る。 た とえ ばQuantumscienceで は.NIS(Network

Information8ervice)の 売」二げは,1970年 現 在 年 間5億4,ら50万 ドル(1,240

億 円)で あ るが,1975年 に は この約5倍 の18億 ドル(6,480億 円)に な る であ ろ うと してい

る。このNISは 科 学技 術 およびビジネス 用.TSSや 財 務 情報 サ ー ビス ・ 航 空座 席 予約 な との デ ー タ ・パ ン

ク ・サ ービス を含 ん でい る。Datranで は,1970年 の端 末 装置 が ー185,000台 で ある のに対

し.1974年 には820,POO台,1980年 に は1970年 の15倍 の.2,425,000台 となる

と予 想 してい る。..・

TSSの 今 後 の動向 と して注 目す べ き こ とは,現 在 このサ ービー?〈の大宗 を なす ものは科 学技 術 計算

で,サ1ビ ス全 体 の48%を 占め てい る のに対 し,ビ ジ ネス計 算 は僅 か15%に 過 ぎない が,19ア5

年 には これが 逆 転 して,科 学 技術 計算 が25%,ビ ジ ネス計算 が40%を 占め る こ とに なるだ ろ う と

QuantumScienceは 見 てい る。

な おUCC(UniversityCompu .tingdo.)で は.将 来,科 学 技 術 と ビジ ネス の ア プ

リケ ーシ ョン の領 域 の比 率 は1:10位 とな る であ ろ う と予想 と してい る。 ビジ ネス ・ア ブ リク ーシ

ロ ン ・プ ログ ラム の開発 に 力 を入 れ る こ とは.今 後 の オ ン ライン 情報 処 理 サ ー ビス の発展 のた めに最

も重 要 な こ ととな る 。 ・
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現 在 ビ ジネス ・コ ン ピュ ーテ ィン グ ・サ ～ ビス だけ を手 掛 けvcい る会 社 は少 な く.Keydata

Corp.とAlIen-BabcockComputingCo.の2社 が これ らを代 表 して い る。

KeydataCorp.は 最 初 か ら事 業 不振 で相 当の 累積赤 字 をかか え,こ の種 の サ ービス の前途 に暗

い影 を投 じた もの で あ ったが,最 近漸 く黒字 経 営が 実 現 し,ビ ジネ ス ・サ ービス の将 来 に 大 きな期 待

をか け られ る よ うに なっ た。 ビジ ネス ・コン ピュ ーテ ィング ・サ ービス事 業 が最 初 に直 面す る困難 な

点 は セ ール スに 大 きな投 資 を要 す る こ とであ る。 こ のサ ービス を提 供す る会 社 はユ ーザ と一緒 に な っ

てア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラムを改 善 し,・この利 用 が ユ ーザに利 益 を もた らす もの で あることを理 解

させ るの に時 間 がか か る こ とがわ か っ たの で ある。

8・1・3TTSの 動 向

TSSは 前項 オ ン ライ ン情報 処理 サ ー ビス の 中に含 まれ るサ ー ビス で あ るが,こ こでは 特 に これ に

っい てそ の動 向 を見 る こ と とす る。

現 在 ア メ リカ には150社 に近 いTSS会 社 が ある。 これ らは コ ン ピュ ー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィの将

来 性 に望 み をかげ て この業 界 に参 入 した ので あろ うが,過 当競 争 の激 しさ に加 え ・,最近 の景 気 後退 が

災 い して,小 さい会 社 が20社 も倒産 した。合 併.事 業 縮 少 も続 け られ て い る。

=こ
の よ鱒 輔 に 』 わ らずG・ ・CDC・C・C・ ・BCな ど大手 の ・SS会 社 は いず れ もサ

nyビ 入 〔ネ ブ トワ ークの拡 充 を計画 してbb
.と れ らが実 現す れ ば,ア メ リカのTSS業 界 の面 目を

噺 し1そ の発展 の第1期 を迎 え た如 き姿 とな る で あろ う。

T8Sは コ ン ピュ ーテ ィング ・パ ワーの地域 的 配 分 を行 な う一つ の姿 で ある が
,そ の経 済 的 な配 分

の方 法 と して.簡 単 な仕事 はそ の地 域 に配 置 され た小 形 コン ピ ュ ータで処 理 させ
,複 雑 で小形 コン ビ

ュ ーそでは 処理 で きない よ うな仕 事 は 中央 に配 置 され た大 型 コ ンピ ュ ータで処 理 させ る とい うこ とが

行 なわ れ るで あろ う。 そ して コ ンピ ュ ーテ ィン グ ・パ ワ ーを伝 送 す る もの は通 信網 であ ク,コ ン ピュ

ータ と通 信網 を結 合 した シス テ ムが最 適 の もの とな る よ う設計 され なけ れ ば な らない
。

か よ うにTSSの 普 及は,一 方 に お い て コン ピュ ータの大形 シス テ ムを要 求 し,他 方 に お い て小 形

シス テ ムi量要 求 す る 。 後 者 の 例 と し て はDEC(DigitalEquipmentCorp
.)のPDP

-8やHewIett-Packard'の2000Aな ど の 専 用TSSが 生 まれLれ らが そ の 偉 力 を 発 揮 し

て い る 実 例 が 見 ら れ る 。

ロ ス ア ン ゼ ル ス 郊 外 でHobbsAssociatesが 経 営 し て い るTSS会 社 を視 察 した が
,こ こ

で はHewlett-'Packardの2000Aを 使 い ,40名 ば かbの 顧 客 を 収 容 し て い る 。San

DiagoやBeverlyHil1な ど の 遠 距 離 の 顧 客 は 専 用 の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ と市 外 ケ ー ブ ル で

結 ば れ,そ の 間 に マ ル チ プ'レ ク サ が 入 っ て い る 。 回 線 はPa'6ificTelephoneCo .か ら借b

て い るoな おL2000Aの 言 語 はBASICで あ る 。

と と ろ で こ の コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 料 は2,000ド ル/月,回 線 借 料1,500ド ル/月,収 入

7,000ド ル/月,限 界 コス ト6,000ド ル/月 で 少 な い な が ら収 益 を あ げ て い る。 も しIBM

360/65な ど の 大 形 コ ン ピ ュ ー タ を使 え ば.レ ン タル 料 は50 ,000～100,000ド ル/月 を
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払 わ ねは な らず,同 じ仕 事 をす るの に高 い コス トが かか る。Hobbs氏 の話 に よれ ば20eOAを 使

11え
ば,GEで や っ てい る場 合 と比 較 して,同 じ仕事 が 一－A～ 一ーーーー一一 の料 金 で サ ービス す る こ とが

25

で きる とい う。

Mckinsey&CompanyInc.で は,TSSの 料 金は 年 々安 くな ってお り,過 去2年 間 で

25%位 値 下bし た といえ る だ ろ う とい う。 とれは 過 当競 争 に よる もの で,こ のTSSを 提 供 してい

る会 社 は殆 ん ど赤 字 に悩 ん で い るのが 実状 で ある。

しか し,TSSを 利 用 しよ うとす る者 は,何 社か のサ ービス の うち適 当 な サ ー ビス を選択 す る こと

が で きる時代 に な った。 同 じ仕 事 な ら安 い料 金 でや れ る会 社 を選 ん でや る,ど の仕 事 は どの会 社 のサ

ービス を利 用 すれ ば よい か な どを調べ てい る
。 す なわ ち利 用者 は特 定 のサ ー ビス会 社 だ け を相 手 とす

るの では な く.複 数 の サ ービス 会社 に加 入 し.仕 事 の 内容 に より どの会 社 の サ ー ビス を利 用 す るか を

決 め る こ とが で きる。 サ ービス 会社 は料 金の 点 で も,提 供 す る業 務内 容 の点 で も特 色 を もた ねば 生 き

残れ ない。現 在 の と ころ,あ らゆ るサ ー ビス を最 も安 い料 金 で提供 し得 る よ うなTSSは 存在 しない.

の で,今 後 も この業 界 に は新 しい企 業 が続 々 と誕 生 し,新 陳 代 謝 が景 気 とは 関 係 な く進 め られ てい く

こ とであろ う。 そ して優 秀 な技術 力,市 場 開拓 力,経 営 力,金 融 力 を もつ もののみ が勝 ち残 る で あろ.

う ことは 現 実 の世界 が そ れ を物 語 っ てい る。

8・1・4TTS会 社 の 成 功 例

今 回 われ われ の訪 問 したlnteractiveDataOorp.は1968年12月 に設立 され た新

会 社 であ るが,こ の会 社 の会 長 も社 長 もMIT出 身,幹 部 に もMIT出 身者 が数 名 い る。社 長 の

Arnow氏 はSAGEの 開発 やIBM560/67.を 使 っ ての 多 目的TSSの 開 発に参 加 し,指 導 的役 割を

演 じた こ とで有 名 で あb,会 長 のGal氏 はMITを 卒業 してか らハ ーバ ー ド大学 経 営 大学 院 をでた

優れ た経営 者 で ある。

この二 人 の コ ン ビで この会 社は 創立早 々す でに異 色の もの と して注 目を浴 びて い る。 そ してGEの

考 え てい る よ うな全 国的 規 模 の オ ン ライ ン情報 処理 サ ー ビス を提 供 し よ うとす る計 画 を会長GaI氏

がわれ わ れ に も語 っ てい るの で ある。

この会 社 の業 務 内 容 は.現 在 科学 技 術 計算 サ ー ビス が全 体 の3分 の1.ビ ジネ ス ・財 務サ ー ビス が

5分 の2を 占め てい る。 そ の特 徴 は この会 社 が 設定 した 巨大 な財 務 関係 のデ ータ ・ベ ースに 当 社の 開

発 したFFLと い う言 語 で ア ク セス で き,投 資 な どに必 要 な 資料 が得 られ る こ とで ある。 当 社 の提 供

す る諸 サ ービス の利 用 者 は相 当 の数 に のぼ って お り,経 営基 盤 が強 固 な もの とな りつ つ ある の で,数

年後 に は当 社はTSS業 界 では かkb上 位(現 在 は20位)の もの に飛躍 す る もの と考 え られ る。 こ

の こ とは将来 に お け る ビジネス ・TSSの 発展 に か け る希 望 をさ らに大 きな もの とす る であ ろ う。

8・1・5デ ー タ 通 信 専 用 の マ イ ク ロ網

UCC(UniversityComputingCo・)の 子 会 社 のDatran(Data

TransmissionCo、.)は,全 米 に わ た るdigitaldatatransmission

皿etworkを 建 設 し,と れ を運 用す る 目的 で設立 され た会 社 で ある。 そ して この計 画Z)建 設許 可 願

い を1969年11月FCCに 提 出 した 。
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UCC当 局 者 の話 では.こ の 申請 に対 して1971年7月 頃FCCの 裁定 が 下bる 見込 み だ とい う。

.同 社 と しては これが 許可 され る こ とは ほぼ 間違 い が ない もの と して準 備 を進 め てい る よ うに 見受 け ら

れた 。

周知 の如 ぐ,こ の計画 は ア メ リカの通 信業 界に大 きな衝 撃 を与 え,ATTやWUか ら反論 が でた。

この よ うな デ ジ タル ・ネ プ トワ ーク建設 の た めに新 た に通 信会 社 を作 る必要 は な く,ATTが 十 分そ

の将 来 の 需要 に 応ず る こ とが で き る といい.ま たそ の よ うな拡 充計 画 の ある こ とを示 した。 これ に対

してFCCはATTに 同 調す る気 配 を見 せ ず,む しろ冷 たい態 度 が とられ てい る よ うに世 間 では受取

って い るo

さ てUCC(Datran)の 計 画 は,11GHzの マ イク ロ ウェ ーブ中継 網 を建設 し よう とす る も

ので.差 向 き10か 所 に交換 所 を設 けs35の 都 市 に デ ー タ通 信 サ ービス を提供 す る。 初期 の 建設 費

と して5億5,000万 ドル が準備 さ れ てtsb,建 設 の許 可 が下bる と,5年 以 内 に業 務 の開 始 が で き

る とい う。 この マ イク ロ網 は1974～1975年 にお け る ア メ リカ全 国の デ ータ伝 送 量 の約10%

をさば くもの と予 想 され る。

この新 しい デ ジ タル通 信網 は各 種 伝 送速 度 の回線 を準備 し.信 頼 性 が高 〈 、短 時間 で回線 の接 続 が

完 了 し 、課 金最 低時 間 が短 か く,全 二 重伝 送 方式 とな っ てい る。 モ デ ム も音 響 カ プ ラ ーも不 要 で ある。

通 信 網 の使 用料 金 も従 来 に比 し著 し く安 くな る とい う。

との通 信 網は 端末 装 置 か ら端末 装 置迄 デ ジ タル でデ ー タが伝 送 され,回 線 交換 もコ ン ピュ ー タ制御

に よる デ ジ タル交換 、ロ ーカル の部 分 も低電 力の 川GHzの マ イ ク ロ とケ ーブ ルを使 うの でrア ナ

ログ ←〉デ ジ タルの変 換 部分 が な い。 これは 電話 通信 網 か ら独立 した デ 〔タ通 信 専用 の デ ジ タル通 信

網 で あ る。 も しこの よ うな通 信網 で一 部 のデ ー タ通 信 が実 施 され る こ とに なる と,ATTの 供 給 す る

通 信網 で行 なわ れ る デ ー タ通 信 との 間 の 優劣 が論 ぜ られ る のは 当然 で.そ の結果 デ ータ通 信技 術 の進

歩 を一層 促進 させ る こ とに なるか も知れ ない と見 られ てい る。

8・1・6通 信 網 と コ ン ピ ュ ー タ と の 結 合

通 信 網 と コ ン ピ ュ ー タ とを 結 合 し て 行 な うデ ー タ 通 信 は,そ の 結 合 の 部 分 の 機 能 い か ん

が デ ー タ 通 信 の 能 率 に 大 き な 影 響 を 与 え る の で ,こ の 結 合 部 分 の 性 能 を 最 適 な もの とす る

よ う多 くの 会 社 で 工 夫 を 凝 ら して い る 。 た と え ばUCCで は
,独 自 でCOPE(Comm-

unicationOrientedProcessingEquipment)を 開 発 したが
,こ れは通 信 網 とコン

ピュ ー タの プ ロセ ッサ との間 でバ ッ フ ァ ーの役 割 を行 な い
,プ ロセ ッサ の効 率 を あげ,ひ い ては デ ー

タ通 信 シス テ ム全体 の能 率 を よ くす る ため の もので ある。 これは 高速 回線 を対 象 と して作 られ た もの

であ るが,同 社 は また低 速 回線 を対 象 と したFASBAC(FulIyAutomaticTime

SharedBatchandConversationaIProcessing)を 作 っ た。

UCCの 説 明 では,通 信網 と コ ン ピュ ・・タの結 合 部分 に つい ては,と れ ま で まだ 同社 が満 足 す る よ

うな シス テ ムが で きてい ない と考 え,上 記 の ような ものを開 発 し,自 社 で とれ を製 造 す る ことに した

との こ とで ある。

UCCの 視察 で感 じた こ とは,ア メ リカでは通 信 とコ ンピ ュ ータの両 領域 にわ たb十 分 の知 識 経験
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を もった優 秀 な専 門家 が 育 っ てお り.こ の新 しい領 域 にお け る シス テ ム開発 の能 力 が増 大 しつ っ ある

とい うこ とで あっ た。

ま たCSC(ComputerScienceCorp.)の 視察 で も同様 な こ とが感 ぜ られ た。 同 社 で

は 通信 網 と コン ピュ ・・タを結 合 した全 シス テ ムの 効率 を あげ るた め最 近RCC(RemoteComputer

Cont「olle「)を 開 発 した が,こ れ に よ 力従 来 の コン ビa－ 夕を使 っ て'.TSSを 行 な う場 合

サ ービス可 能 なユ ーザ の数 を50%も 増 加 で きる とい う。

8・1・7デ ー タ ・パ ン ク

この報 告ではデータ・バンクとは,一 つ の総 合 データ ・フ ァイル が あ り,こ れ に対 して多 くの利 用者 が 自由

に ア ク セス で きる ように な っ てい る もの をい う。 そ して デ ー タの重 複 防 止.更 新 ・訂正,検 索.秘 密

保護 等 の効 率 的に 行 なわ れ る ため の デ ータ ・マ ネ ジ メント・シ ス テ ムが整備 してい なけ れ ば な らない 。

わが 国 では このデ ータ ・バ ンク や デ ータ 。マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム の整 備 ・開発 が 遅れ てお り"

そ れだ け デ ータ通 信 の需 要 が抑 圧 され てい るわ け で,速 や か にそ の対 策 が とられ る こ とが 望 まれ る。

さ て,デ ータ ・バ ンクの作 り方 で あ るが,こ れに っ い てMckinsey&CompanyInc.

で聞い た話 を紹 介 す る。 デ ータ ・バ ン クには 二 つ の シス テ ムが ある。 一 つ はinterrelated

transacti¢nsystemで.航 空座 席 予約 シス テ ム の よ うにtransactionが 互 に 関連

して デ ー タ ・バ ンクの分 散 をほ とん ど不可 能 とす る シス テ ムで あ る。 も う一つ の シス テ ムは,

LooselycouPledtransactionsystemで た とえ ば倉 庫 や図 書館 な どが,各 地 に

分散 して存 在 す る場合 で,transactionを 一 ヵ所 に ま とめ てお くこ とが 却 っ て不利 となる もの

で ある。す なわ ち.デ ータ ・パ ンク は相互 関 連 の濃 密 の程 度 に より 、集 中 か分 散 か を決 め るべ き もの

なの で ある。

しか るに 、ア メ リカでは デ ー タ ・パ ン クの こ とがや か ま し くいわ れ だ した 当初 の 頃は.コ ン ピュ ー

タ 。メ ーカやそ の道 の技 術 者 は一 カ所 に巨大 な デ ー タ ・バ ンク を作 り.そ れ を 多数 の ユ ーザ で利 用す

る ことが よい よ うに宣 伝 し,そ の とお りに や っ て失敗 した会 社 が い くつ もある。 日本 もそ の よ うな誤

ちを犯 さ ない よ うにす べ きであ る。

8・1・8コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

今 度訪 問 したCarnegie-MellonUniversityで は コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ークす な わ

ち コ ンピ ュ ータを相 互 に通 信網 で結 ぶ ととに つい て の基礎 的 研 究 を行 なっ てい る。 コ ンピュ ータ 。ネ

ッ トワ ーク に より.コ ン ピュ ータの信 頼 性 の向 上,各 コ ン ピュ ー タの余 力の 融通,プ ログ ラムの共 用.

フ ァイルの共 用.特 殊 ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェア の利 用等 が 考え られ るが.こ れ.らにつ い ての研 究

は,い ず れ もまだ検 討 または 実験 の段階 で ある。 また ア メ リカの 国防 省 が資 金 を 出 し.A耳PA.一

(A、 。。ncedR。 、ea,chP,bjec,Agency)が,ア メ リ・各所 の大 戦 どの ・ ジ ～≡

タ ・セ ンタ20カ 所 を連 結 して,コ ンピ ュ"タ ・ネ ッ トワ ークに つい て の研究 を始 め た こ とは 有 名

である。

わが 国は 将来 この よ うな コ ンピュ ータ ・ネ プ トワーク を作成 す るのに は好 適 な条 件 に恵 まれ て い る

の では ある まい か。 そ して コ ンピ ュ ータ 。ユ ーテ ィ リテ ィの発展 期 には この よ うな ネ プ トワーク が有
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効に利 用 され る であろ うこ とは疑 う余 地 が ない 。電 電 公 社 のDIPS開 発 と並行 して この よ うな研 究

を進 め る ヒ とは,わ が 国 のた めに 有益 な こ とで あろ うと思わ れ た。

8・1・ ・9最 近 のMIS動 向

Carnegie-MellonUniversityのGraduateSchoolofIndustrial

Administration(経 営 管 理大 学 院)で はMIS(ManagementofInformation

SysteIn)やTSSに よるCAIの 分野 で先端 的 な研 究 活動 を行 な ってい る。 そ こに はMISの 大

家 で,最 近 にMISの 講 演 を依 頼 され て 日本 に きた こ とのあ るMr.R.VanHornがk・ られ る の

で,最 近 のMISの 動 向 につ い て聞 い てみ た ら次 の よ うに 答 え た6

近年 トッ プ 。マネ ジ メ ン トに役 立 つ ア プ リケ ーシ ョン と して,capitatinvestm:ent,

corporatesimulation.economicmodelsな どに コン ピュ ータが使 わ れ て きた。

最 近 トップ ・マネ ジ メ ン トの新 しい 方法 と して.attentiondirectingsystemと い

うものが 重視 され る よ うに な った。 これは トップに対 して何 か新 しい注 意 すべ き事 項 が あれ ばそ れを

トップに示 す 方式 で あ る。 エ レク トロニ クス 関係 の事 業 をや って いる会 社 を例 に とれ ば.主 要 部 品 の

価 格 や供 給 の事 情が変 った場 合 それ が他 に どん な影 響 をお よぼ す かを検 討 す る。 そ して これ に マ ーケ

ッ トとの関 係 を探究 す る。 この よ うに して2～5年 あ るいは3～4年 先 の こ とを予 測 し,こ れ を トッ

プ ・マ ネ ジ メ ン トに反映 させ る。 この よ うな予 測 に は多数 の モデル を作 っ て見 る ことが有 効 で ある。

とれ ま での よ うな単 純 な統 計 な どに よる予 測は 余 り役 に立 た なか った。 ま た これ まで トップ ・マ ネジ

メ ン トに 役立 たせ よ うと して,displayな どで種 々の 情報 を示 す ような ことをや ったが
,効 果 は

そ れ程 なか っ た とい う。 やはbト ッ プ ・マネ ジ メ ン トで最 も大 切 な ことは,例 え ば新製 品 を 出す2～

3年 前 に しっかbし た予 測 を行 な うこ とであ る と。

8・1・10職 業 紹 介 業 務 等 の オ ン ラ イ ン 化

日本 の労 働 省 が職業 紹 介 関係 お よび失業 保険 関係 の業 務 を機 械化 しオ ン ライ ン化 す るた めに労 働 市

場 セ ン タ ーなる もの を世 界 に さ きが け て作 り あげ たの で あっ たが,こ れ と同 じよ うな シス テ ムが 最 近

ア メ リカで も全国 的規 模 で 実現 され よ うと して い る。 ただ しアメ リカでは これ に要 す る予算 は労 働 省

か ら 出すが ・計 画 と実 施 は各 州 が行 な う ことに な って お り.処 理 業 務 の内容 は 州 に より多 少の相 違 が

あ る。 この 関係 に使 わ れ る コン ピュ ータ としては,IBMを は じめRCA,UNIVAC等6社 の も

のが入 って い るが,プ ログ ラムはCOBOLに 統 一 され てい る。 これか ら5年 後位 に統 一 システ ムの

決 定 を行 ない,10年 後位 まで各 州 に この シス テ ムを普 及 さ せ かつ各 州 相互 の シス テ ム間 を接続 す る

予定 で あっ て.と の労働 情報処 理 全 国網 に よ り.職 業紹 介業 務 、失業 保険 業 務 その他 が リアル タ イム

で処 理 され る こ とに な る。 また,こ の全 国網 はATTか ら借用 す る広 帯域 伝 送網 とな る筈 で ある。

8・1・11生 れ 変 っ たWU

1969年 に設 立 され たWesternUnionCorp.は 古 い伝統 を もつWestern

UnionTelegraphCo.の ほ とん ど全 部 の株 式 を取得 して,～ これ を新Western

UnionCorp.の 子会 社 と した 。 それ は1970年1月 の ことで ある。 ～二の新 会社WUは す で に

WesternUnionComputerUtilitiesInc .と い うサ ー ビス ・ビュ ー ロを 設立 して
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お り,さ らにATTか らTWX網 を買 収,1971年4月 か らこれ の運用 に 入 る との と とで ある。

1969年 ア トラ ンタに新 設 され た コ ンピ ュ ータ 。セ ン タ と従来 の ニュ 二 三 ーク,シ カ ゴtsよ びサ ン

フ ランシス コに あっ た コ ン ピュ ータ ・セ ン タを相互 に結 び.全 国的 規 模 の.電 子 デ ー タ通信 サ ービス

(Electronicdatacom;'municationsservice).が で きる よ うに なっ た。

TELEXサ ー ビス.TWXサ ービス,TCCSサ ービス(TelexcomputerCoMMuni-r

cationservice).INFO-COM・SICCM各 サ ービス.電 信専 用線 サ ー ビス,FAX

サ ー ビス等 が この電 子 デ ータ通 信 サ ービス の内 容 で ある。 。

さ らに ま た近 くMAILGRAMと い う もの が電 子 デ ータ通 信 サ ー ビス の一 員 に加 わ る ことに な っ

てい る。WUは これ を特 に将 来 性 の ある イノ ーペ ーシ ョン であ る とい っ て い る 。 こ れ は ア メ リ

カの郵政 省 とWUと が共 同 で開 発 した シス テム で電報 よbも 安 く,航 空便 よbも 早 い全 く新 しい郵 便

と電 信 との 中間 の通 信 サ ー ビス で あ る。当 初 は12の 都 市 のTELEXとINFO-COMの 加 入者

だけ に このMAILGRAMが 送 られ るが,最 終 的 に はr般 公 衆 も これ を利 用 で きる よ うに な るで あ

ろ う。MAILGRAMは た とえ ばTELEXの 加入 者 が郵 便 局 の テ レプ リン タに 直接 電 文 を送れ ば

郵 便 局 では そ の電文 を封筒 に入 れ て配 達 す る とい う もので あ る。 料 金は電 報 の5分 の1位 だ とい う。

WUは この ような デ ータ通 信 は,WestrnUnionTelegraphCo.が 受持 つの で あ るが,

TSSな どのEDPサ ービスはWestrnUnionComputerUtiliti-esInc.が 受 持 つ こ とに

なっ て;bり,WUは コ ンピ ュ ータを使 用す る汎 用.専 用 の エ レク トロニ クス ・デ ータ通 信 サ ー ビス に

お い て指導 的 な会 社 と して1970年 を迎 え た とい って い る。

8・1・121BM-WTCの 意 見

IBM-WTC(WorldTradeCorp.)は 現 在 の端 末 装置 と通 信 網 とに 対す る要望 事項 と

して次 の諸 点 を あげ てい る。

8・1・15

ア メ リカの オ ン ライン 情報 処理 サ ービス事 業は,景 気後退 の ため一 時 これ まで の活 気 を失 っ たか の

如 き姿 を呈 した とは いえ,そ れ は短 か い期 間 の現 象 で あ って間 もな くこれが 回復 す る で あろ う との見

方 が 一般 的 で あ る。

オ ン ライ ン情報処 理 業 界 では,近 年通 信 会 社は ソ フ トウェ アの能 力 の充 足 に懸 命 で あ り.情 報処 理

1)端 末 装 置 の処 理 ス ピ ー ドを さ らに 高 め る こ と。

ij)端 末 装 置 の信 頼性 を も っ と上 げ る こ と。

の 誤 り訂正 の技 術 を もっ と進歩 させ る こと。

iv)通 信 網 の通 信速 度 は 低速 か ら高速 に至 るま で の利 用 選択 の幅 を もっ と拡 げ る よ うにす る こ と。

V)全 二 重 サ ー ビスが 可 能 な よ うな通 信 網 を構 成 す る こと。

Vl)機 能 診断 のた め の技術 を もっ と向上 させ る ～二と。

vii)通 信 コス トが な るぺ く安 価 となる よ う工 夫 され たい こ と。

測)情 報 処理 サ ← ビス の 提供 者 と通信 サ ービス提 供者 との間 の 実務上 の関 係 を もっ と密 な もの と

す る こ と。

む す び
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サ ー ビス会 社 は通 信 に関 す る能 力 の充 足 を急 い でい る。 また マ イク ロウェ ーブに よる全 国的 デ ジ タル

通 信 網 が あ らたに 設 け られ よ うと してお ク,こ れ がATTやWUの ような通 信 会 社 に挑戦 す る こ とに

なれ ば,デ ータ通 信 の発展 を促進 す る とい う効果 が考 え られて い る。

オ ン ライン情報 処理 技術 はハ ー ドの面 で もソ フ トの 面で も,日 進 月歩 を続 け てい る とい う ことが で

き よ う;そ して これ に つい て見逃せ な い こ とは,ア メ リカの大学 や研 究機 関が 情報 処 理 産業 の発展 の

ために 大 きな役割 を演 じつ つ あ る とい うこ とで ある。例 え ば,TSSを 行 な うのに必 要 なハ ー ドとソ

.フ トは 大概 大 学 と コン ピュ ータ会 社 とが協 同 で開発 した もの で あ り.XDS社(XeroxData

System社)のXDS-940む よびそ れ に続 くSigmaシ リ ーズ な ども同社 と カ リフ ォルニ や

大 学 との協 力 に より開 発 さ れ,実 用 化 され た。 産学 協 同 の実績 で ある。

今 回,マ ジ ソン市 の職業 紹 介 サ ービス.WUの 証券 情報 サ ー ビス,SmithonianInsti-

tutionの 科 学 情報 サ ー ビス等 では,情 報検 索(IR)が 主要 業 務 となる ので あるが.入 出力 のチ

ェ ッ クや 出力 を もとに して の判 断 等 に 専門 家 が必 要 で ある ことの実 例 を示 してい た。
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8・2ComputerSciencesCorporation

調査 先ComputerScierceCorporation

所在地650NorthSepuIvedaBlvd.ElSegundoCalifornia90245

調査年 月 日1971年2月25日

面接 者Mr.OliverC.Hinkle(DirectorofProgramDevelopment

Div.)

Mr.DanSmith

Mr..RovertE.Sha.rpton(.ManagerofInformationNetwork

Div.)

Mr.PhilipA,TenkhoffてInformationDiv,)

調査 者 林,桜 井,荒 津,伊 藤.細 川,野 上.境

1・ 概 要

CSCの 活動 範 囲 は.各 種 の ソ フ トウェ アの開 発,コ ンサル タン ト,TSSサ ービス と広 く.,い わ

ゆ る ソフ トウ ェア会 社 と して最 大 の規 模 を誇 っ てい る。 また,メ ーカ とは 独立 で ある か ら,機 械 に で

は な く.顧 客 の方 を 向い て客観 的 に最 善 の システ ムを作 る こ とを 自負 してい る。

最 近 の活 動 につ い て,不 況 自体は.CSCに は 大 きな影 響が潅 か った と したが,か っ て成 功 例 と し

て.評 判 の高 か ったOomputicketの 失敗 の 分 析 を し,投 資 を集 中す る こ ζに したinfornetに

新 し く採 用 したFrontEndComputerの メ リ ッ トの紹介 が あっ た。

ま た業界 の今 後 の動 きに つi"'て,IBMの ソフ トウェ アの価 格分 離 は影 響 が大 きいが,ソ フ トウェ

アの作 成 では・」・廻bの きか ないIBMに くらべCSCが 有利 で ある。RCAの 新 しい オ ン ライ ン ・フ

ァイル 。マ ネ ジ メン ト ・システ ムが うま く動 くと影 響 が大 きい な どの観 測 が述 べ られ た。

2.会 社 の概 要

CSCの 活動 範 囲 は教 育,シ ス テ ム設計,コ ンサ ル タン ト,ソ フ トウ ェアの 開発,TSSサ ー ビス

と情報 処理 の あ らゆ る分 野 にお よび,米 国 な らびに カナ ダだ け で も,約20の オ フィス を持 ってい る。

1968年 度 のCSCの 収入 は$80,000,000で1969年 度 は$108,000,000で あ っ

た。本 年 度 は,第3四 半 期 ま で で15%の 成長 を示 して いる。 この4半 期 は11%で あっ た。 しか し

年 度 の終bま でに政 府 は予算 上 あま っ てい る金 を使 わ ね ば な らず,収 入 の90%を 政 府 関係 に た よっ

てい るCSCと しては,決 して成績 不振 とは 考 え て,いな い。

5.オ ン ライ ンシス テム の財政 上,マ ーケテ ィング上 の評 価

r般 にtソ フ ト業 界 の不 振 の原 因 は,1時 に 多 くの競 争 会 社が 集 中 した こ とに よる と考え る。TS

S自 体 は成 功 してい る と思 うが,競 争 会 社が 多 す ぎた。

Computicketの 失敗 につ い て;ソ フ トウ ェア は 開発 に3年 を要 した もの で非 常 に良 い もの で

あった。 しか し劇場 等 のチ ケ ッ トの販 売は 一般 の人 は喜 ん だ が,劇 場 側 の支 持 が得 られず,ま た,1

会社 が適 当 な程度 の マ ーケ ッ トに競 争 会 社が 表 われ た こ とも原 因 で あ る。(競 争会 社;Ticketronは

まだ 商売 を続 け てい る。)
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4.オ ン ライ ン シス テ ムの開発 とユ ーザに 関す る技 術 的評 価

4・1オ ンライ ンの ソフ トウェ ア作 成 には5つ の設計 方 向 が ある。

(a)非 常 に大 きな シス テ ム;汎 用 目的 の シス テ ム を採 り入れ て,で きる だけ特 殊 性 を無 視 して開

発 してい く方 法,特 徴 は マ ルチ プ ログ ラ ミング等,一 般 的使 い方 が で きる ことに あ る。 パ プチ

処 理 を基 礎 と して,そ れ に オ ン ライ ン機 能 を付 け 加え た形 でで きあが っ てい る ものが 多 い。

(b)既 存 の シス テ ム を大 き くかえ て使 うもの。

例;PA.RS(航 空 券 予約 用.オ リジ ナル はIBMのDOS)

(c)多 数 の コ ン ピュ ー タを使 うもの。

(d)1つ の シス テ ムに専 用 の もの

例;ユ ニパ ック418の 病 院 用 の ア プ リケ ーシ ョン

(e)オ ン ラ インの ジ ョブ ・プ ログ ラムだ け に使 うもの

(generalpurpose)

例;CSTS(最 初 力≦らオ ン ライン を基 本 として開 発 した)

◎ コン ピュ ータを沢 山使 う よ り(e)の方 が 良い と思 う◇

4。2オ ン ラ イン シス テ ムに対 す る1anguage

将 来 の方 向 は ア セ ンブ ラー よbコ ボル等 の 高 レベ ル ・ラ ンゲ ージが 使わ れ る。 しか し.現 在 のCS

Cは2つ を使 いわ け て,応 答 を早 くす るには,マ ク ロ ・・ア セン ブ ラで記述 し,応 答 の遅 くて良 い場 合

に コボル を使 用 してい る。

4。5ア プ リケ ーシ ョ ンの新 方 向

5つ に わかれ る

(a)DedicatedSystem

例;オ ン ライ ン ・航 空予 約,Cargoハ ン ドリング 。シス テ ム

(b)ラ イ プ ラ リイ ・ア プ リケ 〔 シ ョン

例;SmailaccountingPackage構 造 解 析

シス テ ムの4～5%の リソース を使 う程 度 の もの で ある。

(c)銀 行,保 険 会 社等 に サ ー ビス す る大 きな シス テム

シス テ ムの リ ソース の50%を 使 うよ うに な るで あろ う。

4。4オ ン ライン シス テ ムを作 成 す る'基準 と して,次 の五 つ の考 え が あ る。

①CPU～CPUお よびCPU～ 端末 間 の 言語 の互 換 性 につ い て考 慮 す る必要 が ある。 一般 に

全 くとい っ て よい程 互換 性 は な い。

② ソ フ トウ ェアの 費用 が高 い 。 す なわ ち15000ド ル位 の コン ピュ ータに な る と将 来 は,ハ

ー ド/ソ フ トの費 用半 々に な
って しま うだ ろ う。

⑨Frontend型(前 置 コ ン ピュ ータ)の コ ンピ ュ ータ と して.ア クセス ・タ イム の早 くて

安 いsmallcomputerの 使い方 が 考 え られ る。 これ は,多 岐に わ た るJobを 行 な う

MainComputerの オ ーバ ーヘ ッ ドを 少 くす る のに 有効 で ある。

一一282一
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④ 大 きなCPUは,レ ス ポ ンス タイ ムが秒 単位 で早 い方 が よい と考 え られ てい たが遅 い もの も

考 え た方 が よい 。 す なわ ち.応 答 時 間 の遅 い ア プ リケ ー シ ョンを考 え た方 が.コ ス ト的に安 く

良い の では ない か と考 え る。

⑥ は じめか らコ'ミュ ニ ケー シ ョ ン・ネタトワークが ある もの と してOSを 作 成 す る方 が よい の で

は な い か 。

51nfonetSystemに つ い て

5。1構 成

セ ン タ は ユ ニ バ ッ41108を 使 用

所 在 地 ロ ス ア ン ゼ ル ス,ワ シ ン トン,ニ ュ ー ヨ ー ク,シ カ ゴ,リ ッ チ モ ン ド,

(カ ナ ダ)カ ル グ レ イ,ト ロ ン ト(オ ー ス ト ラ リ ア)シ ,ドニ ー

通信線 一般の自動交換電話線

低速;500b/秒 以下

高速;2400b/秒 以下

専用線2400b/秒 ～4800b/秒

Center

またはBranch

電話局

交換機 一

専用線 一 ■

MODEM端 末機

●

0

●

●

図8・2・1

セ ンタ～ 端 末 間 の通信 量 が,あ る量 を こえ る と専 用線 を使 う。

セン タ～ 使 用 区域 の専用線 を設定 し,ユ.一 ザ の負 担 を低 くす る こ と もしてい る。

海 外 とは ピ セン タ～ セ ン タ間 の接 続 は ない 。

●
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図8・2・2 .
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＼
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5・2RCC

(RCCの 利 点)

各 種 の 低速 サ ービス を うま く処理 で きる

例 110B

134.2B

150B

500B

テ レ タ イ プ55,55

1BM2741

テ レ タ イ プ57

DCT500

(端 末数の変化)

RCCの ない時RCC使 用時

ピ:)三
戸00B二1:働

(RCCの 機能)

-

∩∠

5

TerminalHandling

Co㎜unicationthruput

IncrementalFrontEnd

(回 線 の 増 加 に 伴 うCPU側 のRCCの 増 設)

RCC

Center

－ ー ー ー 一 一 ー 一 一}一 ー－T

U-1108

RCC

●

,

図8;2ご5

5・3保 守

(a)セ ン タ か ら信 号 を送 り 出 し折 返 し テ ス トが で き る 。

(b)ハ ー ド ウ ェ ア は メ ー カ が 行 な う。

(c)切b分 け はCSCの 責 任 。

61BM370とRCAの 新 シ リ ーズ に つ い て

。IBMが370を 出 した 一 つ の 大 き な 理 由 は,56Dに な か っ たCommunication機 能 の

充 実 に あ る 。

TimesharingOption

(}㌧,s)灘 灘:〈 　　 　
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機器の対比

370/

i4s"<<II1:

15560

16561

刊〔〕ASpectra70 NewSeries

ウ
‥

5

6

7

370と 互 換性 を持 つ

表8.2.1

・RCAは560そ の ま まの ソフ トウ
ェア では570は 動か ない とみ てい る。そ こに賭 け てい る。

・RCAは 新 しlaOn-Iinefilemanagement
systemを 発 表 してい るが とれが うま

く動 く と影 響 は大 きい で あろ う。

。RCAはIBMの 機械 との コンパ ⇔ トを保 証 してい る とい
ってい るが ピ 費 用 を徴 収 してい るの

で あ ま り有 効 とは 思 われ ない。

膚

,

■
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1要

XeroxDataSystems社 は カ リフ ォル ニア大 学 との共 同研 究 に よって1966年 にXD&-

940(旧 名SDS-940)タ イ ム シェ ア リング ・シス テ ム を開発 した。

この シス テ ムは,米 国 の幾 つ か のTSS会 社,大 学.研 究 所 等vatsい て使 われ てい る。 この後継 機

種 と してSigmaシ リーズ が 開発 さ れ た。 タイ ム シェア リ ングの観 点 か ら これ らのSigmaシ リーズ

の特 徴 、使 用 してい る ソフ トウェア,XDSの 社 内TSSで の使 用状 況 な どが説 明 され た。

2Sigmaシ リ ーズ のハ ー ドウェアの特 徴

Sigma5/6/7/8/9は 中型 か ら大型 ク ラス の計 算機 でSigma5/8は 主 と して技 術 用,

Sigma6/7/9は 汎 用 であ る。(表1)い ず れ もほ ぼ 同一 の ア ーキ テ クチ ャ を も ち,性 能 は 種 々

異 な っ てい る。 これ らは タイム シ ェ ア リング処 理 の 点か ら次 の特 徴 が ある。

(1)演 算 と入 出力 の同 時 並行 処 理

主記 憶 装置 は独 立 してア ク セスす るこ とが可 能 な よ うに複 数 個 のPORTを もっ て:bり.メ モ

リと中央処 理 装eWtsよ び,入 出力 処理 装置(チ ャネ ル)は そ れ ぞれ 独立 の母 線(bus)に よっ

て結 合 され てい る。 中央 処理 装 置 と入 出 力処 理 装置 は 全 く独立 して動作 す る ことが可 能 で あ り,

タイ ム シ ェア リング処理 で頻 繁 に行 な う必 要 が ある プ ログ ラムのス ワ ッ ピングに よるオ ーバ ーヘ

プ ドは減 少 され る。

(2)ダ イナ ミック な メモ リ管理

主 記 憶装 置は2048バ イ ト単位 の ペ ージに分 割 され てい て,ロ ジ カル ・ア ドレスは メモ リ。

マ ッピ ング機 構 に よっ て フ ィジ カル ・ア ドレスに 変換 され る。

えロ

タイ ム シェ ア リング処理 に お い ては絶 え ず各 ユ ーザ の プ ログ ラム をス ワ ヅプす る必要 が あるが ,

こ の機 構 に よって プ ログ ラムは ペ ージ単 位 で任 意 の メモ リに ロ ー ドし,任 意 に 分割 して実行 で き

る。

(3)高 速 デ ィス ク装 置

Sigmaシ リーズはRAD(RapidAccessDataFile)と 称 す る高速 の デ ィス

ク装 置 を特 徴 と してい る。 これ は 主記憶 装 置 の速 度 に近 い5～4MB/secで デ ータを読 み書 き

8・3Xerox』DataSystms,Inc .

調 査 先XeroxDataSystems

所 在 地701SouthAvicationBoulevardElSegundo

California90245

調 査 年 月 日{971年5月25日

面 接 者Mr.HowardN.Sacher(DirectorInformationOperationS)

Mr.JohnO「Brien(ProductLineManager)

Mr.NormBryga(Software.ProductManager)

Mr.DaveEscoffery(MarketingSpeciallist)

調 査 者 林,桜 井.荒 津.伊 藤,細 川,野 上,境

概
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す・能加 鋤 ・・ア・モリの拡張・取 る・とができ… の鑓 は・・ムシ・アリ・グ鯉

にお け るス ワ ッピン グ用,シ ス テ ム ・プ ログ ラムの 収容 、お よび入 出力 バ プ ファ用 に 使 用 され る。

表,.、.1,HE,、 ㎜ 。。Mb。 。、R。AM、LY

漂M5』INT漂CED。ng-mml。llll.2'..'ll、 。1,、f、。m晋1:、e
Si'gma61970generalpu'rposemuIt丘use

Sigma71966generalpurposemultiuse

Sigma81971engineering/scient輌ficmultiuse

Sigma91970generalpurposemuIiiuse

■

、

田

●

ふ
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図8・5・1

■

■
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5Sigmaシ リ ーズ の タ イ ム シ ェ ア リン グ 用 ソ フ ト ウ ェ ア

(1)オ ペ レ ーテ ィ ン グ ◆シ ス テ ム

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ に 使 用 して い る オ ペ レ ー テ ィ ング ・ シス テ ム に はBTM(Batch

Timeshari。gM。nit。r)とUTS(U・iversalTim・ ・hari・gSy・t・rrD

とが あ る 。 これ らは 次 の 処 理 を 同 時 に実 行 で き る 。

・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 端 末 装 置 か ら会 話 形 式 で プ ロ グ ラ ム の 作 成.デ バ ッグ.実 行,フ ァ イ ル

処 理 を 行 な う。

・タ ー ミ ナ ル ・パ ッ チ

・ ロ ー カ ル 。バ ッ チ

。 リ モ ー ト ・バ ッ チ

・ シ ン ビ オ ン ト

端末 装 置 か ら指 示 して中央 の パ ッチ 処理 を行 なわせ る。

一般 に 中央 の計 算機 で行 な うパ プチ 処理 であ る。

遠 隔 のバ ッチ入 力装 置 か らデ ー タの入力 を行 ない 、バ ッチ処理 を して結

果 を遠 隔 のバ ッチ 出力装 置 に 出す 。

カ ー ド ・リーダ.ラ イ ンプ リン タ等 の低 速 の入 出力 装置 に 対 す る入 出力

パ プ フ ァ処理 を行 な う。

同時 に タイ ム シェ ア リング処 理 の可 能 な端 末数 はBTMで 約64台 、UTSで は 約128台 で

あ るo

(2)言 語 プ ロセ ッサ ー と一般 の応 用 ソフ トウェア

BTMk・ よびUTSの タ イム シェ ア リン グ処 理 で 実行 で きる ソフ トウェ ア と して次の ものが あるe

匂

亀

●

●

●

●

4XDSに お け るSigma

XDSの 会 社構 内 に は数 台 のSigma

テ ィン グ ・シス テ ム を使 用 してい る。 端 末 装置 と しては 主 に キ ーボ ー ド ・プ リン タが 使用 され ・これ

は移 動 可 能 に な って い て構 内外 の任 意 の電 話器 か ら音 響 カプ ラに よっ てSigma計 算機 と接続 で きる。

現 在は64台 の キ ーボ ー ド 。プ リン タま で同時 にサ ー ビス してい るが将 来 は128台 に拡 張 す る とい

う話 で あ る。 タ イ ム シェア リング の使 用 目的は プ ログ ラム の デバ ッグ.社 内 の 情報 サ ー ビス,一 般 計

算 処理 とな ってい る。 計 算 セ ンタに ある カラ ー ・デ ィス プ レ イか らは刻 々と タイ ム シェ ア リ ングの使

用 状況(ユ ーザ後.各 待 ち行列 の ユ ーザ数,平 均 応 答時 間 な ど)を 表 示 してい た。

以 上 は社 内 用 で あるが.一 般 ユ ーザ用 の タ イム シ ェア リング ・サ ー ビス と しては,XDSの 子会 社

で あ るXCS(XeroxComputerServices)社 が ロス ア ン ゼ ル ス 地 域 で オ ン ラ イ ン ・ア

カ ウ ンテ ・ングサ ー ビス を行 な ・ てい ・・計 繊 はS・gm・7で ・ユ ーザ のタ ーミナ ル と巨 船 蝿

話 回線 を使 い,ダ イ ヤル す る こ とに よって接続 され る。
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8・4

調 査 先

所在地

調査年月日

面接者

調 査 者

1概 要

ウ ィス コ ンシ ン州 のESOPS(EmploymentServiCeOn-1inePlacement

System)は,コ ン ピュ ータをつ か っ て職 業紹 介 を行 な うの にWTG(Workertrait

Groupe) 、の概 念 を使 う実験 で あっ て.全 国 的 シス テ ム開 発 を 目指 す ものの一 つ で ある。 この シス

テ ムは全 て連 邦 政府 か らの費 用 の支 出 を受 け てい る も ので,州 政 府 は.統 制はす るが 費用 は全 然 支 出

しない。ESOPSの 実 現 に は約4年(準 備2年.製 作1年 試 行1年)を 要 してい る。 主要 な 目的は

次 の2つ であ る。

a)全 職 業 分野 につ い て,求 職者 や求 人 をス ク リ ーンに映 し出す こ とが で きるオ ン ライン の職業

紹 介 システ ム で ある。 この シス テ ムは活 動報 告 ・統計 ・管理 情報 シス テ ム を含 ん だ完 全 な集積

雇 用 サ 「 ビス ・デ ー タ処理 シス テ ム の中核 を形 づ くる で あろ う。

b)雇 用 サ ービスの 面接 者κ)t柔 軟 な道具 と しての職 業 紹介 シス テ ムを作 る・ す な わ ち.面

接 者 の コン トロ ール に従 い,フ ァイル の検 索,求 職者 の特 性 と求人 条 件 の比較 の場 合 に,面 接

者 の判 断 や想 像 に応 え る。

ESOPSは 次 の2つ の主要 な技 法 を使 う。

a)分 類 シス テ ム

b)① 標 準 の選 択要 素 の セ ッ ト,お よひ③求 職 者 と求人 の キ ー ・ワ ー ド記述 に基 く選 択 処理

2分 類

全 ての 求職 者.求 人者 は.次 の要 素か らな る3部 分 の 分類 コ ー ドを割b当 て られ る。

(1)雇 用 期間

a)Full-Time(F),ま たは

b)臨 時IFull-Time(T)ま たは

c)パ ー トタイ ム と 日雇(P)

(2)管 轄 の地 方区 域

例:MD－ マ ジ ソン ウ ィス コ ン シン成 人 局

MYエ マ ジ ソン ・青年 局

WisconsinStateEmploymentServiceDivision

WisconsinStateEmploymentServiceDivisionofthe

DepartmentofIndustryLaborandHumanRelations.

HillfarmStateOfficeBuiidingMadisonWisconsin

1971年2月25日

Mr.HartreyJackson(ProjectDirector)

Mr.Dayton(SystemAnalystChief)

林,桜 井.伊 藤.野 上,細 川,境
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図8・4・1
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"一一292-一

輪

険

●



、

`

●

:㌧

Makes

「1

Makes

Makesacceptable acceptable Makesgood・ e叉ceptionaI

1
Pp■

1mpreSSlonm overal1 overalI overalI

General五1pression someresp㏄t8
..

1mpresslon
7,
1mpress`oぽ

■ ・

1mp爬SSIon

, lII ` 1 |

1 254 5 6 7

O〕n8ider8pproppi田 tまne880fdre88, Cleanline88,grooming, bea7ing

Pleasaロt. Outgoing.

Reserved.qui6 frieodlyat Co叩1etelyatease◆

Shygnot8tease. butresponds ease.Responds Respondseagerly.

P Respondswith confidently. openlyaロd Mayinitiate

Personality so【扉hes`tation

`

seemsatease

lI'

confidendy

.

1 `

.
CO㎝ersah㎝

`

1 234 5 6 7

Quicktounder一

Vごryslo7to面er一 S1㎝tounder・ ・ standand
L

stand.ハ4匡sse3m口ch, stand.butgiven Understand8 organizethoughts.
G d・esn't旬 ΦreSS ideastime,canexpress andexpresses expressesideas

G㎝eralAbiIity we11 ideas ideaswel1 precisely-

$ 1`1 1 ` 1

1 234 5 6 7

Desiresjobor 工bsiresjobor

trainingwith trainingwith

Desiresjob shorttelTnadvan一 longrangead一 Desiresjobor
.

sultableto cα㎜ttoward vance㎜ttα 昭rd trainingwithur

A prese耐 specificposition specificposition 1㎞itedpotential

Aspiration qualifications orskilllevel orskillleveI foradvancen■ent

, 「`1 1 ` `

1 254 5 6 フ

V口variety.change

R声■routine,repetitive

ひ

図8.4.2

一295一

、

一



ー

袖

℃
仁
1

10vb.CPM

Beader
puneh
2540-1

1405-Nl

Printer
1100LPM

Reader
Punch
2540-1

1405-Nl

Printer
l100LPM

2821

Control

Unit

2821
Control

Unit

C㎝munications

Termina1

2ア40-1

Communications

Terminal

2740-1

In●HouseBene{its

Inquiry

Printer
Terminal
1055(one)

Oonsole

Printer
1052

M
X
P
L
R

2848

Termina
Display
Oentrol

Six

2260已1

Display

Stations

2〔M旧560/40
CPU

595KB

HAN

2701-1

Communications

Controller

Data

Phone

201B1

DATA

Phone

201Bl

2805
Tape

OontroI

3.4Miles

MadisonYOC

Office

図8.4.5

60KB■

120KB

Data

Phone

201Bl

60KB-
120KB

60KB・

120KB

60KB・

120KB

■ive24et-5TapeUnits

DualDensity

2848

Terminal

Display

ControI

Printer
TermnaI
1055(one)

ReqUestedO・nfigurati。n

Eight

2260■1

Display

Stations

Office

60KB-

120KB

e ●
勘

■



L

l

N

Q
O
ー

9 ● ,
`

1

「

Console

Printer
1052

＼

ノ

2514
.1

DirectI
Access

Device

1

A
A

司
㊨

L

▼u■ ■

1)OS

S

u

P

E

R

V

I

S

O

R

12」44

Bytes

Background
Partition
(LowestPriority)

.

BatohProcessing
.

Compilations

Testing・Misc.

75,000Bytes

Foreground2
Parti.tion
(2NDPriority)

Benefits
Checkwriting
andotherJObs

73,000Bytes

Foregroundl
Partition(HighestPHority)

ESOPSand
BenefitsInquiry

256.000Bytes
F

乏

＼

2701

C㎜.

Oontro1

－T
＼

Reader

Punch

2540

＼Re
ader

Punch

2540
魔一 一

て 「lve

:・ 、
CoreStor596

Alloりatl6d

Printer

1405-N1

Printer
1

13-N1

へ
Tape

ノ

401-24U1一
',9

Ta.pe

図8.4。4

.

Tape

2401-2401-

.

Ta.pe

＼ ノ

All

Teminals

1



(3)WorkerTraitGroupe(労 働 者 を特 性 でわけ た グル ープ)

コン ピュ ータ ・フ ァイル を構成 す る方 法 と して,DOT(Dictionaryof-

OccupationaITitles)の 冊A(WorkerTraitsArrangement)

の テ ス トを行 なっ てい る。

WTAは 労 働者 の特 性 や求 人 条件 を一般 の教 育,特 別 の職 業 補 導,適 性.興 味.気 質.身 体条

件 の用 語 で表 わ した と きの分類 法 で あ る。

21,000DOTがtれ に よb114グ ル ープ4わ け られ,コンピ ュ ー タ ・ファイ ルを分 割 す る理

論 的方 法 を与 え る。114のWTAは ぺrジ 番 号 で識別 され る。

～二の結 果,コ ン ピュ ー タ ・フ ァイルは 期 間 ・場 所sWTF(WoちkerTraitFactor)

で8.4・.1図 の よ うに 構成 され る。

職 業 紹介 担 当者 は.彼 の裁量 で任 意 の セ グ メ ン トを探 す こ とが で きる。

5選 択 過程

5・1選 択 要 素

との シス テ ムで選 択 は求 職 お よび求 人 記録 に ある キ ー ・ワ ー ド記述 と選択 要 素 の比較 でな され る。

これに は 次 の選択 要 素 が使 わ れ る。_.、

1.年 令2.性5.身 長4.体 重5.軍 の地 位6.希 望地 位Z教 育 レベ ル8.運 転 免許9.自 動 車

の保 有10.給 料14.時 間12.テ ス ト結 果15.仕 事 の場 所14.開 発(訓 練 の必要,不 完 全 就

業 等)15.退 役軍 人16.ハ ンデ ィキ ャ ッ プ17.値 入 特 性 指数(全 ての求 職者 は4.oの 尺度 で計

られ(8.4.2図)球 人 側 は紹 介担 当 者 が指 示 した尺度 のみ 指数 をのべ る)。

5。2キ ー ワー ド記 述

コ ン ピュ ータ内 に,求 人,求 職 両方 と も240キ ャ ラク タの キ ー ・ワー ド記述 の スペ ース を持 っ て

い る。 こ こに教 育,経 験.興 味,個 人 的特 性 をのべ る任 意 の4種 の言 葉 が入 る。 ジ ョブ マ ッチ ング の

とき,コ ン ピュ ータは 求職 者 と求人 記録 の全 ての語 を比較 す る。 求 人側 の一 つ の言葉 が 求 職者 側 の 同

じ言 葉 と,そ れ が教 育,経 験.興 味 の ど こに あ ろ う とマ ッチ す る6例 えば.統 計に興 味 が あっ て教 育 ・

経験のない入は教育か よび/ま たは経験のある他の求職者 と一緒に考慮される。このようにして経験

の ない もの で も他 の面 で適 して いれ ば,よ く訓 練 され 強 い興味 を持 つ人 が先 行 して選択 され る。 さ ら

に も し経験 者が フ ァイル に なけ れ ば,コ ン ピュ ータは 自動的 に訓 練 お よび/ま たは 興味 を もつ求 職 者

を選ぶ,し か し.経 験 を絶 対 的条 件 とす る こと もで きる。

5・5絶 対 的条 件

この シス テ ムで は.あ る選択 要 素,キ ー 。ワ ー ド.記 述 カテ ゴ リ ーを絶 対条 件 とす る ことが で きる。

キ ー ・ワー ド他 の 選択 要 素 を求 職者 と求人 につ い て比 較 し,適 合 の度合 を決定 し,端 末 には,結 果 を

5件 ま でデ ィス プ レ イす る。 この と き最 適 な ものが 最初 に示 され る。

4操 作

オ ン ライ ン業 務 と して,求 職,求 人 業務 をCRTデ ィス プ レイ装 置 を利 用 して行 な っ てい る。例 え

ば,求 職 の場 合 を とる と次 の よ うに なる。

-296一
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① 求職者 は,17項 に わ たる 個人属 性 をCRTデ ィス プ レイ よb登 録 す る。

② 求人 が あ る と,前 記17項 目を キ ー ワー ドに よb検 索 す る。 デ ィス プ レイに表 示 さ れ たそ の結

果 に基 づ き.労 働 局 係員 が 求人 一一 求職者 の間 を成 約 に もっ てゆ く ように す る。 そ して成 約 に な

れぱ それ に必eSft手 続 き もCRTデ ィス プ レイか らの操作 に よっ て行 な う ことが で きる。

⑧CRTデ ィス プ レイ装置 の操 作 は,操 作員 が キ ー 。ワ ー ドを入 力す る と.そ の キ ー 。ワ ー ドに

該 当 す る画面 が コ ンピ ュ ータか ら出力 され.,そ の画面 は ペ ージ単位 に なっ てい て,登 録 され て い

る限 り,め くる こ とが で きる。 ま た画 面 の一 部 に 空 欄が あ りそ こに サ ブ項 目が 入 力可 能 な よ うに

な っ てい て再質 問,成 約 な どの 諸条 件 を付 加 し,展 開可 能 な よ うに な っ てい る。

5機 器 構成

8.4.5.図,8.4.4図 に.マジ ソ ンの二 つ の雇 用 サLビ ス1・オ フ ィス に使 わ れ て い る機 器 を示 す 。 後述

の ミル ウit－ キ ーの付 加 の ために は.デaス ク と端 末 の増 設 を要 す る。(図 は1部 非 現 行)

IBM560/40(メ モ リー595KB)1セ ッ ト

2514集 団 デ ィス ク2〃

2701-1通 信 制御 装 置1・ 〃

2260-1CRTデ ィスプレイ24〃

そ の他 周辺 装 置MT.LP,CRな ど

(注)OSは 標 準DOSを 用 い る業 務 の同時並 行処 理 が で きる よ うに な っ てい る。

■

つ

Foreground1'

(最優先256KB)

Foreground2

ESOPS

(Emp}oymentService

PlacementSystem)

失業保険給付証作成

On-Iine

(第2優 先,73KB)

Background在 庫 管理,編 集,試 験 シス テ ムetc

図8・4・5

6そ の他

(1)ESOPSは 現 在 ウィス コン シン州 の うち マジ ソン市 のみ実 施 。 ミル ウ ォーキ ー市 の実 施 は

ま だ先 の こ とに な る。』まず マ シンの拡張 が 必 要 とな る。

(州人 口は450万 人 ・内 雇用対 象労働 人 口の40%は ミル ウt－ キ ー市 にい る。)

(2)現 在 求 人 登録 者1000件

求 職(失 職 お よび職場 移 動)5000件.

照会 最繁 時 トランザ ク シrン1… 件/蒔

レス ポ ンス タ イム 約7秒

成約件数1/照 会10件

_297-一



(5)稼 動時 間 は5シ フ ト/1日 で24時 間稼 動

(4)夜 間は バ プチ処理 。 失業 保険 業 務 が 多大 で ある。

(5)

の有償 コンサ ル タン トを うけ た。

(6)州 政 府 の か かえ てい る シス テ ム アナ リス トtsよ び プ ログ ラマ ー

プ ログ ラマの 月給 未 経験(学 卒)$700

1～2年 経験$800～900

トップ ク ラス$1000～1200

シス テム設 計.ソ フ ト作成 は1年IBMの 無 償 コ ンサ ル タ ン トお よび総額$1 ,400($55mo

340入 ～400人

これ は 、メ ーカの プ ログ ラマに 比 して初 任給 は 同 じだが,ト ッ プク ラス では メ ーカの 方 がや や

高給 で ある との ととで あ った。
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●

、
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8・5UniversityComputingCompany

調 査 先 『UCCInternationalInc.

所 在 地t949NorthSte㎜onsFreewayDallas.Texas75222

調 査 年 月 日1971年2月26日

面 接 者Mr.F.R.NicholsonJr(SeniorVicePresident)

Mr.DonMarsh(Manager1108SystemSuPPort) 　グ
Mr.JamesM.Willie(GeneralManagerSys.Development

Div.)

調 査 者 林,桜 井,荒 津.伊 藤,野 上.細 川.境

1概 要

UCCは.MultiNational.MultiFunctionaIな 会 社 と し て コ ン ピ ュ ー タ 。ユ ー

テ ィ リテ ィを 目 ざ し てComputerPbwerを 問 題 の あ る と こ ろ に 提 供 す る こ と を基 本 理 念 と じて

い るo

した が ・ て ・ン ‥ 一夕 ・メ ー カ と違 ・ て ・業 務 を第一 に考 え て適 当 な機 器 を選定 しシス テ ムを構

成す る。適 当 な もの が見 つ か らな い場 合は,自 社 で開 発す る。 この よ うな理 由 に より,い くつ か の周

辺機 器が 開 発 され てtsb.ま た購入Lた コンピ ュ ー タも積 極的 に改造 し業 務 にあ わせ て使 用 してい る。

以 上 の基 本 的考 え 方か ら① デ ィジタル 回線 網建 設 計画(マ イ ク ロ回 線),③COPE端 末 製 作(リ

モ ー トバ ッチ 用端 末).⑨UCCUniversalInterface(IBM/25←>65

お よびUCCの もっUNIVACの1/0全 て をU-1108に 接続 で き るイ ンタ フ ェイス)が 出 て き

てい る。

図 示 す る と次の よ うに なる。

Chni)uterUtility

コ ン ピ ュ ー タ パ ワ ー

の電 気 ガ ス 水 道 な み

の 利 用

Hardwate

Software

・COPE端 末/十 のCo㎜onCarrier端 末

の7倍 の 性 能(4800*'一)

・ メ ー カに と らわ れ な ㊤ イ ン タ ー フ ェ ース 技 術 の 保

有

・U-1108のOS改 造UCC .EXEC作 成

FORTRANで2倍 ～5倍 能 力upし てい る

Oommuni恒tion・ データ伝 送 に あ った全 デ ジタル伝 送 を 目指 してい る

マイ ク ロ回線 網建 設 計画

図8・5・1
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Domestic

Gomputer

Utility

Network

口Computer

Utility

Centers

OCOPE
Centers

◆

■

UCO

International

Facilities

図8.5.2
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現在UCCはUNIVAC-1108(21シ ス テ ム).IBM-560(156シ ス テ ム),

HoneyweI1(12シ ステ ム).GE(5シ ス テム)と 大 量 のく・一 ドウェア を購入 し,オ ン ライ

ン ●リアル タ イム'バ ッチ処 理 とあ らゆる顧 客 の要 請 に応 ず るべ く .米 国,カ ナタ㌦ 英 国は も とよ リ

ドイ ツ.フ ランス.ほ か.ヨ 一 回プパ7カ 国,ア イル ラン ド,メ キ シ コ,ベ ネズ エ ラ等 全世 界に わ た

って活躍 してい る(図8.5.2)

新 しい伝 送網 と して話題 のDateranに よるデ ータ伝 送 網 のFCCに 対 す る申請 は,71年7月

に結 論 が で る見込 み との こ とでデ ィジ タル な伝 送 方式 を採 用 し.現 行 の伝送 路 の欠 点 を除 去 して第3

の通 信 会 社 とな る のだ と意 気盛 ん な もの が あ った。

2ユ ーテ ィ リテ ィ ・ネ ッ トワーク

2・1現 状

現 在 は図8.5.2の とおり,洛所 に セ ン タ を設 け.オ ン ライ ンに よb.サ ービス を提供 して いる。 なお こ

の外 に.メ キシ コ市に 新 し くセ ンタ を建 設 中 で ある。

亀

'

鷲

一一=二y-

RttmteBatch端 末

COPE

－ ∨一 ーー!

T8S端 末

110ボ ー

図8.5.5

各 セ ン タに あるU-1108を 中心 に,リ モ ー トパ プチ用 のCOPEシ ス テ ム及 びTSS用 の

FASBACシ ス テ ムが接 続 され てい る。

との よ うなUCCは ハ ー ド及 び ソ フ トの イン タ ーフ ェイス技 術 が特 徴 で あb
.そ れ は前述 のUGC

コン セプ トか ら発生 してい る
。

ltts.UCCは,機 器 の接 続,構 成 に おい て ある特定 メ ー カーの機 器毎 に購 入 し組 み 合せ るの では

な く,メ モ リ ー.デ ィス クの皿,プ リン ト機 構 な ど各 ユニ ヲ ト部 品毎 に一 番 よい もの を購 入
.再 構成

してい る7U"1108・PDP8・9で 部 品 だけ を取b替 え 信頼 度 を向 上 させ た例 が ある と

SystemDevelopmentDivisionのEquiptManagerが 述 べ て い た
。

◆

■

一502一
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2●2'Fasback(FullyAutomaticTimeShared'Batchand

ConversationalProces8ing) .。

Fasbackは 基 本 的 に は 標 準 の テ レ タ イ プ を 端 末 機 と して 使 用 す る 低 速 回 線 を 対 象 と して い る
。

セ ン タの 機 器 構 成 は;「(PDP-8)+(PDP-9)+大 型 プ 回生vサ 」 とい5ノ ・イ ラ ー-d『キ カ ル に

な っ てS'b、PDP-8が 通 信 回 線 と の イ ン タ ー フェイス を・.PDP"9が 会 話 処 理.入 力 デ ータ の 前 処

理 を受 け 持 つ,使 用 す る 言 語 は,COBOL,FORTRAN'IVT・-V,AI,GQL.BASIC,お よび 特 殊 な 言 語

CASHで あ る0

2・ ・5eOPE(Communicati'onOrientedProcessingEquipment)

COPEシ ス テ ム は ・コ ン ビ ・ 一 夕 ・ユ ーテ ・ リ テ ・ ・ネ ・ トワ ー ク の タ ー ミナ ル シ 巧 ム,通 信
ソ

制御 システ ム,周 辺 装置 制御 システ ムの総 称 で あ る。 と くにCOPEタ ー ミナルは 高速 の リモ ー ト ・

タ ーミナル と して開 発 され て お ク.カ ー ド ・リーダ.ラ イ ンプ リン タ
θコン トロ ーラな どか らなる。

COPEコ ン トロ ーラに は,セ ン トラル ・プ 目土vサ=.イ ンテ グ レ イテ ッ ド1/0マ ル テ ィプ レ

クサ ー ・.オペ レ ー タ ・コン トロール ・コン ソ ール,キ ーボ ー ド/プ リン タbよ び1Z288語 の コア

・メ モ リを含ん でい る。'

①通 信 イ ン タ ーフ ェイス は,完 全2重 の4800b/S,9600b/S .(電 話 回 線 用)と

10.eKb/S,14.OKb/Sお よび20.OKb!/S(同 軸 伝送)、 半2重 のダ イアル ・ア プ プ回 線に 対 す

る もの が ある。 これ らを任 意 に混 合 して50端 末 ま で結 合 可能 で ある。

COPEシ .リーズ の端 末機 の性 能 を下 に示 す。

TheCopeRemoteSystemTerminals

●

■

r

Wut/(htput
Cαmunications r㎏viceSpeeds Optiona1

Mode 仙ximum) Devices

FuIい

恥minaI Half COPE ,Reader 1ヤinter 随xi皿m Magnetic Other
乃pe 1㎏Dlex M・de'C・ 耳M L.P鉱 ㎞ry Phnch 霞pes 脱vices

C.50
'ATT'

201嬢
No「 200 240 4K Yes 品

品 凡

C.32 NO Yes;! 200 360 4K Yes 畑 馳

C.34 q)tion Yes
i

500 560 8K 撫 Yes Yes

C.56 qption YesI 300 480 8K Yes Yes Yes

C.58 Cbti㎝ Yesl .600 480 8K Yes Ybs Yεs

C.41 Qption
…Yes

:
600 1250 12K Yεs 悔 悔

`

C.45 qption Yes, 1,500 1250 12K Yes お ㌔
1

表8.5.t
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2・4将 来 の構 想

現 在 各tン タに あ るfileを 集 中 す る ことを考 え てい る(CornmonDataBase)

これ がDATRANネ プ トワー ク建 設 の1つ の理 由で あ る。 ま たセ ンタ間 を図 の ように結 ぶ と.3時

間 の時間 差 を有 効 に活 用 し,コ ン ピュ ータ ・パ ワ ーを融通 し合 うこ とが で きる。 現 在業 務 の90%は

午 前8時 ～ 午 后5時(PrimeShift)に 行 なわ れ てい る。

"

`

■

/
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1-一 一一 一 ・鴫 差
」
〔

■

SF

1

回

CHI

DATA

BASE

「⇒

NY・

図8.5.4

UCCは,各 セ ン タに2台 目U-1108を 設 置 しよ うと してい る。 そ の場合 の機 器間 の接 続 は,

図 の よ うに なる。 前述 の二 つ が実 現 した と き本 当 の意 味 の コン ピュ ータ ・ユ ーテ ィ リテ ィが実 現 す る

と考 え てい る。

●

●

メモ リー メモ リー

65K65K

メモリ

65K

図8.5.5

3Datranに よる デ ジ タル通 信網 の建 設

UCCの 子 会 社DatranがFCCに 申請 した マ イク ロ ウェ ーブ網 の建 設 は71年7月 ま でに 回

答 が判 明 す る と語 り.そ の許可 を確信 してい る よ うに 感 じた。

申請 の伝 送路 は,サ ン フ ラン シス コ ー フェニ ックス ー(未 定)・ 一ア トラ ンタ ー東 海岸 にわ た り,許

可 後2年 間 で3億8千 万 ドル を建設 費 と して投 じ完 成 す る との ことで あ った。'

この通 信網 は,デ ィジ タル な通 信 の 専用 で あ りs・一一般 に も使 用 させ,第3の コモ ン ・キ ャ リヤ ーを

目指 す とい う意 気 ごみ を示 してい た。 デ ィジ タル な通 信 路 を計 画 す るに至 っ た理 由 と しては.高 伝送

速度 の必 要 とデ ィジ タル ーアナ ログ変換 の除 去 に よる経 済性 が あげ られ た。 しか し伝 送 速度 にっ い て

例示 した のは14.4Kb/Sで ある。

4.ソ フ トウェア

UCCソ フ トは,ComputerUtili.tyと い う考 え 方に も とつ い て}す なわ ち顧 客の

欲す る よ うな ものを作 成 して い る。 それ を実行 す る ため に,各 分 野 の エ キスパ ー トをス カ ウ トじてお

り,ま た各 分野 で成 功 した特 徴 の あ る会 社 を 合併 とい う手 段 をつ か っ て才能 の ある もの を集 め てい る。

OSlanguageprocessorに っ い て輝 処 理 または市場 開 拓(IBMユ ーザ の獲得)が

行 なえ る よ うに してい る。即 ち;

U-1108のOS/EXEC－ 皿 を改 造 し,FORTRA .Nベ ース で能 力 を2倍 以.上に してい る。

一505一
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とれ には1日 に1200～1500JOBを 行 な うこ とを 目的 と し,Overheadtimeを 徹 底

的に 減 らす よ うに努 め た。 ζれ に は1年 で125人 を 費 し,大 改 造 を行 ないUCCEXEC.を 作

っ た。

COBOL4.5に お・い ては,100%IBMCompatibleで あ り.コ ンパ イル時 間 でIBM

560/65の6～24倍 のス ピ ー ドの ある もの を作 って い る。 これ はIBMCOBOL市 場 を狙

い.デ バ ッグ をRemoteBatchでUCCの システ ムを っ くらせ よ うとい うも・の で あるdリ リ

ニ スは2月 第4週 の 予 定 との こ とで あ った。)

5市 場 につ い て

(1)現 在UCCで は,ソ フ トウ ェアの マ ～ケPtト を,次 図 の よ うに考 え て い る。

ScientificEngineering

CommerciaIDataProcessing

図8.5.7-一 一■1シ フ ト90%集 中 一一一

●

τ

す なわ ちCDPに おい ては応 答 時 間 が遅 くて よ くしか も1シ フ トに ピークが 集 中す る ものに 関

しては,前 述 の よ うに時 差 を利 用す る処理CommonDataBaseが 有 効 に な るで あ ろ う。

なお,セ ン タの運 用 を考 え る と,運 用 コス トは$105,000/1台 に 対 し$155,000/2

台 で ある。 こ こに もNetVi'erk.の 意味 が 見 出され る。

(2)IBMSystem5は2～3年 の うちに20,000台 は 出荷 さ れ る とUCCは 見 込 ん で前述

のUOCUniversalInterfaceを 現 在 つ くって い る。

6そ の他(質 問回答 な ど)

(1)デ ジ タル通 信網 の狙 い(補 足)

① 接 続 ま でに要 す る時 間 が短 い(5秒)。

② 最 低課 金時 間 を短 くす る。(現 在5分 を6秒 へ)

⑧ 低 料 金

② 通 信 回 線料 金 とTSSの 関係

UCCはATTの 現 料 金 の もとで も.UCCのTSSは 企業 自体 の行 な うinhouseの シ

ス テ ム ど←;分競 争 で きる。

(3)ア メ リ カの景 気

70年12月 ～71年1月 初 めが.景 気 の底 で.71年 は上 向 きに推移 す る で あろ う。UCC

の 収入 は68年,69年 ほ どの 伸 びは,期 待 で きない。

第3四 半期 は,初 め ての赤 字 で あ った。 全 体 と して70年 は 停滞 の年 と考 え てい る。

(4)IBM570等 新機 種 の影 響 は 少 ない とみ て い る。

(5)研 究 部門 で購 入 し端 末機 と して検 討 中 の イ ンク ・ジェ ッ トプ リンタ をみ たが,非 常 に音 が小 さ

く小型 で ある こ とが 注 目され る。 しか し複 写 の とれ ない こ とは欠 点 で ある。

`'3・07一



8・6Carnegie-MellonUhiversity

調 査 先Carnegie-MelIonUniversity

所 在 地Pittsburgh,Pennsylvania15215

調 査 年 月 日1971年3月1日

面接者

調 査 者

1.概 要

Carnegie-MellonUniversityは.コ ンピュ ータ関係 の教 育,と くにMIS等 の事 務

的分 野 に特 色 を もつ 大学 で ある。 また.ARPA計 画 に よる コン ビュ ー・一夕 ・ネPtト ワ ークに も参加 し

て,そ の研 究 も進 め てい る。

前者 につvaて は,ト ヲプ ・マ ネ ージ メ ン トを対 象 とす る9週 間 の訓練 コ ース.社 会 に 密着 した問題

の と り上 げ方 を して い る ビジ ネス ゲ ームな どの説 明 が あ った。

後者 につ い ては 、全 くの実験 的段 階 で あ り,ア イデ アが正 しいか 否 か を含 め,今 後 の 問題 との こ と

で あっ た。

セ ンタ施 設 の見学 に当 っては,学 生 の コ.ンピュ 一 夕使 用可 能 時間 の豊 富 な こ とが 目をひい た。

2コ ン ピ ュ ータ関 係 の 活動機 構
●

2・1機 構 図

Mr.RichardL.VonHorn(AssociateDeanofGraduate

SchoolofIndustrialAdmini-

stration)

Mr.C.GordonBelI.(AssociateProfessorofComputer

ScienceandElectrica1玉 】ngineering)

Mr.RonaIdM.Rut.1edy(DirectorofComputationCenter)

林 、桜 井,荒 津,伊 藤.細 川,野 上.境

1・.M.U.

、

GradllateSchooI

ofIndustrial

Administration

SchoolofScience Computation

Center

ComputerScience

`

●

宮

Department

図8.6.1
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2・2GraduateSchoolの 研 究 活 動

主 と し て.ア プ リ ケ ー シ ョ ンに 関 す る 研 究 活 動 で あ っ て.MIS

端 的 活 動 を行 な っ て い る 。

2・3

1)

2)

3)

4)

,TSSに よるOAIの 分野 の 先

ComputerScienceDepartmentの 研 究 活 動

NetworkofOomputer

Language

EquipmentDesign

Simulation

以 上 の 分 野 に わ た っ て い るが,一 番 力 を 注 い で い る の はComputerNetworksで あ り㍉ コ

ン ピ ュ ー タ の 接 続 に お い て ネ ッ トワ ー ク の 可 能 性 の 限 界 な どの 研 究 で あ る 。

2・4ComputerCenterの 研 究 活 動

現 在,IBM360/67,ユ ニ パ ッ グ1108各 一一台 を持 ち,TSSに 関 す る研 究 を 主 と して い

る。

IBM560/67TSS用

U-1108パ ッチ 処 理 用

3.CMUのMIS教 育(GradttateSchoo1)

5。1CMUの 教 育 は,シ ス テ ム ・ア ナ リス トや シ ス テ ム 設 計 の 専 門 家 の 育 成 が 目的 で は、な く,

コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て い か に 経 営 を 行 な うか が 狙 い で あ る。

MISコ ース の 一 例

1)

2)

3)

4)

5。2

対 象は マス タ ー ・コ ース の学 生 で

一 トし高度 の競 争 的 条件 の も とで トププ レペ ル の方 針決 定 を経 験 させ る。1チ ー・一ムは4～5名,4産

業12チ ームに わか れ,各 チ ームが企 業 の トッ プ 。ス タ ッフ と して活動 す る。

ゲ ームは第2,3,4の 学 期 に行 なわ れ る。 各 チ"ム は報告 書 を教 授 と学 外 の エグ ゼグ テ ィプか ら

構 成 す る指導委 員 会 に提 出す る。方 針決 定 は,価 格,料 金,材 料 の発注.雇 傭,超 勤.投 資,工 場 の

建 設.新 製 品の導 入,広 告等 広 い範 囲 に わ た る。経 済 的環 境 は.ゲ ーム調整 者 と競争 会 社 に より作 ら

れ,ま た実 際 の労 働組 合 の ユ ニオ ン,銀 行 の貸 出係 との接触,法 律的 紛争 を聞 く特 別 の法 廷 も ある。

5。5ProgramforExecutives

実社 会 の トップマ ネ ージ メ ン トを対 象 と した もの で,9週 間行 なわ れ る。 現在50数 名 が参 加 して

いる。

内容 は 最 初 の5週 間 講 議

SimulationTechniques

InformationProcessingSystem

ManagementInfbrmationSystemDesign

SeminoronInformationRetrieval

ManagementGame ,

,コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る 実 践 教 育 で あ る 。 主 要 産 業 を シ ュ ミ レ
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っ ぎの3週 間 自由研 究

最 後 の 〃 ま とめ か らな り,

講師 は 大学 のほ かに,有 名会 社 の ㌧ プが参 加す る。

3・4SystemEngineer.SystemAnalyst教 育

将 来,シ ス テ ム ・エ ン ジニ ヤ 、シス テ ム ・ア ナ リス ト等 に 多 くの人間 が必 要 とな るの で.低 コス ト

の教 育 が必 要 で あ ヵ,こ れ に備 え て の研 究 を行 な ってい る。 自分 のパ ヲク ・グ ラ ウン ドを入 力 し.コ

ン ピュ ー タか ら勉強 法に つ い て指示 を得 る シス テ ムにつ い て,プ ログ ラムを現 在研 究 中 で,IBM.

フ ォ ー ド財 団 か ら資 金援 助が 来 て い る。

4.MISの 発 展 段階 に つ い て

米 国 のMISの 発展 は 下記 の5段 階 に分類 され る 。

表8.6.1

ア プ リケ ー シ ョ ン の 内 容

(り 最近の動向 a)CapitalInvestment Attention

cropManagement) b)CorporateSimulation
Directing

System

c)EconomicMode1

(2)Operations a)ProductionContro1

(1965～1969) b)InventoryControl

c)SalesForecasting

d)FirユancialContro1

(3)StandardData a)Payroll

Processing b)Accounting

(ig65頃 ま で) c)Perso旦alRecords

4・1最 近 の動 向

(a)AttentionDirectingSystem;
』ト

ヲ プが ど こに注 目すぺ きか を指示 す る シス テム。 非 常に・困難 は あ るが取 り組 ん で い る。

(b)市 場 が 例 え ば10%成 長 した ら,自 分 の会 社 は ど うす べ きか を プ ログ ラムに よb出 す もの な

ど。(従 来 は たん に 指数 平 均法.移 動 平 均法 の プロ グ ラム)

(c)Combiningforecastingmodels'が 特 に発達 し,多 くの要 素 を入 れ て予 測す

る ように変 わ っ て きてい る。'

(d)ト ブプが 直接 コ ン ビュ ー・一夕を ア ク セスす る のは.現 在 まだ成 功 してい ない が.将 来 はそ の よ

うに な る で あろ う。
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5コ ン ピュ ータ ・ネ プ トワ ーク

5・1コ ン ピュeタ ・ネ プ トワ ーク

コ ンピュ 一夕 ・ネ ッ トワ ーク と呼ば れ る ものに は.

a)ロ ーカル な もの

b)ARPAに 代表 され る地 域 的 な拡 が りを もつ もの

とが あ る。

ARPAの ネ ッ トワ ーク の研 究に は.C.M.U.も 参加 してい るわ けで あるが,ARPAは

lordaharingを 狙 っては い ない。 ア イデ アが正 しい か ど うか を決 める研 究 段階 に あ り.経

済 的 に成立 す る か ど うか等 につ い ては 未 だ相 当先 の 問題 で あ る との見解 で あっ た。

5。2CMUの コン ピュ ータ ・ネ ッ トワ ーク研 究 フ'ロジ ェ ク ト

(1)制 限 され た 目的 の ネ ッ ト ・ワ ーク;

PLN(PurposelyLimitedNetwork)

C.M.U.で は一 つ の初歩 的 ネ ッFワ ーク を建 設 中 で ある。 そ の狙 い は,経 .験を積 み この プ

ロジ ェク トの他 の フェ ース(分 野 ・部 分)の 資料 を得 る こ とで あ り.汎 用 目的 の もの では な い。

しか し.あ る種 のハ ー ドウェ ア の イン タ フ ェ ース 設計 や,疑 似負 荷 に よる システ ム動作 の研

究 には 適 当 な もの で ある。

そ の機器 構成 は,PDP-10(C10)2台 をハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピュ ー タ(ch)と し,

PDP-8(C8)1台 をメ ッセ ージ 。コン セン トレ ータ と し,PDP-8(C8TS)1台

を タ イム ・シ ェア で接 続 す る もの で ある。 機械 の接 続 を図 に示 す。

C・hybrid

/

■

●

T

C10C10

/NM、(fi1。)/

C8TS

l＼Ms(fi1・)
T

1

C8

T

l

Interconnectionofcomputers.

図8.6.2
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⇔

②NetworkInformationTransmissionResearch

ネ ッ ト ワ ー ク は,一 つ の 場 所 か ら他 の 一 つ の 場 所 へ 物 を移 す 一 つ の 構 造 で あ る 。 情報 ネ ッ ト

ワ_ク は.情 報 を 運 ぶ 点 で 他 の ネ ッ ト ワ ー ク と似 た 点 を持 っ て い る 。 す な わ ち'送 水 や 送 油 の

パ イ プ は 連 続 的 な 輸 送 で あ っ て 送 ら れ る 実 体 は 行 先 指 定 が な く,タ ン カ ーや タ ン ク 車 に よる 輸

送 で は 不 連 続 で あ る が 行 先 指 定 が あ る 。 情 報 ネ プ トワ ー ク で は 不 連 続 だ が 行 先 が 明 確 に され

た 商 品 を 運 ぶ 。 同 様 な ネ プ トワ ー ク と し ては,ト ラ ッ ク輸 送 ・郵 便 ・電 話 な どが あ る。

電 話 網 と コ ン ピ ュ ー タ 。ネ ッ トワ ー ク で は い くつ か の 点 で か な り異 な っ て い る 。 電 話 網 は 数

オ ーダ 規 模 が 大 き く.電 話 網 の 重 要 な 部 分 は ス イ プチ ン グ と ル ーチ ング に 関 係 す る 。 コ ン ビ`

一 夕 ・ネ プ トワ ー ク で は.し は しば コ ン ピ ュ ー タ の 情報 ル ー チ ン グ(ま た は ス イ ッチ ン グ)に

よ っ て 固 定 した 構 造 と な っ て い る 。 他 の 一 つ の 差 異 は コ ン ピ ュ ー タ に 必 要 な よ り広 い 範 囲 の デ

ー タ伝 送 速 度 で あ る 。 これ を 表 に 示 す 。

TerminalData-rate(inbits/sec)

typewriter-110～500

scope1200～2000

1ine-printer/1400～10,000

card-reader

レ

●

表8・6・2

Link,

asynchronOUS

(verylowspeed)

asynchronous

(1・wspeed)

lowspeed

・y・ ・h・ ・
、n・us

mediumspeed

synchronous

highspeed

synchronous^

veryhighspeed

synchronous

0～300

500～2000

2400

2400～10,0DO

5
40.8,50,230,460×10

61
.5×10

InformationCarrying

Terminal●andLinks

`♪

Capacitiesof

◎
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これ ら端 末 の リン クの各 々は.情 報quanta(メ プ七 一ジ と呼ばれ る)を 処理 す るの で ・

重 要 な特性 は メ ッセ ー ジの長 さ.お よび相 当す る遅 延 で あ る。 図に メ ブ七 一ジ伝送 時 間 対 メ ッ

セ ージの長 さ を種 々の デ ←タ促 進 度 につ い て プ ロッ トし,種 々の仕 事 につ い て受 容 で きるパ フ

ォ ーマ ンス を示 した。 ・・…,・・

、 frpmtind

100e

{25伽bb■)
tpeoe(anxso)10:cnxso,tteww'tO)

10P旬"

Figure15Responsetime(t.r.}v8.lnformationTransferred(i.m.}

forvariousSpeedlines(r:i.}

図8・6・3

■

●

ネ ヲ トワ ークは,運 ばれ る トラ フ ィッ クに 注 目 した理 論 的 ネ ッ トワ ーク と多数 の変 形 が あ る

実 際 の物理 的 ネ プ トワ ークの間 の差 を考 え なが ら解 析され なけれ ば な らない。 理 論的 なネ ッ ト

ワークは フ ロー ・,マト リクス で示 す こ とが で き る。

ネ ッ トワ ークの解 析 に使 う方法 は 必ず し も新 しい ものでは ない。平 均 値 を使 用 した リニヤ ー

・プ ログ ラ ミング.待 ち合 わ せ理 論 な どt。

それ ぞれ 有 用 で,シミュ レ ーシ ョ ンは最 終

的 段 階 に特 に有 用 で あ る。

・,。Ac1C、 砺 ・・

C1 一 2 3 4

'C
2 0 一 0 0

α 1 0 一 '0

α 0 2 0 H

図8.6.4
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(5)ControlStructureResearch

ジ ョブの実 行 は一 般に 数 個 の機 能 の実 施(す なわ ち,数 個 の プ ロセス の活動)を 必要 とす る。

プ ロセス は コマ ン ドに よっ て活 性 化 され,も しもPiがPjヘ コマ ン ドを出す と き.我 々は.プ

ロセスPiは プ ロセスPjを 支配 す る とい う。 この支配 の概 念 は プ ロセスに 関係 す る ノ ー ドを

示 した グ ラ フで明確 に表 わ され る。 プ ロ セスPiか ら プ ロセスPjへ の 弧 はPiがPjへ 出

す コマ ン ドの充 実 したサ ブ セ ッ トを表わ す。

制御 構 造 の一 つ の例 と して.主 コ ン ピュ ー タ(C1)と 二 つの 従属 コ ン ピュ ー タ(C2お よ

びC3)か らな る一つ の簡 単 なネ ッ トワーク を想定 してみ よう。 条件 は,① エデ ィテ ィン グは

CtとC2の 上 に のみ生 ず る。② 従属 コ ン ピュ ータの どち ら もFORTRANジ ョブを実 行 で き

る。 ③ 全 ての フ ァイルは 主 コ ンピ ュ ータを通 して のみ ア ク セス 、(または蓄 積)さ れ る。

プ ロセス は次 の よ うに表 示 す る。

CLIl

Ftn2お よびFtn5

Ed1〃Ed2

Fet

Sto

関 連 の コ マ ン ドはrun

run

お・よび

Fortran

editor

fetch

stnre

コ マ ン ド言 語 イ ン タ ー プ リ ン タ(Clの み)

FORTRAN(C2お ・よ びC3)

エ デ ィ タ(Clむ よびC2)

フ ァ イル を と っ て くる 。(Cd)

フ ァ イ ル を 蓄 積 す る 。(Cl)

;RF(file)

;RE(file)

afile;F(file)

afile;S(file)

頁

㌃,

/RE/

CLI1/(邸

⑭⇔ 乙/

■

■

図8.6.5

この簡 単 な ネ ッ トワーク の可能 な制御 構造 は.図 に 示 ナ よ うな もの か も しれ ない。 とれ は ま

た 次 の接続 マ トリス クで も表 わ され る。
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4

CLI1 Ed1 Fet1 Sto1 Ed2 Ftn2 Ftn5

CLI1 0 RE 0 0 RE RF RF

Ed1 0 0 F S 0 0 0

Fet1 0 0 0 0 0 0 0

Sto1 0 0 0 0 0 0 0

Ed2 0 o F S 0 0 0

Ftn2 0 0 F S 0 0 0

Ftn3 0 0 F S 0 0 0

5・5現 在 のCMUの コン ピュ ータ構 成

表8.6.5

1PDP-io

IMP

■

,

＼
●タイプライター1

>×20
・デ・スル づ

DISK

ARPA

PDP-10

パッチ用

1108

Speech PDP-1{

(}raphic PDP・-11

Vision PDP-11

PDP-8

PDP-11

電 話線360/67

TSS用

Prinston

大 学

小規模の
TSS

560/67

プ ログ ラム ・シェ ア

の研 究 の ため

Ocnputation

図8.6.6(le・ter

6そ の他

ソ フ トウェアの価 格 分離 にっ い て

ソ フ トウェアに つい て.ソ フ トウェア会 社 は十 分 の知 識 が ない か ら,メ ーカの主 体性 は これ まで と

大 き く変 わ らない で あろ うとの 見解 で あ った 。
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8・71nteractiveDataCorporation

調 査 先InteractiveDataCorporation

所 在 地48bT・tt・ ⇒ ・dR・adW・1th・mMassa
.chuse"sO2154・

調 査 年,f]日1971年5丹2日

面 接 者Mr.JosephJ.Ga1(ChairmanandChiefExecutivcOfficer)

調 査 若 林,桜 井,荒 津,伊 藤,細 川,野 上.境

1.概 要

IDCは,1968年12月 にComputerCommunicat輌onCenterとInteractive

DataServiceDivisionofWhiteWeld&Oo.の 合 併 で 創 設 さ れ た 。 現 在 の

従 業 員 は,160入 で あ る 。

こ の 会 社 の 特 徴 は 財 務 関 係 の ア プ リケ ー シ ョ ン で そ の 主 な も の は 次 の とお り で あ る 。

AnalystiCS

Xport

Cobug

－ 般 の 科 学 計 算 も行kっ てい る が,収 入 の2/5は 上 記 の 事 務 財 務 関 係 で あ る 。

2Analystics(財 務 サ ー ビ ス)
■

Analysticsは ピIbcの 財 務生産 物 を セ ッ トした もの で大量 の デ ータの迅 速iア ク セスに よ

h投 資 機 関に サービス し,ま た迅速 正 確 な数 学 的 解 析の手段 を与 え る こ とが で き ・一 つ の大'きなオ ン

ライ ン財 務 デ ータ ・ペ ース と完全 なF。rtran能 力 と.投 資関 係 プ ログ ラム と,FFL(Fil'rs.'t

FinancialLanguage)か らな る。

2・1Analysticsの 機 能

Analysticsの 加入 者 は,(a)タ イム リーな デ ー タを速 やか に ア クセス し(b)簡単 な計算 か ら複雑

な数学 的 計 算 ま で広 い範 囲 の デ ー タ解 析を行 な う。(c)=L－ ザが 指定 した領域 に つい て,ど の会 社 が満

足 し,ま たは 不満 足 か を映 し出す。(d)デ ィス プ レ イは読 みや すい様 式 で柔軟 なバ ラエ テ ィが あ る。(e)

有価 証券 目録 の毎 分 ご との報告 を得 る。

A。 。iy、ti。 、 眠 たユ ーザ 朗 の デ ータを 〃 ライ ンで離 し 溶 易vaeの デ ー・ ・価 齢 よ 『

び そ の他 の利 用可 能 左公 的 デ ー タを使 い積上 げ計 算 を行 な う。

2・2デ ー タ 。ベ ース

このデ ーータ ・ベ ースは 現 在 次の 情報 か ら成 り立 ってい る。100の 公益 事 業 と1800の 企 業 に つ

い て.バ ランス シ ・・Fか らの60の 年 間 項 目,収 入記 述,過 去20年 間 のCompanyratio。

1800の 企業 につ い て,16の 財 務4半 期 項 目,お よび過去5年 間 の月 ご との価格K報 。

ニ ュ ー ヨーク証 券 取 引所 の全共通 株,ア メ リ カ証券 取 引所 の 全共通 株 パ800の 店 頭 株 に つい て.

毎 日の価 格 と量.(そ れ が適 当 な場 合),資 本 の変 化を反 映 す る分割 指数 。

次 のマ ーケ ッ ト指数 に つ い て毎 日の 情報
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ニュ ー ヨーク証 券 取 引所

ア メ リカ 〃

ダ ウ ・ジ ョ ウンズIndustrials

〃Utilities

〃PailS

StandardandPoor425

価 格 と量 情報は 毎 日更 新 され,年,四 半期 情報 は毎 週更 新 され る。週.月,四 半 期 の経 済 時 シ リ

ーズ は追 加 され .新 財務 デ ー タは,利 用可 能 に な るに従 い組 み 入 れ られ る。

2・3FFI、(AnalysticsLanguage)

FFLは,財 務分 析者,有 価 証 券管 理 者,お よひ コ ン ピュ ー タ未経 験者 を対 象 と し作 成 され た。 こ

の言 語 を使 っ て,分 析者 は直 接通 信 し,容 易に検 索 し.分 析計 算 し,財 務 デ ータを デ ィス プ レイで

き.結 果 を容 易 に読 め る形 に 印刷 でき る。 この言語 の習得 は1日 以 内 の短時 間 でで き.容 易 に使 用 で

きる。会 社 は.そ の証券 取 引 シ ンボ ル で問合 わ さ れ,1株 当bの 売b上 げ,総 費 用,所 得 税 は,そ れ

ぞれEPS,CEXP,ITAXに よb,問 合 わせ が され る。特 定 の 日のClosingPriceを

得 るに は(例May.1,1969),ユ ーザはCPRC,Y69,M5,Dlと タイ プす る。 も う一つ

例 を あげ る と,EPS.GRW(Y65.Y64,Y65.Y66,Y67.Y68)が1963～

1968年 の間 の1株 当bの 売上 げ の対数 直線最 少 自乗成 長 率 を作成 す る。

このFFI,を 使 っ て.ユ ーザは 特定 の条 件 が 満足 され るか 否 か をみ るた め結 果 をス ク リ ーンに 出す

こ とが で き,容 易 に指定 の統 計 的 函数 を得 る こ とが で きる。 平均 統計,成 長 率 等 の 出力様 式 を 制御 し

広 い範囲 の様 式 を得 る こ と声 で きる。

加 入者 が,FORTRANの 知識 を持 つ とき,IDCで 開発 したGRABル ーテ ィンに よ り,

FORTRANを 使 用 し複雑 な仕 事 をさせ る こ とが で き.そ の結果 も グ ラフ 出力 が 可能 で ある。

5XPORT

XPORTはTSSの オ ン ・ライ ン有価 証 券 目録 評価 シス テ ム で以 前 に は.TOPAXと 称 してい た

サ ービス で ある。 デ ータ 。ベ ースに は毎 日4,500の 株 の価 格 を維持 更新 して いるが,こ の中 には,

=ユ ーヨ ーク証 券取 引 所.ア メ リカ証 券 取 引所 の 全 て の株 と,1800の 店 頭 株 を含 んで い る。

か くして,有 価証 券 目録 の 評価 と報 告 は 〔 一ケ プ トの 閉店 後 ご く短 時間 に可 能 で あ る。 ユ ーザは,

ま た,デ ータ ・ペ ース 内 では,利 用 で きない私 的 情報 をいれ る こ ともで き る。

(a)Quick-TimeResponseforCompleteand日Mini・Report.40

Securitiesを 含 む 平均 の詳細 報告 は,高 速 プ リンタで2分 以 内 に 打 ち 出され る。 オ プシ ョ

ンでは 管理 者 の端末 に15分 以 内 に同 じ報 告 が打 ち 出され る。 この他.速 報(eミ ニ.レ ポ ー ト)

を打 ち 出す こ とが でき,個 々の株 価 に つ い て.数 秒以 内に 管理 者 は生 きた 情報 を入 手 し,電 話 に

よる客 の質 問 に答 え 、売 買 の決定 を助 け る こ とが で きる。

(b)コ マ ン ド

XPORTに は.更 新,蓄 積.編 集,デ ィス プ レイ,bond,株 価 報告 に 使 う12の 簡単 な コ'
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マ ン ドが ある。(例;S肌L株 が 売れ た とき,そ の他,BUY,Display.ADDな ど)。

情報 が トランザ ク シ ョン と調 和 しない ときは,エ ラ ー ・メ ッセ ージが 出 るの で完 全正確 さが保 証

され る。

(c)Tailor-MadeReport

XPORTは 通 常 の 情報 の ほか,特 注 に よる手 直 ししたサ ・・ビス も提 供可 能 で あ る。

(d)数 百 端末 が可 能.現 在 大銀 行20社 の うち15社.生 命保 険 等 の投 資機 関 が加 入 してい る。

4COBUG

COBUGはIBM360シ リーズの プ ログ ラマの た めの デバ ッグ用 語 で.IBMで や る より も5

～5倍 の早 さで で きる もので9ヵ 月 前に サ ービス を開始 した。 料 金は1時 間 当b約30ド ルで ある。

内容 と して.COBOL-F,.ANSCOBOL,ISAM,な どを含 ん でい る。

5機 器 とサ ービス 範 囲

コ ン ピュ ータ セ ンタは ボ ス トンお よびサ ン フラ ンシス コに あ り.そ れ ぞれIBM560/67の2

台,1台 を設置 して いる。 サ ービス エ リアは 、サ ンフ ラン シス コ.ロ ス ア ンゼル ス,シ カ ゴ,ピ ッ ツ

バ ーグ,フ ィラデル フ ィア,ハ ー トボ ー ド.ニ ュ ー ヨーク で あ る。

A

ぜ

、

サ ン フ ラジ シス コ ボ ス トン

客 電話線

凶
、専用 線32回 線

図
1甑

Ｔ

Data

Base
Na2

図8.7.1
ボス トンでの構成

端 末 機 の 伝 送 速 度 は300ボ ー

150〃

110〃 』;.'

6そ の 他..,lt、 ・・ ■'J-・'、-一 ・・'

。 通 信 回 線 の 料 金 に つ い て の 質 問 に 対 し

ボ ス,。 一一一京 間 の,2回 線 の 月 当 畑 繊 は ・ ・,…$で,・ ン ピa－ 夕 ・ ス トの1/・

で あ り気 に な らな い 。 む し ろ,専 用 線 と一 般 の 交 換 電 話 線 の 接 続 が 日本 で 認 め られ て い な い 点

が 重 大 で あ る と強 調 し た 。

。 デrタ ペ ース の た め の 情報 は.ニ ュ ー ヨ ー ク ワア メ リ カ証 券 取 引 所 や メ ル リ リ ンチ 証 券 会 社i

StandardPporS・ な ど か ら提 供 を 受 け て い る 。. ,

・TSSの 見 通 し に つ い て

景 気 は71年2月 頃 よb上 昇 に 移b・,'TerminalInformationSystemの マ ー ケ

ッ トは.年 間 売b上 げ が,2,000M$に な る 年 が1975～1980年 の 間 に 来 る とい わ れ

てい る と語b.図 示 の よ うに 今 後BusinessUseが 上 昇 す る と話 し た 。

●

■
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げ
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BUSユneSS

75
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8・8WesternUnion

調 査 先TechnologyCenter.WesternUnion

所 在 地82MckeeDriver,Mahwah,NewJerseyO7430

調 査 年 月 日1971年3月5日

面接者

調査 者

1.概 要

Mahwahで は,MessageSwitchingお よびComputerCommunication関 係

の業 務 を行,乏っ てfO・り.約2,000人 の従 業員 が い る。

こ こでは,WUの 新 サ ー ビスSICOM,ORDERMATCH.MAILGRMお よびそ れ らの総 合 ネ ッ

トワ ークISCSの 現 状 と将 来 構 想 の説 明 を受 け た。WUの 他 にみ られ ない特 徴 は,設 計上 で障害 に

対 す る配慮 が 明確 に なされ,ま た運 用上 の 管理 も厳 し くな され てい る と思 われ た ことで ある。 か って

典 形 的斜 陽 と称 され,そ の後 不死 鳥,奇 跡 のWUと 云 わ れ る この企業 は,い まや活 気 にみ ち規 律 正 し

く職 員 は陽 気 に活 達に業 務 に従事 してい る よ うに 見 受け られ た。

2.事 業 所 の概 要

Mahwah事 業所 の従業 員 は約2,000人 でMessageSwitchingお よびComputer

Co㎜unication関 係 の業 務 縦 事 してい る。 コ ン ビ。 一握 に はISCSI(Information

SystemCommunicationService)・ お・よびSICOM(Securities

IndustrialCommunication)用 の ユニパ ック の コン ピュ ータが 設置 され てい た。

また 説 明の1部 で利'用Uヒ会議 室に はSICOM,ISCSの 毎 月 セ ン ター毎 の障 害 状況 が 表記 さ れ てい

た 。

5.ISCS

5・11SCSの 将 来 構想

ISCSは 現在 個別 に行 枇 れ「paるサーピxを総 合 ネジトワークに 収め,新 しい通 信 サ ー ビス を狙 い,か つ

設備 コス トの有 効 化 をは か ろ うと してい る と思 われ る。(基 本 的 には,メ ッセ ー ジ 、・ス イプチ ング で

ある。)

Mr.RobertG.Finney(Vice-1)resident)

Mr.S.Wernikoff(Directoradvancedtechnicalplanning

&engineeringoperation)

Mr.J.Walter

林,桜 井.荒 津.伊 藤.細 川,野 上.境
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A

Input

1

1975

MAILGRAM/PMS/TCCS Output'

TEI、EXN]i】TWORK

.

I

S

C

S

TELEXNETWORK

TWX ㎜.

DedicatedTelep孟inte 1㎞icatedteleprintetelelines

I)irectorized

INFO-COM

L

FA)(teleline

Agencies Class1 Classloffices

MaiIgram
PUblicQpi垣on

RegionalBlock-Oenter

.

「

Agencies MailgramSPOIS
.

・AUTOD叱N/ARS

GeneralPublic Centralized.

・・1・ph・n…p幽 TelephoneBureau . CentraIizedlrelephoneBureau

InternationaI

Carries

一 International

Interfaces

InternatiOnal

Interface

→ International

Carries

図8.8.1
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5・21SCSの 現 状(第1ス テPtプ)

(1)一 一 ・ウ ・ ア の ネ ・ ・ ワ ー ・ 回

PC

CCChicago 国
Sa:百 ㌧:FranciscoPCNew

PCCCCC

回
CC

CC

回TLX国 ㎜PLX

NetworkNetWorkNetwork

AtIanta

面]P,。cessi。gC。mp。ter

閲F。i1BackC。mp。,er

@一 一ーーー－C・m…ica・i・nC・m,・ ・er(u-4t8)

PLX;公 衆 電報 網

図8.8.2

(2)セ ンタ ーCPUの 機能

CCPC

－

工

(F,。ntE'。dC。mp。t。,)

図8.8.5

-322－

York

・ キャラクターアセンブ ル

・ コ ー ド/ス ピ ～ ド交 換

。 簡 単 な 方 向 指 定

etc

U-418皿

一

≦

・Storing

。Billingfunction

etc

U-418皿1

'

●

■

S

倉



●

ひ

(5)tr・ ・ビス 機 能 の ネ ッ ト ワ ～ ク

〈－TELEX－〉＼ ・肌 ・X

Releyto;Telex'TVVX'PMS'SPO〈 一
㎜
〕 〉

罵 憲「嶽 鴻 欝欝ご⑰
⑳/・N・ ・C・M

Releyto;

PMS,BookMessage

NigthlettersSPOは 実 験 段 階(elec .tricalmai1)

図8.8.4

3・31SCSの 第2ス テ ッ プ(ISCS-H)

(1)1972年ISCS-Hサ ー ビ ス の ネ ッ トワ"ク

[1'ELEXTEPE

－
/

ISCS-H

＼
telegraph

office

NewPMS

Netw.Ork

図 8.8.5

UNIVAC・-1108

㎜
、

＼
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(2)ISCS-Hの セン タ機 器構 成

㎜

Network

TLX

Network

INFO-COM

〃

PMS

〃

L寸 レ 「 L一 」一 ∫

COLMUXH(SCS)寧

ON-LINE

418-HI

151K

FALL

BACK

418一 皿

131K

BULK

CORE

2621〈

〃

262K

ON-LINE

418一 皿

BlK

〃

262K

国 ICS ICS

ON-LINE

1108

196K
}

ON-LINE

1108

196K

w

FALL

BACK

1108

Sy

Co

v

{196K
1

SPI,S

ONLINELINEPERIPHERAL

同
」

PERIP田 畑L}}・FF

い ラ・(

、

1 ll

(ド ラ・( ○

System

Console

●

戸

485DRUMS

1782〃

FASTRANDDRUMS

図8.8.6

亭

繊 は,図8・8・3に 示 した@用 と して.U-418皿 をオ ン ライン用va2セ,ト,胎 を

FALLBACKと しF・ ・n・END型VaeSく ・ 後 に 国 用 と し・,U・-11・82セ ・

トをオ ン ライ ン用 に,t台 をFALLBACK用 に設 置す る予 定 で あ る。通 信 回線 イン タ ー フェ

イスCOLMUXUは,現 在 新規 作 成 中 の もの で ある。
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4SICOM(SecuritiesIndttstrialCommunication)

証 券 情 報 サ ー ビ ス で あ り,証 券 投 資 家 の判 断 基 準 と な る 情 報 を.投 資 家 に 証 券 会 社(ブ ロ ー カ ー)

経 由 で 提 供 し よ う とい う もの で あ る。 図 示 す る と 、,次 の よ うに な る 。(3年 前 に 開 始)

OrderProcess'

STOCK

EXCHANGE
CUSTMER 叫BROKER

剖
SICOM

－F

∈1 ∈ ←

ExecuteProcess

図8.8.7

4・1SICOMの 機 能

・SharedM:essageSW
.System

。DedicatetoSecurity

Industry

・M』eetingtheSpeed

Reliability

Integrity

Validation

(多数証券会社を並列収容するので,自 社

スイプチング網は不要となる)

ekロ

ク

匙

■●ワ

e

ト

dコ　

ッ

W

ネ

n

の

oのス

M

t

O

a

10

N

S2●4

、◎

DALOODE

集信 装 置

LOWSPEED(75B)

26回 線

現 在;12bloker加 入

90,000件/2月 ・71

(200,000件/月 通 信 能 力)

ComputerCenter

(SICOM)

Wireroom

Exchange

fIoor

図8.8;8
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493SICOMの 機 器 構成

#1

DEL

CODE

寺26

FroutEnd

PrOcessor

4t811

64K

MeSSage

Processor

418皿

64K

'

FASTRAND

L_

FallBack

Processor

418■

64K

30

DRUM

⑨

1004

PUNCK

1004

Processof ○

、Front

図8.8.9

4・40RDERMATCH(SICOMの 追 加機能)

とれ はSICOMの 証 券 情報 交 換機 能 に 加 え,株 の売 買依頼 お よび成 約 情報 ・成 約 レポ ー トを付 加 し

たもの で あb,:最 近 サ ー ビス を開 始 した。現 在1 、2ブ ロ ーカが加 入 してい るbそ のた めにSICOMの

ハ ー ドウェ アに
,ORDERMATCH用 の コン ピュ ■ タを追 加 してい る。次 図 に示 す。

FalIBackEquipment

End及 びMessageProcessor双 方 に 使 用

す る。

ORDER

MATCH

Report&

.A¢ounting・Match

Cin3t・o[ter,・ Broker SICOM Stock

Exhange

㊨ 馳

FrontEnd MS(}. itching

1

File

Processor

4181i

0

圃
FASTRAND

'

SICOM ORDERMATCH

図8.8.fO

－526一



■

頃 .

ORDERMATCH用 のFILEProcessorで は 次 の 処 理 を 受 け も っ て い る。

・St'oreOrder

・PriceValidation

。MatdhExecution(FiFo)

・MatcllOrder/ExecutionMessage

・FiIeInquiry

。FileAdjustment

・FileMaintenance

5.Mail-gram

書 信電 報 を低 料 金化 した もの と してMailgramサ ービス を郵 政 省 と結 ん で実験 中 で あb,FCC

の認 可 を受 け よ う と してい る。 ～これ は テ レタイ プに よ りWUが 受信 したMassegeを 受信 者 の最 寄

bの 郵 便 局 ま でWUの ネ ッ トワークに よ り送b.そ こか らプ リン ト ・ア ウ トした もの を郵 送 す る もの

である。 セ7ル ス ポ イン トは低 料 金 で,Telegram(夜 間 で も配達 す る)のS/5を 予 定 し,対

象は1般 の会社 で ある。(図 次 ペ ージ)

機 械は ユニパ プク418を3台(1台 はfalIback用,1台 はFrontEnd)で ある。

6.WUの 保 守 態勢

WUで は,シ ス テ ムの設 計 のみ を行 な い,設 備 施 設 の保 守は 行 なわ ない。Computers

leasedLine,termina1は そ れぞ れ の メ ーカに保 守 を行 な わせ て い る。

保 守 に対 す る姿 勢 は上 述 の如 くで あっ たが,コ ン ピュ ー タセ ン タに は,WUの 設計 に な る

TeletypAnalyzerと 称 す る か な 力汎 用 的 な試験 装 置 が設 置 され てい た。 これ は チ ャ ンネ ル.

ス ピ ー ドセ レク トお よび コ ー ド単 位 を選 択 す る ロ 一夕 リース イ ヲチ.電 圧 電流 計.モ ニ タ ー プ リン ト

出力端 子 左 どを もつ もの で あっ た。

す なわ ち,WUで は基 本 的 態は そ の言 葉 の とtsbで あるが,難 しい システ ム的 な事 故 に対 しては.

そ れ な りの発 見手 段 鉛 よび施 設 を シス テ ムに組 み 入 れ てい る と思 われ る。
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〔Mailgramの テ ス ト文 〕 これ を封 筒 に い れ 郵 送 す る

一こ の 部 分 が 封 筒 の 透 明 窓 に 出 る

ISCSO3/05/71062MG21505901:22PESTシ

MGMSVCMAWA

ZCZCO60SUSPECTEDDUPLICATEPDMAHWAHNJ-→ く

ZIP66104

HAROLDH.HERRINGTON

5815GEORGIA

KANSASCITY.KS66104!

BT

TESTTES[VTEST

THISISATESTMESSAGEINANEWSERVICENOWBEINGTESTED

JOINTLYBYWESTERNUNIONANDTHEPOSTOFPIeEDEPARTMENT .

WEWOULDAPPREOIATEYOURCOOPERATIONINHELPINGUSEVALUATE

THISPROGRAMPLERSECOMPLETETHEFOLLOWINGITEMSANDRETURN

THISMESSAGEINTHEENCLOSEDPOSTAGE-FREEENVELOPE .THANK

YOU.

DATEOFDELIVERYg,.!re,ee:

IFTHISMESSAGEWASNOTRDCEIVEDONTHEDAYFOLLOWINGTHE

LATESHOWNINTHETOPLINE,ISITPOSSIBLETHATITCOULD

HAVEBEEND肌IVEREDPREVIOUSLYWITHOUTYOURKNOWLEDGE ,1.E.

YOUWEREONVACATIONORDIDNOTCHEσKYOURMAIL?

YES.....◆...NO.........

WASTHISMESSA(}EDELIVEREDTOTHEADDRESSABOVE? .........

ORFORWARDEDTOANEWADDRESS?...........(CHECI(ONE)

HOWWASTHISMESSAGED肌IVERED?(CHECKONE)

A.TOHOMEADDRESS?...■ ■...・

B.TOBUSINESSADDRESS?.. ....

C.PICKEDUPATPOSTOFFICE? ......

-528-
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MAILGRAMTESTCENT日R

NNNN

●

4

AeCEPTED

OOO60

MG

7そ の他

(1)WUの シス テ ムのOSは 全 てWU自 身 で開 発 した。

(2)フ ァク ス関係 は.現 在米 国 では あ まbの び て い ない。 そ れ は,次 の理 由 に よる。 ① コス ト高,

⑨ユ ーザ側 で適 当 な利 用法 が 解 らない.⑨ 品質 が よ くない 。

(5)EDPSの 利 用 に よるCommunicationは,米 国 では 現在学 ひ つつ ある段 階 で,今 後fO

年 の うちに利 用法 が 明 らかに な るで あろ う。

(4)IBMの ソ フ ト向 の価 格 分離 は,回 線.端 末 の広 範 な選 択 可能 に よb通 信 との結 びつ きで促進

す る で あろ う。

(5)DATACOMは,1音 声chを 低速 の多数chに 時 分 割 す る もの で ある。

(6)各 サ ー ビス の運 用状 況

実験 的段 階 の もの も含 め次 の とお りで あ る。

a)infocom

端 末数70416社

b)Sicom

端 末 数27815社 メ ッ セ ージ件 数56×105/伯

■

c)

d)

(7)TWXは1971・

ISCS

メッセ乙ジ件数 障害発生

(加 入者に影響)
ニ ュ ー ヨ ー ク20×1000

サンフランシス コ15×"

ア ト ラ ン タ16× 〃

シ カ ゴ19× 〃

MAILGRAM

稼 働 率99%が2月 に2回

メ ッ セ ー ジ4000件/月

4・1にATTか ら 吸 収 予 定

TWX110B8単 位

TeIex50B5単 位
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8・9Mckinsey&Company,Inc.

調 査 先 』Mckinsey&Company,Inc.

所 在 地245ParkAvenue.NewYork,N.Y.10017

調 査 年 月 日1971年5月4日

面 接 者Mr.HarveyGolub(Principa1)

Mr.DavidB.Hertz(Director)

調 査 者 林.桜 井.荒 津.伊 藤 、野 上.境

1概 要

Mckinsey&Company,Inc.は ト ッ プ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル テ ィ ン グ の 会 社 と し

て 世 界 最 大 と思 わ れ る 。 こ の 会 社 の コ ン サ ル タ ン トに あ た っ て の 基 本 的 方 針 と実 際 の 方 法 に つ い て 説

明 が あb,そ の 後,TSSの 動 向,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 役 割 に つ い て質 疑 を 行 な っ た 。

そ の 中 で

①TSSに1ユ ーザ で 数 シ ス テ ム加 入 し低 コ ス トに な る よ う使 い わ け る 。

② デ ー タベ ー ス の1律 集 中 は 誤 り で あ る 。

③ ミニ コ ン ピ ュ ー タ に つ い て の 特 異 な 見 解 左 ど が 述 べ られ た 。

2会 社 概 要

(1)組 織 等

トッ プ マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル テ ィ ン グ の会 社 と して 世 界 最 大 の もの で あ る と考 え て お り,

650人 の 専 門 的 コ ン サ ル タ ン トと,1 ,800人 の 従 業 員 を か か え て い る 。 世 界 各 国 に 合 わ せ て

17の 事 務 所 が あb,そ の 所 在 は 次 の とお り で あ る 。

ニ ュ ー ヨ ー ク ,ワ シ ン ト ン.ク リ ー ブ ラ ン ド,ロ ス ア ン ゼ ル ス.サ ン フ ラ ン シス コ,シ カ ゴ,

ト ロ ン ト.ロ ン ドン,パ リ,デ ュ ヲ セ ン ドル フ,ア ム ス テ ル ダ ム,チ ュ ー リ ッ ヒ,ミ ラ ン ド,

メ ル ボ ル ン,シ ドニ ー

日本 に は ま だ 正 式 の 事 務 所 は 認 め られ て い な い が す で に 活 動 を 始 め て い る 。

(2)コ ン サ ル タ ン トの 領 域 は 次 の と お りで あ る 。

Marketing

Operations&ProductionManagement

Goverment&PublicInstitutionManagement

Organization〃

Persone1〃

ManagementInformationSystem

ManagementofReserch&DeveIopment

CorporateStrategyandLongRangePlanning

SystemAnaly8is
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◆

4

⑲ 基 本 方針 と実行

(a)企 業 の トッ プに対 す る コ ンサル タン トをす る。

(b)そ れ ぞれ の会 社 の実 状 に基 い た解 析 をす る。

(・)Clea・&Sig・ifica・tRec・ ㎜ ・nd・ti・n・fA・ti・n

(d)Implementation

(e)秘 密 の厳 守

650人 の うち約100人 は パ ー トナ ー と呼ば れ,こ の会 社 を もって いる 。(持 株 制度)

外部 に は この会 社 を持 つ 人 はい ない

ま た別 会 社 は持 たず.全 て事 務 所 で ある。^㌔.

マ ネ ージ ングデ ィ レク タが事 務 所 の責任 者 で あb.少 な くと も1人 のパ ー トナ ～が 各 事務 所に

い る。

(4)ConsultingProcedure

(a)パ ー トナ ーが それ ぞ れ のJOBに 責任 を もつ'

(b)チ ーム編成 しJOBに 当 る。1～10人(平 均5人)

(c)顧 客側 に もClientteamを 作 らせ て活 用す る。

(d)コ ンサ ル タ ン トの期 間

国に よb差 が大 きい。(ラ テ ンア メ リカ.日 本 は 長 い)日 本 は最 低6ヵ 月 平 均1年

例 としてJALの 場 合 の説 明が あった。

し

equencyUS

:

;

|

:
|

:

US㎏ 外
1

|
{
11

|
}
| `

.

1
ろ69121518

Month

図8.9.1

5.質 疑 応 答

5・1TSS会 社 の 浮 沈 の 差 の 原 因 に つ い て

TSSの 性 質 上.会 社 間 の 差 は 少 な い 。PriceとMarketingの 差 で あ る 。(BASICと

FORTRA.Nが 主 力 でCOBOLは 稀)

した が っ て,ユ ニ ー ク な サ ー ビス と してQuickサ ー ビス.LowPriceslowresponse

等 も あ る 。

あ る会 社 は 大.小 のComputerを 有 し さ らに,数 種 のTSSサ ー ビ ス を 受 けCoStmi.nに な
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る よ うな 使い わ け を してい る。

5e.2ネ ッ トワ ークの大 小 に つい て

(a)中 心 化;CPUの 大 きい程 コス トパ フ ォーマ ンス が よい

(b)時 差 に よる ピ ークのず れ の活 用

(c)オ ーバ ヘ ッ ドが高 くな る ような ら分散 した方 が よい 。

通 信 コス トの問題 もある が,上 記5つ が より重 要 と思 う。

(時差 を活 用すれ ば通 信 コス トを補え る)

5・31BM370等 シ リ ーズ の影 響 につ い て

技 術 的 に革 命的 変化 は ない 。経 済性 が 高 ま った こ とに よ り.従 来 そ の面 での 制約 に よ り不可 能 とさ

れ た ものが可 能 に な った。

3・4デ ータ ・ベ ース の集 中に つ い て

2種 にJOBを 分け て考 え る。

(iL)interrelatedtransactionSys・

例airlinereservationdemanddepo8itesys.(小 切手 等の 口座 処 理)

全 てがAns.を 求め る 。他 の場 所 か らの入力 に よる変化 を知 る必 要が あ る。

decentralizationは 不 可能

(b)LooselyCoupledTransactionSys.

先 行 したcHangeを 知 る必 要 の な い もの も ほ
例MultiWarehouseinventorySys.お ・よ ひ,LibraryRetrieva1

他 のWarehouseの 変 化 は 知 る必 要 が な い 。

他 のWHに あ る か ど うか はContro1セ ン タ を介 して 他WHに 問 合 わ せ れttよ い 。

`

ControI

Center

Lobal

Database

図8.9.5

「般にはこの範囲にある

very

図8・9・2tight

(1)

従 来 な ん で も集 中 した誤 りの原 因はつ ぎの よ うな もの であ る。

鷲;_

very

Loose

(o)

■

4
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5・5ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 役 割 に つ い て

次の よ うに 定 義 し た い 。

(メ モ リ100Kbyt買 収 価 格$20,000以 下StandAlone)

こ の よ うな 「もの が{976～1980頃 に は 出 現 す る と思 う。 そ の と き

LooseCoupledSys.に 大 き な 影 響 を す る で あ ろ う。

Re'cordsof

TapeFormats

Distributor

Formlat

Contro1

CentraI

MemoryTOP

FormatsMANAGERIAL

information

asneed&Required

　合,。 一,。pe

SMC

Location

SMC

Function

SMC

dedicated

Application

この よ うなSYSは1976～

1980に 実現 され る で あろ う。

新 技 術 で な く経 済 性 のみ で ある。

ご1)
SMC(SupPerMicroOomputcr)

図8.9.4

.÷

〉

`
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1要

、.、QUantum社 は電子 産 業 のみ を対 象 とす る専 門調査 研 究 機関 で あb.約100人 の テ クニ カル ス

タ ッフ と研 究員 が い る。

Quantum社 の特 徴 は,Maptekと 称 す る電子 産 業 に関 す る 情報 を蓄 え たDataBaseを.

もっ てい る ことで ある。 す な わ ちそ のDataBaseを も とに電 子機 器k・よび産 業 の将 来 予測.技 術

予測 に力 を入れ てい る。無 論marketing'も 行 な ってい る。

75年 の予測 を中心 と して話 が 進 め られ た。

2組 織

President

8・10QuantumscienceCorp.

調 査 先QuantumScienceCo「P.

所 在 地250EastHartsdaleAvenueHartsdateNew・Yor'kN;Y.

10550

調 査 年 月 日1971年3月4日

面 接 者Mr.宜ainesB.Gaf.fner(VicePresident)

Mr.JamesA.Stone(VicePresidentPlanningDiv.)

Mr'.BarryJ.Keagy(DirectorComputerTechnoiogyDiv・)

Mr.LaurenceD.Paulet(StaffScientist)

調 査 者 林,桜 井.荒 津,伊 藤,野 上.細 川,境

概

,「.

Marketing

Service

MARKETING
Operating

Div.

一
Finance

&㎞11istratiOI1

一

'

MAPTEK

DataBa8e

Div.

ADVANCED

Technology

Di'v ●

Computer

Tech.Dほ

Technology

Planning

Div ■

Economic

Div
●

Investment

Div
●

図8.tO.1
./

.
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5・ コ ン ピ ュ ー タ の将 来 動 向

・コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス は 次 の よ う に な ろ う
。

1960年1971年1980年

1000回 のC・mp・ti・M1ト ル10 ,000回/ト ◆ル100,000/ド ル

・DataProcessingのComputingのComp
uter費 用 は1975年300億 ドル

に な り,そ の うち わ け は 次 図 の と お り

RC;RemoteComputingDataProcessing

BOL;On-Li・eD、t
。Pr。cessi。g

B;BatchDataProcessing

D;DirectedOn-Line

図8.10.2

レ

b

●1980年 に は ・Machin・L・ ・g・ ・g・ レベ ル で の 他 機 種 間 のC・mp、libilityが 可'

能 に な る と 考 え られ る。

マ イ ク ロ プ ログ ラ ム 技 術 の 発 展 に 伴 い
,各 機 種 のNativeLatiguageはIBM560/570

言 語 に 統 一 さ れ る で あろ う。

先 週 各 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ に 会 っ た と ころ に よ る と,マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム に は 各 社 と も興 味 を

示 して い る 。GBが 一 番 遅 れ て い て.そ れ が1980年 に 統 一 さ れ る 段 階 に い た る も の と 思 わ れ

る0

4.Comrnunication⇔ け るCPU偵9の 問 題

Co㎜unicationlineを も つ と き DCPUに と っ て次 の5つ が 問 題 と な る 。

① ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トウ エ ア

② シ ス テ ム ソ フ トウ ェ ア

③ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ セ ッ サ ー

⑧ に 関 し て は,最 近 妥 当 な も の が 出 て き て い る の で 、① ② が 問 題 に な っ て き て い る
。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ 七 夕 サ ーの 発 展 過 程 を 次 に 示 す
。

1964年

1966

1968

IBM-2701.2702

1BM-2703

COMSET会 社

TEMPO会 社

Bourroughs(B700)

32回 線接 続

200〃

250〃

6～400〃

?

HardOriented

〃

SoftOriented

〃

〃

最 近 で は20社 がProgrammableのFrontEndProcessorを 出 しZveる
。

5.画 像 伝 送

画 像 伝 送 に は.次 の よ う な も の が あ げ られ る が,Alphan"me-ricタ イ プ で も 始 ま
っ た ば か
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bでgraphicの も の に つ い て は,1975年 頃 か ら始 まb1980年 頃 は 市 場 が 可 能 とな ろ う。

①CATV②Piuturephone③GraphicDisplay④Fax

6.新 しい 通 信 会 社 の 設 立 に 二)い て

問 題 点 は.・ 一 カ ル ・ル ーtプに あ る.現 在 の 電 話 中 継 線 は ・カ・入 轍 の1・%'し か ・t・・が 、・デ ー ・

通 信 で は27～30%を 要 す 。

DATRANは ロ ー カ ル ・ル ー プはATTか らの 借 用 で 考 え てvaる の で 解 決 に な らな い 。MCIは ・ロ

ーカ ル ・ル ー プ の 建 設 を 考 え て い る が,多 く ¢)ユ ーザ の ピル に そ の 余 裕 が な い 。

7.Highlevellanguage

。FORTRANCOBOLPL/1でHighLovelLanguageは 終 りに 近 づ い て い る 。

。PL/1は あ ま り うけ 入 れ られ て な い よ うで あ る。

。ALGOLは,米 国 で は.衰 退 傾 向 で あ る 。

・HighLovelLanguageでTSS使 用 ナ る に は,ユ ーザ か らす れ ば ①JOBConttol

Language② 仕 事 内 容 の 記 述 を す る1anguageと 二 つ の 言 語 性 格 を もつ か.そ れ が 焚 く

い っ て い る の は,BASICだ け で あ る。

8.1975年 のNetworkInformationService(NIS)

掲 題 に 関 して は 次 の と お り

① 現 在 のScientificComputationか らBusinessOrientedな も の に な

る 。

②DataBaseの 普 及

⑧ そ の 他 オ ン ライン・ア プ リケ ー シ ョ ン サ ー ビス(医 療,交 通.チ ケ フ ト.etc.)

④S・i・n・lfi・ の も の と し て 特 殊 な計 算'こ ・ ケ ー ジ

91BMの ソ フ ト ・ハ ー ド価 格 分 離 政 策 の影 響●
と くに な い と,思 うo..

CornmercialBaseのTSS

。1970年 のTOPTwentyNISOper'atorの う ちKeydata社 が 唯 一 で 孕 る 。

・1965年MITのTechnicalPeopleに よb設 立

。業 務 はOrderEntryを 行 な っ て い る

請 求 書 発 行

顧 客 は.中 小 企 業 、特 に 卸 業 に 精 力 を つ か っ て い る 。

。機 器 構 成U-4942セ ヲ ト

端 末500台,(ASR,TTY28.NKS28)

DedicatedLine使 用

'
。業 ・績

1969年$3,0million17位/TOP20

1970年$5パ 〃15位/"
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良

t

t・

$5.'1millionを 稼 ぐのは.7年 か か ってい る。 末zE累 積 赤字 を もってい る1971年 には

黒字 に転 換 しよ う。赤 字 の原 因 は,コ ン ピュ ー タの概 念 を売 る セ ールス に 費用 が かか っ た こ とが

そ の赤字 要 素 とな った。

10.ComputerFを 端 末 とす る一 般 電話 線 の料 金

イ リノ イベ ル で計算 セ ン タ ー側 か ら+100%の 料 金 を徴 収 しよ うと して問題 とな っ てい る。

(GE.ADAPSO等 が反 対 してい る)

11.将 来 予 測

19701975

パッチ17

ファシリ

テ ィ マネ
ージメント

17%

1・7Billion$

ComputerService

1970

48

科学技術計算

データ

ベース

－

Revenues

図8.10.5

1975

＼ 、G
eneral

Business

aPPlication

speclallty

(医 療,NCテ ー プ)

545mi川ion$

図8.10.4 NISRevenueS

5・9BilliOn

C

5

ノ

、軟

Q
u
6

A

1

B

O

G

4

12.TSS会 社 に 対 す る 戦 略

。generaluseに 重 点 をtoけ 。

・ 個 人 信 用 情報 が 伸 び る 。

・ 銀 行 ・医 療 ・輸 送 に 重 点 を 。

。Computation特 色 あ る サ ー ビ ス を 。
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COMPETIUONINTHEMARKET

TOPTWIENTYNISOPERATORSFOR1970

金

THEINDUSTRYIFADERSFOR1970

Rank

殉

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

88

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

　%

1

5

2

1

6

4

8

9

7

0

5

9

7

4

5

一

2

一

6

一

-

|

'1

'ー

1

1

1

1

1

*Division

#*Division

NISRevenues

($Million)
1970

GeneralElectricCompany390

CT&刀InformationSystems24 .O

BunkerRamo21 .O

ControlDataCorporation15 .O

Se「viceBureauCorPoration14 .O

UniversityComputing120

Tymshare10 .5

McDonne11-DouglasAutomation90

NCR8 .O

ITTDataServices8 .O

Scantlin8 .O

NationalCSSス5

Keydata5」

Comshare、5.O

Interactiv・eDataCorp.5 .O

Rapidata5 .O

Telemax*5 .O

TicketReservationSystems、lhc.4.2

HoneyweH5 .8

B・ ・1i・gt・nM・P・g・m・ ・t
,S・ ・vices⑨ ・5・4

THE1970TOP2〔 〕215 .5

1970NISREVENUESOFR氾MAINING

OPERATORS-(t35FIRMS.)132.O

TOTALNISREVENUES-1970345.5

0fWellingtonComputerSystems

BurlingtonIndustries

㌘

椥
駕

;

三

〇

鵬

裟

㍑

;

部
材
枷1

.`

.つ・

図8.10.5
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図8.la6 ネ ヲ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス に お け る 業 務 別 売 上 げ(総 括)、

」

①15

1968年 売上 げ

1972年 〃

1975年 〃

019756pvaas'け る順位

④

⑯

⑮ ⑳ ② ⑰ ⑲ ②

⇔⑫⑧⑨⑥⑲

「
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1975年 総 需要 総 額140億6000万 ドル
↓

4

小規模製造業

13。7%

4.5

小規模卸売り&配 送

オフィス ・サービス

小 規模 銀 行

そ の他

小規模小売り

1975年 売上 げ

小規 模卸 売'り&配 送

小規模製造業

総 額8憶8500万 ドル

21・5%6 、4%

8.8%

2.3%

ト規模小売り
'

図 ・・1… 柑 ワーク ●インフ・メーシ・ン ●サービス『 る灘 霧 ㌃ 。ス)
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'

糞

婆需総年5791

トツジレク

げ上売年7519

ク レ ジ ッ ト

総 額21億 ドル

そ の他

15.0%

広告 研 究 ・製 品情 報

10.7%

56・8%5・1%娯 楽&旅 行 予約
,

14.4%

金 融

総 額5億3600万 ドル

そ の他

広告研究・製品情報

娯楽&旅 行予約

52.4%

金 融

図,8.10.8ネ ッ ト ワ'一ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビスvatsけ る業 務 別 売 上 げ

(デ ー タ ・ペ ー ス 専 用 サ ー ビ ス)
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1975年 総 需 要 総 額24億 ドル

4i.4%

医 療16 .6%

4・6%24 .8ea

輸 送12.6%

鉱 工 業 オペ レーション

1975年 売 上 げ 総 額2億2500万 ドル

鉱工 業 オペレーション

その他

∴

＼
その他

図 ・.1・.・ネ 。 ・ワ ー・ ・・… メ ーシ ・ン'サ"ビ ス 醐 驚 鷺 裂纂 竺 。ス)
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・
オ

⇔

ロ

⑳
中 央
ハー ド

ウェア

戸シング
シスア ヤピタル

オペ レー

ション

技 術者 は 詳細 左ユ ーザの 要求:

には コ ンタク トして ない

図8.10.10

/
ぷ

ターミナル

・一 ドウ ェア リケ

ー ショ ン

'フ トウ
ェ

マーケフ

テ ィング

技 術者 は特 殊 なユ ーザ の要 求

に も応 じている

ネフ トワーク ・インフォメーション ・サ ー ビ ス に お け る 戦 略 的 関 係
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1要

(a)通 信 会 社 の規 制の変化 につ い て,カ 一夕ホ ン事 件 な どを含 め歴 史 的変 遷 の説 明が され たが,興

味 深 く.ま た.TARIFFが た んに料 金 で な く申込 契約 書 を意味 す る との こ とで あっ た。

(b)IBMの 国際 的TSSの 紹介 と見通 し,～二の中 でIBMは デ ータ と音 声 とを組 合 わせ た フ レキ

シブ ル なネ ッ トワ吟 クを希 望 し 。コ ンセ ン トレ 一夕 の使 用 を推 奨 して い る。 衛 星 回線 を使

用 しての実 験結 果 に つい て.地 表 の回 線 に比 し何 ら支障 が な く,た んに経 済性 の問題 で使用 しな

い だけ で ある と語 った。

(c)ア メ リカの通 信環 境 に つ い ては,FCCはMCI.DATRANな どの新会 社数 を限定 して認 め,

過 当競 争 を排除 す る方針 との推 測 が語 られ た。

(d)そ の他 、IBM560/67のOSの 説 明 が あ った が,新 味 は な く,僅 かに改 良 の結果2台 動

作 時 に1台 に 比べ2.7～4倍 の パ フ ォー・■マ ンス に達 す る との話 が注 目され た。 また.通 信 料 金 に

つ い て.各 国 の比較 が 図示 され,米 国 のTWXが 高 く 、日本 の 市外 料 金 の高 い こ とが 指摘 され た。

2.通 信会 社 の規 制 の変遷

2・1米 国 の通 信会 社 には 次 の5つ が ある 。

①ATT;100milIionの 電話,17Billion$の 売上 げ .,24の 下 部電 話 会 社 を もつ,

研 究機 関 と してBe川Laboratory,メ ー カ としてWesternElectricが ある。

④2,000以 上 の独立 電話 会 社

最 大 の もQはGTEで1,500万 の電話 を持 つ.こ の中 には 子会 社 に デ ータ処 理 の営 業 を や ら

8・111BMWorldTradeCorporation

調 査 先IBMWorldTradeCorporation

所 在 地219East42StreetNewYork.N.Y.10e17

調 査 年 月 日1971年5月5日

面 接 者Mr.T.Takeshita(AdministrativeAssistanttovice

PresidentDataProcessing)

Mr.G.T.Lissandrello(ManagerDataCommunications

ReIations-IBMwTHQ)

Mr.D.L.Mordy(ManagerofDataCenterServices

AdvancedSystems-IBMWTIIQ)

Mr.1.Rezucha(TimeSharingSystemsManager(Large

Systems)一 ・IBMWVHQ)

Mr,J.E.Merke1(ManagerofCo㎜onCarrierRerations

-IBMCorp .)

Mr.D.R.Bacon(DataCommunicationsAdviser・-IBMCorp.)

調 査 書 林,桜 井.荒 津.伊 藤.野 上.細 川.境

.概
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せ てい る ものが ある。

⑨ ウエ ス タ ン ・ユ ニ オ ン

本来 は 電 信会 社 で あるが.子 会 社 に よっ て コ ン ピュ ー タ界 に進 出 してい る。

W.U.C・U.TSSの 提供

W.U.D.S.C端 末機 器 の製 造

(ニュ ース)DestrenicInformaticCorp.を 買 収 した一一産業 会 に コン ピュ ー

タ ライズ した 情報 を販売 す る。

④ 国際 的 な業 務 を営 む会 社

RCA.ITT,W.U.

⑤COMSAT;衛 星 通 信会 社

2・2規 制 の権利

①FCC;4つ 内 部委 員会 を有 し.州 間 の問題 に つ い て の規 制の 問題 を取b扱 う。

②PロblicServiceCommissions;州 内 の問題 にっ い てFCCに 相 当す る機 関,

ただ し,'通 信 以外 に電 気,鉄 道 を も規 制 してい る。

2。5TARIFFS;こ の場 合 には 申込 書,契 約 書 の よ うな もの を意 味 し,サ ービス内容,料

金.規 制.責 任 範 囲 を含 ん でい る。

2・4過 去 の状況

(1)1940年 以 前;タ リフに よる 制限 が非 常 に きつ く.電 話 以 外 の もの は接続 され なか った。 テ

レ タイ プ等 は,電 信会 社 が 提供 した。

(2)1940年 代;よb速 い デ ー タ伝送 の必 要が 認 識 され 連邦 政府 の要 求 に よb.は じめ て電話以

外 の施 設IBMO47/065(カ ー ド～ テ ープの装 置)が 接続 され た。

(5)1950年 代;デ ータ通 信 が商 業 的 に必 要 とな った。

IBMO65/066

(テ レタ イプ を除 い て カ ー ド ・リーダか ら直 接 ライ ンに送 出 す る よ うに なっ た。)

Line

図8.11.1(
4)Hush-A-Phone

電話 で話 す 自分 の声 が 周 囲 の者 に聞 え ない よ う送話 器 に取 付 け る器 具 で ある。 電話 会 社 は,こ

れ を付 け る ことに抗養 したが,Fecは これ に反 対 し電 気的 接続 以 外 な らなに を付 け て も よい こ

とに した。

(5)1957年;デ ータ伝送 に 電話 網 を開放 す る こ とをATTが 決 定 した。

(6)1960年 代;タ リフが緩 め られ,種 々の ものが付 加 で きる よ うに な った。

一545一



電 話 線(75B);IBM7750(メ ッ セ ー ジ 。ス イ プチ 用 コ ン ト ロnyラ)

Twx;ピ 蒜 麟 二:㌫;竺 三
一。

Chahelizing;IBMの ラ イン アダ プ タ ーで一 音 声 を4』chに 分剰す る

(7)Oarter.Phone;無 線 回線 と電話 線 を音 声結 合 した もの,当 初 問題 は テ キサス地 方裁 判

所 に持 ち込 まれ たが.無 線 に関 す る 問題 と して.FCCに 移 管 され たCこ の 問題 の決 定 に よb通

信 システ ム の相互 接続 が認 め られ る ことに な った。

(CarterPhoneDecinsion)

この決定 は,① 現 在 の契 約 は違 法 で あ る。

@無 害 な ものの接 続 は 制限 で きない

⑨ 有害 な もの のみ 制限 で きる

とい うもの であ った 。

(8)ATTの 新 しい タ リフ

次 の もの を認 め てい る。

① 直接 の電 気的 接 続

② 音 声結 合

③ 誘 導 結合

④ 相互 接続

⑥ マ イク ロウ ェ ーブ に対 す る エ ン トランス設備

(注)マ イク ロ ウェ ーブは24マ イル以 上 町か ら離 れ る よう規 制され てい る。

2・5デ ータ 。アク セス の装 置

(1)次 の よ うな ものが あ る。

a)

b)

c)

d)

e)

電 気的結 合

音 声結 合

音 声 のみ/デ ー タのみ

ネ ッ トワ《ク保持(プ ロテ クテ ィプ ・カ ッ プ ラ)

信 号 装置(ネ プ トワ ーク に必 要 な ダ イアル ・監視 装 置等)

(2)デ ー タ セ フ ト

115A

115B受 信

202M/N送 受

送嬉司

り

500bit/s

1200B/S

l蛭 ⇒図
150B/S

－346一
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⑲ そ の 他

INWA.RDWATSTSSに と っ て 非 常 に 都 合 が よい サ ー ビ ス で あ る 。

ForeignExchage

(4)Datrax;^下 図 の 三 つ(Line.L.C.Trunks)を 組 合 わ せ て 売 る サ ～ ビス が あ り非

常 に 経 済 的 で あ る 。

.ず

Gl蒜e)
Line

ConcentratorComputer

図8.11.2

2●6AdditionalNeeds

①DuplexService

②2WayWats

⑨RapPidConnectTimes

④AdministrativeDetails;もvと 回 線 に つ い て 情 報 が 欲 しい 、た とえ ば ピ ジ

タ イ ム 。 レ イ トな ど

⑤DirectWideBaJndAVtachment.'

⑥IncteasedSharin9;音 声 以 外 で は 左 い が,Wide旦andで は 同 一 企 業 内 に 制

限 さ れ て い る 。FCCの 動 き に 期 待 で き る 。

⑦ShortHaulT-1Servlce;デ ジ タル な伝 送 方 式 回 線,非 常 に 期 待 し て い る 。

⑧One/Multi-NumberDialers

⑨SecurityFeatures;自 動 的 に 発 信 場 所 を確 認 す る

⑩ デ ィ トレ プ ク ス の 拡 大

距 離.音 声.広 帯 域

⑪Diagnostics(診 断 法);IBMは 自 分 で や っ て い る が 電 話 会 社 が 行 な う こ とを 要 求 し て

い る 。

Trunksへ
○
○/

○

○

3・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ とオ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 国 際 的 展 望

5・1サ ーービス の 現 状

(1)APLサ ー ビ ス

内 容 は 算 術.数 学 等 で 現 在,デ ン マ ー ク,フ ィン ラ ン ド,ド イ ツ,ア ル ゼ ン チ ン.チ リ ー,ス

イ ス で サ ー ビス し て い る 。

(2)Ca11/360サ ー ビス

Basic,Fortran.PL/1の5つ の 言 語 を扱 う,現 在 サ ー ビス し て い る の は,オ ー スFラ
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リア,ペ ルギ ～,カ ナダ.フ ランス.ド イ ツ.オ ランダ,英 国 で ある。

国 に よっ て違 うが.代 表 的 な料 金は.接 続 時 間一 時間 に つ き9ド ル,CPU時 間1秒 に つ い て

25セ ン ト.DiskStorage55セ ン ト/1000バ イ ト/月 で ある。

(3)RAXサ ー ビス

言 語 と してFortranを 使用 す る もので,3年 間 多 くの国 に サ ー ビス を提供 して来 てい る。

現 在 ベ ル ギ ー.フ ラ ンス,オ ラ ンダ 、ス ペ イ ン βス エ ーデ ン,ス イス,イ タ リ ー 、ドイ ツに サ ー

ビス を提 供 してい る。

(4)RJEサ ー ビス

小 型 コン ピュ ー タに適 用 す る もの で2400Bit/S,4800Bit/S等 でサ ー ビス してい る

現 在 の提 供 は ベル ギ ー.カ ナ ダ,フ ラ ンス,ド イ ツ かイ タ リ ㍉ オ ランダ,ス イス,英 国 で ある。

5・2端 末 機 と通信 に望 む方 向

端 末 機 な らひ に通信 に将来 の方 向 として期 待 す るのは 次 の とお りで ある。

(1)端 末 機 初 高速 化360～8eキ ャ ラク タ/秒

(2)〃 の信 頼度 の強 化

(3)回 線 の信頼 度;通 常 は 良品 質 で あるが,と もに非 常 に雑 音 の 多い 回線 に接 続 され る と とが ある。

(4)よbよ い誤b訂 正 技法;電 話 会 社 も努 力 す る こ とを望 む。

(5)よ り よい診断 用機 器 と技 法;新 機器 の開発 に 率 め てい る。

(6)監 督 官庁(PTT)と サ ー ビス提 供者 の 間 に よb密 接 な作業 関 係 を営 む。

5。`デ ータ通 信 にお い て不確 定 な もの

次 の ものを あげ 説 明が あっ た。

(1)交 換 機器 と回線 の設置 の遅れ

(2)電 話 料 金構造 の変 化;ラ イン コ ンセ ン トレ一 夕を使用 時 に は差 を設 け るべ きで ある。

③ 国 内標 準;国 に よ り異 なる。

.(4)Tariffに よる制限 。

3・4ネ ッ トワ ークに つい て

最 初 の 要 求は 小 さか っ たが,だ ん だん 大 き くなっ て きて パダイナ ミック な変 化 が ある。 最大 の問題

として,音 声 とデ ータ両方 を組 合 わ せ た ネ ッ ト・ワ ークが経 済 的 で,柔 軟 性 を有 し.最 大 の ユ ーザ を

獲得 で きる。 い くつ か の 国で は,容 量 が 不適 当 で あ り.音 声 対 デ ータの ネ ッ トワ ーク に対 す る投 資 の

順位 に 対 す るPTTの 優 先 順位 に疑 問が ある。

5・5コ ン セン トレ 一 夕につ い て

(1)コ ンセ ン トレ一 夕の 目的は 施設 の効率 的利 用で あり.IBMも そ れ を望 む。PTTの 設 定 す る

コン セ ン トレ 一夕の使 用 を希 望 す る。 これ は ,タ リフに 関 係す る もので ある。 伝送 速度 を変換 し

回 線数 を減 少す る もの も コン セ ン トレ ータ と考 え たい 。

例:音 声回 線$6000/ms

24電 信回 線$4500/ms×24-$108,000

一348－

A

、



・
'

4.米 国 の通 信 の状 勢 に つ い て'

デ ータ通信 に関 連 す るFCCの 態 度 に つい て以 下 の話 が あっ た。

(1)通 信 とデ ータ処 理

FCCは デ ー タ処理 と.通 信 を分離 してや らせ る方針 で ある 。問 題 の デ ータ通 信 専門 の通 信 会

社に つ い ては,DATERAN,MCIな ど,個 別 に,ま 、たそ の応 用 と して問 題 を解決 す るの では な

く.国 家 的標 準 の作 成 を行 なっ てい る。 そ の方 針 とみ られ る のは.過 当競 争 を排 除 す る ため 数 を

ある程 度 しぼ っ て認 可 す る。 ま た同 じサ ービス で あ り畢 が ら地 域 に より費用 の異 な らな い ように

す る。

(2)国 内衛 星通 信 につ い て

目的 は,良 質 な回 線 を割安 に 作 る こ とに あ る。計 画はFCCに6～8シ ス テ ムに あ が ってい る。

しか し 、衛 星 自体 には,そ れだ け の容量 は ない か ら,FCCは1～2シ ス テ ム の全米 を カバ ーす

る サー ビス に した い と考 え てい る。

(5)CATVに つ い て

a)CATVが 拡 が る と小 さ な町 では.ロ ーカル なTV局 をみ な くな る と思 われ る の で小TV

局 同士 がTV局 間 の ネ ッ トワ ーク を組 み始 め て い る。

b)1Wayか ら2Wayに 変 化 させ る試 み が な され てい る こと。広 帯 域特 性 を持 つ か らデ

ータ伝送 に も使用 で きる こ とが興 味 深 い。

5.360/67のOS

560/67のOSは 当 初は あまb良 く働 か なか った が改 良 に よb良 く動作 す る よ うに『な り,2台

設置 す る ときに は.2,7～4倍 の能 力 を発揮 させ る こと もで きる よ うに な ってい る 。

6.世 界各 国の デ ータ通 信 環境

各 国 の専 用 線料 金,電 話料 金,電 報 料 金 の図 示比 較 説 明が な され た。

と くに ア メ リカでは,TWXの 料 金が 高 い.日 本 では市 外 電話 料 が 高 い点 が指摘 され た。
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8・12U・S㌧PepartmentofLabor

調 査 先U.s.p6δartmentofLaborManpowerAdministration

所 在 地Washingion,D.C.20210

調 査 年 月 日1971年3月 ・8日

面 接 者ManpowerAdministrato・r.s

調 査 者 桜 井.伊 藤.細 川,野 上.境

1.概 要

(1)ManpowerAdministrationで は 次 の 業 務 を 行 な っ て い る 。

階 ∴ ∵㎞旛 羅:籔;:.
(2)EmpIoymentArea

直接 に は各 州 が行 な っ てお り.連 邦 政府 は 予算 の支 出 のみ で ある。 機械 費 用は 全 州 で$50

million/yearで.種 別 は 次 の とお りで ある 。

IBM(35セ ット).RCA(10).Univac'(5).GE(・1),Barroughs(2).』

Honeywel1(1)

これ らは 全 て レ ンタル で ある。 また 使用 言 語は 全 てCOBOLで あ る。

2.失 業 保 険 関係

失業保 険 関係 は 、,機械 化 してか ら20年 位 の歴 史が あb.失 業者 が窓 口に きた ら給 付 証 を発 行 す る

シス テ ム であ る。 マサ チ ュ ーセ ッ ツ州 とニ ュ ージ ャ ージ ー州 では この業 務 をオ ン ライ ン化 して お り'

マサ チ ュ ーセ ッツ州 で は57のofficeで 端末 を使 用.そ の端 末機 に は エ プジ ・カ ー ドをテ ープに

変換 す る機構 が つ くよ う改造 したIBMの キ ーボ ー ド・プ リン タが 使用 さ れ てい る。

ニ ュ ージ ャ ■・■ジ ー州 ではRCA7045(262kb)を 使 用,集 配 信 には ミニ コンの ようなパ ヲ

フ ァを おい て 制御 してい る(50端 末)。 これ をLoops(LocalOfficeonLine

PaymentSystem)と 称 してい る6

3.ESARS

ESARSは 求 職者 の氏 名.年 令.特 技,探 す仕 事 等 を マ ーク ・シー トに書 きOMRで 読 み込 ませ,

fileを 更新 し,定 期 的 に プ リン トア ウ トす る もの で ある。(JobBank)各 州 の デ ー タの集計

は磁 気 テ ープを送 らせ て行 っ てい る。 オ ン ライ ン化 してい るのは ニ ュ ー ヨ ーク(対 象;未 熟 練 労働 者),

カ リフ ォル ニ ア州LINCS(LaborInventoryCommunicationSystem.対 象

は熟 練 労働 者 お よひ技 術 者)が あ り 、いず れ も実験 的 な もので あるが,今 後 大都 市 に は との よ うな

」⊃b工 ・"..;.を 拡 表 レS1{↑ こらい に し二い。 )

、,
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4・JobMatcnlng

コン ピュ ータを使 用 してJobMatchingを 行 な うシス'テムは,ユ タ.ウ ィス コ ンシ ン.カ リ

『フ
ォノレニ ア.ニ ュ ーヨ ーーク(AMDS;AreaManpowerSystem,)の4州 で開 発 あ るいは 試

行 中で ある。

aタ 州 は,州 内に8～10のofficeを 持 ち一般 電話 線 にMODEMを 接続 して使 用 してい る。

セ ン タは ソル トレ ーク市 に あ って,機 械 はRCA7045×2(260kb、1台 は 予備)基 本 的 な検索

法 はDbTコ 白 ドとそ の他 の求職,求 人 の詳細 に よっ てい る。 オ ン ライ ン動 作 は,ロ ーカル ・オ フ ィ

ス の ビデオ ・デ ー 占端末 とプ リンタ を通 して行 なわ れ,コ ン ピュ ー タか らの 出力 は要 求者 の選択 に よ
)

リ ピデ オま たは プ リン タに な され る。・

ウィス コ ン シン州 は,検 索 をDOT-W[VG(WorkerTraitGroup)の 職 業 記述 に よb行

ない'.適 合度 を判定 しペ ス ト5を 選 ぶ もので ある。1969年7月 よbマ ジ ソンの成 人局11・よび青 年

セン タ ーで動 作 中で ある 。

5.そ の他

a)今 後5年 くらい後 に統 一 シス テ ム の決 定 を行 ない.標 準 化 して10年 後位 まで に全 米 に普 及

させ,各 州間 も接 続 したい 。

、b)機 械 決定 は競 争 入札制 に よ って い る。

げ
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8・15SmithonianInstitution

調 査 先SmithonianInstitutionScienceInformationExchange

所 在 地209MadisonNationalBankBuiIding1750,MstreetN.W.

Washingtion,D.C.20056

調 査 年 月 日1971年5月9日

面 接 者Mr.MonroeE.Freeman(Director)

Dr.FrankJ.Kreysa(AssociateDirector)

Mr.JohnJ.Park(ScienceStaff)

調 査 者 桜 井.伊 藤.細 川.野 上.境

1・ 概 要 .・

SIEは,進 行 中 の 研 究 の 国 家 的 登 記 所 で あ っ て,誰 が.ど こ で.な に を研 究 し て い る か を 入 力 し

た デ ー タ ・ベ ース を 維 持 し て い る 。 研 究 者 や 管 理 者 か ら質 問 が あ れ は,こ れ を検 索 しそ の 結 果 を 提 供

す る こ と に よっ て.研 究 の 重 複 に よ る 損 失 を防 ぐ こ と に 貢 献 し て い る。

入 力 す る デ ー タ件 数 は 年 間 約1・0万 件 で.問 合 わ せ は 昨 年 約5万5千 件 で あ っ た 。

使 用 の コ ン ビi－ 夕 はIBM560/40で,補 助 記 憶 装 置 の 中 心 は デ ー タ ・セ ル(IBM2521

-1
,4eO,000KB)で あ る。 基 礎 資 料 の 入 力 の方 法 は.政 府 関 係 の 大 量 入 力 に 磁 気 テ ー プ が 使 わ

れ て い る ほ か に.BankerRamoDisplayTermina1約10台 が あb.ス ク リ ー ンに 表

わ れ る 文 字 を 見 な が ら タ イ プ ・ イ ン を 行 な っ て い た 。

入 力 デ ー タ と質 問 は.一 一度SIEの 各 分 野 の 専 門 職 員 に よっ て な か だ ち され る の"e,外 部 の 利 用 者

は.用 語 に 特 別 の 配 慮 を す る 必 要 が な い 。 しか し,こ の こ と が 将 来 こ の業 務 の ネ ック と な ら な い か 疑

問 を 持 っ た。

2 .ス ミ ソ ニ ア ン協 会 の 創 立 とSIEへ の 発 展

・SmithonianIustit凹tionは.約200年 前 に 設 立 さ れ た 団 体 で あ る 。

。SmithonianIustituti6nは.国 家 的 見 地 か ら見 て.研 究 の 重 複 に よ る 損 失 を な く

す た め に,現 在 進 行 中 の 研 究 のIRを 、医 学 の 分 野 に 限 っ て 、20年 前 に 始 め た 。 経 過 を 次 に 要

約 す る。

1950年MedicalResearchのIRを 開 始

MedicalScienceInformationExchange

1961年BioiogicalScienceInformationExchange

1970年ScienceInformationExchange

こ の よ うにSIEは,当 初 医 学 分 野 か ら ス タ ー ト した も の が.順 次 他 の 科 学 分 野 ま で も カ バ ーす

る よ うに な り.近 年SIEと し て,現 在 進 行 中 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク トの 総 合 的 デ ー タ バ ンク と な っ

た 。

5.SIEの 入 力 デ ー タ

一354・ 一
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、
,
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、

現 在 ス ミ ソニ ア ン協会 のSIEの デ ータバ ン クに入 る 情…報は,年 間 に約80,000件 ～100,QOO

件 の研究 プ ロジ ェク ト情報で,科 学 の全分 野 に わ た って入 っ て くる。 入 力 デ ータの 情報 は次 の要 素 か ら

構 成 され てい る。(別 紙1参 照)

① 研 究 テ ーマ(タ イ トル)TITLE

② 研 究支 援 団体(研 究 費 の 出資団 体)

③ 研 究団 体 名teよ び研 究者 名WHO

④ 研 究団 体 の所 在地 ・。。。・WHERE

⑥ 研 究期 間(開 始 。終 了時 期)・ ・…WHEN

⑥ 研究 テ ーマ の要約(約200語 以 内)

10万 件 デ ータの うち,7,5万 件 が 政府 関係 に よる デ ー タで ある。 なts,秘 密 を完 全 に要 す る もの

は,発 表 され るま で入 力 され てい ない。

4.SIEの 組織

'

β

匡
Director

putyDirector
、`

Adlninistrative

officer

Fiscai&Persona1

Excutive

officer

1 1
LifeScience

Div

Assoc.Dir/chief

PhysicalScience

Div ■
Assoc.Di罵/chief

DataProcessing
Div

Assoc.Dir/chief

BiolsgicaI

Sciencers

Chemistry .

Sciencers

Engineering

Sciencers

Report's一

9'

System&

Progra㎜ingBehaパa1〃 Earth〃 Materials〃 1

ElectroniCS〃

Computer

OpuationsMedical〃 Physics&

mathematics〃

Science

Support

Agrecultura1"

図8.15.1

一555一



5.SIEe(tsけ るIRシ ス テ ム

SIEを 利 用 しt,現 在 進行 中の研 究 プ ロジェ ク トを知 ろ うとす る場 合に は .利 用者 は 、手 紙,電

話 ま た直接 訪 問 に よbJス ミ ソニ ア ン協 会SIEのScienceStaff(Sciencess)に 質

問 醐 を提起 す る.そ れVaXb.尋 問科学 分野 ご とに い るS。ienceS,、ffが.そ く祈 解読 し

て,デ ータバ ンクに 問 い合 わせ う と云 うIR組 織 を もっ てい る。 との よ うに複 雑 多岐 に わ たる問 い合

わせ に 関 して,満 足 な結 果 を得 るに は.こ のScience .staffの 制度 が重 要 で あ る と考 え てい

る。 .'

以 下 にそ の シス テ ム を簡 単 に 図示 す る。

SIEScienceStaff

↑
手紙,電 話.直 接訪問

図8.15.2

SIEScienceStaffに よるコ ン

ピュ ータに対 す る問い 合 せ。 そ の結果 を

検 討 し,要 約 した もの を質 問者 に解 答 す

るo

6.SIEデ ータバ ンクの フ ァイル保 存期 間
.、 ・ ・

情報 入力 後r年 を経 過 す る と.ス ミソニ ア ン協 会SIEの 方 か ら,そ の 情報 発 生元 たる研 究 プ ロジ

ェク トに対 して,そ れ が なお継続 され る研 究 か ど うか の質 問 状 を出す。 そ して.そ の研究 プ ロジ ェ ク

トが継 続 しな い 旨 の解 答 を得 た と きには.そ のデ ー タはHistoricalFi'Ieの 方 に移 され る
。・

7.SIEデ ⇔ タバ ン クのmaintenance

●

9

全INDEX表(T'itleの 分類 項 目表)の プ リン トア ウ ト

INDEXのUPDATE

(Alphabet三 ¢IndexListの プ リン トア ウ ト)

INDEX別 の件数 表

(これ に よbINDEXの 追 加 削 除 の判 断 基 準 と してい る)

1/

10ケ 月

1/

2週 間

1/

2週 間

以 上 の 作 業 を.ScienceStaffお よ ひComputerOpratorが 行 な う こ とに よb

SIEデ ～ タパ ン ク を維 持 して い る 。

8・SIEのINDEX例

LifeScienceDivisionの 例 を以 下 に あ げ て み る 。

・MOTORINDEXESINUSE

IMedicalSciencesIndexes

IIBiologicalSciencesIndexes

－556－
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皿 やIAgircvlturalSciencesIndexes

IVBehatioralSciencesIndexes

VS■cialScienceslndexes

WCo㎜ 。nIndexeS

TotalnumberofIndexes-164

上 記 のMajorIndexesセ ク シ ョ ン ご とにTopicsと い う形 で さ らに 細 い イ ン デ ッ ク ス カi

つ い て い る が これ は 省 略 す る

9.SIEへ の 問 い 合 わ せ とそ の結 果 例

毎 日SIEに 対 し て大 学 、病 院,政 府,個 人 研 究 所 の 研 究 管 理 者 や 研 究 者 か ら何 千 と い う質 問 が く

る が,以 下 に 環 境 科 学 に 例 を と っ て あ げ てみ る 。

環 境 科 学(BehavioralSciences)例;

・CAI(ComputerAssist .edInstitution)に つ い て

SIEは14の 異 な っ た補 助 手 段 に よる83の 研 究 を 見 い 出 し た

・ 薬 常 用 者 の 常 態 研 究 に つ い て

SIEは51の 異 な っ た 補 助 手 段 に よ る121の 研 究 を 見 い 出 した

・ 栄 養 失 調 と心 理 学 的 発 展 に つ い て

SIEは15の 異 左 っ た補 助 手 段 に よ る22の 研 究 を 見 い 出 し た

・Groupdicisionmakingに つ い て

SIEは12の 異 な っ た 補 助 手 段 に よ る66の 研 究 を 見 い 出 した

10.SIEの コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

・OPUIBM360/40131KB

接 続 チ ャ ン ネ ル2セ レ ク タ ー チ ャ ン ネ ル

1マ ル チ プ レ ク サ ーチ ャ ン ネ ル

カ ー ド読 取/穿 孔 装 置 リーダ1000tw分.パ ンチ300枚/分

プ リン タ ー1100枚Uax/分

デ ィス ク 装 置IBM2318-1ド ラブ229.17万 バ イ ト

テ ー プ 装 置60KC×2台

50KC×2台

デ ータ七 嘆 置IBM2521-1400,000KB

CRTデ ィスプレイ 装 置BunkerRamoVideoDisplayTechnical'1

・ ソ フ トウ ェ アDos(12KB)を 使 用 し て い る ・

11.出 版 物 ∵

SIEの デ ー タ バ ン ク を も とに し て.編 集 作 成 した い くつ か の 出版 物(カ タ ログ)が 出 さ れ て い る

。WaterResourcesResearchCatalo9

●BehavioralScienceinProgress .

-557-一



・SustainingUniversityPrograln
.NASA

。InternationaLTradeReserch

・MarineResearch

12.SIEの 料 金

SIEで は.各 種 項 目につ い ての サ ーチ を行 な うが,そ の料 金体 系 は .そ れ ら検 索項 目に よっ て異

な る。

一 般 サ ー ビス料 金 は
.次 の とお りで ある。

。 一 質 問 ご とに40ド ル .同 一 注 文時 に そ の他 の追 加注 文 が あれ ばそ れ らは50ド ルに なる。

。 四半 期 ご との研 究課 目郵 送 は
.最 初 の注 文時60ド ル。以 下 四半 期 ご との 自動郵 送 ご とに50

ドル。

以 上 のサ ーチは,100ド キ ュ メ ン ト以 下 の 情報 検 索 の場 合 を さ しτい る。一 質 問 に対 して100

ドキ ュ メ ン ト以上 に な る場 合 には,越 えた 分100ド キ ュ メ ン トご とにZ5ド ルが課 金 され る
。

ただ し.通 常 は一 質 問 に対 して 、平 均60ド キ ュ メ ン トで あ る。

そ の他.料 金体 系 と して次 の検 索項 目が ある。

●

O

●

O

AdministrativeContentSearches。 ・ ・国,州,団 体 別 サ ーチ

InnestigatirSearches。 ・ 。 。 。 ・ 。 ・研 究 者 別 サ ーチ

AccessionNumberSearches・ 。 ・ …SIENO .サ ーチ

StandardTabuiations… 。 。 ・ 。 … 指 定 基 準 に よる リス トア ッ プ

支 援 団 体.研 究 者.研 究 団 体.所 在 地,学 校,プ ロ ジ ェ ク ト名.等

そ の他 サ ー ビス

●
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禁 無 断 転 載

財 団法 人 日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東 京都港 区芝 公 園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

有 限会社 タ カ ミ ・プ リ ン ト

東京都 港 区芝1丁 目2番15号

TEL(451)6993番
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